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はじめに

このたびは、弊社製品をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。
このユーザーズガイドは、ファクス機能を使用するために必要な機械の操作方法および使用
上の注意事項について記載しています。ぜひご一読ください。
安全に正しくお使いいただくために、操作の前には必ず「安全にお使いいただくために」を
お読みください。

登録商標について
KONICA MINOLTA、KONICA MINOLTAロゴ、The essentials of imaging は、
コニカミノルタホールディングス株式会社の登録商標です。
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Copyright

© 2006 KONICA MINOLTA BUSINESS TECHNOLOGIES, INC., All Rights 
Reserved.

免責
本書の一部または全部を無断で使用、複製することはできません。

コニカミノルタビジネステクノロジーズ株式会社は、本書を運用した結果の影響につ
きましては、一切の責任を負いかねますのでご了承ください。
このユーザーズガイドに記載されている情報は、予告なく変更される場合があります。
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送ってみよう（ファクス）

はじめてファクスを送るときの基本的な操作の手順を説明します。

ファクスを送信するには

原則

ファクス機能を利用する場合は、オプションの FAXキットが必要です。

A 操作パネルの【ファクス /スキャン】を押し、ファクスモードにします。

ファクス /スキャン画面が表示されます。

B 原稿をセットします。

原稿セットについては「原稿をセットする」（p. 2-7）をごらんください。
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 送ってみよう（ファクス）
C 必要に応じて機能を設定します。
読込み設定画面

原稿設定画面

読込み設定については、「読込み条件を設定する」（p. 2-13）または「読込み設定」（p. 7-
2）をごらんください。

原稿設定については、「原稿設定」（p. 7-3）をごらんください。
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 送ってみよう（ファクス）
通信設定画面

D テンキーで相手のファクス番号を入力します。

通信設定については、「通信設定」（p. 7-4）をごらんください。

･ 誤って入力した場合は、［削除］を押して訂正します。
･【C】を押すと入力した番号がすべて削除されます。
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 送ってみよう（ファクス）
E 操作パネルの【スタート】を押します。

送信できない場合は「送信できない」（p. 5-2）をごらんください。
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こんな機能があります

総ページ数を付けて送る

時刻を指定して送る

1ページ読み取るごとに送る（クイックメモリー送信）

海外に送る

読み取ったことを確認する

クイックメモリー送信の場合に原稿の総ページ数を付け
て送信できます。相手先で文書の総ページが正しく届い
ているかを確認するのに便利です。 詳しくは、p. 2-52 をごらんください。

指定した時刻に通信できます。深夜や早朝などの電話料
金割引時間を利用して通信すると経済的です。

詳しくは、p. 2-55 をごらんください。

原稿を1ページ読み取ると同時にファクス送信を始める
方法です。

詳しくは、p. 2-49 をごらんください。

通信状態の悪いところへ送信するときに、情報を送る速
さ（伝送速度）をゆっくりとしたスピードに設定して確
実に送信できます。 詳しくは、p. 2-58 をごらんください。

読み取った原稿に済みスタンプを押すことができます。

詳しくは、p. 7-26 をごらんください。

From : 012345678 2005 / 01 /20 10:01          #12 P.005 / 010

時刻を指定

送信開始

原稿の表面

原稿送り方向

スタンプ位置
17



 こんな機能があります
黒い影を消して送る

原稿を読込むサイズを指定して送る

サイズの異なる原稿を一度の操作で送る

冊子になっている原稿を読込むときなどに、上下左右に
写る黒い影を消して送信できます。

詳しくは、p. 7-12 をごらんください。

読込むサイズを指定して送信できます。原稿の一部だけ
を送信したい場合に便利です。

詳しくは、p. 7-20 をごらんください。

サイズの異なる原稿をセットし、それぞれの原稿サイズ
を正しく認識して送信できます。

詳しくは、p. 7-29 をごらんください。

枠消し幅

枠消し送信通常の送信

JAPANCHINA

AUSTRALIA
Indian Ocean

PAPUA
NEW GUINEA

INDONESIA

PHILIPPINES

MONGOLIA

THAILAND

VIETNAM

MALAYSIA

SINGAPORE

BRUNEI

Taiwan

NORTH KOREA

SOUTH KOREA

CAMBODIA

LAOSNMAR

BHUTAN

LADESH

RUSSIA

JAPANCHINA

PHILIPPINES

MONGOLIA

THAILAND

VIETNAM

MALAYSIA

SINGAPORE

BRUNEI

Taiwan

NORTH KOREA

SOUTH KOREA

CAMBODIA

LAOSNMAR

BHUTAN

LADESH

RUSSIA

サイズの異なる原稿をADF
にセット

原稿と同じサイズで送信
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 こんな機能があります
折り目のある原稿を送る

長い原稿を送る

見開き原稿を送る

折り目がついているために原稿サイズを正しく検知でき
ない原稿を正しいサイズで送信できます。

詳しくは、p. 7-32 をごらんください。

432 mmより長い原稿を送信できます。

詳しくは、p. 7-35 をごらんください。

本やカタログなどを送信する場合に、左右のページを分
割し、それぞれ1ページとして送信できます。

詳しくは、p. 7-15 をごらんください。

SURVEYOR’S
REPORT

SURVEYOR’S
REPORT
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 こんな機能があります
両面原稿のとじしろを指定する

受信側からの指示で送信させる

ECMモードを解除して送る

文書を指定してポーリングする

原稿のとじしろを指定し、原稿の裏面の上下関係を補正
して送信できます。

詳しくは、p. 7-38 をごらんください。

送信側にセットまたは蓄積されている原稿を、受信側か
らの指示で送信させる機能です。

詳しくは、p. 9-6 をごらんください。

ECMモードを解除し、通信時間を短縮して送る機能で
す。

詳しくは、p. 7-43 をごらんください。

掲示板ボックスに、閲覧させたい文書を蓄積し、ポーリ
ング送信できます。また外部の掲示板からポーリング受
信できます。 詳しくは、p. 9-8 をごらんください。

1
2

3

1
2

3

1
2

3

上開き /とじ

左開き /とじ

送信

送信先ファクス

送信受信

閲覧

登録

掲示板

ポーリング
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 こんな機能があります
スーパーG3モードを解除して送る

中継先を指定して送る

親展ボックスを使う

パスワードをつけて送る

構内交換機などの制約によりスーパーG3モード（V34）
を使用できない場合に、スーパーG3モード（V34）を
解除して送信できます。 詳しくは、p. 7-46 をごらんください。

いったん中継局に原稿を送信し、中継局から送信先に同
報できます。

詳しくは、p. 7-66 をごらんください。

特定の人との間で送受信したい原稿を、親展ボックスを
使って通信できます。

詳しくは、p. 7-63 をごらんください。

相手側が閉域通信を設定している場合に、パスワードを
つけて送信できます。

詳しくは、p. 7-60 をごらんください。

中継指示局 中継配信局

中継配信先

中継配信先市外電話
市内電話

送信 受信

親展BOX
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 こんな機能があります
外部電話から受信の指示をする

背景色の濃度を調整して送る

文字のエッジを強調して送る

リモート受信番号を使い、外部電話から受信の指示をす
ることができます。

詳しくは、p. 8-2 をごらんください。

原稿の背景色の濃さを調整して送信できます。

詳しくは、p. 7-6 をごらんください。

ぼやけた文字をはっきりさせたり、なめらかな印象にし
たり調整して送信できます。

詳しくは、p. 7-9 をごらんください。

着信

呼び出し音が鳴る

受話器を上げて、
リモート受信番号を押す
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 こんな機能があります
ボックスに保存する

読込んだ原稿を、本機のハードディスクに作成された
ボックスにファクス /スキャン画面から保存できます。
ファクス番号のかわりに宛先としてボックスを指定しま
す。またボックスに保存したファイルを、さらにファク
ス送信することもできます。

詳しくは、p. 1-11 をごらんください。

ボックス
ハード
ディスク
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ページの見かた
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原稿と用紙の表示について

本文中に出てくる原稿と用紙の表示について説明します。
原稿と用紙の大きさを表す場合、Y 辺を幅、X 辺を長さと呼びます。

幅（Y） よりも長さ（X） のほうが大きいものをw と表示します。

幅（Y） よりも長さ（X） のほうが小さいものを v と表示します。
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マニュアル体系について

本製品のユーザーズガイドには、印刷物の冊子でご提供するユーザーズガイドと、ユーザー
ズガイドCDに収められたPDFのユーザーズガイドがあります。

印刷物のユーザーズガイド
●すぐに使える操作ガイド
すぐに本製品をご利用いただけるよう使用頻度の高い機能や操作方法を紹介しています。
本製品をはじめてお使いになる場合や機能の概要を知りたい場合は、このユーザーズガイド
をごらんください。

●安全にお使いいただくために
本製品を安全にお使いいただくために守っていただきたい注意事項とお願いを記載していま
す。
本製品をお使いになる前に必ずお読みください。

●ユーザーズガイド（拡大表示機能編）
拡大表示機能の操作について記載しています。
拡大表示画面でのコピー機能、ネットワーク／スキャナー機能、ファクス機能の使い方を知
りたい場合は、このユーザーズガイドをごらんください。

ユーザーズガイドCD収録のユーザーズガイド
●ユーザーズガイド（コピー機能編）
本製品のコピー機能およびメンテナンス方法について記載しています。用紙と原稿につい
て、便利な応用コピーのとりかた、消耗品の交換方法、紙づまりなどのトラブル対処方法を
知りたい場合は、このユーザーズガイドをごらんください。

●ユーザーズガイド（プリンター機能編）
標準装着のプリンターコントローラーで設定できるプリンター機能について記載していま
す。プリンター機能の使い方を知りたい場合は、このユーザーズガイドをごらんください。

●ユーザーズガイド（ボックス機能編）
ハードディスクを利用したボックス機能について記載しています。ボックスへのデータ保
存、ボックスからのデータ取出し、データ転送方法を知りたい場合は、このユーザーズガイ
ドをごらんください。

●ユーザーズガイド（ネットワーク／スキャナー機能編）
標準装備のネットワーク機能の設定方法、スキャナー機能の操作について記載しています。
ネットワーク機能、Scan to E-Mail、Scan to FTP、Scan to SMBの使い方を知りたい
場合は、このユーザーズガイドをごらんください。

●ユーザーズガイド（PageScope Web Connection 編）
コンピューターのブラウザーから本体の設定をリモート操作するPageScope Web 
Connection について記載しています。PageScope Web Connection の使い方を知り
たい場合は、このユーザーズガイドをごらんください。
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 マニュアル体系について
●ユーザーズガイド（ファクス機能編）＜本書＞
G3ファクス機能について記載しています。オプションの FAXキットを装着した場合のG3
ファクスの使い方を知りたい場合は、このユーザーズガイドをごらんください。
ファクス機能をご利用になるには、別途オプションの FAXキットを購入していただく必要
があります。

●ユーザーズガイド（ネットワークファクス機能編）
ネットワークファクス機能について記載しています。インターネットファクス、IP アドレス
ファクス、SIP ファクスの使い方を知りたい場合は、このユーザーズガイドをごらんくださ
い。

●ユーザーズガイド（ファクスドライバー機能編）
コンピューターから直接ファクス送信を行うファクスドライバーの機能について記載してい
ます。
PC-FAX の使い方を知りたい場合は、このユーザーズガイドをごらんください。
ファクス機能をご利用になるには、別途オプションの FAX キットを購入していただく必要
があります。

●ユーザーズガイド（拡張機能編）
オプションのライセンスキットを登録することで有効化して利用できる各機能と、アプリ
ケーションと連携させることで利用できる各機能の概要と使い方について記載しています。
各機能を効果的にご使用いただくために、このユーザーズガイドをごらんください。
拡張機能は以下の機種に対応しています。
bizhub C650/C550/C451/C353/C253/C203
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第 1章

第1章 ご使用いただく前に
ご使用いただく前に知っておきたいことについて説明します。
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1.1 ご注意

本機はカラーでファクス送受信することはできません。
本機を接続することのできる電話回線は次のとおりです。

加入電話回線（ファクス通信網を含む）

PBX（構内交換機 2 線式）

使用する電話回線について次の項目をご確認ください。
外部電話としてビジネスホンを接続することはできません。

キャッチホンとの併用はできません。

お客様のお使いの社内ネットワークなどで、デジタル専用線を多重化している場合は、
ファクス通信に以下の制約が生ずる可能性があります。
伝送速度が制限される。

Super G3 による通信ができない。

ごくまれに工場出荷時の設定では、通信エラーが発生する場合があります。これらの制約
は、多重化装置が音声使用を前提に回線の使用帯域をぎりぎりまで制限しているためです。
なお、ネットワークを構成する装置によってもこれらの制約は異なります。詳しくは、お客
様がお使いのネットワーク管理者にお問い合わせください。

【主電源スイッチ】をOFF/ONする場合は、主電源をOFFにして、10秒以上経過してからONに
してください。間隔をあけないと、正常に機能しないことがあります。
ご使用いただく前に 1-2



1.2 操作パネルの使いかた

操作パネル

No. 名称 説明

1 タッチパネル 各設定画面やメッセージが表示されます。
タッチパネルに直接タッチして各設定を行います。

2 主電源ランプ 【主電源スイッチ】がONのときに緑色に点灯します。

3 【副電源スイッチ】 操作パネルの電源をON/OFFします。OFFのときは
節電状態となります。

4 【プログラム】キー 目的のファクス条件を、プログラム宛先に登録した
り、登録したプログラム宛先を呼び出して送信できま
す。（p. 2-30、p. 10-20）

5 【設定メニュー /カウンター】キー 設定メニュー画面、セールスカウンター画面に切換わ
ります。

6 【リセット】キー 操作パネル、またはタッチパネルで入力した全ての設
定（登録した設定は除く）がリセットされます。

7 【割込み】キー コピー機能の割込み機能に切換わります。割込み機能
中は【割込み】が緑色に点灯し、タッチパネルに「割
込み中です。」と表示されます。割込み機能中に【割
込み】を押すと割込み機能は解除されます。
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1.2 操作パネルの使いかた
8 【ストップ】キー 原稿の読込みを停止します。

9 【確認コピー】キー 【スタート】を押す前に【確認コピー】を押すと、現
在設定している内容の仕上がりイメージをタッチパネ
ル上に表示できます。（p. 2-63）

10 【スタート】キー 各ボックス、ファクス /スキャン、コピーの選択され
ているモードの動作を開始するときに押します。ファ
クス /スキャンモードが選択されているときは、通信
を開始します。本機が動作を開始できる状態のとき
は、【スタート】が青色に点灯します。【スタート】が
オレンジ色に点灯しているときは動作を開始できませ
ん。

11 データランプ プリントジョブやファクスの受信中は、青色に点滅し
ます。
プリントジョブやファクスの印刷待ちおよび印刷中
は、青色に点灯します。

12 【C】（クリア）キー テンキーで入力した数値や画面のキーボードで入力し
た文字が取消されます。

13 テンキー 数字を入力します。電話番号や各種設定値の入力に使
用します。

14 【ヘルプ】キー ヘルプ画面に切換わります。
本機機能の解説や操作方法を画面上に表示できます。

15 【拡大表示】キー 拡大表示画面に切換わります。
PageScope Authentication Manager にて認証を
行っている場合、拡大表示画面に切換わりません。
詳しくは、「ユーザーズガイド 拡大表示機能編」をご
らんください。

16 【ユニバーサル】キー ユニバーサル機能の設定画面に切換わります。
詳しくは、「ユーザーズガイド コピー機能編」をごら
んください。

17 【パワーセーブ】キー パワーセーブ機能に切換わります。パワーセーブ機能
中は【パワーセーブ】が緑色に点灯し、タッチパネル
の表示が消えます。パワーセーブ機能中に【パワー
セーブ】を押すとパワーセーブ機能は解除されます。

18 【ID】キー ユーザー認証および部門管理を設定している場合、
ユーザー名とパスワード（ユーザー認証）、部門名と
パスワード（部門管理）を入力したあとにこのキーを
押すと本機が使用できるようになります。

19 輝度調整ダイアル タッチパネルの輝度を調整します。

20 【ボックス】キー ボックス機能に切換わります。
ボックス機能中は【ボックス】が緑色に点灯します。
詳しくは、「ユーザーズガイド ボックス機能編」をご
らんください。

21 【ファクス /スキャン】キー ファクス /スキャン機能に切換わります。
ファクス /スキャン機能中は【ファクス /スキャン】
が緑色に点灯します。
スキャン機能にについては、「ユーザーズガイド ネッ
トワーク／スキャナー機能編」をごらんください。

No. 名称 説明
ご使用いただく前に 1-4



1.2 操作パネルの使いかた
ファクス機能で表示される画面
操作パネルの【ファクス / スキャン】を押すと、ファクス /スキャン画面が表示されます。
画面内に表示されたキーを指で軽く押すことにより、表示された宛先や機能を選択できま
す。

22 【コピー】キー コピー機能に切換わります。（初期設定ではコピー機
能が選択されています。）コピー機能中は【コピー】
が緑色に点灯します。
詳しくは、「ユーザーズガイド コピー機能編」をごら
んください。

タッチパネルに強い力を加えると、タッチパネルに傷が付いて破損の原因となります。
タッチパネルを強く押したり、先のとがったシャープペンシルなどで押さないでください。
サービスコール画面（p. 5-6）が表示され操作できなくなったときは、故障の原因になるおそれがあ
りますので、トラブルコードを書き留め、直ちに本体電源プラグを抜いてサービス実施店にご連絡く
ださい。そのとき、書き留めたトラブルコードをお知らせください。

No. 名称 説明

No. 名称 説明

1 ［設定内容］キー 左エリアに選択中の宛先リストを表示します。

2 ［ジョブ表示］キー 左エリアに実行中のジョブおよび実行待ちのジョブのリストを
表示します。
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1.2 操作パネルの使いかた
3 ［登録宛先から］タブ 登録した宛先を選択する画面を表示します。（p. 2-18）

4 メッセージ表示エリア 本機の状態やそのときにしなければならない操作手順などを表
示します。

5 ［直接入力］タブ 宛先を直接入力するための画面を表示します。（p. 2-22）

6 ［履歴から選択］タブ 宛先を過去の履歴から選択する画面を表示します。（p. 2-24）

7 ［LDAP検索］タブ LDAP サーバーから宛先を検索する画面を表示します。（p. 2-
25、p. 2-26）

8 宛先件数 設定した送信先の件数を表示します。

9 ［オフフック］キー 手動で送信 /受信する場合に押します。（p. 2-42、p. 3-7）
このキーを押すと、回線上の音がスピーカーから流れます。

10 設定エリア 宛先を設定したり、機能を設定します。

11 ［通信設定］キー 回線設定やタイマー通信など、通信に関する設定をするメ
ニューを表示します。（p. 7-4）

12 ［原稿設定］キー 混載原稿や原稿のとじしろなど、原稿に関する設定をするメ
ニューを表示します。（p. 7-3）

13 ［読込み設定］キー 原稿画質や解像度など、読込みに関する設定をするメニューを
表示します。（p. 2-13、p. 7-2）

14 メモリー残量 作業中に使用するメモリーの残量を表示します。

15 トナー残量 トナーの残量を表示します。

16 左エリア ジョブリストや宛先リストなどを表示します。

17 宛先表示部 設定した宛先を表示します。

ひとこと

･［登録宛先］、［直接入力］、［履歴から選択］、［LDAP検索］の表示位置は、設定メニューの［ファ
クス /スキャン設定］によって異なります。詳しくは、「ファクス /スキャン画面の初期状態を設
定する（ファクス /スキャン設定）」（p. 11-17）をごらんください。
･ 設定メニューの［宛先2度入力機能（送信）］が［ON］に設定されている場合は、［履歴から選
択］と［オフフック］は表示されません。［宛先2度入力機能（送信）］については、「機能のON/
OFFを設定する（機能ON/OFF設定）」（p. 11-56）をごらんください。

No. 名称 説明
ご使用いただく前に 1-6



1.3 はじめに設定してください

本機の設置が終了したら、ファクス機能を使うために、次の項
目を設定します。これらの項目が正しく登録されていないと、
ファクス通信できない場合があります。必ず登録してください。

日時設定

日時設定
現在の日時を設定します。
タイムゾーン
世界の地域別標準時間帯を設定します。日本国内の場
合は +09:00 が標準です。

発信元 / ファクス ID登録

発信元
発信元名は、漢字、英数カナで表す本機の名前のこと
で、送信した原稿の先端に発信元記録の一部として記
録されます。全角 15文字（半角 30文字）以内で登
録します。
ファクス ID
通常は、本機のファクス番号を登録します。0～ 9の
数字と、+、スペース、*、#を使い、20桁以内で登
録します。

回線パラメーター設定

ダイアル方式
プッシュ回線、ダイアル（パルス）回線（20pps、
10pps）の種別を選択します。
受信方式
自動受信、手動受信の種別を選択します。
自動受信する場合は自動受信に設定します。外部電話
を接続している場合などで電話がかかる機会が多い場
合や、リモート受信機能を使いたい場合には、手動受
信に設定します。
TEL/FAX 自動切換え
外部電話を接続している場合で、ファクスを優先して
使う場合に TEL/FAX 自動切換えをONに設定しま
す。
着信すると、相手が電話かファクスかを自動的に検知
します。ファクスの場合は受信が開始され、TEL の場
合は外部電話の呼び出し音が鳴ります。
留守番電話接続設定
外部電話として留守番電話を接続する場合に、ONに
設定します。着信すると、留守番電話が応答した後、
メッセージを録音する間に、相手がファクスか電話か
を自動的に検知します。ファクスの場合は受信を開始
します。

日時設定については、「ユー
ザーズガイド コピー機能
編」をごらんください。

詳しくは、「発信元名とファ
クス IDを登録する（発信元
/ファクス ID登録）」
（p. 11-44）をごらんくだ
さい。

詳しくは、「発信 /着信方法
を設定する（回線パラメー
ター設定）」（p. 11-50）を
ごらんください。
ご使用いただく前に 1-7



1.4 設定しておくと便利な機能

よく送信する宛先を短縮宛先やグループ宛先に登録したり、よ
く使用する送信条件をプログラム宛先に登録しておくと、登録
されたキーを押すだけで登録内容を呼び出すことができます。

短縮宛先

よく送信する宛先を短縮宛先に登録しておくと、短縮宛
先キーを押すだけで、宛先を呼び出すことができます。

グループ宛先

同じ複数の宛先に送信する場合に、短縮宛先に登録した
宛先をグループ化して登録しておくと、グループ宛先
キーを押すだけで、複数の宛先を呼び出すことができま
す。

プログラム宛先

よく送信する宛先とよく使用する通信機能を、プログラ
ム宛先に登録しておくと、プログラムキーを押すだけで
登録内容を呼び出すことができます。

短縮宛先の登録のしかたに
ついては、「短縮宛先を登録
する」（p. 10-4）を参照く
ださい。

グループ宛先の登録のしか
たについては、「グループ宛
先を登録する」（p. 10-15）
を参照ください。

プログラム宛先の登録のし
かたについては、「プログラ
ム宛先を登録する」（p. 10-
20）を参照ください。
ご使用いただく前に 1-8



1.5 ユーザー認証と部門認証について

本機の使用にあたって、部門名やユーザー名、パスワードを入
力するよう設定されている機器があります。使用できる部門名
やユーザー名は管理者に確認してください。

ユーザー認証（本体装置認証）の場合
ユーザー名とパスワードを入力し、［ログイン］または【ID】を
押します。

ユーザー認証（外部サーバー認証）の場合
ユーザー名、パスワード、認証するサーバーを指定し、［ログイ
ン］または【ID】を押します。

ユーザー認証と部門認証に
ついては、「ユーザーズガイ
ド コピー機能編」をごらん
ください。
ご使用いただく前に 1-9



1.5 ユーザー認証と部門認証について
部門認証の場合
部門名とパスワードを入力し、【ID】を押します。

ひとこと

･ 管理者設定の「認証操作
禁止機能」でモード 2が
選択されている場合、
誤ったパスワードを一定
回数入力すると、その
ユーザーがロックされて
使用できなくなります。
操作禁止状態の解除につ
いては管理者にお問い合
わせください。
･ PageScope 
Authentication 
Manager で認証を行っ
ている場合、ログインに
ついてはサーバーの管理
者におたずねください。
･ オプションの認証装置
AU-101 を使用して認証
を行っている場合のログ
イン方法は、「ユーザーズ
ガイド コピー機能編」を
ごらんください。
ご使用いただく前に 1-10



1.6 ボックスを使ったファクス受信

本機では、PC-FAX受信や強制メモリー受信の機能を使用する
と、受信文書をすぐにプリントせずに、ハードディスク内の
ボックスに保存しておくことができます。また、親展文書を受
信すると、自動的にハードディスク内の親展ボックスに保存さ
れます。
ボックスに保存されている文書は、本機でプリントしたり、
ネットワーク上のコンピューターに取り込んだりできます。こ
こでは、ボックスを使ったファクス受信の概要について説明し
ます。

･ ボックスの作成方法、お
よびPC-FAX受信でボッ
クスに受信した文書をコ
ンピューターに取り込む
方法については、「ユー
ザーズガイド ボックス機
能編」をごらんください。
･ ファクス送信時に、宛先
として本機のボックスを
指定すると、読込んだ原
稿をボックスに保存でき
ます。

送信側

原稿
ハード
ディスク

1000

2000

ボックス
ご使用いただく前に 1-11



1.6 ボックスを使ったファクス受信
ボックスの種類
本機のハードディスクには、共有 /個人ボックスとシステム
ボックスが用意されています。

共有 /個人ボックスには、指定ボックス（No.1 ～
999999999）があります。
システムボックスには、掲示板ボックス /ポーリング送信
ボックス /セキュリティー文書ボックス /強制メモリー
受信ボックス / ファイリングナンバーボックス /再送信
ボックス /暗号化PDFボックスがあります。

本機では、これらのボックスを使って、次表の機能を使用でき
ます。

PC-FAX受信については、
「PC-FAX受信の動作につ
いて」（p. 1-14）をごらん
ください。

掲示板ボックスについては、
「文書を指定してポーリング
する（掲示板）」（p. 9-8）
をごらんください。

ポーリング送信ボックスに
ついては、「相手先の指示で
文書を送信する（ポーリン
グ送信）」（p. 9-2）をごら
んください。

セキュリティー文書ボック
スについては、「ユーザーズ
ガイド ボックス機能編」を
ごらんください。

ボックス名 機能

共有 /個人
ボックス

指定ボックス
（ボックス
No.1 ～
999999999）

共有 /個人ボックスは、通常の共有 /
個人ボックスと親展ボックスからなり、
親展ボックスには通信パスワードを設
定できます。親展ボックスは最大 20
個まで設定できます。
PC-FAX受信で、受信文書の保存先を
指定ボックスに設定している場合、お
よび TSI 振分けを設定している場合は、
受信文書が該当する番号のボックスに
保存されます。
PC-FAX受信の場合：
送信側がサブアドレスで指定した番号
のボックスに保存されます。
TSI 振分けの場合：
TSI 振分けの設定に応じた番号のボッ
クスに保存されます。
中継ボックスは振分け先の対象外です。

システム
ボックス

掲示板ボック
ス

閲覧用の文書を登録するためのボック
スです。掲示板ボックスに登録されて
いる文書は、相手からのポーリングの
指示でポーリング送信できます。

ポーリング送
信ボックス

ポーリング送信用に読込んだ原稿が、
このボックスに保存されます。

セキュリ
ティー文書
ボックス

セキュリティー文書が保存されます。
ご使用いただく前に 1-12



1.6 ボックスを使ったファクス受信
強制メモリー受信文書の取
り扱いかたについては、「強
制メモリー受信した文書を
取り扱う」（p. 8-6）を、強
制メモリー受信の設定につ
いては、「強制メモリー受信
を設定する（強制メモリー
受信設定）」（p. 11-62）ご
らんください。

PC-FAX受信については、
「PC-FAX受信の動作につ
いて」（p. 1-14）をごらん
ください。

ファイリングナンバーボッ
クスへの文書保存の方法に
ついては、「ユーザーズガイ
ド ボックス機能編」をごら
んください。

再送信のしかたについては、
「手動リダイアル（再送信
ボックス）」（p. 2-38）を、
再送信の設定については、
「再送信を設定する（再送信
設定）」（p. 11-71）ごらん
ください。

中継ボックスの設定につい
ては、「中継ボックスを設定
する」（p. 10-40）をごら
んください。

ボックス名 機能

システム
ボックス

強制メモリー
受信ボックス

強制メモリー受信設定を有効にしてい
る場合、受信した文書はプリントされ
ず、このボックスに保存されます。
PC-FAX受信で、受信文書の保存先を
強制メモリー受信ボックスに設定して
いる場合は、このボックスに受信文書
が保存されます。

ファイリング
ナンバーボッ
クス

保存した文書データに日付 / 時刻や
ファイリング番号の画像を付加して
ネット配信する場合に使用します。付
加する文字の種類は配信時に設定でき
ます。

再送信ボック
ス

相手側が話中などのため、リダイアル
してもなお送信できなかった文書は、
このボックスに一定期間保存されます。
保存されている文書は、同じ宛先か、
または宛先を変更してもう一度送信す
ることができます。

中継ボックス 中継配信用の文書を格納する通信パス
ワード付きのボックスです。中継配信
局で登録します。最大 5個まで登録で
きます。
ご使用いただく前に 1-13



1.6 ボックスを使ったファクス受信
PC-FAX受信の動作について
PC-FAX 受信の受信文書は、ハードディスク内の強制メモリー
受信ボックス、または共有 /個人ボックス（ボックスNo.1 ～
999999999）に保存されます。
受信文書を保存するボックスは、設定メニューの［PC-FAX受
信設定］で設定します。［PC-FAX受信設定］と受信方法の関
係については、次の表を参照してください。

PC-FAX受信の設定につい
ては、「11.25 ハードディ
スク内のボックスに受信す
る（PC-FAX受信設定）」
をごらんください。

設定メニューの
［PC-FAX受信設

定］
受信のしかた

PC-FAX受信設定：
許可しない

受信文書はボックスに保存されず、プリント
されます。
ただし、次の場合は受信文書がボックスに保
存されます。
①親展受信および中継依頼受信の場合
（Fコードのサブアドレスが親展ボックスまた
は中継ボックスの番号を示す場合）：
受信文書は、PC-FAX受信の設定にかかわら
ず、親展ボックスまたは中継ボックスに保存
されます。サブアドレスが各ボックスの番号
と異なったり、Fコードのパスワードが各ボッ
クスの通信パスワードと異なる場合には、通
信エラーになります。
② TSI 受信振り分けが［する］に設定されて
いる場合：
TSI 受信振り分けで設定されたボックスに受信
文書を保存します。
③強制メモリー受信が設定されている場合：
上記①～②に該当しない場合、受信文書は、
強制メモリー受信ボックスに保存されます。
ご使用いただく前に 1-14



1.6 ボックスを使ったファクス受信
［ボックス番号エラー動作］
の設定については、「送信や
受信方法を設定する（送信
/受信設定）」（p. 11-53）
を参照ください。

設定メニューの
［PC-FAX受信設

定］
受信のしかた

PC-FAX受信設定：
許可する
受信出力先：強制メ
モリー受信ボックス

受信文書は強制メモリー受信ボックスに保存
されます。
ただし、次の場合は、受信文書が他のボック
スに保存されます。
①親展受信および中継依頼受信の場合
（Fコードのサブアドレスが親展ボックスまた
は中継ボックスの番号を示す場合）：
受信文書は、PC-FAX受信の設定にかかわら
ず、親展ボックスまたは中継ボックスに保存
されます。サブアドレスが各ボックスの番号
と異なったり、Fコードのパスワードが各ボッ
クスの通信パスワードと異なる場合には、通
信エラーになります。
② TSI 受信振り分けが［する］に設定されて
いる場合：
TSI 受信振り分けで設定されたボックスに受信
文書を保存します。
③ダイアルイン番号がPC-FAXまたはファク
スの場合：
受信文書は、強制メモリー受信ボックスに保
存されます。

PC-FAX受信設定：
許可する
受信出力先：指定
ボックス

受信文書はサブアドレスで指定された番号の
指定ボックス（1～ 999999999）に保存さ
れます。
ただし、次の場合は、受信文書が他のボック
スに保存されます。
①サブアドレス指定がない場合：
受信文書は、強制メモリー受信ボックスに保
存されます。
②該当する指定ボックスがない場合：
設定メニューの［ボックス番号エラー動作］
の設定に従います。
③親展受信および中継依頼受信の場合
（Fコードのサブアドレスが親展ボックスまた
は中継ボックスの番号を示す場合）：
受信文書は、PC-FAX受信の設定にかかわら
ず、親展ボックスまたは中継ボックスに保存
されます。サブアドレスが各ボックスの番号
と異なったり、Fコードのパスワードが各ボッ
クスの通信パスワードと異なる場合には、通
信エラーになります。
④ダイアルイン番号がPC-FAXまたはファク
スの場合：
受信文書は、強制メモリー受信ボックスに保
存されます。
ご使用いただく前に 1-15



1.6 ボックスを使ったファクス受信
［ボックス番号エラー動作］
の設定については、「送信や
受信方法を設定する（送信
/受信設定）」（p. 11-53）
を参照ください。

設定メニューの
［PC-FAX受信設

定］
受信のしかた

PC-FAX受信設定：
ダイアルインのみ
受信出力先：強制メ
モリー受信ボックス

①ダイアルイン番号がPC-FAXの場合：
受信文書は、強制メモリー受信ボックスに保
存されます。
②ダイアルイン番号がファクスの場合：
受信文書は、プリントされます。
③親展受信および中継依頼受信の場合
（Fコードのサブアドレスが親展ボックスまた
は中継ボックスの番号を示す場合）：
受信文書は、PC-FAX受信の設定にかかわら
ず、親展ボックスまたは中継ボックスに保存
されます。サブアドレスが各ボックスの番号
と異なったり、Fコードのパスワードが各ボッ
クスの通信パスワードと異なる場合には、通
信エラーになります。

PC-FAX受信設定：
ダイアルインのみ
受信出力先：指定
ボックス

①親展受信および中継依頼受信の場合
（Fコードのサブアドレスが親展ボックスまた
は中継ボックスの番号を示す場合）：
受信文書は、PC-FAX受信の設定にかかわら
ず、親展ボックスまたは中継ボックスに保存
されます。サブアドレスが各ボックスの番号
と異なったり、Fコードのパスワードが各ボッ
クスの通信パスワードと異なる場合には、通
信エラーになります。
②該当する指定ボックスがある場合：
受信文書はサブアドレスで指定された番号の
指定ボックス（1～ 999999999）に保存さ
れます。
③サブアドレスの指定がない場合：受信文書
は、プリントされます。
④該当する指定ボックスがない場合：
設定メニューの［ボックス番号エラー動作］
の設定に従います。
⑤ダイアルイン番号がPC-FAXの場合：
受信文書は、強制メモリー受信ボックスに保
存されます。
⑥ダイアルイン番号がファクスの場合：
受信文書は、プリントされます。
ご使用いただく前に 1-16



1.7 増設回線を使用した送受信

回線拡張キットを装着すると、2回線を使用した送受信ができ
ます。

送信 / 受信兼用の回線として使用する
複数の宛先に同報送信する場合、2回線を使用して送信するた
め、複数宛先送信を早く終了することができます。これを一斉
同報といいます。また回線ごとに別の電話会社を割り当てたり、
送信中に受信および送信することができます。

回線拡張キットを装着して
いる場合は、次の点にご注
意ください。
･ オフフックは、回線 1
（標準回線）でのみ使用で
きます。
･ 回線 2（増設回線）を使
用した受信は、自動受信
のみになります。

必要な設定については、「増
設回線の通信方法を設定す
る（複数回線使用設定）」
（p. 11-90） をごらんくだ
さい。

回線1 （標準回線）

送受信

送受
信

回線 2 （増設回線）

A電話会社

B電話会社

例 A電話会社は近距離に利用
B電話会社は遠距離に利用
ご使用いただく前に 1-17



1.7 増設回線を使用した送受信
受信専用の回線として使用する
回線 2（増設回線）を受信専用に設定しておくことができます。
回線 2を受信専用に設定すると、送信には回線 1のみが使用さ
れます。送信回線と受信回線を分けて使用する場合に便利です。

送信専用の回線として使用する
回線 2（増設回線）を送信専用に設定しておくことができます。
回線 2を送信専用に設定すると、受信には回線 1のみが使用さ
れます。送信回線と受信回線を分けて使用する場合に便利です。

回線 1は、送受信兼用で、
受信専用の設定はありませ
ん。

必要な設定については、「増
設回線の通信方法を設定す
る（複数回線使用設定）」
（p. 11-90）をごらんくだ
さい。

回線1 （標準回線）

受信専用

送受
信兼
用

回線 2 （増設回線）

必要な設定については、「増
設回線の通信方法を設定す
る（複数回線使用設定）」
（p. 11-90） をごらんくだ
さい。

回線1 （標準回線）

送信専用

送受
信兼
用

回線 2 （増設回線）
ご使用いただく前に 1-18



1.8 SIP ファクス使用時の注意事項

SIP ファクス使用時に、G3ファクス機へ送信するには以下の
方法があります。

FAX over IP 通信

G3ファクス

FAX over IP 通信
相手先のファクス番号を指定して、G3ファクス機へ送信する
ことができます。

ファクス番号の先頭に“-”を付加するか、または回線設
定の［V34 OFF］を選択して送信します。
指定したファクス番号にダイアル発信が行われると、
SIP-FAX アダプタが FAX over IP 送信と識別します。
FAX over IP 番号で着信すると、SIP-FAXアダプタが 
FAX over IP 受信と識別します。
特番を付加した場合に、FAX over IP 送信を行うように
することもできます。

原則

FAX over IP 通信を使用する場合は、ナンバーディスプレイ、ダイア
ルイン機能は使用できません。

SIP ファクスについては、
「ユーザーズガイド ネット
ワークファクス機能編」を
ごらんください。

特番の番号設定と特番の選
択については、SIP-FAXア
ダプタの取扱説明書をごら
んください。

● 外線の場合

イントラネット
SIP-FAX
アダプタ SIP サーバー

SIP-FAX
アダプタ

ゲートウェイ
一般電話回線
ご使用いただく前に 1-19



1.8 SIP ファクス使用時の注意事項
G3ファクス
相手先のファクス番号に特番（0009）を付加することで、G3
ファクス機へ送信することができます。

「“特番（0009）” -“ファクス番号”」にダイアル発信が行
われると、SIP-FAXアダプタがG3ファクス送信と識別
します。
G3ファクス番号で着信すると、SIP-FAX アダプタがG3
ファクス受信と識別します。
G3ファクス送信時に特番を付加しないようにすることも
できます。

イントラネット
SIP-FAX
アダプタ SIPサーバー

SIP-FAX
アダプタ

● 内線の場合

特番の番号設定と特番の選
択については、SIP-FAXア
ダプタの取扱説明書をごら
んください。

イントラネット

SIP-FAX
アダプタ

SIP サーバー
SIP-FAX
アダプタ

一般電話回線
ご使用いただく前に 1-20



1.8 SIP ファクス使用時の注意事項
宛先の指定方法
以下のように宛先を指定します。
その他の機能については、通常のG3ファクスと同じです。

FAX over IP 送信の場合： 
ファクス番号の前に“-”を付加します。
ファクス番号が xxxx の場合、「-xxxx」と入力します。

G3ファクス送信の場合：
ファクス番号の前に特番“0009”を付加します。
ファクス番号が xxxx の場合、「0009-xxxx」と入力しま
す。

FAX over IP 通信では、
V17モードを使用してくだ
さい。
ファクス番号の先頭に“-”
を付加するか、回線設定の
［V34 OFF］を選択するこ
とで、V17 モードを指定で
きます。

･ 左記の宛先指定方法は、
SIP-FAX アダプタの特番
設定が初期値の場合です。
･ 特番の番号設定と特番の
選択については、SIP-
FAXアダプタの取扱説明
書をごらんください。
ご使用いただく前に 1-21



第 2章

第2章 送信する
ファクス送信の操作について説明します。
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2.1 操作の流れ

ファクス送信時の操作の流れについて説明します。

ファクスを送信するには

A 【ファクス / スキャン】を押し、ファクス /スキャン画面
を表示します。

B 原稿をセットします。

ひとこと

カラーで、ファクス送受信
することはできません。カ
ラーで送信したい場合は、
スキャン機能を使用してく
ださい。スキャン機能につ
いては、「ユーザーズガイド 
ネットワーク／スキャナー
機能編」をごらんください。

ここでは、片面の原稿を基
本的な操作で送信する方法
を説明します。本機には、
さらに便利にファクス送信
をするためのいろいろな機
能が用意されています。詳
しくは「第 7章 便利な送
信」をごらんください。

原稿セットについては、「原
稿をセットする」（p. 2-7）
をごらんください。
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2.1 操作の流れ
C ［読込み設定］を押し、機能を設定し、［OK］を押しま
す。

お買い上げ時は、読込み設定の機能は次のように設
定されています。
［原稿画質］:文字 / 写真（印刷写真）
［片面 / 両面］:片面
［解像度］: 200 × 200 dpi（精細）
［濃度］: ふつう

D ［原稿設定］を押し、機能を設定し、［OK］を押しま
す。

ひとこと

［ファイル形式］は、ファク
ス機能では使用しません。

･ 読込み設定の基本設定の
しかたについては、「読込
み条件を設定する」
（p. 2-13）をごらんくだ
さい。
･［画質調整］、［消去］、［連
写］、［応用設定］につい
ては、「読込み設定」
（p. 7-2）をごらんくださ
い。

原稿設定については、「原稿
設定」（p. 7-3）をごらんく
ださい。
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2.1 操作の流れ
E ［通信設定］を押し、機能を設定し、［閉じる］を押し
ます。

通信設定については、「通信
設定」（p. 7-4）をごらんく
ださい。
送信する 2-4



2.1 操作の流れ
F 相手のファクス番号を指定します。
宛先の指定には、次の方法があります。
･登録宛先
･直接入力
･送信履歴
･ LDAP検索
･グループ宛先
･プログラム宛先

入力した宛先が、左エリアの同報宛先リストに表示さ
れます。

ファクス番号の指定のしか
たについては、「宛先を 1
箇所だけ指定する」（p. 2-
18）、「複数の宛先を指定す
る（順次同報送信または同
報送信）」（p. 2-28）をご
らんください。

･ 選択した宛先をキャンセ
ルするには、キャンセル
したい宛先をもう一度選
択します。
･【リセット】を押すと、入
力した番号と選択した設
定がすべてクリアされま
す。
･ 設定メニューの［手動宛
先入力］が［禁止］に設
定されている場合、また
は、ユーザー認証設定の
［機能制限］で［手動宛先
入力］が［許可しない］
に設定されている場合は、
［直接入力］タブおよび
［LDAP検索］タブが表
示されません。［手動宛先
入力］の設定については、
「ファクス番号の直接入力
を禁止する（手動宛先入
力）」（p. 11-94）を、
ユーザー認証設定につい
ては、「ユーザーズガイド 
コピー機能編」をごらん
ください

ひとこと

相手のファクス番号を短縮
宛先、グループ宛先、プロ
グラム宛先に登録しておく
と、簡単に相手のファクス
番号を指定することができ
ます。短縮宛先、グループ
宛先、プログラム宛先の登
録については、「第10章 登
録 /設定する」をごらんく
ださい。
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2.1 操作の流れ
G 【スタート】を押します。
送信結果レポート画面を表示するように設定してい
るときは、次の画面が表示されます。［はい］を押
すと、送信結果レポートがプリントされます。

原稿の読込みが始まり、送信されます。

･ 宛先確認表示機能が設定
されている場合は、宛先
確認 /登録画面が表示さ
れます。宛先が正しいこ
とを確認して［送信］を
押します。詳しくは、「宛
先を再確認して送信する
（宛先確認表示機能）」
（p. 7-55）をごらんくだ
さい。
･ 送信を中止する場合は、
【ストップ】を押します。
･ 送信できない場合につい
ては、「送信できない」
（p. 5-2）をごらんくださ
い。
･ 送信できなかった場合は、
送信結果レポートが出力
されます（送信結果レ
ポートをプリントするよ
うに設定している場合）。
また、送信ごとに送信結
果レポートを出力するか
しないか選択するよう、
送信結果レポート画面を
表示するように設定でき
ます。
レポートのプリント方法
については、「レポートの
プリント方法を設定する
（レポート出力設定）」
（p. 11-82）をごらんく
ださい。
･ 送信結果レポートについ
ては、「送信結果レポー
ト」（p. 12-9）をごらん
ください。
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2.2 原稿をセットする

本機では、ADFと原稿ガラスに原稿をセットできます。ADF
に原稿をセットすると、自動的にADFから読込まれます。

ADFに原稿をセットする
ADFを使用すると、複数枚の原稿を自動的に読込むことができ
ます。また、両面原稿を送信することもできます。

A ADFを閉じます。

B 1 ページ目から順に原稿を揃えます。

C 送信する面を上にしてADFに原稿を置きます。
s

D 原稿ガイド板を原稿に沿わせます。

正しく送信元情報を記録す
るためには、原稿の先端を
ADFに挿入します。

混載原稿の場合、原稿ガイ
ド板を原稿の最大幅にして、
原稿を奥側に突き当てます。

ガイド板
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2.2 原稿をセットする
原稿ガラスに原稿をセットする
原稿ガラスを使用すると、ADFにセットできない原稿（本など
のように厚みのある原稿や薄い原稿など）を送信することがで
きます。

A ADFを開きます。

B 送信する面を下に向け、左側のスケール板に合わせて
原稿を左奥側に突き当てます。

C ADFを静かに閉じます。
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2.2 原稿をセットする
原稿ガラスで複数枚の原稿を送るには
ADFにセットできない複数枚の原稿を、原稿ガラスを使って連
続して送信することができます。

A 【ファクス / スキャン】を押し、ファクス /スキャン画面
を表示します。

B 宛先を指定します。

C 必要に応じて機能を設定します。

D 原稿ガラスに原稿をセットし、［読込み設定］、［連続読
込み設定］、［OK］の順に押し、【スタート】を押しま
す。

ひとこと

［設定変更］を押すと、片面
/両面設定や枠消しの設定
などの変更ができます。

E 原稿ガラスに続きの原稿をセットし、【スタート】を押
します。
送信したいすべての原稿の読込みが終わるまで、こ
の操作を繰り返します。

読込んだ原稿がメモリーに蓄積されます。

F ［読込み終了］を押します。
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2.2 原稿をセットする
G 【スタート】を押します。

送信が開始されます。
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2.2 原稿をセットする
ADF/原稿ガラスの両方を使って原稿を送るに
は

ADFと原稿ガラスの両方を使って原稿を読込んだり、大量の原
稿を何回かに分けてADFにセットして読込むことができます。

A 【ファクス / スキャン】を押し、ファクス /スキャン画面
を表示します。

B 宛先を指定します。

C 必要に応じて機能を設定します。

D ADF、または原稿ガラスに原稿をセットし、［読込み
設定］、［連続読込み設定］、［OK］の順に押し、【ス
タート】を押します。

･ 原稿ガラスとADFでは、
ADFが優先されます。
･ ADFへの原稿セットにつ
いては、「ADFに原稿を
セットする」（p. 2-7）
を、原稿ガラスへの原稿
のセットについては、「原
稿ガラスに原稿をセット
する」（p. 2-8）をごらん
ください。
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2.2 原稿をセットする
E ADF、または原稿ガラスに続きの原稿をセットし、
【スタート】を押します。
送信したいすべての原稿の読込みが終わるまで、こ
の操作を繰り返します。

読込んだ原稿がメモリーに蓄積されます。

F ［読込み終了］を押します。

G 【スタート】を押します。

送信が開始されます。

ひとこと

［設定変更］を押すと、片面
/両面設定や枠消しの設定
などの変更ができます。
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2.3 読込み条件を設定する

ファクス /スキャン画面の［読込み設定］を押すと、［原稿画
質］、［片面 / 両面］、［解像度］、［濃度］が表示され、送信する
原稿に合わせて送信条件を設定できます。

読込み設定をするには

A ファクス /スキャン画面の［読込み設定］を押します。

B 設定したい機能を選択します。

ひとこと

［ファイル形式］は、ファク
ス機能では使用しません。

ページ単位で送信条件を設
定することはできません。
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2.3 読込み条件を設定する
原稿画質
原稿の内容に応じて原稿画質を設定します。

原稿画質には、次の 5種類があります。
お買い上げ時は、［文字 /写真］に設定されています。

［文字］:
文字だけの原稿を読込む場合に押します。このモードを
選択して写真原稿を読込むと、写真の中間色が再現され
ず、黒くなります。
［文字 /写真］:
文字と写真（ハーフトーン）が混ざった原稿を読込む場
合に押します。1ページ中に混ざっていても、複数ペー
ジに渡って混ざっていても、どちらの場合もこのモード
を選択します。
［写真］:
写真（ハーフトーン）だけの原稿を読込む場合に押しま
す。
［薄文字原稿］ :
鉛筆書きなど、薄く書かれた文字の原稿を読込む場合に
押します。
［コピー原稿］ :
複製した（コピーした）画像を原稿として読込む場合に
押します。
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2.3 読込み条件を設定する
片面 /両面
原稿の状態に応じてADFでの読込み方法を設定します。

読込み方法には、次の 3種類があります。
お買い上げ時は、［片面］に設定されています。

［片面］:片面原稿を読込む場合に押します。

［両面］:両面原稿を読込む場合に押します。

［表紙 +両面］:表紙と両面原稿を読込む場合に押します。
表紙は表面のみを読込み、2枚目以降は表裏を読込みま
す。
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2.3 読込み条件を設定する
解像度
原稿を読込む細かさを設定します。

解像度には、次の 4種類があります。
お買い上げ時には、［200 × 200 dpi（精細）］に設定されてい
ます。

［200 × 100 dpi（普通）］:
送信時間を短くしたい場合に押します。
［200 × 200 dpi（精細）］:
通常の原稿を読込む場合に押します。
［400 × 400 dpi（高精細）］:
小さな文字や図などがある原稿を読込む場合に押します。
［600 × 600 dpi（超高精細）］:
精細な図面や文字などがある特に細かい原稿を読込む場
合に押します。

･ より精細に読込むほど、
送信する情報量が増え、
通信時間が長くなります。
･［超高精細］や［高精細］
を選択した場合、受信側
にその解像度で受信をす
る機能がないときは、相
手側の受信能力に応じた
解像度で送信されます。

［300 × 300 dpi］は、ファ
クス機能では使用できませ
ん。［300 × 300 dpi］は選
択できますが、200 × 
200 dpi に変換し送信され
ます。
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2.3 読込み条件を設定する
濃度
原稿の濃度に応じて濃度を設定します。

濃度は 9段階に設定できます。
お買い上げ時は［ふつう］に設定されています。

［うすく］:
うすく読込みたい場合に押します。
［ふつう］:
標準の濃度設定にする場合に使用します。
［こく］:
濃く読込みたい場合に押します。
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2.4 宛先を 1箇所だけ指定する

宛先を 1箇所だけ指定する方法には、次の方法があります。
登録宛先から指定する

直接入力で指定する

履歴から指定する

プログラム宛先から指定する

登録宛先から指定する
短縮宛先が登録されている場合は、登録されている検索文字か
ら検索してダイアルできます。

% ［登録宛先から］タブに表示される、目的の宛先キーを
押します。
目的の宛先キーが表示されていない場合、以下の方
法で検索できます。
･検索文字キーを押す
･宛先種類で検索する
･詳細を入力して検索する

宛先が指定されます。

･ 登録宛先から指定する方
法については、「登録宛先
から指定する」（p. 2-
18）をごらんください。
･ 直接入力で指定する方法
については、「直接入力で
指定する」（p. 2-22）を
ごらんください。
･ 履歴から指定する方法に
ついては、「履歴から指定
する」（p. 2-24）をごら
んください。
･ プログラム宛先で指定す
る方法については、「プロ
グラム宛先で送信する」
（p. 2-30）をごらんくだ
さい。

･ 選択した宛先をキャンセ
ルするには、キャンセル
したい宛先をもう一度選
択します。
･【リセット】を押すと、選
択した宛先と設定がクリ
アされます。

･ 宛先の登録については、
「短縮宛先を登録する」
（p. 10-4）をごらんくだ
さい。
･ 検索文字キーを押して、
登録宛先を検索する方法
は、「登録宛先を検索する
（検索文字キー）」（p. 2-
19）をごらんください。
･ 宛先種類で検索する方法
は、「登録宛先を検索する
（宛先種類）」（p. 2-20）
をごらんください。
･ 詳細を入力して検索する
方法は、「登録宛先を検索
する（詳細検索）」（p. 2-
21）をごらんください。
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2.4 宛先を 1箇所だけ指定する
登録宛先を検索する（検索文字キー）
宛先を登録するときに設定した検索文字で、宛先を検索できま
す。

% ［登録宛先から］タブに表示される検索文字のキー
（［常用］、［あ］～［らわ］）を押します。
検索文字をローマ字で登録している場合は、［英字
に切替］を押して、［ABC］～［WXYZ］、［etc］
を表示させます。

目的の宛先キーが表示されます。

ひとこと

アドレス帳初期表示設定で、
検索文字の初期設定の表示
を変更することができます。
詳しくは、「ファクス /ス
キャン画面の初期状態を設
定する（ファクス /スキャ
ン設定）」（p. 11-17）をご
らんください。
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2.4 宛先を 1箇所だけ指定する
登録宛先を検索する（宛先種類）
宛先の種類（ファクス、E-mail など）から、宛先を検索できま
す。

A ［登録宛先から］タブの［宛先検索］を押します。

B ［宛先種類］を押します。

C 宛先の種類を選択します。

目的の宛先キーが表示されます。

ひとこと

･ 目的の宛先種類のキーが
表示されていない場合は、
［←］または［→］を押し
ます。
･「登録宛先から」初期表示
設定で、［登録宛先から］
タブの初期設定の表示を
宛先種類に変更すること
ができます。詳しくは、
「ファクス /スキャン画面
の初期状態を設定する
（ファクス /スキャン設
定）」（p. 11-17）をごら
んください。
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2.4 宛先を 1箇所だけ指定する
登録宛先を検索する（詳細検索）
宛先の名称やファクス番号の一部から、宛先を検索できます。

A ［登録宛先から］タブの［宛先検索］を押します。

B ［詳細検索］を押します。
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2.4 宛先を 1箇所だけ指定する
C ［名称］または［宛先］を押します。
画面に表示されたキーボードで、名称またはファク
ス番号を入力し、［OK］を押します。

検索オプション画面が表示された場合は、英大文字
と英小文字を区別するかしないかを設定します。

目的の宛先キーが表示されます。

直接入力で指定する
短縮宛先に登録されていない宛先でも、直接入力で指定するこ
とができます。

ひとこと

･ 入力した情報に当てはま
る宛先が見つからなかっ
た場合は、「検索結果：0」
と表示され、画面にキー
は表示されません。
･ 設定メニューの［検索オ
プション設定］の「英大
文字と英小文字」が［区
別する］に設定されてい
る場合、英字の大文字／
小文字を区別して検索さ
れます。［検索オプション
設定］については、「送信
先検索時の英字大文字／
小文字区別の設定をする
（検索オプション設定）」
（p. 11-22）をごらんく
ださい。
･ 設定メニューの［検索オ
プション設定］の「検索
オプション画面」が［表
示する］に設定されてい
る場合、検索オプション
画面が表示されます。［検
索オプション設定］につ
いては、「送信先検索時の
英字大文字／小文字区別
の設定をする（検索オプ
ション設定）」（p. 11-
22）をごらんください。

ひとこと

設定メニューの［手動宛先入
力］が［禁止］に設定されて
いる場合、または、ユーザー
認証設定の［初期機能制限設
定］または［機能制限］で
［手動宛先入力］が［許可し
ない］に設定されている場合
は、［直接入力］タブが表示
されません。［手動宛先入
力］の設定については、
「ファクス番号の直接入力を
禁止する（手動宛先入力）」
（p. 11-94）を、ユーザー
認証設定については、「ユー
ザーズガイド コピー機能
編」をごらんください。
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2.4 宛先を 1箇所だけ指定する
% 送信先のファクス番号を入力します。
送信先のファクス番号をテンキーで入力します。

必要に応じてトーン、ポーズ、- など、特殊なダイ
アル記号を入力します。
［トーン］：ダイアル（パルス）回線を使用している
場合に、プッシュトーンを送出するために押しま
す。ファクス情報サービスを利用する場合などに使
用します。画面には「T」が表示されます。
［ポーズ］：ダイアルに間をあけたいときに押しま
す。［ポーズ］1回で 1秒の間隔を入力することが
でき、繰り返して入力することもできます。画面に
は「P」が表示されます。
［-］：ダイアルするときの区切り記号として入力し
ます。ダイアルには影響がありません。画面には
「-」が表示されます。

宛先が指定されます。

･【C】を押すと入力した番
号がすべてクリアされま
す。
･［登録番号指定］を押して
短縮宛先の登録番号を入
力し［確定］を押すと、
登録されている短縮宛先
を呼び出すことができま
す。
･ PBX（構内交換機）接続
が有効に設定されている
場合、内線から外線に発
信するときは、より確実
にダイアルするために、
「0」などの外線番号のあ
とに［ポーズ］を押しま
す。画面には「P」と表
示されます。
･ 設定メニューの［宛先 2
度入力機能（送信）］が
［ON］に設定されている
場合は、直接入力画面の
［OK］を押した後、もう
一度直接入力画面が表示
されます。送信先のファ
クス番号を入力し、【ス
タート】または［送信］
を押すと送信が開始され
ます。

ひとこと

･［直接入力］-［ファクス］
を押して表示される画面
のキーボードでもファク
ス番号を入力できます。
･ テンキーを使用する場合
は、［登録宛先から］タブ
または［履歴から選択］
タブが表示されている場
合でも、直接ファクス番
号を入力することができ
ます。
･ ダイアル（パルス）回線
の場合、【＊】を押すこと
でも、プッシュトーンに
切り換えることができま
す。
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2.4 宛先を 1箇所だけ指定する
履歴から指定する
今まで送信した番号へ、履歴から指定することができます（過
去 5件分）。

A ファクス /スキャン画面の［履歴から選択］を押しま
す。

B 目的の宛先をリストから選択します。

宛先が指定されます。

ひとこと

設定メニューの［宛先 2度
入力機能（送信）］が
［ON］に設定されている場
合は、［履歴から選択］が表
示されません。

･ 選択した宛先をキャンセ
ルするには、キャンセル
したい宛先をもう一度選
択します。
･【リセット】を押すと、選
択した宛先と設定がクリ
アされます。

ひとこと

履歴リストの横に表示され
る［宛先］を押すと、宛先
欄の名称がファクス番号に
切り替わります。
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2.4 宛先を 1箇所だけ指定する
LDAP検索をする（単検索）
検索するキーワードを入力し、指定した LDAPサーバー内で目
的の宛先を検索できます。

A ファクス /スキャン画面の［LDAP検索］を押します。

B ［単検索］を押します。

ひとこと

設定メニューの［手動宛先
入力］が［禁止］に設定さ
れている場合、または、
ユーザー認証設定の［機能
制限］で［手動宛先入力］
が［許可しない］に設定さ
れている場合は、［LDAP
検索］タブが表示されませ
ん。［手動宛先入力］の設定
については、「ファクス番号
の直接入力を禁止する（手
動宛先入力）」（p. 11-94）
を、ユーザー認証設定につ
いては、「ユーザーズガイド 
コピー機能編」をごらんく
ださい。

LDAPサーバーの設定につ
いては、「ユーザーズガイド 
ネットワーク／スキャナー
機能編」をごらんください。

ひとこと

･ LDAPサーバーが複数登
録されている場合は、
サーバー選択画面が表示
されます。一覧から目的
のサーバーを選択し、
［OK］を押します。
･ サーバーに接続時の認証
が設定されている場合は、
ログインのための画面が
表示されます。
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2.4 宛先を 1箇所だけ指定する
C 検索するキーワードを入力し、［検索開始］を押しま
す。

指定した LDAPサーバー内で該当するアドレスが検索
されます。

D 一覧から目的のアドレスを選択し、［OK］を押します。

宛先が指定されます。

LDAP検索をする（複合検索）
複数の検索条件を設定し、指定した LDAPサーバー内で目的の
宛先を検索できます。

A ファクス /スキャン画面の［LDAP検索］を押します。

ひとこと

設定メニューの［手動宛先
入力］が［禁止］に設定さ
れている場合、または、
ユーザー認証設定の［機能
制限］で［手動宛先入力］
が［許可しない］に設定さ
れている場合は、［LDAP
検索］タブが表示されませ
ん。［手動宛先入力］の設定
については、「ファクス番号
の直接入力を禁止する（手
動宛先入力）」（p. 11-94）
を、ユーザー認証設定につ
いては、「ユーザーズガイド 
コピー機能編」をごらんく
ださい。

LDAPサーバーの設定につ
いては、「ユーザーズガイド 
ネットワーク／スキャナー
機能編」をごらんください。
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2.4 宛先を 1箇所だけ指定する
B ［複合検索］を押します。

C 複数の検索条件を設定し、［検索開始］を押します。
［名称］、［E-mail］、［ファクス番号］、［姓］、［名］、
［都市名］、［会社名］、［組織名］を押して表示され
るキーボードで条件を入力し、［OK］を押します。
［含む］を押し、表示される画面でキーワードの検
索条件を選択します。

指定した LDAPサーバー内で該当するアドレスが検索
されます。

D 一覧から目的のアドレスを選択し、［OK］を押します。

宛先が指定されます。

ひとこと

･ LDAPサーバーが複数登
録されている場合は、
サーバー選択画面が表示
されます。一覧から目的
のサーバーを選択し、
［OK］を押します。
･ サーバーに接続時の認証
が設定されている場合は、
ログインのための画面が
表示されます。
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2.5 複数の宛先を指定する（順次同報送信または同報
送信）

一度の操作で複数の宛先に原稿を送信することができます。こ
の機能を順次同報送信または同報送信と呼びます。
複数の宛先を指定するには次の方法があります。

登録宛先から指定する

直接入力で指定する

履歴から指定する

グループキーで指定する

プログラム宛先から指定する

上記の指定方法を組み合わせて指定することもできます。

複数の宛先を指定する（登録宛先、直接入力、
履歴で）

% 「宛先を 1箇所だけ指定する」（p. 2-18）を参照して、
送信したい宛先を必要なだけ指定します。
登録宛先または履歴を複数選択する場合は、必要な
宛先を続けて押します。
直接入力で複数宛先を指定する場合は、宛先を入力
後［次宛先］を押して、次の宛先を入力します。

複数の宛先が指定されます。

複数の宛先を指定する（グループキーで）

A ［登録宛先から］タブの［グループ］を押します。

･ 登録宛先、直接入力、履
歴から指定する方法につ
いては、「複数の宛先を指
定する（登録宛先、直接
入力、履歴で）」（p. 2-
28）をごらんください。
･ グループキーで指定する
方法については、「複数の
宛先を指定する（グルー
プキーで）」（p. 2-28）
をごらんください。
･ プログラム宛先で指定す
る方法については、「プロ
グラム宛先で送信する」
（p. 2-30）をごらんくだ
さい。

ひとこと

･ 選択した登録宛先または
履歴をキャンセルするに
は、キャンセルしたい宛
先をもう一度選択します。
･【リセット】を押すと、選
択した宛先と設定がクリ
アされます。
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2.5 複数の宛先を指定する（順次同報送信または同報送信）
B 目的のグループキーを押します。

複数の宛先が指定されます。

ひとこと

･ グループキー表示を解除
したい場合は、［常用］を
押します。
･「登録宛先から」初期表示
設定で、［登録宛先から］
タブの初期設定の表示を
宛先種類に変更すること
ができます。グループ
キーは宛先種類のひとつ
として表示されます。詳
しくは、「ファクス /ス
キャン画面の初期状態を
設定する（ファクス /ス
キャン設定）」（p. 11-
17）をごらんください。

グループキーを登録する方
法については、「グループ宛
先を登録する」（p. 10-15）
をごらんください。

ひとこと

最大 605件（短縮 500件、
直接入力 100件、直接入力
による電子メール宛先 5
件）を宛先として指定でき
ます。
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2.6 プログラム宛先で送信する

プログラム宛先が登録されている場合は、登録されているプロ
グラムキーを指定して送信できます。
送信時の設定（原稿画質や原稿指定など）をプログラムキーに
登録しておくと、そのキーを押すだけで、機能をその都度設定
せずに送信することができます。
1つのプログラムキーにグループキーを登録しておき一度に送
信したり、送信時刻を登録しておき毎日決まった時刻に送信し
たりすることも簡単に行えます。

プログラム宛先を指定して送信するには

A 【ファクス / スキャン】を押し、ファクス /スキャン画面
を表示させます。

原稿セットについては、「原
稿をセットする」（p. 2-7）
をごらんください。

B 原稿をセットします。

C 【プログラム】を押します。

D ［ページ一覧］を押します。
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2.6 プログラム宛先で送信する
E 目的のプログラム宛先が登録されているページのキー
を押し、［OK］を押します。
ページキーの次の画面または前の画面を表示したい
場合は、［↑］または［↓］を押します。

ひとこと

プログラム宛先は 1件のみ
指定できます。

F 目的のプログラムキーを押し、［OK］を押します。
プログラムキーの次の画面または前の画面を表示し
たい場合は、［↑］または［↓］を押します。

設定および宛先が呼び出されます。

G 【スタート】を押します。

原稿の読込みが始まり、送信されます。
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2.7 設定状態を確認する

左エリアの同報宛先リストで、指定した宛先を確認したり、設
定内容画面で設定の詳細を確認できます。

設定状態を確認するには
左エリアの同報宛先リストで、指定した宛先を確認できます。
宛先や設定の詳細を確認したい場合は、以下の手順で確認しま
す。

A 左エリアの［設定内容］を押します。

B ［詳細確認 / 登録］を押します。

ひとこと

［E-mail 設定内容］はファ
クス機能では使用しません。

C 確認したい項目のキーを押し、設定内容を確認します。
ファクス送信で確認できる設定は次の 4種類がありま
す。

ひとこと

･ 7件以上の宛先が指定さ
れている場合、左エリア
の同報宛先リストに
［↑］、［↓］が表示されま
す。
･ 左エリアの宛先を選択し、
［削除］を押すと、選択し
た宛先が削除されます。
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2.7 設定状態を確認する
［宛先確認 /登録］：宛先の確認ができます。詳細を
確認したい宛先をリストから選択し、［宛先詳細］
を押して宛先の詳細を確認します。

［読込み設定内容］：読込み設定の確認ができます。
画面上の各設定を押すと、対応する読込み設定画面
が表示され、設定を変更できます。

［原稿設定内容］：原稿設定の確認ができます。画面
上の各設定を押すと、対応する原稿設定画面が表示
され、設定を変更できます。

ひとこと

･［削除］を押すと、選択し
た宛先が削除されます。
･［宛先登録］を押すと、直
接入力の宛先を登録でき
ます。詳しくは、「短縮宛
先にファクス番号を登録
する」（p. 10-4）をごら
んください。

ひとこと

次の画面を表示したい場合
は［次画面→］、前の画面を
表示したい場合は［←前画
面］を押します。

読込み設定については、「読
込み条件を設定する」
（p. 2-13）および「読込み
設定」（p. 7-2）をごらんく
ださい。

原稿設定については、「原稿
設定」（p. 7-3）をごらんく
ださい。
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2.7 設定状態を確認する
［通信設定内容］：通信設定の確認ができます。画面
上の各設定を押すと、対応する原稿設定画面が表示
され、設定を変更できます。

ひとこと

読込み設定、原稿設定、通
信設定を変更した場合は、
読込み設定画面、原稿設定
画面、通信設定画面へ移動
します。設定内容画面には
戻りません。

D 確認が終了したら、ファクス / スキャン画面に戻るまで
［閉じる］を押します。

ひとこと

次の画面を表示したい場合
は［次画面→］、前の画面を
表示したい場合は［←前画
面］を押します。

通信設定については、「通信
設定」（p. 7-4）をごらんく
ださい。
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2.8 原稿読込み中の動作

原稿サイズが検知できないときは
原稿サイズが検知できない場合は、読込みサイズの画面が表示
されます。原稿サイズを設定してください。

A 原稿サイズのキーを押し、［OK］を押します。

B ［閉じる］を押し、［OK］を押します。

ファクス /スキャン画面が表示されます。

C 【スタート】を押します。

ファクスが送信されます。
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2.8 原稿読込み中の動作
メモリーオーバーしたときは
メモリー送信の場合、原稿のページ数が多い場合や、原稿の画
質が細密なために情報量が多い場合はメモリーオーバーするこ
とがあります。
このような場合は、クイックメモリー送信に設定して送信して
ください（クイックメモリー送信は通信設定の送受信方法設定
画面で設定できます）。

原稿の自動回転について
A4や 8-1/2 × 11 の原稿は vにセットすると、自動的にwに
回転して送信されます。
A4や 8-1/2 × 11 を vにセットし、それよりも長い原稿と一緒
に送信する場合、A4や 8-1/2 × 11 はwに回転せずに送信さ
れます。
その場合は、混載原稿を設定することで回転して送信できます。
混載原稿については、「サイズの異なる原稿を一度の操作で送る
（混載原稿）」（p. 7-29）をごらんください。

･ メモリーオーバー時の処
置については、「エラー
メッセージが表示された」
（p. 5-5）をごらんくださ
い。
･ クイックメモリー送信の
しかたについては、「ク
イックメモリー送信する
には」（p. 2-49）をごら
んください。

ひとこと

自動回転を行いたくない場
合は、サービス実施店まで
お問い合わせください。
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2.9 送信できないときは

受信側が話中などで送信できないときは、リダイアル機能をつ
かってもう一度送信することができます。
本機のリダイアル機能は、オートリダイアル、手動リダイアル
と再送信機能があります。

原則

オートリダイアル、実行中リストの手動リダイアルとも、宛先を変更
することはできません。
リダイアルを行っても、回線異常などで送信できない場合は、「送信で
きない」（p. 5-2）をごらんください。

リダイアルについて
同じ宛先にもう一度ダイアルすることをリダイアルと呼びます。
受信側が話し中などで送信できない場合は、一定時間が経過し
てから再度ダイアルされます。リダイアルされるまでの間、送
信ジョブはリダイアル待機の予約ジョブとして扱われます。

オートリダイアル機能
受信側が話中などで送信ができなかった場合は、回線パラメー
ター設定で設定されているオートリダイアル回数にしたがって
自動的にオートリダイアルされます。

手動リダイアル（実行中リスト）
リダイアル待ちのジョブを、手動でリダイアルします。

A ［ジョブ表示］を押し、［ジョブ詳細］を押します。

B ［送信］を押します。

C 状態が［リダイアル待ち］のジョブを選択し、［リダイ
アル］を押します。

回線拡張キットを装着していない場合

オートリダイアル回数はあ
らかじめ 3分おきに 3回リ
ダイアルするように設定さ
れています。オートリダイ
アル回数の設定については、
「発信 /着信方法を設定する
（回線パラメーター設定）」
（p. 11-50）をごらんくだ
さい。
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2.9 送信できないときは
回線拡張キットを装着している場合

リダイアル画面が表示されます。

D ［実行］を押します。

選択ジョブのリダイアルが実行されます。

手動リダイアル（再送信ボックス）
回線パラメーター設定で設定されているオートリダイアル回数
をすぎても、送信できない場合、再送信ボックスにジョブが保
存されます。再送信ボックスのジョブは手動でリダイアルを行
うことができます。

A 【ボックス】を押します。

B ［文書利用］を押します。

C ［システム］を押します。

D ［再送信ボックス］を押し、［OK］を押します。

再送信は設定メニューの
［再送信設定］を［する］に
設定しておく必要がありま
す。［再送信設定］について
は、「再送信を設定する（再
送信設定）」（p. 11-71）を
ごらんください。
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2.9 送信できないときは
E 再送信したいジョブを選択して、［ファクス送信］を押
します。

F 同報宛先リストに表示されている宛先を確認し、［実
行］または【スタート】を押します。

ジョブが再送信されます。

ひとこと

･ 宛先を変更することもで
きます。
･ 再送信後に、自動的に再
送信ボックスからジョブ
が削除されます。
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2.10 送信を予約する

通信中やプリント中に、次の送信を予約することができます。
この機能を送信予約と呼びます。

原則

送信予約に［オフフック］を使用することはできません。

［送信中画面表示］または
［印刷中画面表示］が［す
る］に設定されていないと、
［ファクス /スキャン予約］
が表示されません。
送信中画面表示設定につい
ては、「ファクス動作中の画
面を設定する（ファクス動
作中画面）」（p. 11-20）を
ごらんください。
印刷中画面表示設定につい
ては、「ユーザーズガイド 
コピー機能編」をごらんく
ださい。

A ［ファクス / スキャン予約］を押します。

B 原稿をセットします。

原稿セットについては、「原
稿をセットする」（p. 2-7）
をごらんください。

ひとこと

送信予約を解除したい場合
は、［ジョブ表示］を押し、
［削除］を押してください。
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2.10 送信を予約する
C 必要に応じて機能を設定します。

D 宛先を指定します。

E 【スタート】を押します。

･ 読込み設定については、
「読込み条件を設定する」
（p. 2-13）または「読込
み設定」（p. 7-2）をごら
んください。
･ 原稿設定については、「原
稿設定」（p. 7-3）をごら
んください。
･ 通信設定については、「通
信設定」（p. 7-4）をごら
んください。
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2.11 相手側の状態を確認しながら送信する（手動送信）

相手側の状態を確認しながら送信する場合の操作です。これを
手動送信といいます。
なお、手動送信でメモリー送信を使用することはできません。

A 【ファクス /スキャン】を押しファクス /スキャン画面を
表示します。

B 原稿をセットします。

C 必要に応じて読込み設定の機能を設定します。

D ［オフフック］を押します。
［受信］が選択されている場合は、［送信］を押し、
送信モードにします。

E 以下の方法で宛先を指定します。
･ 登録宛先から指定する
･ 直接入力で指定する
･ 履歴から指定する
･ プログラム宛先から指定する

F 「ポーポー」という繰り返し音が聞こえたら、［実行］
を押します。

送信が開始されます。
操作パネルの【スタート】を押した場合は、オフ
フックスタート確認画面が表示されます。［はい］
を押し、［OK］を押すと、送信が開始されます。

原稿セットについては、「原
稿をセットする」（p. 2-7）
をごらんください。

読込み設定については、「読
込み条件を設定する」
（p. 2-13）または「読込み
設定」（p. 7-2）をごらんく
ださい。

ひとこと

･ 外部電話を接続している
場合は、外部電話の受話
器を上げると、［オフフッ
ク］を押したときと同じ
状態になります。
･ 設定メニューの［宛先 2
度入力機能（送信）］が
［ON］に設定されている
場合は、［オフフック］が
表示されません。

ひとこと

外部電話の場合は、外部電
話の受話器を戻します。
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2.12 送信を中止する

ジョブが実行中（予約ジョブも含む）かタイマー通信の予約中
かで、送信を中止する操作が異なります。

通信中に中止する
通信中のジョブ（予約ジョブも含む）の場合は、次の操作で送
信を中止できます。

A ［ジョブ表示］を押します。

B ［ジョブ詳細］を押します。

C ［送信］を押します。

D ［実行中リスト］が選択されていることを確認します。

E 中止したいジョブを選択して、［削除］を押します。

F ［はい］を押し、［OK］を押します。

ジョブが削除されます。

G ファクス／スキャン画面に戻るまで［閉じる］を押し
ます。

ひとこと

本機では、蓄積されている
送信指示を予約ジョブと呼
びます。
送信する 2-43



2.12 送信を中止する
タイマー通信予約ジョブを取り消す
タイマー通信の予約ジョブを削除することで送信を取り消すこ
とができます。

A ［ジョブ表示］を押します。

B ［ジョブ詳細］を押します。

C ［送信］を押します。

D ［実行中リスト］が選択されていることを確認し、［タ
イマー通信ジョブ］を押します。

E 中止したいジョブを選択して、［削除］を押します。

F ［はい］を押し、［OK］を押します。

ジョブが削除されます。

G ファクス /スキャン画面に戻るまで［閉じる］を押しま
す。

ひとこと

次の画面または前の画面を
表示したい場合は、［↓］ま
たは［↑］を押します。
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2.13 送信予約ジョブを確認する

メモリーに蓄積されている送信予約状態を、画面に表示される
ジョブリストで確認することができます。

A ［ジョブ表示］を押します。

B ［ジョブ詳細］を押します。

C ［送信］タブを押します。

D ［実行中リスト］を押します。
タイマー通信のジョブを確認する場合は、［タイ
マー通信ジョブ］を押します。

E 確認が終了したら、ファクス / スキャン画面に戻るまで
［閉じる］を押します。

･ オプションの回線拡張
キットを装着している場
合は、［送信］の実行中リ
ストで回線別にリスト表
示ができます。回線 1の
実行中リストを表示した
い場合は、［L1］を、回
線 2の実行中リストを表
示したい場合は、［L2］
を押します。
･ リストの次の画面または
前の画面を表示したい場
合は、［↑］または［↓］
を押します。
･ ジョブを選択して［設定
内容］または［詳細］を
押すとジョブの詳しい内
容を確認できます。
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2.14 通信結果を確認する

ジョブリストで通信結果を確認することができます。
履歴リスト画面では以下の項目を確認できます。

送信履歴リスト
ファクス送信またはスキャン送信したジョブの履歴が表示され
ます。

ファクス受信履歴リスト
ファクスを受信後、転送、中継送信されたジョブの履歴が表示
されます。

ひとこと

ファクスの受信後に転送ま
たは中継送信した場合にも、
［送信］の履歴リストに表示
されます。項目 説明

宛先種類 宛先種別（ファクス、E-Mail、ファイル FTP、ファ
イルSMB、TWAIN、その他）が表示されます。

宛先 相手のファクス番号、電子メールアドレス、ボックス
名などが表示されます。

登録時間 送信を指示した日時が表示されます。送信当日は時間
と分で、その他の日は月日で表示されます。

原稿 送信した枚数が表示されます。

実行結果 送信の結果（正常終了、ユーザ消去、エラー消去な
ど）が表示されます。

ひとこと

･ ファクス受信後にプリン
トした場合は、［ファクス
受信］の履歴リストには
表示されず、［印刷］の履
歴リストに表示されます。
･ ファクスを強制メモリ受
信や親展受信した場合は、
［保存］の履歴リストに表
示されます。

ファクス受信文書を転送す
るには、事前に設定をする
必要があります。詳しくは、
「受信文書を転送する（転送
ファクス設定）」（p. 11-
66）、「中継ボックスを設定
する」（p. 10-40）をごら
んください。

項目 説明

登録元 ユーザー認証中はユーザー名、部門管理中は部門名が
表示されます。それ以外の場合は、COPY、PRINT、
FAX-RX などの登録元が表示されます。

文書名 受信または保存した文書名が表示されます。

登録時間 受信した日時が表示されます。当日は時間と分で、そ
の他の日は月日で表示されます。

原稿 受信した枚数が表示されます。

実行結果 受信の結果（正常終了、ユーザ消去、エラー消去な
ど）が表示されます。
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2.14 通信結果を確認する
通信結果の確認をするには

A ［ジョブ表示］を押します。

B ［ジョブ詳細］を押します。

C ［送信］または［ファクス受信］を押します。

D ［履歴リスト］を押します。

回線拡張キットを装着していない場合

回線拡張キットを装着している場合
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2.14 通信結果を確認する
E 通信結果を確認します。
送信履歴リスト

ファクス受信履歴リスト

F 確認が終了したら、［閉じる］を押します。

ファクス /スキャン画面に戻ります。

･［通信リスト］を押すと、
スキャン送信リスト、
ファクス送信リスト、
ファクス受信リストの形
式で通信結果を確認でき
ます。
･「レポート指定」のいずれ
かのキーを押し、「出力件
数」を選択して、【スター
ト】を押すと、選択した
レポートのプリントがで
きます。
･［詳細］を押すと、ジョブ
の詳細情報を確認できま
す。
･ 同報送信の場合は、宛先
に「-（同報）」と表示さ
れます。リストからジョ
ブを選択して［詳細］を
押すと、ジョブの詳細情
報を確認できます。
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2.15 メモリー送信とクイックメモリー送信

本機を使用して原稿を送信する方法には、クイックメモリー送
信とメモリー送信の 2つの方法があります。

メモリー送信
あらかじめすべての原稿を読込み、メモリーに蓄積してから
ファクス送信する方法です。発信元記録のページ数に自動的に
総ページ数が付けられ、送信結果レポートに送信文書の 1ペー
ジ目の画像が記載されます。ただし、原稿のページ数が多い場
合や、原稿の読取り画質（解像度）が細密なために情報量が多
い場合はメモリーオーバーすることがあります。
なお、クイックメモリー送信を指示しない限り原則として、自
動的にメモリー送信となります。

クイックメモリー送信
原稿を 1ページ読み取ると同時にファクス送信を始める方法で
す。原稿の枚数が多い場合にもメモリーオーバーすることなく
送信できます。

原則

以下の機能とは併用できません。
メモリー送信、連続読み込み設定、枠消し、ブック連写、読込みサイ
ズ、同時印刷、表紙 +両面、混載原稿、ポーリング受信、タイマー通
信、ポーリング送信、仕上りプレビュー、オフフック

クイックメモリー送信するには

A 【ファクス / スキャン】を押し、ファクス /スキャン画面
を表示させます。

原稿のセットについては、
「原稿をセットする」（p. 2-
7）をごらんください。

B 原稿をセットします。

C ［通信設定］を押します。

D ［送受信方法設定］を押します。
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2.15 メモリー送信とクイックメモリー送信
E ［クイックメモリー送信］を押します。

F ［OK］を押し、次の画面で［閉じる］を押します。

クイックメモリー送信が設定され、ファクス /スキャ
ン画面に戻ります。

G 必要に応じて、その他の機能を設定します。

H 宛先を指定します。

ひとこと

設定を中止したい場合は、
もう一度［クイックメモ
リー送信］を押します。

･ 読込み設定については、
「読込み条件を設定する」
（p. 2-13）または「読込
み設定」（p. 7-2）をごら
んください。
･ 原稿設定については、「原
稿設定」（p. 7-3）をごら
んください。
･ 通信設定については、「通
信設定」（p. 7-4）をごら
んください。

宛先の指定については「宛
先を 1箇所だけ指定する」
（p. 2-18）をごらんくださ
い。
送信する 2-50



2.15 メモリー送信とクイックメモリー送信
I 【スタート】を押します。

原稿を 1ページ読み取ると同時に、ファクス送信が開
始されます。

ひとこと

受信側が話中などで送信で
きない場合はリダイアルさ
れます。リダイアルについ
ては「送信できないときは」
（p. 2-37）をごらんくださ
い。

･ 送信を中止する場合は
「送信を中止する」（p. 2-
43）をごらんください。
･ 送信できない場合は「送
信できない」（p. 5-2）を
ごらんください。
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2.16 総ページ数を付けて送信する（原稿枚数指定）

原稿枚数指定機能を使用すると、クイックメモリー送信をする
ときに発信元記録のページ数に総ページ数を付けて送信できま
す。

原則

以下の機能とは併用できません。
メモリー送信、片面 /両面（表紙 +両面）、枠消し、ブック連写、読込
みサイズ、混載原稿、ポーリング送信、ポーリング受信、掲示板、タ
イマー通信、仕上りプレビュー

原稿枚数を指定して送信するには

A 【ファクス / スキャン】を押し、ファクス /スキャン画面
を表示させます。

ひとこと

原稿枚数は、999枚まで設
定できます。

B 原稿をセットします。

C ［通信設定］を押します。

D ［送受信方法設定］を押します。

E ［クイックメモリー送信］を押します。

F ［OK］を押し、次の画面で［閉じる］を押します。

クイックメモリー送信が設定され、ファクス /スキャ
ン画面に戻ります。

･ 発信元記録のページ数が、
「P. ページ数 / 総ページ
数」の形式で印字されま
す。
･ 設定したページ数と実際
に読み取られたページ数
が異なる場合は、設定し
たページ数が印字されま
す。
･ メモリー送信の場合は、
総ページ数が自動的に付
けられるため操作の必要
はありません。
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2.16 総ページ数を付けて送信する（原稿枚数指定）
G ［原稿設定］を押します。

H ［原稿枚数指定］を押します。

ひとこと

設定を解除する場合は、［し
ない］を押します。

I テンキーで原稿枚数を入力し、［OK］を押します。

J ［OK］を押します。

原稿枚数が設定され、ファクス /スキャン画面に戻り
ます。

K 必要に応じて、その他の機能を設定します。

原稿のセットについては、
「原稿をセットする」（p. 2-
7）をごらんください。

･ 読込み設定については、
「読込み条件を設定する」
（p. 2-13）または「読込
み設定」（p. 7-2）をごら
んください。
･ 原稿設定については、「原
稿設定」（p. 7-3）をごら
んください。
･ 通信設定については、「通
信設定」（p. 7-4）をごら
んください。
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2.16 総ページ数を付けて送信する（原稿枚数指定）
L 宛先を指定します。

M 【スタート】を押します。

送信が開始されます。

宛先の指定については「宛
先を 1箇所だけ指定する」
（p. 2-18）をごらんくださ
い。

ひとこと

受信側が話中などで送信で
きない場合はリダイアルさ
れます。リダイアルについ
ては「送信できないときは」
（p. 2-37）をごらんくださ
い。

･ 送信を中止する場合は
「送信を中止する」（p. 2-
43）をごらんください。
･ 送信できない場合は「送
信できない」（p. 5-2）を
ごらんください。
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2.17 時刻を指定して通信する（タイマー通信）

タイマー通信とは、通信の時刻を指定する機能です。
深夜や早朝などの電話料金割引時間を利用して通信すると経済
的です。

原則

以下の機能とは併用できません。
原稿枚数指定、ポーリング送信、掲示板、クイックメモリー送信

タイマー通信するには

A 【ファクス / スキャン】を押し、ファクス /スキャン画面
を表示させます。

原稿のセットについては、
「原稿をセットする」（p. 2-
7）をごらんください。

B 原稿をセットします。

C ［通信設定］を押します。

D ［送受信方法設定］を押します。

E ［タイマー通信］を押します。

･ 時刻の指定のみ可能です。
日付の指定はできません。
･ 時、分単位で指定します。
･ 通常の送信 20件、ポー
リング受信 1件のあわせ
て21件のタイマー通信
を指定することができま
す。
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2.17 時刻を指定して通信する（タイマー通信）
F テンキーで通信開始時刻を入力します。

G ［OK］を 2回押し、［閉じる］を押します。

タイマー通信が設定され、ファクス /スキャン画面に
戻ります。

H 必要に応じて、その他の機能を設定します。

宛先の指定については「宛
先を 1箇所だけ指定する」
（p. 2-18）をごらんくださ
い。

I 宛先を指定します。

･ 通信開始時刻は、24時間
方式で 2桁入力します。
例：
通信開始時刻を午後 9時
7分に設定する場合は、
「21」と「07」を入力し
ます。
･ タイマー通信の設定を解
除する場合は、［しない］
を押します。

･ 読込み設定については、
「読込み条件を設定する」
（p. 2-13）または「読込
み設定」（p. 7-2）をごら
んください。
･ 原稿設定については、「原
稿設定」（p. 7-3）をごら
んください。
･ 通信設定については、「通
信設定」（p. 7-4）をごら
んください。
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2.17 時刻を指定して通信する（タイマー通信）
J 【スタート】を押します。

読込んだ文書は、予約文書としてメモリーに蓄積され、
指定された時刻に送信が開始されます。

ひとこと

受信側が話中などで送信で
きない場合はリダイアルさ
れます。リダイアルについ
ては「送信できないときは」
（p. 2-37）をごらんくださ
い。

･ 送信を中止する場合は
「送信を中止する」（p. 2-
43）をごらんください。
･ 送信できない場合は「送
信できない」（p. 5-2）を
ごらんください。
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2.18 海外に送る（海外通信モード）

海外通信モードとは、通信状態の悪いところへ通信する場合に
情報を送る速さ（伝送速度）をゆっくりとしたスピードに設定
して送信する機能です。
ここでは、海外通信する手順を説明します。

原則

以下の機能とは併用できません。
ポーリング送信、ポーリング受信、掲示板

海外通信モードで送信するには

A 【ファクス / スキャン】を押し、ファクス /スキャン画面
を表示します。

原稿のセットについては、
「原稿をセットする」（p. 2-
7）をごらんください。

B 原稿をセットします。

C ［通信設定］を押します。

D ［回線設定］を押します。

E ［海外通信モード］を押します。

回線拡張キットを装着していない場合
ひとこと

設定を解除するときは、も
う一度［海外通信モード］
を押します。
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2.18 海外に送る（海外通信モード）
回線拡張キットを装着している場合

F ［OK］を押し、次の画面で［閉じる］を押します。

海外通信モードが設定され、ファクス /スキャン画面
に戻ります。

G 必要に応じて、その他の機能を設定します。

使用している回線の種類、
契約内容、ダイアル方法な
どについては、ご使用にな
る電話会社（KDDI 等）に
直接お問い合わせください。

ひとこと

海外通信モードは「国番号」
などを電話番号と一緒に短
縮宛先やプログラム宛先に
登録することができます。
短縮宛先登録については、
「短縮宛先を登録する」
（p. 10-4）を、プログラム
宛先については、「プログラ
ム宛先を登録する」（p. 10-
20）をごらんください。

･ 読込み設定については、
「読込み条件を設定する」
（p. 2-13）または「読込
み設定」（p. 7-2）をごら
んください。
･ 原稿設定については、「原
稿設定」（p. 7-3）をごら
んください。
･ 通信設定については、「通
信設定」（p. 7-4）をごら
んください。
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2.18 海外に送る（海外通信モード）
H 国際電話サービス番号に続いて相手の国番号、地域番
号、相手のファクス番号をダイアルします。

I 【スタート】を押します。

送信が開始されます。

電話会社により、国際電話
サービス番号は異なります。
国際電話サービス番号は、
電話会社に直接お問い合わ
せください。

ひとこと

受信側が話中などで送信で
きない場合はリダイアルさ
れます。リダイアルについ
ては「送信できないときは」
（p. 2-37）をごらんくださ
い。

･ 送信を中止する場合は
「送信を中止する」（p. 2-
43）をごらんください。
･ 送信できない場合は「送
信できない」（p. 5-2）を
ごらんください。
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2.19 発信元情報について

発信元情報の付ける位置について
送信した原稿は、受信側で次のように記録されます。

発信元情報が［原稿内］に設定されているとき

発信元情報が［原稿外］に設定されているとき

発信元情報が［OFF］に設定されているとき

ひとこと

発信元情報は、設定メ
ニューの［発信元 /ファク
ス ID登録］で設定します。
複数の発信元名を登録する
こともできます。発信元 /
ファクス ID登録について
は、「発信元名とファクス
IDを登録する（発信元 /
ファクス ID登録）」
（p. 11-44）をごらんくだ
さい。

From : MFP01 To:123456789 2006/05/25 13:22 #138 P.001/001

発信元情報の付けかたの設
定については、「発信元 /受
信情報の付けかたを設定す
る（発信元 /受信情報）」
（p. 11-47）をごらんくだ
さい。

From : MFP01 To:123456789 2006/05/25 13:22 #138 P.001/001
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2.19 発信元情報について
相手先印字について
発信元情報に宛先を印字するかどうかを設定できます。

［相手先印字］がONの場合は、発信元名と宛先が印字さ
れます。

［相手先印字］がOFF の場合は、発信元とファクス IDが印
字されます。

相手先印字の設定について
は、「発信元 /受信情報の付
けかたを設定する（発信元
/受信情報）」（p. 11-47）
をごらんください。

From : MFP01 To:123456789 2006/05/25 13:22 #138 P.001/001

From : MFP01 987654321 2006/0525 13:22 #138 P.001/001
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2.20 送信前に読込み状態を確認する（仕上りプレ
ビュー）

仕上りプレビューとは、読込んだ原稿を送信する前に、読込み
状態を操作パネル上でプレビュー画像として確認できる機能で
す。

原則

クイックメモリー送信を行う場合は、仕上りプレビュー機能を使用で
きません。

プレビュー詳細画面について
プレビュー詳細画面では、向きを誤って読込んだ原稿を回転さ
せたり、読込む前に行った設定を変更したりすることができま
す。

No 名称 説明

1 ［←前ページ］／
［次ページ→］

表示中のページの前ページおよび次ページ
へ表示を切換えます。

2 － プレビュー画像が表示されます。
［仕上り表示］を押すと、プレビュー画像
に仕上り状態が反映されます。

3 スクロールバー プレビュー画像が拡大表示の場合、画像を
上下左右にスクロールします。

4 ［仕上り表示］ 仕上り状態をプレビュー画像に反映しま
す。もう一度押すと、プレビュー画像の仕
上り表示が解除されます。
詳しくは、「仕上り表示」（p. 2-65）をご
らんください。

5 ［状態表示］／
［確認表示］

プレビュー詳細画面の状態表示と確認表示
の切換えを行います。
画像の回転や設定変更は［確認表示］で行
います。［状態表示］で読込みを終了しま
す。

2

3 5

8

6

1

7

4
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2.20 送信前に読込み状態を確認する（仕上りプレビュー）
表示サイズ変更
表示サイズ変更では、プレビュー画像を拡大して表示し、細部
の確認ができます。［+］／［-］を押すことで、全体表示／ 2
倍／ 4倍／ 8倍の大きさで倍率を変更できます。拡大した画像
は、画像の右側と下側のスクロールバーで表示箇所を移動させ
て確認します。

表示画像回転
表示画像回転では、プレビュー画像を 180度回転して、原稿の
向きの誤りを補正できます。
［現在表示中のページ］を押すと、表示されているページを
180度回転します。

6 ［設定変更］ 読込んだ原稿の設定を変更できます。
詳しくは、「設定変更」（p. 2-66）をごら
んください。

7 表示画像回転 プレビュー画像を180度回転します。
詳しくは、「表示画像回転」（p. 2-64）を
ごらんください。

8 表示サイズ変更 プレビュー画像を拡大／縮小します。
詳しくは、「表示サイズ変更」（p. 2-64）
をごらんください。

No 名称 説明

ひとこと

表示サイズを変更すると、
仕上り状態を表示できませ
ん。
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2.20 送信前に読込み状態を確認する（仕上りプレビュー）
［読込みページ一覧から選択］を押すと、読込みページ一覧画面
が表示されます。読込みページは最大 8ページまで表示され、
［↑］／［↓］を押すとページを切換えることができます。
［奇数ページ］を押すと、読込みページ中の奇数ページを回転し
ます。［偶数ページ］を押すと、読込みページ中の偶数ページを
回転します。［全ページ］を押すと、読込みページの全ページを
回転します。読込みページを直接選択すると、選択した読込み
ページが回転します。

仕上り表示
［仕上り表示］を押すと、出力する原稿の仕上り設定内容をプレ
ビュー画像にアイコンや文字列で表示し、仕上りの状態を確認
できます。［仕上り表示］をもう一度押すと、プレビュー画像の
仕上り表示が解除されます。初期設定では、［仕上り表示］が選
択されています。
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2.20 送信前に読込み状態を確認する（仕上りプレビュー）
設定変更
原稿を読込む前に行った設定のうち、以下の内容を変更できま
す。
変更した内容は追加して読込んだ原稿で反映されます。

仕上りプレビューを確認するには

A 【ファクス / スキャン】を押し、ファクス /スキャン画面
を表示させます。

B 原稿をセットします。

C 読込み設定、原稿設定、通信設定をします。

D 宛先を指定します。

E 【確認コピー】を押します。

原稿セット方向画面が表示されます。

ひとこと

設定変更画面は、設定によ
り表示されるキーが異なり
ます。

項目 説明

原稿 片面または両面を選択できます。「表紙 +両面」が
設定されている場合は、［表紙 +両面］も表示され
ます。

原稿サイズ 混載原稿が設定されているときに選択できます。

枠消し 枠消しを設定できます。（p. 7-12）
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2.20 送信前に読込み状態を確認する（仕上りプレビュー）
F 原稿セット方向を選択します。

＜原稿ガラスにセットした場合＞

＜ADFにセットした場合＞

G 【スタート】を押します。

原稿の読込みが開始され、プレビュー詳細画面（状態
表示）が表示されます。
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2.20 送信前に読込み状態を確認する（仕上りプレビュー）
H プレビュー画像を確認します。
設定を変更する場合は、［確認表示］を押します。
手順 9へ進みます。
送信を開始する場合は、手順 10へ進みます。

さらに原稿を読込む場合は、原稿をセットし、［読
込み終了］を解除させてから【スタート】を押しま
す。

確認表示画面について詳し
くは、「プレビュー詳細画面
について」（p. 2-63）をご
らんください。

I 設定を変更して、［状態表示］を押します。

J ［読込み終了］を選択し、【スタート】を押します。

送信が開始されます。
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第 3章

第3章 受信する
ファクス受信の操作について説明します。

3.1 いろいろな受信モード ................................................................... 3-2
3.2 自動受信（ファクス専用モード） ...................................................... 3-4
3.3 自動受信（TEL/FAX自動切換えモード） .......................................... 3-5
3.4 留守番電話を接続するときは .......................................................... 3-6
3.5 手動受信（電話専用モード） ............................................................ 3-7
3.6 受信できないとき .......................................................................... 3-8
3.7 メモリー代行受信について ............................................................. 3-9
3.8 受信時の記録について ................................................................. 3-11
3.9 受信情報について ........................................................................ 3-17



3.1 いろいろな受信モード

本機には、次の受信モードが用意されています。電話回線をお
使いの状況に合わせて設定してください。

自動受信（ファクス専用モード）
電話回線をファクス専用で使う場合はこのモードに設定します。

自動受信（TEL/FAX自動切換えモード）
外部電話（留守番電話など）を接続している場合で、ファクス
優先で使う場合はこのモードに設定しておくと便利です。

留守番電話が接続しているとき
外部電話として留守番電話を接続することができます。留守番
電話を接続する場合は、設定メニューの［回線パラメーター設
定］で、［留守番電話接続設定］を［ON］に設定します。

詳しくは「自動受信（ファ
クス専用モード）」（p. 3-4）
をごらんください。着信

自動的に受信を開始 受信文書

詳しくは「自動受信（TEL/
FAX自動切換えモード）」
（p. 3-5）をごらんくださ
い。

自動的に
受信を開始

着信

相手がファクスか
電話かを自動検知

相手が電話

相手がファクス

受話器を
上げて会話

･ 外部電話の呼び出し
音が鳴る
･ 相手ではメッセージ
「電話の方は‥」が
聞こえる

受信文書

詳しくは「留守番電話を接
続するときは」（p. 3-6）を
ごらんください。
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3.1 いろいろな受信モード
手動受信（電話専用モード）
外部電話（留守番電話など）を接続している場合で、電話がか
かってくる機会が多いときは、このモードに設定しておくと便
利です。 詳しくは「手動受信（電話

専用モード）」（p. 3-7）を
ごらんください。着信

外部電話の呼び出し音が
鳴りつづける

･ 受話器を上げて会話
･ 相手がファクスのと
きはリモート受信番
号を指定すると受信
開始
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3.2 自動受信（ファクス専用モード）

電話回線をファクス専用で使う場合はこのモードに設定します。
設定されている回数分のリング信号を検知すると、自動的に受
信が開始されます。受信中は、画面のメッセージ表示部に「受
信中です」と表示されます。

このモードは、設定メニューの［回線パラメーター設定］で、
［受信方式］が［自動受信］に設定されている場合にはたらきま
す。

ひとこと

［受信中画面表示］が［しな
い］の場合は、メッセージ
は表示されません。

受信方式設定、リング信号
の着信回数の設定について
は、「発信 /着信方法を設定
する（回線パラメーター設
定）」（p. 11-50）をごらん
ください。

着信

自動的に受信を開始
受信文書
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3.3 自動受信（TEL/FAX自動切換えモード）

外部電話（留守番電話など）を接続している場合で、ファクス
優先で使う場合はこのモードに設定しておくと便利です。着信
後、相手側がファクスか電話かを自動的に検知し、送信側に対
して音声メッセージを流します。
このモードは、設定メニューの［回線パラメーター設定］で、
［TEL/FAX自動切換え］が［ON］に設定されている場合には
たらきます。

相手がファクスのとき
受信が開始されます。送信側には音声メッセージが聞こえてい
ます。

相手が電話のとき
外部電話から呼び出し音が鳴ります。呼び出し音が鳴っている
間に外部電話の受話器をとると通話できます。送信側では音声
メッセージが聞こえています。

音声メッセージ 1（約 6秒間）
「電話の方はしばらくお待ちください。ファクスの方はス
タートボタンを押してください。」
音声メッセージ 2（約 4秒間）
「ただいま近くにおりません。ファクスに切り替えます。」

･ 留守番電話を接続すると
きは、設定メニューの
「回線パラメーター設定」
で、［留守番電話接続設
定］を［ON］に設定し
てください。詳しくは、
「発信 /着信方法を設定す
る（回線パラメーター設
定）」（p. 11-50）をごら
んください。
･ 外部電話の受話器を上げ
たときに、「ピー」という
音が聞こえたり、無音の
ときは、相手はファクス
です。受話器を上げたま
ま【スタート】を押すと
受信できます。

･ 受信方式設定、リング信
号の着信回数の設定につ
いては、「発信 /着信方法
を設定する（回線パラ
メーター設定）」（p. 11-
50）をごらんください。
･ リモート受信については、
「外部電話から受信の指示
をする（リモート受信）」
（p. 8-2）をごらんくださ
い。

外部電話で呼び出し
音が鳴る。外部電話
の受話器をとると通
話できる。

着信

相手がファクスか電話かを検知中
相手がファクスなら受信を開始

音声メッセージ1
受信を開始

1秒4秒 音声メッセージ22秒
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3.4 留守番電話を接続するときは

外部電話として留守番電話を接続することができます。留守番
電話を接続する場合は、設定メニューの［回線パラメーター設
定］で、［留守番電話接続設定］を［ON］に設定します。

相手がファクスのとき
留守番電話から本機に自動的に切り換わり、受信が開始されま
す。

相手が電話のとき
送信側に対して留守番電話のメッセージが流れます。

留守番電話が応答しない場
合（留守番設定がされてい
ない場合など）は、20秒後
に受信が開始されます。

留守番電話接続設定につい
ては、「発信 /着信方法を設
定する（回線パラメーター
設定）」（p. 11-50）をごら
んください。

受信開始

着信

相手がファクスか電話か
を検知し、相手がファク
スなら受信を開始

留守番電話

留守番電話の
メッセージが流れる

本機

録音中
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3.5 手動受信（電話専用モード）

外部電話（留守番電話など）を接続している場合で、電話がか
かってくる機会が多いときは、このモードを設定しておくと便
利です。
このモードは、設定メニューの［回線パラメーター設定］で、
［受信方式］が［手動受信］に設定されている場合にはたらきま
す。

手動で受信するときは、次の手順で操作します。

本機で操作するとき

A 外部電話のベルが鳴ったらファクス /スキャン画面の
［オフフック］を押します。

B ［受信］が選択されていることを確認します。

C オフフック画面の［実行］を押します。

受信が開始されます。
【スタート】を押した場合、ファクス通信開始の確
認画面で［はい］を押し、［OK］を押すと受信が開
始されます。

外部電話で操作するとき（リモート受信）
「外部電話から受信の指示をする（リモート受信）」（p. 8-2）を
ごらんください。

･ 受信方式設定については、
「発信 /着信方法を設定す
る（回線パラメーター設
定）」（p. 11-50）をごら
んください。

着信

外部電話の呼び出し音が
鳴りつづける

･ 受話器を上げて会話
･ 相手がファクスのと
きはリモート受信番
号を指定すると受信
開始 *

＊設定メニューの［リモート受信設定］のリモート受信番
号が設定されているときに有効です。

･ ファクス情報サービスか
ら受信する場合は、［オフ
フック］を押して、ダイ
アルした後に【スタート】
を押します。
･ ADFまたは、原稿ガラス
に原稿がセットされてい
る場合は、着信しても
［受信］は反転表示しませ
ん。
この場合は、［受信］を押
して反転表示させてくだ
さい。

ひとこと

設定メニューの［宛先 2度
入力機能（送信）］が
［ON］に設定されている場
合は、［オフフック］が表示
されません。
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3.6 受信できないとき

受信できない場合は、エラーメッセージが表示されます。「受信
できない」（p. 5-3）を参照して処置をしてください。エラー
メッセージの表示は、【ストップ】を押すと消えます。

･ 外部電話のベルが鳴り続
ける場合は、設定メ
ニューの［回線パラメー
ター設定］で、［受信方
式］が［手動受信］に設
定されている場合があり
ます。
自動的に受信するために
は［自動受信］に設定し
ておく必要があります。
詳しくは、「発信 /着信方
法を設定する（回線パラ
メーター設定）」（p. 11-
50）をごらんください。
･ メモリーが一杯で受信で
きない場合があります。
用紙トレイに用紙がセッ
トされていることを確認
してください。
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3.7 メモリー代行受信について

メモリー代行受信とは
用紙づまりなどで受信した文書をプリントできない場合は、プ
リントできる状態になるまで受信文書がメモリーに蓄積されま
す。この機能をメモリー代行受信といいます。

紙づまりなどのトラブル処置が終了すると、蓄積されて
いた受信文書のプリントが開始されます。
メモリーが一杯で代行受信できない場合があります。

メモリー代行受信したジョブを転送する
メモリー代行受信したジョブを別の宛先に転送することができ
ます。

A ［ジョブ表示］を押します。

B ［ジョブ詳細］を押します。

C ［ファクス受信］を押します。

D リストから転送したいジョブを選択して［転送］を押
します。
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3.7 メモリー代行受信について
E リストから転送したいジョブを選択して［宛先］を押
します。

直接入力のしかたは、「直接
入力で指定する」（p. 2-
22）、登録宛先から指定の
しかたは、「登録宛先から指
定する」（p. 2-18）をごら
んください。

F 宛先を指定します。
直接入力で宛先を指定する場合は、［直接入力］を
押します。
登録宛先から指定する場合は、［登録宛先から選択］
を押します。

G ［実行］を押します。

ファクスが送信されます。
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3.8 受信時の記録について

受信文書を記録する場合は、受信した文書の用紙サイズと、用
紙トレイにセットされている用紙サイズを比較し、設定された
縮小率で縮小して記録する、用紙におさまるように縮小して記
録するのいずれかで記録されます。なお、等倍で記録するよう
に設定している場合は、受信した文書の用紙サイズにかかわら
ず、等倍で記録されます。

縮小して記録するとき
定形サイズの文書を受信した場合は、そのサイズの用紙に設定
された縮小率で縮小して記録されます。（初期値は 96%）

用紙におさまるように縮小して記録するとき
定形サイズより長い文書を受信した場合は、受信文書の幅と長
さから最適な用紙サイズを決定し、そのサイズの用紙に記録さ
れます。最適な用紙サイズが用紙トレイにセットされていない
場合は、近いサイズの用紙に縮小して記録されます。

縮小率の設定については、
「送信や受信方法を設定する
（送信 /受信設定）」（p. 11-
53）をごらんください。

原 稿 受信文書

［縮小率］
の設定に
従い
縮小する

原 稿 受信文書

用紙に
おさまる
ように
縮小
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3.8 受信時の記録について
最適な用紙サイズの決定と、用紙選択の基準は次のとおりです。
Step 1:
最適な用紙を選択する

受信文書の幅と長さから、最適な用紙サイズを次の原則
で決定されます。

Step 2:
実際にプリントする用紙を選択する

Step 1 で決定した最適な用紙サイズが、本機にセットさ
れているかがチェックされます。
最適な用紙がセットされている :
記録が開始されます。
最適な用紙がセットされていない、または該当する用
紙トレイの［ATS許可］（自動トレイ切換え機能）が
［許可しない］になっている :
次に最適な用紙を表の上から順にチェックされます。
このとき、設定メニューの［ページ分割記録］が
［ON］に設定されている場合は、ページ分割をして記
録するように用紙がチェックされます。

受信原稿の幅 受信情報の記録
位置 受信文書の長さ

A4幅

［OFF］または
［原稿内］

0～ 154 155 ～
314

315 ～
386

387 ～

［原稿外］ 0～ 146 147 ～
306

307 ～
378

379 ～

選択される用紙サイズ A5 v A4 w B4 w A3 w

B4幅

［OFF］または
［原稿内］

0～ 195 196 ～
395

396 ～

［原稿外］ 0～ 186 187 ～
386

387 ～

選択される用紙サイズ B5 v B4 w A3 w

A3幅
［OFF］または
［原稿内］

0～ 226 227 ～

［原稿外］ 0～ 217 218 ～

選択される用紙サイズ A4 v A3 w

［ATS許可］については、
「ユーザーズガイド コピー
機能編」をごらんください。
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3.8 受信時の記録について
［ページ分割記録］が［OFF］のとき：
上段から順に記録紙が選択されます。

［ページ分割記録］が［ON］のとき：
上段から順に記録紙が選択されます。

* B5 w、B5 v、A4 w、A4 vの場合にはページを分割して記録さ
れます。

［ページ分割記録］が
［OFF］のときでも長尺原
稿または高解像度で受信し
た場合は、ページ分割記録
される場合があります。

最適記録用紙 A5 v A4 w B5 v B4 w A4 v A3 w

記録紙選択
順序
（上段から
下段）

A5 v A4 w B5 v B4 w A4 v A3 w

A5 w A4 v B5 w A3 w A4 w B4 w

A4 w B4 w B4 w A4 w B4 w A4 w

A4 v A3 w A4 w A4 v A3 w

B5 v A4 v

B5 w A3 w

B4 w

A3 w

［ページ分割記録］が
［ON］のときでも受信文書
の画像幅より選択された記
録紙の幅が短い場合には用
紙幅に合わせて縮小されま
す。

最適記録用紙 A5 v A4 w B5 v B4 w A4 v A3 w

記録紙選択
順序
（上段から
下段）

A5 v A4 w B5 v B4 w A4 v A3 w

A5 w B4 w B5 w B5 v A4 w A4 v

A4 w A3 w B4 w B5 w B4 w A4 w

A4 v A4 w A3 w A3 w

B5 w A4 v A4 v

B5 v A3 w A4 w

B4 w

A3 w
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3.8 受信時の記録について
原則

実際にプリントする用紙が、Step 1 で決定された用紙より
小さい場合は、縮小してプリントされます。
［ページ分割記録］が［OFF］の場合は、実際にプリントす
る用紙の方向と、Step 1 で決定された用紙の方向が一致し
ない場合は、自動的に 90度回転してプリントされます。
異なるサイズが混在した文書をプリントする場合は、1ペー
ジごとにこれらの処理が行われます。
Step 1、Step 2 で決定された用紙サイズが、複数の用紙ト
レイにセットされている場合は、［給紙トレイ自動選択］で
設定された設定に従い、用紙トレイが選択されます。
必要な用紙サイズが手差しトレイのみにセットされている場
合は、手差しトレイから給紙してプリントされます。ただし
手差しトレイが、［給紙トレイ自動選択］で「自動選択トレ
イ」に設定されていない場合は、手差しトレイからは給紙さ
れません。
［ページ分割記録］が［ON］の場合、設定メニューの［送信
/ 受信設定］が次のように設定されているときはページ分割
されません。
［給紙トレイ固定］でトレイが設定されている
［縮小率］が［等倍］のとき
［記録用紙優先選択］が［サイズ固定］または［サイズ優
先］のとき
［受信原稿両面印刷］が［ON］のとき

プリントできる用紙がセットされていない場合は、用紙を
セットするようにメッセージが表示されます。
［記録用紙優先選択］が［サイズ優先］に設定されている
とき、最適な用紙サイズとしてA4、B4、A3のいずれ
か 1種類が選択されます。そのサイズがない場合は、通
常の用紙選択を行い記録されます。
［記録用紙優先選択］が［サイズ固定］に設定されている
とき、最適な用紙サイズとしてA4、B4、A3のいずれ
か 1種類が選択されます。そのサイズがない場合は、用
紙が補給されるまでメッセージが表示されます。
［給紙トレイ固定］が［自動］以外に設定されていると
き、［給紙トレイ固定］で指定されている用紙トレイ（手
差しトレイを除く）の用紙に記録されます。受信文書よ
りサイズが小さい場合は、縮小して記録されます。設定
されている用紙トレイに用紙がない場合は、用紙が補給
されるまでメッセージが表示されます。
［記録用紙優先選択］が［自動選択］以外に、［給紙トレ
イ固定］も［自動］以外に設定されているとき、［給紙ト
レイ固定］の設定が優先されます。

［ページ分割記録］について
は、「送信や受信方法を設定
する（送信 /受信設定）」
（p. 11-53）をごらんくだ
さい。

［給紙トレイ自動選択］につ
いては、「ユーザーズガイド 
コピー機能編」をごらんく
ださい。

［給紙トレイ固定］、［縮小
率］、［記録用紙優先選択］、
［受信原稿両面印刷］につい
ては、「送信や受信方法を設
定する（送信 /受信設定）」
（p. 11-53）をごらんくだ
さい。
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3.8 受信時の記録について
等倍で記録するとき
設定メニューで［縮小率］が「等倍」に設定されている場合は、
同じサイズの用紙に等倍で記録されます。同じサイズの用紙が
セットされていない場合は、大きいサイズの用紙に記録されま
す。 ･ ページ分割をすることは

できません。
･ A3 サイズより大きな画
像は記録できません。
･ 最適なサイズの用紙がな
い場合は、用紙が補給さ
れるまでメッセージが表
示されます。

原 稿 受信文書

等倍で
記録
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3.8 受信時の記録について
受信時の記録方法
受信文書の用紙サイズと実際に記録される文書の関係は次のと
おりです。 ひとこと

［受信原稿両面印刷］が
［ON］の場合、用紙の両面
に記録することができます。
詳しくは、「送信や受信方法
を設定する（送信 /受信設
定）」（p. 11-53）をごらん
ください。

受信した用紙の
サイズ

［縮小率］の設定 ［給紙トレイ
固定］で
トレイを
指定

等倍 96～ 87 %

定形サイズ
（A3～A5）

大きめの用紙
に等倍で記録

同じサイズの
用紙に縮小し
て記録

指定されてい
る用紙トレイ
の用紙に縮小
して記録

長尺文書
（定形サイ
ズより長
め）

ペ
｜
ジ
分
割
記
録

OFF

大きめの用紙
に等倍で記録

最適なサイズ
の用紙に縮小
して記録

指定されてい
る用紙トレイ
の用紙に縮小
して記録

ペ
｜
ジ
分
割
記
録

ON

大きめの用紙
に等倍で記録

用紙によって
は分割して記
録

指定されてい
る用紙トレイ
の用紙に縮小
して記録
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3.9 受信情報について

設定メニューの［発信元 / 受信情報］で、［受信情報］が［原稿
内］、［原稿外］に設定されている場合は、受信文書に受信情報
（日付、時刻、受信番号、ページ番号）が記録されます。

受信情報が［原稿内］に設定されているとき

受信情報が［原稿外］に設定されているとき

受信情報が［OFF］に設定されているとき

［受信情報］の設定について
は、「発信元 /受信情報の付
けかたを設定する（発信元
/受信情報）」（p. 11-47）
をごらんください

2005/01/20 13:43 R001 P.001/003 

2005/01/20 13:43 R001 P.001/003
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第 4章

第4章 電話をかける /受ける
電話のかけ方、受け方について説明します。

4.1 電話をかける ................................................................................ 4-2
4.2 電話を受ける ................................................................................ 4-3



4.1 電話をかける

外部電話を接続している場合の電話のかけかたを説明します。

電話をかけるには

A 受話器を上げます。

B 相手先を指定します。

C 相手に電話がかかったら通話します。

D 通話が終了したら、受話器を戻します。
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4.2 電話を受ける

外部電話を接続している場合の、電話の受けかたを説明します。

電話を受けるには

A 電話の呼び出し音が鳴ったら、受話器を上げて通話し
ます。
「ポー、ポー」または「ピー」という音がするか、
無音の場合は、相手がファクスです。【スタート】
を押すか、外部電話でリモート受信番号（2 桁）を
指定すると、受信できます。

B 通話が終了したら、受話器を戻します。

ダイアル（パルス）回線で
リモート受信をしたいとき
は、外部電話でパルスを
トーンに切り替える必要が
あります。この機能を持た
ない外部電話ではリモート
受信ができません。パルス
をトーンに切り替える機能
については、電話機の取扱
説明書をごらんください。

リモート受信については、
「外部電話から受信の指示を
する（リモート受信）」
（p. 8-2）をごらんくださ
い。
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第 5章

第5章 トラブル処置
トラブルが発生した場合の処置について説明します。

5.1 送信できない ................................................................................ 5-2
5.2 受信できない ................................................................................ 5-3
5.3 エラーメッセージが表示された ....................................................... 5-5
5.4 「サービスに連絡してください」と表示されたら（サービスコール） ...... 5-6



5.1 送信できない

送信できない場合は、次の表を参照して処置をしてください。処置をしても正常に送信でき
ない場合は、サービス実施店にお問い合わせください。

･ 送信できなかった場合は、送信結果レポートが出力されます。詳しくは、「送信結果レポート」
（p. 12-9）をごらんください。（送信結果レポートをプリントするように設定している場合）
･ エラーメッセージについては、「エラーメッセージが表示された」（p. 5-5）をごらんください。
･ 原稿づまり、用紙づまり、画質が悪い、トナーがなくなったなどのトラブルについては「ユーザー
ズガイド コピー機能編」をごらんください。

チェックポイント 処置

送信の手順は正しいですか？ 送信手順を確認して、もう一度送信してください。

相手のファクス番号は正しいで
すか？短縮宛先やプログラム宛
先は、正しく登録されています
か？

短縮宛先やプログラム宛先を使用している場合は、ファクス番号
の登録に誤りがある場合があります。
短縮宛先リストをプリントするなどして、正しく登録されている
かを確認してください。
誤りがある場合は修正してください。

電話回線の設定は正しいです
か？

設定メニューの［ダイアル方式］はお使いの電話回線に合ってい
ますか？
設定を確認して、誤りがある場合は修正してください。

電話線の接続は正しいですか？ 電話線が外れていませんか？
電話線の接続を確認し、外れている場合は、接続してください。

受信側にトラブルはありません
か？

受信側のファクスの電源が切れている、用紙がないなどのトラブ
ルはありませんか？
受信側に電話をかけて確認してください。

パスワード送信で、パスワード
が間違っていませんか？

受信側にパスワードを確認して、正しいパスワードでもう一度送
信してください。

宛先確認送信で、受信側ファク
スに正しいファクス番号が登録
されていない可能性があります。

受信側ファクスに登録されているファクス番号が正しいかどうか
確認してください。
または、宛先確認送信を［しない］にしてもう一度送信してくだ
さい。
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5.2 受信できない

受信できない場合は、次の表を参照して処置をしてください。処置をしても正常に受信でき
ない場合は、サービス実施店にお問い合わせください。

･ エラーメッセージについては、「エラーメッセージが表示された」（p. 5-5）をごらんください。
･ 原稿づまり、用紙づまり、画質が悪い、トナーがなくなったなどのトラブルについては「ユーザー
ズガイド コピー機能編」をごらんください。

トラブルの内容 チェックポイント 処置

受信できない 用紙はセットされていま
すか？

用紙補給アイコンが点灯している場合は、用紙が
なくなり、メモリーに受信原稿が蓄積されていま
す。用紙を補給してください。
用紙補給の操作については、「ユーザーズガイド コ
ピー機能編」をごらんください。

紙がつまっていません
か？

紙づまりが発生している場合は、メモリーに受信
原稿が蓄積されています。
つまっている用紙を取り除いてください。
紙づまりの処置については、「ユーザーズガイド コ
ピー機能編」をごらんください。

トナーが切れていません
か？

トナーがなくなると、受信できません。
すぐにトナーカートリッジを交換してください。
トナーカートリッジの交換操作については、「ユー
ザーズガイド コピー機能編」をごらんください。

手動受信に設定されてい
ませんか？

設定メニューの［受信方式］が［手動受信］に設
定されている場合は、受信の操作が必要です。手
動受信のしかた（p. 3-7）を参照して受信の操作
をしてください。

電話線の接続は正しいで
すか？

電話線が外れていませんか？
電話線の接続を確認し、外れている場合は、接続
してください。

［閉域受信設定］が有効に
なっていませんか？

［閉域受信設定］が有効になっている場合は、特定
の相手からのファクスだけを受信します。
管理者にお問い合わせください。

送信側から Fコードで正
しくないSUBアドレス
が送信されていません
か？

親展ボックスや中継ボックスが設定されている場
合、正しくないSUBアドレスを受信すると、通信
エラーが発生し、受信できない場合があります。
送信側にSUBアドレスの設定を確認してくださ
い。

ナンバーディスプレイ、
ダイアルインなどの設定
が、接続している通信回
線と合っていますか？

設定が合っていないと受信できないことがありま
す。接続している通信回線については管理者に確
認してください。

ダイアルインの着信番号
は正しいですか？

ダイアルインを利用している場合、ファクス、電
話、PC-FAXとして着信させる番号が正しく設定
されているか確認してください。詳しくは、「ダイ
アルインを設定する（ダイアルイン設定）」
（p. 11-59）をごらんください。
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5.2 受信できない
着信拒否に登録している
番号から受信していませ
んか？

受信している番号が誤って着信拒否に登録されて
いる場合は受信できません。「着信拒否宛先を登録
する」（p. 10-29）を参照し、着信拒否の登録内容
を確認してください。

特殊な内線交換器を使用
していませんか？

呼び出しベルの鳴り方がNTTの回線の鳴り方と違
う内線交換器を使用している場合は、着信できな
いことがあります。「発信 /着信方法を設定する
（回線パラメーター設定）」（p. 11-50）を参照し
て、着信回数を「0回」に設定してください。

プリントされない PC-FAX受信が設定され
ていませんか？

PC-FAX受信で保存されたボックスを確認してく
ださい。

TSI 受信振分けが設定さ
れていませんか？

TSI 受信振分けで保存されたボックスを確認してく
ださい。

強制メモリー受信が設定
されていませんか？

強制メモリー受信が設定されている場合は、次の
手順で受信文書をプリントします。
1.【ボックス】を押します。
2.［文書利用］を押します。
3.［システム］を押します。
4.［強制メモリー受信ボックス］を押し、［OK］
を押します。

5. パスワードが設定されている場合は、パスワー
ドを入力して［OK］を押します。

6. プリントしたい文書を選択し、［印刷］を押し
ます。
または、［強制メモリー受信設定］を［しない］
に設定します。

トラブルの内容 チェックポイント 処置
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5.3 エラーメッセージが表示された

本機にトラブルが発生するとエラー画面が表示され、次のエラーメッセージが表示されま
す。次の表を参照して処置をしてください。
処置をしても正常に通信できない場合は、サービス実施店にお問い合わせください。

エラーメッセージ 処置

ダイアル中にエラーが発生した
ため、ジョブが正常終了しませ
んでした

設定されている回数分のリダイアルをしましたが、相手が話し中
などで送信できませんでした。
受信側の状態を確認して、もう一度送信してください。

相手機を確認できませんでした 相手先確認送信を［する］にして送信したときに、相手機確認が
できませんでした。
相手先のファクス番号を確認してもう一度送信してください。

メモリー残量不足のため、読込
みの継続ができません

原稿読込中に、メモリーが一杯になりました。
読込みが終わった原稿を送信する場合は、【スタート】を、中止
する場合は【ストップ】を押してください。

ジョブが正常終了しませんでし
た
回線の接続を確認してください

電話線が抜けている可能性があります。
電話線の接続を確認し、外れている場合は、接続してください。
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5.4 「サービスに連絡してください」と表示されたら
（サービスコール）

お客様では処置できないトラブルが起こったとき、「サービスに連絡してください」という
メッセージが画面上に表示されます。（サービスコール画面）
サービスコール画面中央には、通常、お客様のサービス実施店の電話番号とファクス番号が
表示されます。
ここでは、サービス実施店に電話でトラブルを知らせる手順を説明します。

思わぬ事故になる恐れがありますので、サービスコール画面が表示され通信できなく
なった場合は、次の処置をしてください。
1. トラブルコード番号を書き留めます。
2.【副電源スイッチ】、【主電源スイッチ】をOFFにします。
3. 電源プラグをコンセントから抜きます。
4. サービス実施店に連絡し、トラブルコード番号をお知らせください。
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5.4 「サービスに連絡してください」と表示されたら（サービスコール）
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第 6章

第6章 仕様
ファクス機能の仕様について説明します。

6.1 仕様 ............................................................................................ 6-2



6.1 仕様

ファクスに関する主な製品仕様は次のとおりです。製品仕様は改良のため予告なく変更する
ことがあります。

項目 仕様

画像メモリー容量 1024 MB（標準）

蓄積枚数 10000枚（A4サイズ 700文字程度の原稿を、解像度「精細」
で蓄積した場合）

適応回線 加入電話回線（ファクス通信網を含む）
PBX回線

走査線密度 超高精細： 600 dpi × 600 dpi
高精細： 16 dot/mm × 15.4 line/mm、

400 dpi × 400 dpi
精細： 8 dot/mm × 7.7 line/mm、

200 dpi × 200 dpi
普通： 8 dot/mm × 3.85 line/mm

200 dpi × 100 dpi
相手機の能力に応じて、上記のいずれかの走査線密度で通信され
ます。

伝送速度 2400 / 4800 / 7200 / 9600 / 12000 / 14400 / 16800 / 
19200 / 21600 / 24000 / 26400 / 28800 / 31200 / 33600 
bps

最大読み取りサイズ 原稿ガラス：420 × 297 mm（A3サイズ）
ADF：297 mm × 1000 mm

最大記録サイズ 420 × 297 mm（A3サイズ）
1000 mmを超える原稿は受信できません。
セットされている用紙サイズより長い原稿を受信した場合は、
ページ分割設定にしたがってプリントされます。
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第 7章

第7章 便利な送信
読込み設定、原稿設定、通信設定のメニューを使った、便利なファクス送信につい
て説明します。

7.1 設定画面の機能一覧 .......................................................................... 7-2
7.2 背景色の濃度を調整して送る（下地調整） ............................................. 7-6
7.3 文字のエッジを強調して送る（シャープネス） ....................................... 7-9
7.4 黒い影を消して送る（枠消し） .......................................................... 7-12
7.5 見開き原稿を左右 1ページずつ分けて送信する（ブック連写） ............... 7-15
7.6 原稿を読込むサイズを指定して送る（読込みサイズ） ........................... 7-20
7.7 ファクス送信と同時にコピーをする（同時印刷） .................................. 7-23
7.8 読み取ったことを確認する（済みスタンプ） ........................................ 7-26
7.9 サイズの異なる原稿を一度の操作で送る（混載原稿） ........................... 7-29
7.10折り目のある原稿を送る（Z折れ原稿） .............................................. 7-32
7.11長い原稿を送る（長尺原稿） ............................................................. 7-35
7.12原稿のとじ位置を指定する（原稿のとじしろ） ..................................... 7-38
7.13スリットガラスの汚れの影響を軽減して送信する（汚れ軽減モード） ...... 7-41
7.14ECMモードを解除して送る（ECM OFF） ......................................... 7-43
7.15スーパーG3モードを解除して送る（V34 OFF） ................................ 7-46
7.16共有 / 個人 / グループボックスの文書をファクス送信する .................... 7-49
7.17相手機を確認して送信する（宛先確認送信） ........................................ 7-52
7.18宛先を再確認して送信する（宛先確認表示機能） ................................. 7-55
7.19回線を指定して送信する（回線指定） ................................................. 7-57
7.20パスワードをつけて送る（パスワード送信） ........................................ 7-60
7.21親展送信をする（Fコード送信） ....................................................... 7-63
7.22中継先を指定して送る（Fコード送信） .............................................. 7-66
7.23発信元情報のつけ方を指定する（ファクス発信元設定） ........................ 7-69



7.1 設定画面の機能一覧

読込み設定、原稿設定、通信設定の画面には、次の機能が表示
されます。

読込み設定

･「基本設定」については、
「読込み条件を設定する」
（p. 2-13）をごらんくだ
さい。
･［連続読込み設定］につい
ては、「原稿ガラスで複数
枚の原稿を送るには」
（p. 2-9）をごらんくださ
い。

ひとこと

以下のキーは、ファクス機
能では使用しません。
･［画質調整］の「カラー」
･［文書名］

ひとこと

ファイリングナンバー機能、
スタンプ /ページ印字機能
を使用するには、設定メ
ニューの［ファクス送信設
定］を［解除しない］にし
ます。詳しくは、「スタンプ
を印字する設定をする（ス
タンプ設定）」（p. 11-36）
をごらんください。

画面表示 説明

「基本設定」 ［原稿画質］、［片面 /両面］、
［解像度］、［濃度］、［連続読込
み設定］を設定します。→
p. 2-13、p. 2-9

［画質調整］［下地調整］ 原稿の背景色の濃さを調整して
送信する機能です。→ p. 7-6

［シャープネス］ 文字のエッジを強調して送る機
能です。→ p. 7-9

［消去］ ［枠消し］ 冊子になっている原稿を読込む
ときなどに、上下左右に写る黒
い影を消して送信する機能で
す。→ p. 7-12

［連写］ ［ブック連写］ 本やカタログなどを読込むとき
に、左右のページが分割され、
それぞれ1ページとして送信
する機能です。→ p. 7-15

［応用設定］［読込みサイズ］ 読込むサイズを指定して送信す
る機能です。原稿の一部だけを
送信したい場合に便利です。→ 
p. 7-20

［ファイリングナン
バー］

ファクス送信と同時に、ボック
スに日付 /時刻やファイリング
番号などを付加した文書を保存
できます。相手先で受信した文
書にも日付 /時刻やファイリン
グ番号などが付加されます。
詳しくは、「ユーザーズガイド 
ボックス機能編」をごらんくだ
さい。
便利な送信 7-2



7.1 設定画面の機能一覧
原稿設定

［応用設定］［スタンプ /ページ印
字］

読込んだ文書のすべてのページ
に、読込んだ日付と時刻、ペー
ジ番号、定型句を付加し、ファ
クス送信します。
詳しくは、「ユーザーズガイド 
ネットワーク／スキャナー機能
編」をごらんください。

［同時印刷］ ファクス送信と同時にコピーを
する機能です。→p. 7-23

［済みスタンプ］ 読み取った原稿に済みスタンプ
を押すことができます。→
p. 7-26

画面表示 説明

ひとこと

以下のキーは、ファクス機
能では使用しません。
･「方向指定」の［原稿セッ
ト方向］

画面表示 説明

「原稿指定」 ［混載原稿］ サイズの異なる原稿をセットし、
一度の操作で原稿サイズを検知し
て送信する機能です。→ p. 7-29

［Z折れ原稿］ 折り目がついているために原稿サ
イズを正しく検知できない原稿を
送信する機能です。→ p. 7-32

［長尺原稿］ 432 mmより長い長尺原稿を送
信する機能です。→ p. 7-35

「方向指定」 ［原稿のとじし
ろ］

両面原稿をADFで読込む場合
に、原稿のとじしろを指定し、原
稿の裏面の上下関係を補正する機
能です。→ p. 7-38

［原稿枚数指定］ クイックメモリー送信をするとき
に、原稿の総ページ数を付けて送
信する機能です。→ p. 2-52

［汚れ軽減モード］ ADFから原稿を読込む場合に、
スリットガラスの汚れが読込み
データに及ぼす影響を軽減させる
機能です。→ p. 7-41.
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7.1 設定画面の機能一覧
通信設定

ひとこと

以下のキーは、ファクス機
能では使用しません。
･［E-mail 設定］
･［URL通知先設定］

画面表示 説明

［回線設定］ ［海外通信モー
ド］

通信状態の悪いところへ送信す
る場合に、情報を送る速さ（伝
送速度）をゆっくりとしたス
ピードに設定して送信する機能
です。→ p. 2-58

［ECM OFF］ ECMモードを解除して送る機能
です。→ p. 7-43

［V34 OFF］ 交換機などの制約によりスー
パーG3モードを使用できない
場合に、スーパーG3モードを
解除して送信する機能です。→ 
p. 7-46

「宛先確認送
信」

誤送信を防止するための機能で
す。送信時に、指定したファク
ス番号と相手機のファクス番号
情報（CSI） を比較して、一致し
た場合のみ送信します。→ p. 7-
52

「回線指定」 送信に使用する回線を設定しま
す。→ p. 7-57
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7.1 設定画面の機能一覧
［送受信方法設
定］

［クイックメモ
リー送信］

1 ページ読込むたびに送信する
機能です。→ p. 2-49

［ポーリング受
信］

送信側にセットされている原稿、
またはポーリング送信予約され
た原稿を、受信側からの指示で
送信させる機能です。→ p. 9-6

［タイマー通
信］

指定した時刻に通信を開始する
機能です。→ p. 2-55

［パスワード送
信］

相手側が閉域通信を設定してい
る場合に、パスワードをつけて
送信する機能です。→ p. 7-60

［ポーリング送
信］

受信側からの指示でポーリング
送信するために、メモリー内の
ポーリング送信専用メモリーに
読込んだ原稿を蓄積しておく機
能です。→ p. 9-2

［Fコード送信］ SUB アドレスと送信 ID（パス
ワード）を指定することにより、
親展通信、中継依頼を使用する
機能です。→ p. 7-63、p. 7-66

［ファクス発信元設定］ ファクス送信の際に、ジョブご
とに発信元情報のつけ方を指定
できます。→ p. 7-69

画面表示 説明
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7.2 背景色の濃度を調整して送る（下地調整）

下地調整とは
下地調整とは、送信データの背景色の濃さを調整する機能です。
原稿の背景に色がついている場合、色を読込んで送信データの
下地が黒くなることがあります。このような場合に、送信デー
タの背景色の濃さを調整して送信できます。

原則

原稿ガラス、ADFともに使用できます。

下地調整をして送信するには

A 【ファクス / スキャン】を押し、ファクス /スキャン画面
を表示します。

原稿のセットについては、
「原稿をセットする」（p. 2-
7）をごらんください。

B 原稿をセットします。

C ［読込み設定］、［画質調整］の順に押します。

D ［下地調整］を押します。
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7.2 背景色の濃度を調整して送る（下地調整）
E 原稿の背景色を濃くしたいときは、［こく］を、薄くし
たいときは［うすく］を押します。

F ［OK］を押します。

画質調整画面に戻ります。

G ［OK］を押します。

読込み設定画面に戻ります。

H ［OK］を押します。

ファクス /スキャン画面に戻ります。

I 必要に応じて、その他の機能を設定します。

宛先の指定については「宛
先を 1箇所だけ指定する」
（p. 2-18）、「複数の宛先を
指定する（順次同報送信ま
たは同報送信）」（p. 2-28）
をごらんください。

J 宛先を指定します。

［自動］を選択すると、原稿
一枚毎に下地調整を決定す
るための予備動作を行うの
で、読込み速度が低下しま
す。

･ 読込み設定については、
「読込み条件を設定する」
（p. 2-13）または「読込
み設定」（p. 7-2）をごら
んください。
･ 原稿設定については、「原
稿設定」（p. 7-3）をごら
んください。
･ 通信設定については、「通
信設定」（p. 7-4）をごら
んください。
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7.2 背景色の濃度を調整して送る（下地調整）
K 【スタート】を押します。

読込んだ原稿は、予約ジョブとしてメモリーに蓄積さ
れ、送信が開始されます。

ひとこと

受信側が話中などで送信で
きない場合はリダイアルさ
れます。リダイアルについ
ては「送信できないときは」
（p. 2-37）をごらんくださ
い。

･ 送信を中止する場合は
「送信を中止する」（p. 2-
43）をごらんください。
･ 送信できない場合は「送
信できない」（p. 5-2）を
ごらんください。
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7.3 文字のエッジを強調して送る（シャープネス）

シャープネスとは
シャープネスとは、エッジ部分の強さを調整する機能です。文
字がぼやけた原稿の場合に、シャープネスで「+」にすると、
はっきりした文字に調整できます。また、「-」にすると、なめ
らかな印象に調整できます。

原則

原稿ガラス、ADFともに使用できます。

シャープネスの調整をして送信するには

A 【ファクス / スキャン】を押し、ファクス /スキャン画面
を表示します。

原稿のセットについては、
「原稿をセットする」（p. 2-
7）をごらんください。

B 原稿をセットします。

C ［読込み設定］、［画質調整］の順に押します。

D ［シャープネス］を押します。
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7.3 文字のエッジを強調して送る（シャープネス）
E エッジ部分をはっきりさせたいときは、+側に、なめら
かにしたいときは -側に［ ］または［ ］
を押します。

F ［OK］を押します。

画質調整画面に戻ります。

G ［OK］を押します。

読込み設定画面に戻ります。

H ［OK］を押します。

ファクス /スキャン画面に戻ります。

I 必要に応じて、その他の機能を設定します。

宛先の指定については「宛
先を 1箇所だけ指定する」
（p. 2-18）、「複数の宛先を
指定する（順次同報送信ま
たは同報送信）」（p. 2-28）
をごらんください。

J 宛先を指定します。

･ 読込み設定については、
「読込み条件を設定する」
（p. 2-13）または「読込
み設定」（p. 7-2）をごら
んください。
･ 原稿設定については、「原
稿設定」（p. 7-3）をごら
んください。
･ 通信設定については、「通
信設定」（p. 7-4）をごら
んください。
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7.3 文字のエッジを強調して送る（シャープネス）
K 【スタート】を押します。

読込んだ原稿は、予約ジョブとしてメモリーに蓄積さ
れ、送信が開始されます。

ひとこと

受信側が話中などで送信で
きない場合はリダイアルさ
れます。リダイアルについ
ては「送信できないときは」
（p. 2-37）をごらんくださ
い。

･ 送信を中止する場合は
「送信を中止する」（p. 2-
43）をごらんください。
･ 送信できない場合は「送
信できない」（p. 5-2）を
ごらんください。
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7.4 黒い影を消して送る（枠消し）

枠消しとは
ADFを開いたまま原稿を読み取ったり、冊子になっている原稿
を読込むときなどに、原稿のまわりに黒い影が付いて送信され
ることがあります。枠消しとは、冊子になっている原稿を読込
むときなどに、上下左右に写る黒い影を消して送信する機能で
す。

原則

･ 原稿ガラス、ADFともに使用できます。
･ 枠消し量は、0.1 ～ 50 mm の範囲で、0.1 mmきざみで設定でき
ます。

･ お買い上げ時の初期値枠消し量：5.0 mm
･ 以下の機能とは併用できません。
クイックメモリー送信、原稿枚数指定、ポーリング受信、掲示板
ポーリング受信、長尺原稿

枠消しの設定をして送信する

A 【ファクス / スキャン】を押し、ファクス /スキャン画面
を表示します。

原稿のセットについては、
「原稿をセットする」（p. 2-
7）をごらんください。

B 原稿をセットします。

C ［読込み設定］、［消去］の順に押します。

枠消し幅

通常の送信 枠消し送信
便利な送信 7-12



7.4 黒い影を消して送る（枠消し）
D ［枠消し］を押します。

E ［枠：上］、［枠：左］、［枠：右］、［枠：下］、［枠全体］
を選択し、テンキーまたは［-］、［+］を押して、それ
ぞれに枠消し量を設定します。

F ［OK］を押します。

消去画面に戻ります。

G ［閉じる］を押します。

読込み設定画面に戻ります。

H ［OK］を押します。

ファクス /スキャン画面に戻ります。

ひとこと

･ 特定の位置の枠消しをし
ない場合は、目的の枠の
キーを押し、［消去しな
い］を押します。［消去し
ない］を解除したい場合
は、テンキーまたは［+］
キーを押して枠消し量を
設定すると解除されます。
･ 枠消しの設定を解除する
場合は、［しない］を押し
ます。
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7.4 黒い影を消して送る（枠消し）
I 必要に応じて、その他の機能を設定します。

J 宛先を指定します。

K 【スタート】を押します。

読込んだ原稿は、予約ジョブとしてメモリーに蓄積さ
れ、送信が開始されます。

･ 読込み設定については、
「読込み条件を設定する」
（p. 2-13）または「読込
み設定」（p. 7-2）をごら
んください。
･ 原稿設定については、「原
稿設定」（p. 7-3））をご
らんください。
･ 通信設定については、「通
信設定」（p. 7-4）をごら
んください。

宛先の指定については「宛
先を 1箇所だけ指定する」
（p. 2-18）、「複数の宛先を
指定する（順次同報送信ま
たは同報送信）」（p. 2-28）
をごらんください。

ひとこと

受信側が話中などで送信で
きない場合はリダイアルさ
れます。リダイアルについ
ては「送信できないときは」
（p. 2-37）をごらんくださ
い。

･ 送信を中止する場合は
「送信を中止する」（p. 2-
43）をごらんください。
･ 送信できない場合は「送
信できない」（p. 5-2）を
ごらんください。
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7.5 見開き原稿を左右 1ページずつ分けて送信する
（ブック連写）

ブック連写とは
本やカタログなどをファクス送信する場合に、左右のページが
分割され、それぞれ 1ページとして送信できます。
ブック連写には以下の種類があります。

原則

･ 原稿は原稿ガラス上にセットします。
･ 以下の機能とは併用できません。
混載原稿、Z折れ原稿、長尺原稿、原稿のとじしろ、原稿枚数指
定、クイックメモリー送信、ポーリング受信、仕上りプレビュー

機能名 説明

［見開き］ 見開き原稿が 1ページ分として送信されます。

［分割］ 見開き原稿がページ順に左右 1ページずつ分割し
て送信されます。

［表カバー］ 表カバー +ページ順の分割ページの順で送信され
ます。

［表+裏カバー］ 表カバー +ページ順の分割ページ+裏カバーの順
で送信されます。

SURVEYOR’S
REPORT

SURVEYOR’S
REPORT
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7.5 見開き原稿を左右 1ページずつ分けて送信する（ブック連写）
ブック連写を設定して送信するには

A 【ファクス / スキャン】を押し、ファクス /スキャン画面
を表示します。

B 原稿ガラス上に最初のページからセットします。
表紙を付ける場合は、最初に表カバーをセットしま
す。

C ［読込み設定］、［連写］の順に押します。

D ［ブック連写］を押します。

原稿のセットについては、
「原稿をセットする」（p. 2-
7）をごらんください。

表紙を付けて送信する場合、
原稿の読込みは、表カバー、
裏カバー、見開き本文原稿
の順に行います。
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7.5 見開き原稿を左右 1ページずつ分けて送信する（ブック連写）
E 目的の仕上がり設定を選択し、［OK］を押します。
［分割］［表カバー］、［表 +裏カバー］のいずれかを
選択すると、［開き方向 /とじ方向］が表示されま
す。原稿のとじ方向に合わせて選択し、［OK］を押
します。
必要に応じて、「ブックイレース」を設定します。
イレース方法を選択し、消去幅をテンキーまたは
［-］［+］で設定して、［OK］を押します。

＜折り目消し画面＞

F ［OK］を押します。

連写画面に戻ります

G ［閉じる］を押します。

読込み設定画面に戻ります。

H ［OK］を押します。

ファクス /スキャン画面へ戻ります。

ひとこと

ブック連写機能を解除する
ときは［しない］を押しま
す。

「ブックイレース」を設定す
ると、周囲や中央部にでき
る黒い影を消すことができ
ます。「ブックイレース」は
組合わせて使用できます。

範囲外の数値を入力した場
合は「入力エラー」が表示
されます。「入力エラー」が
表示された場合、または消
去幅の入力を間違えた場合
は、【C】を押して入力しな
おしてください。

［枠消し］については、「黒
い影を消して送る（枠消
し）」（p. 7-12）をごらん
ください。
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7.5 見開き原稿を左右 1ページずつ分けて送信する（ブック連写）
I 必要に応じて、その他の機能を設定します。

宛先の指定については「宛
先を 1箇所だけ指定する」
（p. 2-18）、「複数の宛先を
指定する（順次同報送信ま
たは同報送信）」（p. 2-28）
をごらんください。

J 宛先を指定します。
［見開き］、［分割］を設定した場合は、手順 11へ進
みます。
［表カバー］、［表 +裏カバー］を設定した場合は、手
順 12へ進みます。

K 【スタート】を押します。

原稿が読込まれます。

L 全ての原稿を読込み、［読込み終了］を押します。
［表カバー］を選択した場合は、表カバーを読込ん
だあと、見開き本文原稿をページ順に読込みます。

･ 読込み設定については、
「読込み条件を設定する」
（p. 2-13）または「読込
み設定」（p. 7-2）をごら
んください。
･ 原稿設定については、「原
稿設定」（p. 7-3）をごら
んください。
･ 通信設定については、「通
信設定」（p. 7-4）をごら
んください。

SURVEYOR’S
REPORT
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7.5 見開き原稿を左右 1ページずつ分けて送信する（ブック連写）
［表 +裏カバー］を選択した場合は、表カバーを読込
んだあと、裏カバーを読込み、最後に見開き本文原
稿をページ順に読込みます。

M 【スタート】を押します。

読込んだ原稿は、予約ジョブとしてメモリーに蓄積さ
れ、送信が開始されます。

SURVEYOR’S
REPORT

SURVEYOR’S
REPORT

ひとこと

受信側が話中などで送信で
きない場合はリダイアルさ
れます。リダイアルについ
ては「送信できないときは」
（p. 2-37）をごらんくださ
い。

･ 送信を中止する場合は
「送信を中止する」（p. 2-
43）をごらんください。
･ 送信できない場合は「送
信できない」（p. 5-2）を
ごらんください。
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7.6 原稿を読込むサイズを指定して送る（読込みサイ
ズ）

読込みサイズとは
読込みサイズとは、原稿を読込むサイズを指定して送信する機
能です。
受信側の用紙幅が送信原稿より小さい場合、通常は縮小して記
録されます。縮小したくない場合に、原稿サイズを受信側の用
紙サイズに指定すると、原寸で送信することができます。

原則

･ 原稿をADFにセットした場合と、原稿ガラスにセットした場合で
は、原稿の読込み位置が異なります。

･ 読込みサイズと混載原稿を同時に指定した場合は、読込みサイズで
指定したサイズが適用されます。

･ 以下の機能とは併用できません。
クイックメモリー送信、ポーリング受信、原稿枚数指定、掲示板
ポーリング受信

読込みサイズを指定して送信するには

A 【ファクス / スキャン】を押し、ファクス /スキャン画面
を表示します。

原稿のセットについては、
「原稿をセットする」（p. 2-
7）をごらんください。

B 原稿をセットします。

C ［読込み設定］、［応用設定］の順に押します。
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7.6 原稿を読込むサイズを指定して送る（読込みサイズ）
D ［読込みサイズ］を押します。

E 原稿の状態に合わせ、指定する原稿サイズのキーを押
します。

F ［OK］を押します。

応用設定画面に戻ります。

G ［閉じる］を押します。

読込み設定画面に戻ります。

H ［OK］を押します。

ファクス /スキャン画面に戻ります。

･ 定型サイズ画面の次の画
面または前の画面を表示
したい場合は、［↑］また
は［↓］を押します。
･ 以下の定型サイズは、
ファクス送信に適用され
ません。
A5 w、A6 w、
5-1/2 × 8-1/2 w/v、
7-1/4 × 10-1/2 w/v、
8K w、16K w/v、
8 × 13 w、はがき w/v
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7.6 原稿を読込むサイズを指定して送る（読込みサイズ）
I 必要に応じて、その他の機能を設定します。

J 宛先を指定します。

K 【スタート】を押します。

読込んだ原稿は、予約ジョブとしてメモリーに蓄積さ
れ、送信が開始されます。

･ 読込み設定については、
「読込み条件を設定する」
（p. 2-13）または「読込
み設定」（p. 7-2）をごら
んください。
･ 原稿設定については、「原
稿設定」（p. 7-3）をごら
んください。
･ 通信設定については、「通
信設定」（p. 7-4）をごら
んください。

宛先の指定については「宛
先を 1箇所だけ指定する」
（p. 2-18）、「複数の宛先を
指定する（順次同報送信ま
たは同報送信）」（p. 2-28）
をごらんください。

ひとこと

受信側が話中などで送信で
きない場合はリダイアルさ
れます。リダイアルについ
ては「送信できないときは」
（p. 2-37）をごらんくださ
い。

･ 送信を中止する場合は
「送信を中止する」（p. 2-
43）をごらんください。
･ 送信できない場合は「送
信できない」（p. 5-2）を
ごらんください。
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7.7 ファクス送信と同時にコピーをする（同時印刷）

同時印刷とは
ファクス送信と同時にコピーをする機能です。部数を増やして
コピーをしたり、両面プリント、ステープルとじができます。

原則

･ ステープル機能を利用する場合は、オプションのフィニッシャーが
必要です。

･ 以下の機能とは併用できません。
クイックメモリー送信、ポーリング送信

同時印刷を設定して送信するには

A 【ファクス / スキャン】を押し、ファクス / スキャン画
面を表示します。

原稿のセットについては、
「原稿をセットする」（p. 2-
7）をごらんください。

B 原稿をセットします。

C ［読込み設定］、［応用設定］の順に押します。

D ［同時印刷］を押します。

ひとこと

ユーザー認証設定の［初期
機能制限設定］または［機
能制限］で［送信文書印字］
が［許可しない］に設定さ
れている場合は、同時印刷
機能は使用できません。
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7.7 ファクス送信と同時にコピーをする（同時印刷）
E 目的の仕上がり設定を選択し、［OK］を押します。
部数を設定する場合は、テンキーで目的の部数を入
力します。
片面 /両面印刷を設定する場合は、［片面］または
［両面］を押します。
ステープルとじを設定する場合は、［コーナー］ま
たは［2点］を押し、ステープルとじを解除する場
合は、［なし］を押します。

F ［閉じる］を押します。

読込み設定画面に戻ります。

G ［OK］を押します。

ファクス / スキャン画面に戻ります。

H 必要に応じて、その他の機能を設定します。

宛先の指定については「宛
先を 1箇所だけ指定する」
（p. 2-18）、「複数の宛先を
指定する（順次同報送信ま
たは同報送信）」（p. 2-28）
をごらんください。

I 宛先を指定します。

ひとこと

【C】を押すと、部数は 1部
に戻ります。

･ 読込み設定については、
「読込み条件を設定する」
（p. 2-13）または「読込
み設定」（p. 7-2）をごら
んください。
･ 原稿設定については、「原
稿設定」（p. 7-3）をごら
んください。
･ 通信設定については、「通
信設定」（p. 7-4）をごら
んください。
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7.7 ファクス送信と同時にコピーをする（同時印刷）
J 【スタート】を押します。

読込んだ原稿は、予約ジョブとしてメモリーに蓄積さ
れ、送信が開始されます。同時にコピーされます。

ひとこと

受信側が話中などで送信で
きない場合はリダイアルさ
れます。リダイアルについ
ては「送信できないときは」
（p. 2-37）をごらんくださ
い。

･ 送信を中止する場合は
「送信を中止する」（p. 2-
43）をごらんください。
･ 送信できない場合は「送
信できない」（p. 5-2）を
ごらんください。
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7.8 読み取ったことを確認する（済みスタンプ）

済みスタンプとは
ADFを使用して送信する場合に、読み取った原稿に済みスタン
プを付け、1枚ずつ読み取ったかどうかを確認できます。済み
スタンプは、直径 4 mm のピンク色の 印で、原稿の表面の後
端に下図のようにして付けられます。なお、両面を送信する場
合は、表面に済みスタンプが付けられます。

原則

･ 済みスタンプ機能を利用する場合は、オプションのファクス済みス
タンプユニットが必要です。

･ スタンプのインクは消耗品です。スタンプが薄くなった場合は、
サービス実施店にお問い合わせください。

･ 混載原稿を選択している場合は、上記の位置に済みスタンプが押さ
れない場合があります。

･ 済みスタンプを設定していても、原稿が多重送りした場合などは、
済みスタンプは付きません。再度送信してください。

･ 実際に、原稿が正しく送られたかどうかについては、送信結果レ
ポートや設定確認画面の送信結果で確認してください。

済みスタンプを設定して送信するには

A 【ファクス / スキャン】を押し、ファクス / スキャン画
面を表示します。

原稿のセットについては、
「原稿をセットする」（p. 2-
7）をごらんください。

B 原稿をセットします。

C ［読込み設定］、［応用設定］の順に押します。

原稿送り方向

原稿の表面

スタンプ
位置

ひとこと

クイックメモリー送信を選
択している場合、済みスタ
ンプ機能を使用すると、ク
イックメモリー送信が解除
され、メモリー送信になり
ます。
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7.8 読み取ったことを確認する（済みスタンプ）
D ［済みスタンプ］を押します。

E ［閉じる］を押します。

読込み設定画面に戻ります。

F ［OK］を押します。

ファクス / スキャン画面に戻ります。

G 必要に応じて、その他の機能を設定します。

宛先の指定については「宛
先を 1箇所だけ指定する」
（p. 2-18）、「複数の宛先を
指定する（順次同報送信ま
たは同報送信）」（p. 2-28）
をごらんください。

H 宛先を指定します。

ひとこと

設定を解除するときは、も
う一度［済みスタンプ］を
押します。

･ 読込み設定については、
「読込み条件を設定する」
（p. 2-13）または「読込
み設定」（p. 7-2）をごら
んください。
･ 原稿設定については、「原
稿設定」（p. 7-3）をごら
んください。
･ 通信設定については、「通
信設定」（p. 7-4）をごら
んください。
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7.8 読み取ったことを確認する（済みスタンプ）
I 【スタート】を押します。

読込んだ原稿は、予約ジョブとしてメモリーに蓄積さ
れ、送信が開始されます。

ひとこと

受信側が話中などで送信で
きない場合はリダイアルさ
れます。リダイアルについ
ては「送信できないときは」
（p. 2-37）をごらんくださ
い。

･ 送信を中止する場合は
「送信を中止する」（p. 2-
43）をごらんください。
･ 送信できない場合は「送
信できない」（p. 5-2）を
ごらんください。
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7.9 サイズの異なる原稿を一度の操作で送る（混載原
稿）

混載原稿とは
混載原稿とは、サイズの異なる原稿をセットし、それぞれの原
稿サイズを検知して送信する機能です。

原則

･ 読込みサイズと混載原稿を同時に指定した場合は、読込みサイズで
指定したサイズが適用されます。

･ 以下の機能とは併用できません。
クイックメモリー送信、原稿枚数指定、Z折れ原稿、長尺原稿、原
稿のとじしろ、ポーリング受信、掲示板ポーリング受信

混載原稿を設定して送信するには

A 【ファクス / スキャン】を押し、ファクス /スキャン画面
を表示します。

B ガイド板を最も大きな原稿のサイズに合わせます。

C 原稿を図のように送信する面を上向きにして揃えます。

サイズの異なる原稿をADF
にセット

原稿と同じサイズで送信

混載できる原稿サイズの組
合わせは、セットする原稿
の最大幅（ガイド板の開き
幅）により異なります。

ADFに混載できる原稿サイ
ズの組合わせについては、
「ユーザーズガイド コピー
機能編」をごらんください。
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7.9 サイズの異なる原稿を一度の操作で送る（混載原稿）
D 原稿の送信する面を上向きにし、原稿給紙トレイへ
セットします。
ガイド板を原稿に沿わせます。
原稿は、ADFに対して左側と奥側を基準にして
セットします。

E ［原稿設定］を押します。

ひとこと

設定を解除するときは、も
う一度［混載原稿］を押し
ます。

F ［混載原稿］を押します。

G ［OK］を押します。

ファクス /スキャン画面に戻ります。

ガイド板
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7.9 サイズの異なる原稿を一度の操作で送る（混載原稿）
H 必要に応じて、その他の機能を設定します。

宛先の指定については「宛
先を 1箇所だけ指定する」
（p. 2-18）、「複数の宛先を
指定する（順次同報送信ま
たは同報送信）」（p. 2-28）
をごらんください。

I 宛先を指定します。

J 【スタート】を押します。

読込んだ原稿は、予約ジョブとしてメモリーに蓄積さ
れ、送信が開始されます。

･ 読込み設定については
「読込み条件を設定する」
（p. 2-13）または「読込
み設定」（p. 7-2）をごら
んください。
･ 原稿設定については、「原
稿設定」（p. 7-3）をごら
んください。
･ 通信設定については、「通
信設定」（p. 7-4）をごら
んください。

ひとこと

受信側が話中などで送信で
きない場合はリダイアルさ
れます。リダイアルについ
ては「送信できないときは」
（p. 2-37）をごらんくださ
い。

･ 送信を中止する場合は
「送信を中止する」（p. 2-
43）をごらんください。
･ 送信できない場合は「送
信できない」（p. 5-2）を
ごらんください。
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7.10 折り目のある原稿を送る（Z折れ原稿）

Z折れ原稿とは
折り目がついているために原稿サイズを正しく検知できない原
稿を送信する機能です。

原則

･ ADFを使用します。原稿ガラスを使用してZ折原稿の送信をする
ことはできません。

･ 2枚目以降の原稿は、1枚目の原稿と同じサイズで送信されます。
原稿サイズがページごとに異なる場合は、Z折れ原稿を設定せず、
［混載原稿］を指定してください。

･ 以下の機能とは併用できません。
混載原稿、長尺原稿、ポーリング受信、掲示板ポーリング受信、連
続読込み設定

Z折れ原稿を設定して送信するには

A 【ファクス / スキャン】を押し、ファクス /スキャン画面
を表示します。

原稿のセットについては、
「原稿をセットする」（p. 2-
7）をごらんください。

B 原稿をセットします。

C ［原稿設定］を押します。
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7.10 折り目のある原稿を送る（Z折れ原稿）
D ［Z折れ原稿］を押します。

E ［OK］を押します。

ファクス /スキャン画面に戻ります。

F 必要に応じて、その他の機能を設定します。

宛先の指定については「宛
先を 1箇所だけ指定する」
（p. 2-18）、「複数の宛先を
指定する（順次同報送信ま
たは同報送信）」（p. 2-28）
をごらんください。

G 宛先を指定します。

ひとこと

設定を解除するときは、も
う一度［Z折れ原稿］を押
します。

･ 読込み設定については、
「読込み条件を設定する」
（p. 2-13）または「読込
み設定」（p. 7-2）をごら
んください。
･ 原稿設定については、「原
稿設定」（p. 7-3）をごら
んください。
･ 通信設定については、「通
信設定」（p. 7-4）をごら
んください。
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7.10 折り目のある原稿を送る（Z折れ原稿）
H 【スタート】を押します。

読込んだ原稿は、予約ジョブとしてメモリーに蓄積さ
れ、送信が開始されます。

ひとこと

受信側が話中などで送信で
きない場合はリダイアルさ
れます。リダイアルについ
ては「送信できないときは」
（p. 2-37）をごらんくださ
い。

･ 送信を中止する場合は
「送信を中止する」（p. 2-
43）をごらんください。
･ 送信できない場合は「送
信できない」（p. 5-2）を
ごらんください。
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7.11 長い原稿を送る（長尺原稿）

長尺原稿とは
432 mmより長い原稿を送信する機能です。
長尺原稿を指定することにより、1000 mmまでの長さの原稿
を送信することができます。

原則

･ ADFを使用します。原稿ガラスを使用して長尺原稿の送信をする
ことはできません。

･ 長尺原稿は複数枚の原稿に対応していません。長尺原稿を送信する
ときは、ADFに 1枚ずつセットして使用してください。

･ 以下の機能とは併用できません。
両面、枠消し、混載原稿、原稿のとじしろ、連続読込み設定、ポー
リング受信、掲示板ポーリング受信、仕上りプレビュー

長尺原稿を設定して送信するには

A 【ファクス / スキャン】を押し、ファクス /スキャン画面
を表示します。

原稿のセットについては、
「原稿をセットする」（p. 2-
7）をごらんください。

B 原稿をセットします。

C ［原稿設定］を押します。
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7.11 長い原稿を送る（長尺原稿）
D ［長尺原稿］を押します。

E ［OK］を押します。

ファクス /スキャン画面に戻ります。

F 必要に応じて、その他の機能を設定します。

宛先の指定については「宛
先を 1箇所だけ指定する」
（p. 2-18）、「複数の宛先を
指定する（順次同報送信ま
たは同報送信）」（p. 2-28）
をごらんください。

G 宛先を指定します。

ひとこと

設定を解除するときは、も
う一度［長尺原稿］を押し
ます。

･ 読込み設定については、
「読込み条件を設定する」
（p. 2-13）または「読込
み設定」（p. 7-2）をごら
んください。
･ 原稿設定については、「原
稿設定」（p. 7-3）をごら
んください。
･ 通信設定については、「通
信設定」（p. 7-4）をごら
んください。
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7.11 長い原稿を送る（長尺原稿）
H 【スタート】を押します。

読込んだ原稿は、予約ジョブとしてメモリーに蓄積さ
れ、送信が開始されます。

ひとこと

受信側が話中などで送信で
きない場合はリダイアルさ
れます。リダイアルについ
ては「送信できないときは」
（p. 2-37）をごらんくださ
い。

･ 送信を中止する場合は
「送信を中止する」（p. 2-
43）をごらんください。
･ 送信できない場合は「送
信できない」（p. 5-2）を
ごらんください。
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7.12 原稿のとじ位置を指定する（原稿のとじしろ）

原稿のとじしろとは
ADFを使って両面原稿を送信する場合に原稿のとじしろを設定
する機能です。両面原稿のとじしろには、原稿の上開きと、原
稿の左開きがあり、原稿の裏面の上下関係が異なります。

原則

･ ADFを使用します。原稿ガラスを使用して原稿のとじしろ機能を
使用することはできません。

･ 以下の機能とは併用できません。
混載原稿、長尺原稿、連続読込み設定、ポーリング受信、掲示板
ポーリング受信

原稿のとじしろを指定して送信するには

A 【ファクス / スキャン】を押し、ファクス /スキャン画面
を表示します。

原稿のセットについては、
「原稿をセットする」（p. 2-
7）をごらんください。

B 原稿をセットします。

C ［原稿設定］を押します。

1
2

3

1
2

3

1
2

3

送信先ファクス

送信

左開き /とじ

上開き /とじ
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7.12 原稿のとじ位置を指定する（原稿のとじしろ）
D ［原稿のとじしろ］を押します。

E ［上開き /とじ］、［左開き /とじ］、［自動］のいずれかを
押し、両面原稿のとじしろを選択します。

F ［OK］を押します。

原稿設定画面に戻ります。

G ［OK］を押します。

ファクス /スキャン画面に戻ります。

H 必要に応じて、その他の機能を設定します。

･ 読込み設定については、
「読込み条件を設定する」
（p. 2-13）または「読込
み設定」（p. 7-2）をごら
んください。
･ 原稿設定については、「原
稿設定」（p. 7-3）をごら
んください。
･ 通信設定については、「通
信設定」（p. 7-4）をごら
んください。
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7.12 原稿のとじ位置を指定する（原稿のとじしろ）
I 宛先を指定します。

J 【スタート】を押します。

読込んだ原稿は、予約ジョブとしてメモリーに蓄積さ
れ、送信が開始されます。

宛先の指定については「宛
先を 1箇所だけ指定する」
（p. 2-18）、「複数の宛先を
指定する（順次同報送信ま
たは同報送信）」（p. 2-28）
をごらんください。

ひとこと

受信側が話中などで送信で
きない場合はリダイアルさ
れます。リダイアルについ
ては「送信できないときは」
（p. 2-37）をごらんくださ
い。

･ 送信を中止する場合は
「送信を中止する」（p. 2-
43）をごらんください。
･ 送信できない場合は「送
信できない」（p. 5-2）を
ごらんください。
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7.13 スリットガラスの汚れの影響を軽減して送信する
（汚れ軽減モード）

汚れ軽減モードとは
ADFから原稿を読込む場合に、スリットガラスの汚れが読込み
データに及ぼす影響を軽減させる機能です。

汚れ軽減モードを設定して送信するには

A 【ファクス / スキャン】を押し、ファクス / スキャン画
面を表示します。

原稿のセットについては、
「原稿をセットする」（p. 2-
7）をごらんください。

B 原稿をADFにセットします。

C ［原稿設定］を押します。

ひとこと

設定を解除するときは、も
う一度［汚れ軽減モード］
を押します。

D ［汚れ軽減モード］を押します。

E ［OK］を押します。

ファクス / スキャン画面に戻ります。

ひとこと

読取り速度は遅くなります。

スリットガラスの清掃方法
については、「ユーザーズガ
イド コピー機能編」をごら
んください。
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7.13 スリットガラスの汚れの影響を軽減して送信する（汚れ軽減モード）
F 必要に応じて、その他の機能を設定します。

G 宛先を指定します。

H 【スタート】を押します。

読込んだ原稿は、予約ジョブとしてメモリーに蓄積さ
れ、送信が開始されます。

･ 読込み設定については、
「読込み条件を設定する」
（p. 2-13）または「読込
み設定」（p. 7-2）をごら
んください。
･ 原稿設定については、「原
稿設定」（p. 7-3）をごら
んください。
･ 通信設定については、「通
信設定」（p. 7-4）をごら
んください。

宛先の指定については「宛
先を 1箇所だけ指定する」
（p. 2-18）、「複数の宛先を
指定する（順次同報送信ま
たは同報送信）」（p. 2-28）
をごらんください。

ひとこと

受信側が話中などで送信で
きない場合はリダイアルさ
れます。リダイアルについ
ては「送信できないときは」
（p. 2-37）をごらんくださ
い。

･ 送信を中止する場合は
「送信を中止する」（p. 2-
43）をごらんください。
･ 送信できない場合は「ト
ラブル処置」（p. 5-1）を
ごらんください。
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7.14 ECMモードを解除して送る（ECM OFF）

ECM OFF とは
ECM OFF とは、ECMモードを解除し、通信時間を短縮して
送信する機能です。
ECMモードは、ITU-T（国際電気通信連合）で定められた誤り
再送方式の通信です。ECMモードをもつファクス間の通信で
は、送信したデータに誤りがないことを確認しながら通信しま
すので、電話回線の雑音などによる画像の乱れを防止して通信
することができます。
本機では、ECM OFF を設定しない限り、ECMモードで送信
されます。

原則

以下の機能とは併用できません。
ポーリング受信、ポーリング送信、V34 OFF、掲示板登録、掲示板
ポーリング受信

ECM OFF を設定して送信するには

A 【ファクス / スキャン】を押し、ファクス /スキャン画面
を表示します。

原稿のセットについては、
「原稿をセットする」（p. 2-
7）をごらんください。

B 原稿をセットします。

C ［通信設定］を押します。

D ［回線設定］を押します。

ひとこと

電話回線の雑音が多い場合、
ECMモードは、ECM 
OFF時に比べて通信時間が
若干長くなることがありま
す。
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7.14 ECMモードを解除して送る（ECM OFF）
E ［ECM OFF］を押します。

回線拡張キットを装着していない場合

回線拡張キットを装着している場合

F ［OK］を押します。

通信設定画面に戻ります。

G ［閉じる］を押します。

ファクス /スキャン画面に戻ります。

H 必要に応じて、その他の機能を設定します。

ひとこと

設定を解除したいときは、
もう一度［ECM OFF］を
押します。

･ 読込み設定については、
「読込み条件を設定する」
（p. 2-13）または「読込
み設定」（p. 7-2）をごら
んください。
･ 原稿設定については、「原
稿設定」（p. 7-3）をごら
んください。
･ 通信設定については、「通
信設定」（p. 7-4）をごら
んください。
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7.14 ECMモードを解除して送る（ECM OFF）
I 宛先を指定します。

J 【スタート】を押します。

読込んだ原稿は、予約ジョブとしてメモリーに蓄積さ
れ、送信が開始されます。

宛先の指定については「宛
先を 1箇所だけ指定する」
（p. 2-18）、「複数の宛先を
指定する（順次同報送信ま
たは同報送信）」（p. 2-28）
をごらんください。

ひとこと

受信側が話中などで送信で
きない場合はリダイアルさ
れます。リダイアルについ
ては「送信できないときは」
（p. 2-37）をごらんくださ
い。

･ 送信を中止する場合は
「送信を中止する」（p. 2-
43）をごらんください。
･ 送信できない場合は「送
信できない」（p. 5-2）を
ごらんください。
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7.15 スーパーG3モードを解除して送る（V34 OFF）

V34 OFF とは
V34 とは、スーパーG3のファクス通信時に使われる通信方式
です。相手機または本機が内線交換機経由で回線に接続されて
いるなどの場合、回線の状況によっては、スーパーG3モード
で通信できない場合があります。
このような場合は、［V34 OFF］を選択することによって、
スーパーG3モードをオフにして送信することをおすすめしま
す。
送信が終わると自動的にV34モードに戻ります。

原則

以下の機能とは併用できません。
ポーリング送信、ポーリング受信、掲示板登録、掲示板ポーリング受
信、ECM OFF

V34 OFF を設定して送信するには

A 【ファクス / スキャン】を押し、ファクス /スキャン画面
を表示します。

原稿のセットについては、
「原稿をセットする」（p. 2-
7）をごらんください。

B 原稿をセットします。

C ［通信設定］を押します。

D ［回線設定］を押します。
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7.15 スーパーG3モードを解除して送る（V34 OFF）
E ［V34 OFF］を押します。

回線拡張キットを装着していない場合

回線拡張キットを装着している場合

F ［OK］を押します。

通信設定画面に戻ります。

G ［閉じる］を押します。

ファクス /スキャン画面に戻ります。

H 必要に応じて、その他の機能を設定します。

ひとこと

設定を解除したいときは、
もう一度［V34 OFF］を押
します。

･ 読込み設定については、
「読込み条件を設定する」
（p. 2-13）または「読込
み設定」（p. 7-2）をごら
んください。
･ 原稿設定については、「原
稿設定」（p. 7-3）をごら
んください。
･ 通信設定については、「通
信設定」（p. 7-4）をごら
んください。
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7.15 スーパーG3モードを解除して送る（V34 OFF）
I 宛先を指定します。

J 【スタート】を押します。

読込んだ原稿は、予約ジョブとしてメモリーに蓄積さ
れ、送信が開始されます。

宛先の指定については「宛
先を 1箇所だけ指定する」
（p. 2-18）、「複数の宛先を
指定する（順次同報送信ま
たは同報送信）」（p. 2-28）
をごらんください。

ひとこと

受信側が話中などで送信で
きない場合はリダイアルさ
れます。リダイアルについ
ては「送信できないときは」
（p. 2-37）をごらんくださ
い。

･ 送信を中止する場合は
「送信を中止する」（p. 2-
43）をごらんください。
･ 送信できない場合は「送
信できない」（p. 5-2）を
ごらんください。
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7.16 共有 / 個人 / グループボックスの文書をファクス送
信する

共有 /個人 / グループボックスに保存した文書をファクス送信
できます。
ボックスに保存した複数の文書を 1つのジョブとしてファクス
送信する場合は、バインドして送信します。

共有 /個人 /グループボックスの文書をファク
ス送信するには

A 【ボックス】を押します。

B ［文書利用］を押します。

個人ボックスはユーザー認
証でログインしているとき
に、グループボックスは部
門認証でログインしている
ときに使用できます。

ボックス機能については、
「ユーザーズガイド ボック
ス機能編」をごらんくださ
い。
便利な送信 7-49



7.16 共有 / 個人 / グループボックスの文書をファクス送信する
C ［共有］、［個人］、［グループ］タブを選択し、文書利用
をしたいジョブがあるボックスを選択して、［OK］を
押します。
ボックス閲覧用パスワードが設定されている場合
は、パスワードを入力して［OK］を押します。

D ファクス送信したい文書を選択し、［送信設定］を押し
ます。

宛先の指定については「宛
先を 1箇所だけ指定する」
（p. 2-18）、「複数の宛先を
指定する（順次同報送信ま
たは同報送信）」（p. 2-28）
をごらんください。

E 宛先を指定します。

ひとこと

･［ボックス番号指定］を押
し、ボックス番号をテン
キーで入力して、［確定］
を押すことでもボックス
を選択することもできま
す。
･［個人］タブはユーザー認
証でログインしていると
きに、［グループ］タブは
部門認証でログインして
いるときに表示されます。
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7.16 共有 / 個人 / グループボックスの文書をファクス送信する
F ［実行］を押します。

ボックスに保存されていた文書は、予約ジョブとして
メモリーに蓄積され、送信が開始されます。

ひとこと

受信側が話中などで送信で
きない場合はリダイアルさ
れます。リダイアルについ
ては「送信できないときは」
（p. 2-37）をごらんくださ
い。

･ 送信を中止する場合は
「送信を中止する」（p. 2-
43）をごらんください。
･ 送信できない場合は「送
信できない」（p. 5-2）を
ごらんください。
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7.17 相手機を確認して送信する（宛先確認送信）

宛先確認送信とは
送信時に、指定したファクス番号と相手機のファクス番号情報
（CSI） を比較して、一致した場合のみ送信します。不一致の場
合は通信エラーとなるため、誤送信を防止することができます。

原則

相手機側に正しいファクス番号が登録されている必要があります。

宛先確認送信を設定して送信するには

A 【ファクス / スキャン】を押し、ファクス /スキャン画面
を表示します。

原稿のセットについては、
「原稿をセットする」（p. 2-
7）をごらんください。

B 原稿をセットします。

C ［通信設定］を押します。

D ［回線設定］を押します。

E 「宛先確認送信」の［する］を押します。

回線拡張キットを装着していない場合

短縮宛先登録時に宛先確認
送信を設定することもでき
ます。宛先確認送信設定は、
短縮宛先に登録されている
内容よりも、ファクス /ス
キャン画面の通信設定で設
定した内容が優先されます。
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7.17 相手機を確認して送信する（宛先確認送信）
回線拡張キットを装着している場合

F ［OK］を押します。

通信設定画面に戻ります。

G ［閉じる］を押します。

ファクス /スキャン画面に戻ります。

H 必要に応じて、その他の機能を設定します。

宛先の指定については「宛
先を 1箇所だけ指定する」
（p. 2-18）、「複数の宛先を
指定する（順次同報送信ま
たは同報送信）」（p. 2-28）
をごらんください。

I 宛先を指定します。

･ 読込み設定については、
「読込み条件を設定する」
（p. 2-13）または「読込
み設定」（p. 7-2）をごら
んください。
･ 原稿設定については、「原
稿設定」（p. 7-3）をごら
んください。
･ 通信設定については、「通
信設定」（p. 7-4）をごら
んください。
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7.17 相手機を確認して送信する（宛先確認送信）
J 【スタート】を押します。

読込んだ原稿は、予約ジョブとしてメモリーに蓄積さ
れ、送信が開始されます。

指定したファクス番号と、相手機に登録されている番
号とが一致した場合のみ送信します。

ひとこと

受信側が話中などで送信で
きない場合はリダイアルさ
れます。リダイアルについ
ては「送信できないときは」
（p. 2-37）をごらんくださ
い。

･ 送信を中止する場合は
「送信を中止する」（p. 2-
43）をごらんください。
･ 送信できない場合は「送
信できない」（p. 5-2）を
ごらんください。
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7.18 宛先を再確認して送信する（宛先確認表示機能）

宛先確認表示機能とは
宛先指定が完了してスタートキーを押した後、宛先の一覧画面
が件数とともに表示されます。宛先を再確認してから送信する
ので、宛先間違いによる誤送信を防止することができます。

宛先を再確認して送信するには

A 【ファクス / スキャン】を押し、ファクス /スキャン画面
を表示します。

原稿のセットについては、
「原稿をセットする」（p. 2-
7）をごらんください。

B 原稿をセットします。

C 必要に応じて、［読込み設定］、［原稿設定］、［通信設
定］を設定します。

宛先の指定については「宛
先を 1箇所だけ指定する」
（p. 2-18）、「複数の宛先を
指定する（順次同報送信ま
たは同報送信）」（p. 2-28）
をごらんください。

D 宛先を指定します。

宛先確認表示機能を使用す
るには、［宛先確認表示機
能］を［ON］に設定して
おく必要があります。詳し
くは、「機能のON/OFFを
設定する（機能ON/OFF
設定）」（p. 11-56）をごら
んください。

･ 読込み設定については、
「読込み条件を設定する」
（p. 2-13）または「読込
み設定」（p. 7-2）をごら
んください。
･ 原稿設定については、「原
稿設定」（p. 7-3）をごら
んください。
･ 通信設定については、「通
信設定」（p. 7-4）をごら
んください。
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7.18 宛先を再確認して送信する（宛先確認表示機能）
E 【スタート】を押します。

宛先確認 /登録が表示されます。

F 指定した宛先が正しいことを確認して、［送信］または
【スタート】を押します。

読込んだ原稿は、予約ジョブとしてメモリーに蓄積さ
れ、送信が開始されます。

ひとこと

受信側が話中などで送信で
きない場合はリダイアルさ
れます。リダイアルについ
ては「送信できないときは」
（p. 2-37）をごらんくださ
い。

･ 送信を中止する場合は
「送信を中止する」（p. 2-
43）をごらんください。
･ 送信できない場合は「送
信できない」（p. 5-2）を
ごらんください。
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7.19 回線を指定して送信する（回線指定）

回線指定とは
回線拡張キットを装着している場合、［回線 1］または［回線
2］を指定して送信できます。

原則

回線拡張キットを装着する必要があります。
また、［複数回線使用設定］の「回線 2通信設定」が［受信専用］の場
合は回線指定できません。

回線を指定して送信するには

A 【ファクス / スキャン】を押し、ファクス /スキャン画面
を表示します。

原稿のセットについては、
「原稿をセットする」（p. 2-
7）をごらんください。

B 原稿をセットします。

C ［通信設定］を押します。

D ［回線設定］を押します。

［複数回線使用設定］につい
ては、「増設回線の通信方法
を設定する（複数回線使用
設定）」（p. 11-90）をごら
んください。
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7.19 回線を指定して送信する（回線指定）
E 使用する回線を「回線指定」から選択します。

F ［OK］を押します。

通信設定画面に戻ります。

G ［閉じる］を押します。

ファクス /スキャン画面に戻ります。

H 必要に応じて、その他の機能を設定します。

宛先の指定については「宛
先を 1箇所だけ指定する」
（p. 2-18）、「複数の宛先を
指定する（順次同報送信ま
たは同報送信）」（p. 2-28）
をごらんください。

I 宛先を指定します。

［指定しない］を選択した場
合は、回線 1/ 回線 2のう
ちから、空いている回線を
使用して送信します。両方
の回線が空いているときは、
回線 1が優先して使用され
ます。

･ 読込み設定については、
「読込み条件を設定する」
（p. 2-13）または「読込
み設定」（p. 7-2）をごら
んください。
･ 原稿設定については、「原
稿設定」（p. 7-3）をごら
んください。
･ 通信設定については、「通
信設定」（p. 7-4）をごら
んください。
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7.19 回線を指定して送信する（回線指定）
J 【スタート】を押します。

読込んだ原稿は、予約ジョブとしてメモリーに蓄積さ
れ、送信が開始されます。

ひとこと

受信側が話中などで送信で
きない場合はリダイアルさ
れます。リダイアルについ
ては「送信できないときは」
（p. 2-37）をごらんくださ
い。

･ 送信を中止する場合は
「送信を中止する」（p. 2-
43）をごらんください。
･ 送信できない場合は「送
信できない」（p. 5-2）を
ごらんください。
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7.20 パスワードをつけて送る（パスワード送信）

パスワード送信とは
パスワード送信とは、パスワードをつけて送信する機能です。
相手機が閉域受信を設定している場合、送信側からは閉域受信
パスワードと同じパスワードを送る必要があります。

原則

･ この機能は、相手機が閉域受信（パスワード）機能をもつ弊社機種
の場合だけ使用できます。

･ 以下の機能とは併用できません。
ポーリング送信、ポーリング受信、掲示板登録、掲示板ポーリング
受信、Fコード送信

パスワード送信を設定するには

A 【ファクス / スキャン】を押し、ファクス /スキャン画面
を表示します。

原稿のセットについては、
「原稿をセットする」（p. 2-
7）をごらんください。

B 原稿をセットします。

C ［通信設定］を押します。

D ［送受信方法設定］を押します。

E ［パスワード送信］を押します。
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7.20 パスワードをつけて送る（パスワード送信）
F パスワード（最大 20桁）をテンキーで入力します。

G ［OK］を押します。

送受信方法設定画面に戻ります。

H ［OK］を押します。

通信設定画面に戻ります

I ［閉じる］を押します。

ファクス /スキャン画面に戻ります。

J 必要に応じて、その他の機能を設定します。

宛先の指定については「宛
先を 1箇所だけ指定する」
（p. 2-18）、「複数の宛先を
指定する（順次同報送信ま
たは同報送信）」（p. 2-28）
をごらんください。

K 宛先を指定します。

･ パスワードには、0～ 9
までの数字、#、＊を入力
することができます。
･ 誤って入力した場合は、
［削除］を押して訂正しま
す。
･【C】を押すと、入力した
内容がすべて削除されま
す。
･ 設定を解除するときは、
［しない］を押します。

･ 読込み設定については、
「読込み条件を設定する」
（p. 2-13）または「読込
み設定」（p. 7-2）をごら
んください。
･ 原稿設定については、「原
稿設定」（p. 7-3）をごら
んください。
･ 通信設定については、「通
信設定」（p. 7-4）をごら
んください。
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7.20 パスワードをつけて送る（パスワード送信）
L 【スタート】を押します。

読込んだ原稿は、予約ジョブとしてメモリーに蓄積さ
れ、送信が開始されます。

ひとこと

受信側が話中などで送信で
きない場合はリダイアルさ
れます。リダイアルについ
ては「送信できないときは」
（p. 2-37）をごらんくださ
い。

･ 送信を中止する場合は
「送信を中止する」（p. 2-
43）をごらんください。
･ 送信できない場合は「送
信できない」（p. 5-2）を
ごらんください。
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7.21 親展送信をする（Fコード送信）

親展送信とは
親展通信とは、特定の人との間で送受信したい文書を、親展
ボックスを使って通信する機能です。相手機の親展ボックス宛
に原稿を送ることを親展送信、自局の親展ボックスに原稿を受
信することを親展受信と呼びます。ここでは、親展送信をする
手順について説明します。

原則

･ 親展送信をするためには、相手機に親展ボックスや通信パスワード
が設定されている必要があります。

･ 通信パスワードは相手機により必要ない場合があります。
･ この機能は、相手機が Fコード機能をもつ機種の場合にだけ使用で
きます。

･ 以下の機能とは併用できません。
ポーリング送信、ポーリング受信、掲示板登録、掲示板ポーリング
受信、パスワード送信

親展送信をするには

A 【ファクス / スキャン】を押し、ファクス /スキャン画面
を表示します。

原稿のセットについては、
「原稿をセットする」（p. 2-
7）をごらんください。

B 原稿をセットします。

送信 受信

親展BOX

F コードについては、「ファ
クス用語集」（p. 13-19）
をごらんください。
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7.21 親展送信をする（Fコード送信）
C ［通信設定］を押します。

D ［送受信方法設定］を押します。

E ［Fコード送信］を押します。

F ［SUBアドレス］を押し、相手機の親展ボックス番号
をテンキーで入力します。
通信パスワードが必要な場合は、［送信 ID］を押し、
通信パスワードを入力します。

G ［OK］を押します。

送受信方法設定画面に戻ります。

H ［OK］を押します。

通信設定画面に戻ります。

I ［閉じる］を押します。

ファクス /スキャン画面に戻ります。

･［SUBアドレス］と［送
信 ID］には、20桁まで
入力することができます。
相手機が FK-502 の場
合、親展ボックス番号は
9桁以内、通信パスワー
ドは8桁以内を入力しま
す。それ以外の場合は、
相手機により異なります。
･［送信 ID］には、0～ 9
までの数字、#、＊を入力
することができます。
･ 誤って入力した場合は、
［削除］を押して訂正しま
す。
･【C】を押すと、入力した
内容がすべて削除されま
す。
･ 設定を解除するときは、
［しない］を押します。
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7.21 親展送信をする（Fコード送信）
J 必要に応じて、その他の機能を設定します。

宛先の指定については「宛
先を 1箇所だけ指定する」
（p. 2-18）、「複数の宛先を
指定する（順次同報送信ま
たは同報送信）」（p. 2-28）
をごらんください。

K 宛先を指定します。

L 【スタート】を押します。

読込んだ原稿は、予約ジョブとしてメモリーに蓄積さ
れ、送信が開始されます。

･ 読込み設定については、
「読込み条件を設定する」
（p. 2-13）または「読込
み設定」（p. 7-2）をごら
んください。
･ 原稿設定については、「原
稿設定」（p. 7-3）をごら
んください。
･ 通信設定については、「通
信設定」（p. 7-4）をごら
んください。

ひとこと

原稿の登録を中止したい場
合は、【ストップ】を押しま
す。
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7.22 中継先を指定して送る（Fコード送信）

中継先指定とは
中継依頼とは、いったん中継配信局に文書を送信し、中継配信
局から送信先に同報する機能です。遠方の相手先への同報が頻
繁に発生する場合には、中継配信局と中継配信先を地域別にグ
ループ化しておくことにより、全体の通信コストを削減するこ
とができます。

原則

･ 中継依頼を行うファクスを「中継指示局」、実際に中継同報を行う
ファクスを「中継配信局」、最終的に受信するファクスを「中継配
信先」と呼びます。

･ 中継依頼をするためには、中継配信局となるファクスに、中継ボッ
クス番号、中継パスワード、宛先グループ番号が設定されている必
要があります。

･ この機能は中継配信局となる相手機が Fコード機能をもつ機種の場
合にだけ使用できます。

･ 以下の機能とは併用できません。
ポーリング送信、ポーリング受信、掲示板登録、掲示板ポーリング
受信、パスワード送信

中継先指定を設定するには

A 【ファクス / スキャン】を押し、ファクス /スキャン画面
を表示します。

原稿のセットについては、
「原稿をセットする」（p. 2-
7）をごらんください。

B 原稿をセットします。

･ 本機では、中継ボックス
を設定することで、中継
配信局としてもご利用で
きます。本機を中継配信
局として使用するには、
設定メニューの［中継受
信機能］を［ON］に設
定して、中継ボックスを
登録する必要があります。
詳しくは、「中継ボックス
を設定する」（p. 10-
40）、「機能のON/OFF
を設定する（機能ON/
OFF設定）」（p. 11-56）
をごらんください。
･ 中継配信局において、設
定メニューの［中継印刷］
を［ON］に設定すると、
中継配信後に中継した文
書をプリントします。詳
しくは、「機能のON/
OFFを設定する（機能
ON/OFF設定）」（p. 11-
56）をごらんください。

中継指示局 中継配信局

中継配信先

中継配信先市外電話
市内電話

Fコードについては、「ファ
クス用語集」（p. 13-19）
をごらんください。
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7.22 中継先を指定して送る（Fコード送信）
C ［通信設定］を押します。

D ［送受信方法設定］を押します。

E ［Fコード送信］を押します。

F ［SUBアドレス］に中継局の中継ボックス番号をテン
キーで入力します。

G ［送信 ID］を押し、中継パスワードを入力します。

H ［OK］を押します。

送受信方法設定に戻ります。

I ［OK］を押します。

通信設定画面に戻ります。

J ［閉じる］を押します。

ファクス /スキャン画面に戻ります。

･［SUBアドレス］と［送
信 ID］には、20桁まで
入力することができます。
･ 中継パスワードは必須で
す。［送信 ID］には、0
～ 9までの数字、#、＊
を入力することができま
す。
･ 誤って入力した場合は、
［削除］を押して訂正しま
す。
･【C】を押すと、入力した
内容がすべて削除されま
す。
･ 設定を解除するときは、
［しない］を押します。
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7.22 中継先を指定して送る（Fコード送信）
K 必要に応じて、その他の機能を設定します。

宛先の指定については「宛
先を 1箇所だけ指定する」
（p. 2-18）、「複数の宛先を
指定する（順次同報送信ま
たは同報送信）」（p. 2-28）
をごらんください。

L 中継配信局の宛先を指定します。

ひとこと

原稿の登録を中止したい場
合は、【ストップ】を押しま
す。

M 【スタート】を押します。

読込んだ原稿は、予約ジョブとしてメモリーに蓄積さ
れ、送信が開始されます。

･ 読込み設定については、
「読込み条件を設定する」
（p. 2-13）または「読込
み設定」（p. 7-2）をごら
んください。
･ 原稿設定については、「原
稿設定」（p. 7-3）をごら
んください。
･ 通信設定については、「通
信設定」（p. 7-4）をごら
んください。
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7.23 発信元情報のつけ方を指定する（ファクス発信元
設定）

ファクス発信元設定とは
ファクス送信のときに、ジョブごとに発信元情報をつけるかど
うかを指定できます。
発信元情報として原稿に付加する内容は、設定メニューの［発
信元 / ファクス ID登録］で登録します。
発信元情報のつけ方は、設定メニューの［発信元 /受信情報］
で設定します。

ファクス発信元設定をするには

A 【ファクス / スキャン】を押し、ファクス /スキャン画面
を表示します。

原稿のセットについては、
「原稿をセットする」（p. 2-
7）をごらんください。

B 原稿をセットします。

C ［通信設定］を押します。

D ［ファクス発信元設定］を押します。

･［発信元 /ファクス ID登
録］については「発信元
名とファクス IDを登録す
る（発信元 /ファクス ID
登録）」（p. 11-44）を、
［発信元 /受信情報］につ
いては「発信元 /受信情
報の付けかたを設定する
（発信元 /受信情報）」
（p. 11-47）をごらんく
ださい。
･ 発信元情報の記録位置に
ついては、「発信元情報に
ついて」（p. 2-61）をご
らんください。
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7.23 発信元情報のつけ方を指定する（ファクス発信元設定）
E 発信元情報をつけるかどうかを指定します。

F 発信元名を変更する場合は、リストから目的の発信元
名を選択します。

G ［OK］を押します。

通信設定画面に戻ります。

H ［閉じる］を押します。

ファクス /スキャン画面に戻ります。

I 必要に応じて、その他の機能を設定します。

宛先の指定については「宛
先を 1箇所だけ指定する」
（p. 2-18）、「複数の宛先を
指定する（順次同報送信ま
たは同報送信）」（p. 2-28）
をごらんください。

J 宛先を指定します。

設定メニューの［発信元情
報］が［OFF］に設定され
ている場合、ファクス発信
元設定画面から［ファクス
発信元設定］を［する］に
変更すると、発信元情報は
原稿外に付加されます。

･ 読込み設定については、
「読込み条件を設定する」
（p. 2-13）または「読込
み設定」（p. 7-2）をごら
んください。
･ 原稿設定については、「原
稿設定」（p. 7-3）をごら
んください。
･ 通信設定については、「通
信設定」（p. 7-4）をごら
んください。
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7.23 発信元情報のつけ方を指定する（ファクス発信元設定）
K 【スタート】を押します。

読込んだ原稿は、予約ジョブとしてメモリーに蓄積さ
れ、送信が開始されます。

ひとこと

受信側が話中などで送信で
きない場合はリダイアルさ
れます。リダイアルについ
ては「送信できないときは」
（p. 2-37）をごらんくださ
い。

･ 送信を中止する場合は
「送信を中止する」（p. 2-
43）をごらんください。
･ 送信できない場合は「送
信できない」（p. 5-2）を
ごらんください。
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第 8章

第8章 便利な受信
便利なファクス受信について説明します。

8.1 外部電話から受信の指示をする（リモート受信） ................................ 8-2
8.2 親展受信した文書を利用する .......................................................... 8-4
8.3 強制メモリー受信した文書を取り扱う .............................................. 8-6
8.4 受信時の記録 ................................................................................ 8-8



8.1 外部電話から受信の指示をする（リモート受信）

リモート受信とは
リモート受信とは、外部電話でリモート受信番号を入力するこ
とで、外部電話から受信の指示をすることです。
リモート受信番号は、設定メニューの［リモート受信設定］で
変更することができます。

原則

リモート受信を使用する場合は、設定メニューの［受信方式］を［手
動受信］に設定してください。

リモート受信をするには

A 電話の呼び出し音が鳴ったら、外部電話の受話器を上
げ、相手がファクスであることを確認します。

B 外部電話で、リモート受信番号（2桁）をダイアルしま
す。

受信が開始されます。

設定メニューの［受信方式］
が［自動受信］に設定され
ている場合は、リモート受
信させる前に自動受信しま
す。

･［リモート受信設定］を変
更する操作については
「リモート受信を設定する
（リモート受信設定）」
（p. 11-69）をごらんく
ださい。
･ 手動受信に設定する操作
については、「発信 /着信
方法を設定する（回線パ
ラメーター設定）」
（p. 11-50）をごらんく
ださい。

･ 操作の前に、［リモート受
信設定］が有効になって
いることを確認してくだ
さい。リモート受信機能
を使用する場合は、0～
9、*、#を使用してリ
モート受信番号（2桁）
を設定してください。
･ 相手がファクスの場合は、
「ピーッ」という音がする
か、または無音です。
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8.1 外部電話から受信の指示をする（リモート受信）
C 受話器を戻します。

･ コピー等で原稿読込み中
は、ファクスを受信でき
ませんが、外部電話を接
続している場合は、リ
モート受信機能を使用す
ることで、原稿読込み中
でもファクスを受信でき
ます。
･ ダイアル（パルス）回線
でリモート受信を利用す
る場合、外部電話でパル
スをトーンに切り替える
必要があります。この機
能を持っていない外部電
話ではパルス回線でリ
モート受信ができません
ので、ご注意ください。
パルスをトーンに切り替
える機能については、電
話機の取扱説明書をごら
んください。
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8.2 親展受信した文書を利用する

親展受信とは
親展通信とは、特定の人との間で送受信したい原稿を、親展
ボックスを使って通信する機能です。相手機の親展ボックス宛
に原稿を送ることを親展送信、自局の親展ボックスに原稿を受
信することを親展受信と呼びます。ここでは、親展ボックス内
の受信文書をプリントする手順、親展ボックス内の受信文書を
削除する手順についてそれぞれ説明します。

原則

･ 本機で親展受信をする場合は、p. 10-33 を参照して、親展ボック
スや通信パスワードを設定してください（通信パスワードは省略可
能）。

･ 親展ボックス番号と通信パスワードは、親展送信する相手に知らせ
てください。

･ この機能は、相手機が Fコード機能をもつ機種の場合にだけ使用で
きます。

親展受信した文書をプリントする
親展受信すると親展受信レポートが自動的にプリントされます。
親展ボックスに登録されている文書をプリントしたい場合は、
次の手順で操作します。

A 【ボックス】を押し、ボックス画面を表示します。

B ［文書利用］を押します。

C 「親展ボックス」として指定したボックスを選択し、
［OK］を押します。
ボックス閲覧用パスワードが設定されている場合
は、表示された画面でパスワードを入力し、［OK］
を押します。

送信 受信

親展BOX

F コードについては、「ファ
クス用語集」（p. 13-19）
をごらんください。
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8.2 親展受信した文書を利用する
D プリントしたい親展受信文書を選択し、［印刷設定］を
押します。

E 必要に応じて、印刷設定をします。

ひとこと

［中止］を押すと、操作が中
止されます。

F ［実行］または【スタート】を押します。

指定した親展ボックス内の文書がプリントされます。

親展受信した文書を削除する
親展ボックスに登録されている文書を削除したい場合は、次の
手順で操作します。

A 【ボックス】を押し、ボックス画面を表示します。

B ［文書整理］を押します。

C 「親展ボックス」として指定したボックスを選択し、
［OK］を押します。
ボックス閲覧用パスワードが設定されている場合
は、表示された画面でパスワードを入力し、［OK］
を押します。

D 削除したい親展受信文書を選択し、［削除］を押しま
す。

E 表示された確認画面で［はい］を押し、［OK］を押し
ます。

指定した親展ボックス内の文書が削除されます。

ひとこと

次の画面または前の画面を
表示したい場合は、［↑］ま
たは［↓］を押します。

ひとこと

･ 次の画面または前の画面
を表示したい場合は、
［↑］または［↓］を押し
ます。
･［中止］を押すと、操作が
中止されます。

その他の文書整理の操作に
ついては、「ユーザーズガイ
ド ボックス機能編」をごら
んください。

削除を中止する場合は、［い
いえ］を押し、［OK］を押
します。
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8.3 強制メモリー受信した文書を取り扱う

受信した文書をメモリーに蓄積し、必要に応じてプリントする
ことができます。この機能を強制メモリー受信と呼びます。こ
こでは、強制メモリー受信が設定されている場合に、受信文書
をプリントする手順、受信文書を削除する手順について説明し
ます。

受信文書をプリントする
メモリーに蓄積されている受信文書をプリントしたい場合は、
次の手順で操作します。

A 【ボックス】を押し、ボックス画面を表示します。

B ［文書利用］を押します。

C ［システム］押します。

D ［強制メモリー受信ボックス］を押し、［OK］を押しま
す。

E パスワードを入力し、［OK］を押します。

F プリントしたい受信文書を選択し、［印刷］を押しま
す。

指定した受信文書がプリントされます。

強制メモリー受信の設定に
ついては「強制メモリー受
信を設定する（強制メモ
リー受信設定）」（p. 11-
62）をごらんください。

ひとこと

･［中止］を押すと、操作が
中止されます。
･【C】を押すと、入力した
内容が全て削除されます。

ひとこと

･ 次の画面または前の画面
を表示したい場合は、
［↑］または［↓］を押し
ます。
･［中止］を押すと、操作が
中止されます。
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8.3 強制メモリー受信した文書を取り扱う
受信文書を削除する
メモリーに蓄積されている受信文書を削除したい場合は、次の
手順で操作します。

A ［文書整理］を押します。

B ［システム］押します。

C ［強制メモリー受信ボックス］を押し、［OK］を押しま
す。

D パスワードを入力し、［OK］を押します。

E 削除したい受信文書を選択し、［削除］を押します。

F 表示された確認画面で［はい］を押し、［OK］を押し
ます。

指定した受信文書が削除されます。

ひとこと

･［中止］を押すと、操作が
中止されます。
･【C】を押すと、入力した
内容が全て削除されます。

ひとこと

･ 次の画面または前の画面
を表示したい場合は、
［↑］または［↓］を押し
ます。
･［中止］を押すと、操作が
中止されます。

削除を中止する場合は、［い
いえ］を押し、［OK］を押
します。
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8.4 受信時の記録

［受信原稿両面印刷］が［ON］に設定されて
いるときは

設定メニューの［受信原稿両面印刷］が［ON］に設定されて
いる場合は、用紙の両面に記録されます。 詳しくは、「送信や受信方法

を設定する（送信 /受信設
定）」（p. 11-53）をごらん
ください。

2002/09/20 09:38 #002 P.001

2002/09/20 09:38

2002/09/20 09:38

2002/09/20 09:38 #002 P.002

おもて面

うら面
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第 9章

第9章 ポーリング
ポーリング送信、ポーリング受信について説明します。

9.1 相手先の指示で文書を送信する（ポーリング送信） ............................. 9-2
9.2 本機の指示で相手先の文書を受信する（ポーリング受信） .................... 9-6
9.3 文書を指定してポーリングする（掲示板） ......................................... 9-8



9.1 相手先の指示で文書を送信する（ポーリング送信）

ポーリング送信とは
ポーリング送信とは、受信側からのポーリング指示で原稿を送
信するために、あらかじめ内蔵ハードディスクに文書を蓄積し
ておく機能です。
ポーリング送信を指示した文書は、システムボックスのポーリ
ング送信ボックスに蓄えられ、受信側からのポーリング指示で
送信が開始されます。ポーリング送信には、ポーリング送信
ボックスに文書を蓄積しておくポーリング送信と、掲示板ボッ
クスに文書を蓄積しておく掲示板ポーリング送信があります。
ここでは、ポーリング送信ボックスを使ったポーリング送信に
ついて説明します。

原則

･ ポーリング送信は1文書のみ登録できます。
･ 自動的にメモリー送信が設定されます。
･ 以下の機能とは併用できません。
同時印刷、クイックメモリー送信、原稿枚数指定、ポーリング受
信、タイマー通信、海外通信モード、ECM OFF、Fコード送信、
パスワード送信、V34 OFF、掲示板登録、掲示板ポーリング受信

ポーリング送信文書を予約するには
ポーリング送信をする場合は、次の手順で操作します。

A 【ファクス / スキャン】を押し、ファクス /スキャン画面
を表示します。

原稿のセットについては、
「原稿をセットする」（p. 2-
7）をごらんください。

B 原稿をセットします。

C ［通信設定］を押します。

D ［送受信方法設定］を押します。

ひとこと

ユーザー認証設定の［機能
制限］で［蓄積文書操作］
が［許可しない］に設定さ
れている場合は、ポーリン
グ送信機能は使用できませ
ん。

･ 掲示板を使ったポーリン
グ送信については「掲示
板に文書を登録する」
（p. 9-8）をごらんくださ
い。
･ ポーリング送信文書のプ
リント、削除の操作につ
いては、「ユーザーズガイ
ド ボックス機能編」をご
らんください。
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9.1 相手先の指示で文書を送信する（ポーリング送信）
E ［ポーリング送信］を押します。

ひとこと

設定を解除するときは、［し
ない］を押します。

F ［通常］を押します。

G ［OK］を押します。

送受信方法設定画面に戻ります。

H ［OK］を押します。

通信設定画面に戻ります。

I ［閉じる］を押します。

ファクス /スキャン画面に戻ります。
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9.1 相手先の指示で文書を送信する（ポーリング送信）
J 必要に応じて、その他の機能を設定します。

K 【スタート】を押します。

読込んだ原稿は、ポーリング送信文書としてメモリー
に蓄積され、受信側からポーリングの指示がくると送
信されます。

ポーリング送信ボックスの文書をプリントす
るには

ポーリング送信ボックスの文書をプリントできます。

A 【ボックス】を押し、ボックス画面を表示します。

B ［文書利用］を押します。

C ［システム］を押します。

D ［ポーリング送信ボックス］を押し、［OK］を押しま
す。

E ［実行］または【スタート】を押します。

ポーリング送信ボックス内の文書がプリントされます。

･ 読込み設定については、
「読込み条件を設定する」
（p. 2-13）または「読込
み設定」（p. 7-2）をごら
んください。
･ 原稿設定については、「原
稿設定」（p. 7-3）をごら
んください。
･ 通信設定については、「通
信設定」（p. 7-4）をごら
んください。

ひとこと

［中止］を押すと、操作が中
止されます。
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9.1 相手先の指示で文書を送信する（ポーリング送信）
ポーリング送信ボックス内の文書を削除する
には

ポーリング送信ボックスに登録されている文書を削除したい場
合は、次の手順で操作します。

A 【ボックス】を押し、ボックス画面を表示します。

B ［文書整理］を押します。

C ［システム］を押します。

D ［ポーリング送信ボックス］を押し、［OK］を押しま
す。

E ［削除］を押します。

F 表示された確認画面で［はい］を押し、［OK］を押し
ます。

ポーリング送信ボックス内の文書が削除されます。 その他の文書整理の操作に
ついては、「ユーザーズガイ
ド ボックス機能編」をごら
んください。

削除を中止する場合は、［い
いえ］を押し、［OK］を押
します。
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9.2 本機の指示で相手先の文書を受信する（ポーリン
グ受信）

ポーリング受信とは
ポーリング受信とは、送信側にセットされている文書や、ポー
リング送信予約された文書を受信側からの指示で送信させる機
能です。電話料金を受信側で負担したいときなどに便利です。
複数の宛先を指定してポーリング受信することを、順次ポーリ
ング受信と呼びます。
順次ポーリング受信が終了すると、順次ポーリング受信結果レ
ポートがプリントされます。

原則

以下の機能とは併用できません。
クイックメモリー送信、枠消し、読込みサイズ、原稿枚数指定、混載
原稿、Z折れ原稿、長尺原稿、原稿のとじしろ、親展送信、中継依頼、
ECM OFF、海外通信モード、ポーリング送信、パスワード送信、
V34 OFF、連続読込み設定、掲示板登録、掲示板ポーリング受信、仕
上りプレビュー

ポーリング受信をするには
ポーリング受信には、通常のポーリング受信と、相手機の掲示
板に登録されている原稿をポーリングする掲示板ポーリング受
信があります。ここでは、通常のポーリング受信について説明
します。

掲示板を使ったポーリング
受信については「掲示板の
文書をポーリング受信する」
（p. 9-12）をごらんくださ
い。

A 【ファクス / スキャン】を押し、ファクス /スキャン画面
を表示します。

B ［通信設定］を押します。

C ［送受信方法設定］を押します。

D ［ポーリング受信］を押します。

ひとこと

相手機により使用できない
場合があります。

ポーリング受信結果レポー
トについては「ポーリング
受信結果レポート」（p. 12-
13）を、順次ポーリング受
信結果レポートについては
「順次ポーリング受信結果レ
ポート」（p. 12-15）を参
照してください。
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9.2 本機の指示で相手先の文書を受信する（ポーリング受信）
E ［通常］を押します。

F ［OK］を押します。

送受信方法設定画面へ戻ります。

G ［OK］を押します。

通信設定画面に戻ります。

H ［閉じる］を押します。

ファクス /スキャン画面に戻ります。

宛先の指定については「宛
先を 1箇所だけ指定する」
（p. 2-18）、「複数の宛先を
指定する（順次同報送信ま
たは同報送信）」（p. 2-28）
をごらんください。

I 宛先を指定します。

J 【スタート】を押します。

送信側にセットされた文書、またはポーリング送信予
約された文書の受信が始まります。

ひとこと

設定を解除するときは、［し
ない］を押します。

ひとこと

ポーリング受信を中止する
場合は、【リセット】を押し
ます。

受信できない場合は「受信
できない」（p. 5-3）をごら
んください。
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9.3 文書を指定してポーリングする（掲示板）

本機では、掲示板を登録し、閲覧したい文書を掲示したり、
ポーリング送信したい文書を蓄積しておくことができます。こ
こでは、文書を掲示板に登録する手順、相手機の掲示板に登録
された文書をポーリング受信する手順についてそれぞれ説明し
ます。

原則

この機能は、相手機が Fコード機能を持つ機種の場合にだけ使用でき
ます。

掲示板に文書を登録する

掲示板に文書を登録したい場合は、次の手順で操作します。

原則

･ ひとつの掲示板に登録できる文書は1文書だけです。指定した掲示
板にすでに別の文書が登録されている場合は、上書きされます。

･ 掲示板登録と、以下の機能とは併用できません。
同時印刷、クイックメモリー送信、原稿枚数指定、ポーリング送
信、タイマー通信、海外通信モード、ECM OFF、パスワード送
信、V34 OFF、Fコード送信

A 【ファクス / スキャン】を押し、ファクス /スキャン画面
を表示します。

原稿のセットについては、
「原稿をセットする」（p. 2-
7）をごらんください。

B 原稿をセットします。

C ［通信設定］を押します。

D ［送受信方法設定］を押します。

E ［ポーリング送信］を押します。

ひとこと

ユーザー認証設定の［機能
制限］で［蓄積文書操作］
が［許可しない］に設定さ
れている場合は、掲示板機
能は使用できません。

Fコードについては、「ファ
クス用語集」（p. 13-19）
をごらんください。

ひとこと

掲示板はあらかじめ登録し
ておく必要があります。掲
示板の登録方法については、
「掲示板を設定する」
（p. 10-37）をごらんくだ
さい。
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9.3 文書を指定してポーリングする（掲示板）
F ［掲示板］を押し、テンキーで文書を登録する掲示板の
ボックス番号を入力します。

G ［OK］を押します。

送受信方法設定画面に戻ります。

H ［OK］を押します。

通信設定画面に戻ります。

I ［閉じる］を押します。

ファクス /スキャン画面に戻ります。

J 必要に応じて、その他の機能を設定します。

K 【スタート】を押します。

読込んだ原稿が掲示板に登録されます。

ボックス番号は 1～
999999999（9桁）まで
の番号を入力します。ボッ
クス番号が「000000005」
のような場合は、「5」と入
力できます。

ひとこと

･ 誤って入力した場合は、
［削除］を押して訂正しま
す。
･【C】を押すと、入力した
掲示板ボックス番号がす
べて削除されます。
･ 設定を解除するときは、
［しない］を押します。

･ 読込み設定については、
「読込み条件を設定する」
（p. 2-13）または「読込
み設定」（p. 7-2）をごら
んください。
･ 原稿設定については、「原
稿設定」（p. 7-3）をごら
んください。
･ 通信設定については、「通
信設定」（p. 7-4）をごら
んください。
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9.3 文書を指定してポーリングする（掲示板）
掲示板文書をプリントする
掲示板ボックスの文書をプリントできます。

A 【ボックス】を押し、ボックス画面を表示します。

B ［文書利用］を押します。

C ［システム］を押します。

D ［掲示板ボックス］を押し、［OK］を押します。

E プリントをしたい掲示板ボックスを選択し、［OK］を
押します。
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9.3 文書を指定してポーリングする（掲示板）
F ［実行］または【スタート】を押します。

掲示板文書がプリントされます。

掲示板ボックスの文書を削除する
掲示板ボックスに登録されている文書を削除したい場合は、次
の手順で操作します。

A 【ボックス】を押し、ボックス画面を表示します。

B ［文書整理］を押します。

C ［システム］を押します。

D ［掲示板ボックス］を押し、［OK］を押します。
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9.3 文書を指定してポーリングする（掲示板）
E 削除したい文書のあるボックスを選択し、［OK］を押
します。

F ［削除］を押します。

G 表示された確認画面で［はい］を押し、［OK］を押し
ます。

指定した掲示板ボックス内の文書が削除されます。

掲示板の文書をポーリング受信する
相手機の掲示板に登録されている文書を、ポーリング受信する
ことができます。ポーリング受信する場合は、次の手順で操作
します。

原則

掲示板ポーリング受信と、以下の機能とは併用できません。
クイックメモリー送信、メモリー送信、枠消し、読込みサイズ、原稿
枚数指定、混載原稿、Z折れ原稿、長尺原稿、原稿のとじしろ、ポー
リング送信、海外通信モード、ECM OFF、パスワード送信、Fコード
送信、V34 OFF、連続読込み設定

A 【ファクス / スキャン】を押し、ファクス /スキャン画面
を表示します。

B ［通信設定］を押します。

C ［送受信方法設定］を押します。

ひとこと

［閉じる］を押すと、操作が
中止されます。

その他の文書整理の操作に
ついては、「ユーザーズガイ
ド ボックス機能編」をごら
んください。

削除を中止する場合は、［い
いえ］を押し、［OK］を押
します。
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9.3 文書を指定してポーリングする（掲示板）
D ［ポーリング受信］を押します。

E ［掲示板］を押し、テンキーで掲示板番号を入力しま
す。

F ［OK］を押します。

送受信方法設定画面に戻ります。

G ［OK］を押します。

通信設定画面に戻ります。

H ［閉じる］を押します。

ファクス /スキャン画面に戻ります。

宛先の指定については「宛
先を 1箇所だけ指定する」
（p. 2-18）、「複数の宛先を
指定する（順次同報送信ま
たは同報送信）」（p. 2-28）
をごらんください。

I 宛先を指定します。

J 【スタート】を押します。

相手機の掲示板のポーリング受信がスタートします。

･［掲示板］には、20桁ま
で入力することができま
す。
･ 誤って入力した場合は、
［削除］を押して訂正しま
す。
･【C】を押すと、入力した
掲示板番号がすべて削除
されます。
･ 設定を解除するときは、
［しない］を押します。
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第 10章

第10章 登録 /設定する
短縮宛先やプログラム宛先などの登録方法を説明しています。

10.1 ファクス登録の画面を表示する ..................................................... 10-2
10.2 短縮宛先を登録する .................................................................... 10-4
10.3 グループ宛先を登録する ............................................................ 10-15
10.4 プログラム宛先を登録する ......................................................... 10-20
10.5 宛先レベルを変更する（宛先レベル設定） ..................................... 10-26
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10.7 親展ボックスを設定する ............................................................ 10-33
10.8 掲示板を設定する ...................................................................... 10-37
10.9 中継ボックスを設定する ............................................................ 10-40
10.10 強制メモリー受信ボックスを設定する .......................................... 10-44



10.1 ファクス登録の画面を表示する

ファクス/スキャン宛先登録画面を表示するに
は

ファクス /スキャン宛先登録画面を表示する場合は、次の手順
で操作します。

ファクス登録は、
PageScope Web 
Connection でも行うこと
ができます。
PageScope Web 
Connection は、デバイス
に内蔵されているHTTP
サーバーが提供するデバイ
ス管理ユーティリティーで
す。
ネットワークに接続してい
るコンピューターでWeb
ブラウザを起動し、
PageScope Web 
Connection にアクセスし
て本機の設定を変更できま
す。
設定を変更するために本機
のそばに行かなくても、手
元のコンピューターから手
軽に操作できる上、漢字の
入力もスムーズなので便利
です。
設定項目の中には
PageScope Web 
Connection でしか設定で
きない項目もあるため、詳
しくは「ユーザーズガイド 
PageScope Web 
Connection 機能編」をご
らんください。
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10.1 ファクス登録の画面を表示する
A 【設定メニュー /カウンター】を押し、設定メニュー画
面を表示します。

B ［宛先 /ボックス登録］を押します。

C ［ファクス / スキャン宛先登録］を押します。

ファクス /スキャン宛先登録画面が表示されます。

ひとこと

･ 設定メニューでは、キー
に表示されている番号を
テンキーで入力して選択
することもできます。［宛
先 /ボックス登録］の場
合は、テンキーで【1】を
入力します。
･ 設定メニューの［登録宛
先変更］で［禁止］に設
定している場合、［宛先 /
ボックス登録］の登録 /
変更はできません。［宛先
/ボックス登録］の登録 /
変更を行う場合は、管理
者にお問い合わせくださ
い。
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10.2 短縮宛先を登録する

頻繁に送信する宛先のファクス番号や電子メールアドレス、登
録されているボックスを短縮宛先に登録できます。登録された
短縮宛先はファクス /スキャン画面の［登録宛先から］タブか
ら使用できます。

短縮宛先はスキャナーなど、本機の他の機能の短縮宛先
を合わせ、2000 か所（0001 ～ 2000）まで登録できま
す。
短縮宛先を登録するときに、検索文字を登録しておくと、
検索文字を利用して宛先を指定することができます。

ここでは、短縮宛先を登録する操作、一度登録した短縮宛先を
変更する操作、登録した宛先を削除する操作について説明して
います。

原則

登録名と宛先を設定しないと登録できません。

短縮宛先にファクス番号を登録する
短縮宛先にファクス番号を登録する場合は、次の手順で操作し
ます。

ファクス /スキャン宛先登
録画面の表示のしかたは、
「ファクス登録の画面を表示
する」（p. 10-2）をごらん
ください。

A ファクス /スキャン宛先登録画面を表示します。

･ 短縮宛先、グループ宛先、
プログラム宛先は、
PageScope Web 
Connection を使って登
録することもできます。
･ PageScope Web 
Connection を使うと、
ネットワークに接続して
いるパソコン上から本機
の設定変更や宛先登録が
できます。
PageScope Web 
Connection の使い方に
ついては、「ユーザーズガ
イド PageScope Web 
Connection 機能編」を
ごらんください。
･ 登録した内容は、短縮宛
先リストで確認できます。

短縮宛先リストについては、
「短縮宛先リスト」（p. 12-
33）をごらんください。
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10.2 短縮宛先を登録する
B ［短縮宛先（共有）］を押します。

C ［ファクス送信］を押します。

D ［新規登録］を押します。

設定メニューでは、キーに
表示されている番号をテン
キーで入力して選択するこ
ともできます。［短縮宛先
（共有）］の場合は、テン
キーで【1】を入力します。
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10.2 短縮宛先を登録する
E ［登録名］を押し、短縮宛先の名前を入力し、［OK］を
押します。

名前は、半角で 24文字
（全角では 12文字）まで登
録できます。

文字入力の操作については、
「文字を入力するには」
（p. 13-4）をごらんくださ
い。

ひとこと

［登録番号］を押してテン
キーで数字を入力すると、
登録番号を変更できます。
すでに登録されている番号
を入力した場合は、警告
メッセージが表示され、登
録できません。
登録番号を設定しない場合
は、自動的に付加されます。

･［常用］～［etc］の中か
ら登録したい検索文字の
検索キーを押します。
･ よく使う宛先の場合は、
検索文字を指定し、さら
に［常用］を選択してお
くと、［登録宛先から］タ
ブに最初に表示させるこ
とができます。
･ 登録名の先頭文字にアル
ファベットを登録した場
合は、自動的に検索文字
が設定されます。
･ 登録名の先頭文字に、か
な、カタカナ、漢字、数
字を登録した場合は検索
文字を設定してください｡
設定しない場合は、
［etc］に登録されます。
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10.2 短縮宛先を登録する
F ［ファクス番号］を押し、テンキーで宛先のファクス番
号を入力します。
［トーン］：ダイアル（パルス）回線を使用している
場合に、プッシュトーンを送出するために押しま
す。ファクス情報サービスを利用する場合などに使
用します。画面には「T」と表示されます。
［ポーズ］：ダイアルに間をあけたいときに使用しま
す。［ポーズ］1回で 1秒の間隔を入力でき、繰り
返して入力することもできます。画面には「P」と
表示されます。
［-］：ダイアルするときの区切り記号として入力し
ます。ダイアルには影響がありません。画面には
「-」と表示されます。
［→］：カーソルが右に移動します。

［←］：カーソルが左に移動します。

［削除］：カーソルの前の文字が 1文字ずつ削除され
ます。
［外線］：［PBX接続設定］が有効の場合は、［外線］
が表示され外線を指定することができます。選択す
ると「E-」と表示されます。

［回線設定］については、
「回線を指定して送信する
（回線指定）」（p. 7-57）を
ごらんください。

G 回線設定を設定する場合は、［回線設定］を押し、機能
を設定して［OK］を押します。

H ［↑］または［↓］を押します。

I 登録名に日本語を設定した場合は、［検索文字］を押
し、検索文字を登録します。

･ 38桁まで入力できます。
･ 誤って入力した場合は、
［削除］を押して 1文字ず
つ削除するか、【C】を押
してすべて削除して訂正
します。
･［PBX接続設定］が有効
の場合、内線から外線に
発信するときは、より確
実にダイアルするために、
「0」などの外線番号のあ
とに［ポーズ］を押しま
す。画面には「P」と表
示されます。

･［PBX接続設定］につい
ては、「構内交換機に関す
る機能を設定する（PBX
接続設定）」（p. 11-80）
をごらんください。
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10.2 短縮宛先を登録する
J ［アイコン］を押し、目的のアイコンを選択し、［OK］
を押します。

K ［OK］を押します。

宛先が登録され、一覧に表示されます。

L ［閉じる］を押します。
短縮宛先の登録を続けるときは、手順 4に戻ります。

M ファクス /スキャン画面に戻るまで、［閉じる］を押し
ます。

宛先確認/登録画面から短縮宛先にファクス番
号を登録する

直接入力で指定した宛先や、直接入力の送信履歴から指定した
宛先で、短縮宛先に登録できます。

直接入力での宛先の指定に
ついては、「直接入力で指定
する」（p. 2-22）、送信履
歴での宛先の指定について
は、「履歴から指定する」
（p. 2-24）をごらんくださ
い。

A 直接入力または直接入力の送信履歴で宛先を指定しま
す。

B 左エリアの［設定内容］を押し、［詳細確認 / 登録］を
押します。

アイコンは、オプション機
能のイメージパネル機能で
使用します。イメージパネ
ル機能は、i-Option LK-
101/i-Option LK-103装着
時に使用できます。

ひとこと

登録を中止する場合は、［中
止］を押します。

設定メニューの［宛先 2度
入力機能（登録）］が
［ON］に設定されている場
合は、［OK］を押した後、
もう一度宛先を入力する画
面が表示されます。送信先
のファクス番号を入力し、
［OK］を押すと登録されま
す。
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10.2 短縮宛先を登録する
C ［宛先確認 / 登録］を押します。

D 宛先確認 /登録画面のリストから、登録したい宛先を選
択し、［宛先登録］を押します。

E 短縮宛先の名前を入力し、［OK］を押します。

名前は、半角で 24文字
（全角では 12文字）まで登
録できます。

文字入力の操作については、
「文字を入力するには」
（p. 13-4）をごらんくださ
い。
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10.2 短縮宛先を登録する
F 登録名に日本語を設定した場合は、検索文字を登録し、
［OK］を押します。

G 登録内容を確認して、［はい］を押し、［OK］を押しま
す。

宛先が登録されます。

ひとこと

直接入力からの宛先登録の
場合はファクス /スキャン
画面の［直接入力］タブに、
履歴からの宛先登録の場合
はファクス /スキャン画面
の［履歴から選択］タブに
戻ります。

H ファクス /スキャン画面に戻るまで、［閉じる］を押し
ます。

･［常用］～［etc］の中か
ら登録したい検索文字の
検索キーを押します。
･ よく使う宛先の場合は、
検索文字を指定し、さら
に［常用］を選択してお
くと、［登録宛先から］タ
ブに最初に表示させるこ
とができます。
･ 登録名の先頭文字にアル
ファベットを登録した場
合は、自動的に検索文字
が設定されます。

ひとこと

･［登録名］を押すと、登録
名を変更できます。変更
後、検索文字画面も表示
されます。
･［検索文字］を押すと、検
索文字を変更できます。
登録 /設定する 10-10



10.2 短縮宛先を登録する
短縮宛先を変更する
短縮宛先を変更する場合は、次の手順で操作します。

ファクス /スキャン宛先登
録画面の表示のしかたは、
「ファクス登録の画面を表示
する」（p. 10-2）をごらん
ください。

A ファクス /スキャン宛先登録画面を表示します。

B ［短縮宛先（共有）］を押します。

C ［ファクス送信］を押します。

D 変更したい短縮宛先を選択し、［編集］を押します。

設定メニューでは、キーに
表示されている番号をテン
キーで入力して選択するこ
ともできます。［短縮宛先
（共有）］の場合は、テン
キーで【1】を入力します。
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10.2 短縮宛先を登録する
E 変更したい項目を選択し、表示された画面で内容を変
更して［OK］を押します。

F 変更した内容を確認し、［OK］を押します。

G ［閉じる］を押します。
変更を続ける場合は、手順 4に戻ります。

H ファクス /スキャン画面に戻るまで、［閉じる］を押し
ます。

それぞれの設定項目の詳細
については、「短縮宛先に
ファクス番号を登録する」
（p. 10-4）をごらんくださ
い。

編集画面では、登録番号は
変更できません。

変更を中止する場合は、［中
止］を押します。
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10.2 短縮宛先を登録する
短縮宛先を削除する
短縮宛先を削除する場合は、次の手順で操作します。

原則

短縮宛先を削除すると、削除した短縮宛先を使用しているグループ宛
先およびプログラム宛先からも削除されます。

ファクス /スキャン宛先登
録画面の表示のしかたは、
「ファクス登録の画面を表示
する」（p. 10-2）をごらん
ください。

A ファクス /スキャン宛先登録画面を表示します。

B ［短縮宛先（共有）］を押します。

C ［ファクス送信］を押します。

D 削除したい短縮宛先を選択し、［削除］を押します。

設定メニューでは、キーに
表示されている番号をテン
キーで入力して選択するこ
ともできます。［短縮宛先
（共有）］の場合は、テン
キーで【1】を入力します。
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10.2 短縮宛先を登録する
E 表示された確認メッセージの画面で、［はい］を押し、
［OK］を押します。

F ［閉じる］を押します。
削除を続ける場合は、手順 4に戻ります。

G ファクス /スキャン画面に戻るまで、［閉じる］を押し
ます。

削除を中止する場合は、［い
いえ］を押し、［OK］を押
します。
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10.3 グループ宛先を登録する

複数の短縮宛先をグループ化して、グループ宛先に登録するこ
とができます。同じ内容を順次同報や順次ポーリング受信する
ことが多い場合に便利です。

グループ宛先は、スキャナー機能で使用するグループと
あわせて、100グループ（01～ 99、00）まで登録でき
ます。
ひとつのグループ宛先には短縮宛先を 500か所まで登録
できます。
グループ宛先に登録できる宛先は短縮宛先です。宛先を
短縮宛先に登録してからグループ宛先登録の操作をして
ください。
各グループにグループ名を登録できます。

ここでは、グループ宛先に宛先とグループ名を登録する操作、
一度登録したグループ宛先を変更する操作、登録したグループ
宛先を削除する操作について説明しています。

原則

登録名と宛先を設定しないと登録できません。

グループ宛先を登録する
グループ宛先を登録する場合は、次の手順で操作します。

ファクス /スキャン宛先登
録画面の表示のしかたは、
「ファクス登録の画面を表示
する」（p. 10-2）をごらん
ください。

A ファクス /スキャン宛先登録画面を表示します。

･ 短縮宛先、グループ宛先、
プログラム宛先は、
PageScope Web 
Connection を使って登
録することもできます。
･ PageScope Web 
Connection を使うと、
ネットワークに接続して
いるパソコン上から本機
の設定変更や宛先登録が
できます。
PageScope Web 
Connection の使い方に
ついては、「ユーザーズガ
イド PageScope Web 
Connection 機能編」を
ごらんください。
･ 登録した内容は、グルー
プ宛先リストで確認でき
ます。

･ グループ宛先リストにつ
いては、「グループ宛先リ
スト」（p. 12-36）をご
らんください。
･ 短縮宛先の登録について
は、「短縮宛先を登録す
る」（p. 10-4）をごらん
ください。
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10.3 グループ宛先を登録する
B ［グループ宛先］を押します。

C ［新規登録］を押します。

D ［登録名］を押し、グループ宛先の名前を入力して、
［OK］を押します。

E ［宛先］を押します。

設定メニューでは、キーに
表示されている番号をテン
キーで入力して選択するこ
ともできます。［グループ宛
先］の場合は、テンキーで
【3】を入力します。

名前は、半角で 24文字
（全角では 12文字）まで登
録できます。

文字入力の操作については、
「文字を入力するには」
（p. 13-4）をごらんくださ
い。

ひとつのグループ宛先に登
録できる短縮宛先は、500
箇所までです。
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10.3 グループ宛先を登録する
F グループ宛先に登録する短縮宛先を選択します。

［名前から検索］：検索文字の検索キーを押して、短
縮宛先を表示させる場合、選択します。
［番号から検索］：登録順につけられる番号が 100ご
とに表示されます。登録する短縮宛先があてはまる
番号のキーを押し、短縮宛先を表示させます。［→］
または［←］を押すと、表示する番号のキーをスク
ロールできます。

アイコンは、オプション機
能のイメージパネル機能で
使用します。イメージパネ
ル機能は、i-Option LK-
101/i-Option LK-103 装
着時に使用できます。

G ［アイコン］を押し、目的のアイコンを選択し、［OK］
を押します。

ひとこと

登録を中止する場合は、［中
止］を押します。

H ［OK］を押します。

I ［閉じる］を押します。
グループ宛先の登録を続ける場合は、手順 3に戻り
ます。

J ファクス /スキャン画面に戻るまで、［閉じる］を押し
ます。
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10.3 グループ宛先を登録する
グループ宛先を変更する
グループ宛先を変更する場合は、次の手順で操作します。

ファクス /スキャン宛先登
録画面の表示のしかたは、
「ファクス登録の画面を表示
する」（p. 10-2）をごらん
ください。

A ファクス /スキャン宛先登録画面を表示します。

B ［グループ宛先］を押します。

C 変更したいグループ宛先を選択し、［編集］を押しま
す。

D 変更したい項目を選択し、表示された画面で内容を変
更して［OK］または［閉じる］を押します。

E 変更した内容を確認し、［OK］を押します。

F ［閉じる］を押します。
変更を続ける場合は、手順 3に戻ります。

G ファクス /スキャン画面に戻るまで、［閉じる］を押し
ます。

設定メニューでは、キーに
表示されている番号をテン
キーで入力して選択するこ
ともできます。［グループ宛
先］の場合は、テンキーで
【3】を入力します。

ひとこと

･ 次のページまたは前の
ページを表示したい場合
は、［↓］または［↑］を
押します。
･ グループ宛先を選択して
［設定内容］を押すと、グ
ループ宛先に登録された
短縮宛先を確認できます。

それぞれの設定項目の詳細
については、「グループ宛先
を登録する」（p. 10-15）
をごらんください。

変更を中止する場合は、［中
止］を押します。
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10.3 グループ宛先を登録する
グループ宛先を削除する
グループ宛先を削除する場合は、次の手順で操作します。

原則

グループ宛先を削除すると、削除したグループ宛先を使用しているプ
ログラム宛先からも削除されます。

ファクス /スキャン宛先登
録画面の表示のしかたは、
「ファクス登録の画面を表示
する」（p. 10-2）をごらん
ください。

A ファクス /スキャン宛先登録画面を表示します。

B ［グループ宛先］を押します。

C 削除したいグループ宛先を選択し、［削除］を押しま
す。

削除を中止する場合は、［い
いえ］を押し、［OK］を押
します。

D 表示された確認メッセージの画面で、［はい］を押し、
［OK］を押します。

E ［閉じる］を押します。
削除を続ける場合は、手順 3に戻ります。

F ファクス /スキャン画面に戻るまで、［閉じる］を押し
ます。

設定メニューでは、キーに
表示されている番号をテン
キーで入力して選択するこ
ともできます。［グループ宛
先］の場合は、テンキーで
【3】を入力します。

ひとこと

･ 次のページまたは前の
ページを表示したい場合
は、［↓］または［↑］を
押します。
･ グループ宛先を選択して
［設定内容］を押すと、グ
ループ宛先に登録された
短縮宛先を確認できます。
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10.4 プログラム宛先を登録する

頻繁に送信する宛先と読込み設定、原稿設定、通信設定を組み
合わせて、プログラム宛先に登録できます。プログラム宛先に
これらを登録しておくと、プログラムキーを押すだけで、登録
されている宛先と読込み設定、原稿設定、通信設定の機能を呼
び出して設定して送信できます。

プログラム宛先は、スキャナーなど、本機の他の機能の
プログラム宛先を合わせ、400個（001 ～ 400）まで登
録できます。
プログラム宛先には、プログラム名を登録できます。

ここでは、プログラム宛先を登録する操作、プログラム宛先を
変更する操作、プログラム宛先を削除する操作について説明し
ています。

原則

登録名を設定しないと登録できません。

プログラム宛先を登録する
プログラム宛先を登録する場合は、次の手順で操作します。

A 【ファクス / スキャン】を押し、ファクス /スキャン画面
を表示します。

B 必要に応じて、読込み設定、原稿設定、通信設定をし
ます。

C 【プログラム】を押します。

ひとこと

･ 短縮宛先、グループ宛先、
プログラム宛先は、
PageScope Web 
Connection を使って登
録することもできます。
･ PageScope Web 
Connection を使うと、
ネットワークに接続して
いるパソコン上から本機
の設定変更や宛先登録が
できます。
PageScope Web 
Connection の使い方に
ついては、「ユーザーズガ
イド PageScope Web 
Connection 機能編」を
ごらんください。

ひとこと

プログラム宛先の変更も同
様の手順で行います。

･ 読込み設定については、
「読込み条件を設定する」
（p. 2-13）または「読込
み設定」（p. 7-2）をごら
んください。
･ 原稿設定については、「原
稿設定」（p. 7-3）をごら
んください。
･ 通信設定については、「通
信設定」（p. 7-4）をごら
んください。
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10.4 プログラム宛先を登録する
D ［ページ一覧］を押します。

E プログラム宛先を登録したいページのキーを選択し、
［OK］を押します。

ひとこと

ページ内の次のプログラム
宛先または前のプログラム
宛先を表示したい場合は、
［↓］または［↑］を押しま
す。

F 登録されていないキーを押して、［プログラム登録］を
押します。

･ プログラム宛先の登録を
ページごとにグループ分
けできます。［ページ一
覧］を押して、プログラ
ム宛先の表示をページ単
位で指定できます。
･ ページ一覧画面で、ペー
ジキーを選択して［ペー
ジ名変更］を押すと、表
示するページ名を変更で
きます。

ひとこと

ページ一覧の次の一覧また
は前の一覧を表示したい場
合は、［↓］または［↑］を
押します。
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10.4 プログラム宛先を登録する
G ［登録名］を押し、プログラム宛先の名前を入力して、
［OK］を押します。

H ［宛先］を押します。

I ［登録宛先から］または［直接入力］を押して、宛先を
入力します。
［登録宛先から］を押した場合、すでに登録されて
いる短縮宛先またはグループ宛先から宛先を選択し
て設定します。手順 10へ進みます。
［直接入力］を押した場合は、ファクス番号を入力
します。手順 13へ進みます。

J ［ファクス宛先］を押します。

名前は、半角で 24文字
（全角では 12文字）まで登
録できます。

文字入力の操作については、
「文字を入力するには」
（p. 13-4）をごらんくださ
い。
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10.4 プログラム宛先を登録する
K プログラム宛先に登録する宛先を選択し、［OK］を押
します。

［名前から選択］：検索文字の検索キーを押して、短
縮宛先を表示させる場合、選択します。
［番号から検索］：登録順につけられる番号が 100ご
とに表示されます。登録する短縮宛先があてはまる
番号のキーを押し、短縮宛先を表示させます。［→］
または［←］を押すと、表示する番号のキーをスク
ロールできます。

L ［閉じる］を押します。手順 16へ進みます。

M ［ファクス宛先］を押します。

設定メニューの［宛先 2度
入力機能（登録）］が
［ON］に設定されている場
合は、［OK］を押した後、
もう一度宛先を入力する画
面が表示されます。送信先
のファクス番号を入力し、
［OK］を押すと登録されま
す。

N テンキーで宛先のファクス番号を入力し、［OK］を押
します。
［トーン］：ダイアル（パルス）回線を使用している
場合に、プッシュトーンを送出するために押しま
す。ファクス情報サービスを利用する場合などに使
用します。画面には「T」と表示されます。
［ポーズ］：ダイアルに間をあけたいときに使用しま
す。［ポーズ］1回で 1秒の間隔を入力でき、繰り
返して入力することもできます。画面には「P」と
表示されます。
［-］：ダイアルするときの区切り記号として入力し
ます。ダイアルには影響がありません。画面には
「-」と表示されます。
［→］：カーソルが右に移動します。

［←］：カーソルが左に移動します。

［削除］：カーソルの前の文字が 1文字ずつ削除され
ます。

ひとこと

短縮宛先を複数押すことは
できません。複数の宛先を
指定したい場合は、グルー
プ宛先を登録してください。
グループ宛先の登録の仕方
については、「グループ宛先
を登録する」（p. 10-15）
をごらんください。
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10.4 プログラム宛先を登録する
O ［閉じる］を押します。

P ［OK］を押します。

プログラム宛先が登録されます。

Q ［OK］を押します。
プログラム宛先の登録を続ける場合は、手順 4に戻
ります。

ファクス /スキャン画面に戻ります。

プログラム宛先を削除する
プログラム宛先を削除する場合は、次の手順で操作します。

A 【ファクス / スキャン】を押し、ファクス /スキャン画面
を表示します。

B 【プログラム】を押します。

C ［ページ一覧］を押します。

ひとこと

登録を中止する場合は、［中
止］を押します。

･［ページ一覧］を押して、
プログラム宛先の表示を
ページ単位で指定できま
す。
･ ページ一覧画面で、ペー
ジキーを選択して［ペー
ジ名変更］を押すと、表
示するページ名を変更で
きます。

ひとこと

ページ一覧の次の一覧また
は前の一覧を表示したい場
合は、［↓］または［↑］を
押します。
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10.4 プログラム宛先を登録する
D 削除したいプログラム宛先のあるページのキーを選択
し、［OK］を押します。

E プログラム宛先を削除したいキーを押して、［削除］を
押します。

ひとこと

削除を中止する場合は、［い
いえ］を押し、［OK］を押
します。

F 表示された確認メッセージの画面で、［はい］を押し、
［OK］を押します。

G 【リセット】を押します。
削除を続ける場合は、手順 4に戻ります。

ファクス /スキャン画面に戻ります。

ひとこと

･ ページ内の次のプログラ
ム宛先または前のプログ
ラム宛先を表示したい場
合は、［↓］または［↑］
を押します。
･ プログラム宛先を選択し
て［設定内容］を押すと、
プログラム宛先の設定内
容を確認できます。
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10.5 宛先レベルを変更する（宛先レベル設定）

宛先レベル設定とは
情報のセキュリティのため、特定の宛先情報を特定の人にだけ
閲覧できるように設定する機能です。ユーザー認証と連動して
使用し、設定したユーザーレベルと一致した宛先レベルの情報
だけを閲覧できます。
［宛先 /ボックス登録］での［宛先レベル設定］は、［ユーザー
認証 /部門管理］の［宛先レベル設定］で許可したレベルの範
囲内で、レベルの変更ができます。

宛先レベルを変更するには

A 【設定メニュー /カウンター】を押し、設定メニュー画
面を表示します。

B ［宛先 /ボックス登録］を押します。

レベル設定は「レベル 0
（低）」～「レベル 5（高）」
までありますが、レベル 3
まで許可されたユーザーの
場合は、レベル 0、レベル
1、レベル 2、レベル 3の
いずれかだけに変更できま
す。

･ ユーザー認証については、
「ユーザーズガイド コ
ピー機能編」をごらんく
ださい。
･［ユーザー認証 /部門管
理］の［宛先レベル設定］
については、「宛先情報を
保護する（参照許可設
定）」（p. 11-38）をごら
んください。

ひとこと

･ 設定メニューでは、キー
に表示されている番号を
テンキーで入力して選択
することもできます。［宛
先 /ボックス登録］の場
合は、テンキーで【1】を
入力します。
･ 設定メニューの［登録宛
先変更］で［禁止］に設
定している場合、［宛先 /
ボックス登録］の登録 /
変更はできません。［宛先
/ボックス登録］の登録 /
変更を行う場合は、管理
者にお問い合わせくださ
い。
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10.5 宛先レベルを変更する（宛先レベル設定）
C ［参照許可設定］を押します。

D ［宛先レベル設定］を押します。

E レベル変更したい宛先キーを押します。

ひとこと

短縮宛先画面では、検索文
字の検索キーを押して、短
縮宛先を表示できます。

F レベル変更したい宛先をリストから選択し、［参照許可
レベル設定］を押します。
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10.5 宛先レベルを変更する（宛先レベル設定）
G レベルを変更し、［OK］を押します。

宛先レベルが変更されます。

H ファクス /スキャン画面に戻るまで、［閉じる］を押し
ます。

ひとこと

設定を中止する場合は、［中
止］を押します。
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10.6 着信拒否宛先を登録する

着信拒否したい相手の番号をあらかじめ登録しておき、迷惑
ファクスを受信しないように設定できます。
登録されている電話番号と着信電話番号が一致した場合は、受
信しません。

原則

NTTとナンバーディスプレイ機能の契約が必要になります。契約完了
後に機能を設定してください。

着信拒否宛先を登録するには

ファクス /スキャン宛先登
録画面の表示のしかたは、
「ファクス登録の画面を表示
する」（p. 10-2）をごらん
ください。

A ファクス /スキャン宛先登録画面を表示します。

ひとこと

設定メニューでは、キーに
表示されている番号をテン
キーで入力して選択するこ
ともできます。［着信拒否宛
先］の場合は、テンキーで
【5】を入力します。

B ［着信拒否宛先］を押します。

C ［新規登録］を押します。

着信拒否宛先を登録するに
は、設定メニューの［ナン
バーディスプレイ機能］を
［ON］に設定しておく必要
があります。［ナンバーディ
スプレイ機能］については、
「機能のON/OFFを設定す
る（機能ON/OFF設定）」
（p. 11-56）をごらんくだ
さい。
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10.6 着信拒否宛先を登録する
D テンキーで、「電話番号」に着信拒否したい番号を入力
します。

［着信履歴一覧から選択］：着信履歴から登録したい
場合は、［着信履歴一覧から選択］を押します。
［-］：ダイアルするときの区切り記号として入力し
ます。ダイアルには影響がありません。画面には
［-］と表示されます。
［→］：カーソルが右に移動します。

［←］：カーソルが左に移動します。

［削除］：カーソルの位置の文字が 1文字ずつ削除さ
れます。カーソルが右端にある場合、後端から削除
されます。

ひとこと

登録を中止したい場合は、
［中止］を押します。

E ［OK］を押します。

登録が実行され、一覧に表示されます。

F ［閉じる］を押します。
登録を続けるときは、手順 3に戻ります。

G ファクス /スキャン画面に戻るまで、［閉じる］を押し
ます。
登録 /設定する 10-30



10.6 着信拒否宛先を登録する
着信拒否宛先を変更するには

ファクス /スキャン宛先登
録画面の表示のしかたは、
「ファクス登録の画面を表示
する」（p. 10-2）をごらん
ください。

A ファクス /スキャン宛先登録画面を表示します。

ひとこと

設定メニューでは、キーに
表示されている番号をテン
キーで入力して選択するこ
ともできます。［着信拒否宛
先］の場合は、テンキーで
【5】を入力します。

B ［着信拒否宛先］を押します。

C 一覧から変更したい宛先を選択して、［編集］を押しま
す。

D テンキーで、［電話番号］に着信拒否したい番号を入力
します。
着信履歴から登録したい場合は、［着信履歴一覧か
ら選択］を押します。

ひとこと

変更を中止したい場合は、
［中止］を押します。

E ［OK］を押します。

内容が変更され、一覧に表示されます。
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10.6 着信拒否宛先を登録する
F ［閉じる］を押します。
変更を続けるときは、手順 3に戻ります。

G ファクス /スキャン画面に戻るまで、［閉じる］を押し
ます。

着信拒否宛先を削除するには

ファクス /スキャン宛先登
録画面の表示のしかたは、
「ファクス登録の画面を表示
する」（p. 10-2）をごらん
ください。

A ファクス /スキャン宛先登録画面を表示します。

ひとこと

設定メニューでは、キーに
表示されている番号をテン
キーで入力して選択するこ
ともできます。［着信拒否宛
先］の場合は、テンキーで
【5】を入力します。

B ［着信拒否宛先］を押します。

C 一覧から削除したい宛先を選択して［削除］を押しま
す。

ひとこと

削除を中止する場合は、［い
いえ］を押し、［OK］を押
します。

D 表示された確認メッセージの画面で、［はい］を押し、
［OK］を押します。

選択した着信拒否宛先が削除されます。

E ［閉じる］を押します。
削除を続けるときは、手順 3に戻ります。

F ファクス /スキャン画面に戻るまで、［閉じる］を押し
ます。
登録 /設定する 10-32



10.7 親展ボックスを設定する

本機では、Fコードを使用した親展通信を利用することができ
ます。
親展受信をするためには、親展ボックスを登録しておく必要が
あります。親展ボックスは、最大 20個まで登録できます。

原則

親展ボックスに設定したボックス番号と通信パスワードは、送信側に
知らせてください。

親展ボックスを登録するには

A 【設定メニュー /カウンター】を押し、設定メニュー画
面を表示します。

B ［宛先 /ボックス登録］を押します。

親展通信の操作については、
「親展送信をする（Fコード
送信）」（p. 7-63）をごら
んください。

ひとこと

親展ボックスは、
PageScope Web 
Connection からも登録で
きます。PageScope 
Web Connection の使い
方については、「ユーザーズ
ガイド PageScope Web 
Connection 機能編」をご
らんください。

ひとこと

･ 設定メニューでは、キー
に表示されている番号を
テンキーで入力して選択
することもできます。［宛
先 /ボックス登録］の場
合は、テンキーで【1】を
入力します。
･ 設定メニューの［登録宛
先変更］で［禁止］に設
定している場合、［宛先 /
ボックス登録］の登録 /
変更はできません。［宛先
/ボックス登録］の登録 /
変更を行う場合は、管理
者にお問い合わせくださ
い。
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10.7 親展ボックスを設定する
C ［ボックス登録］を押します。

D ［共有 /個人ボックス］を押します。

E ［新規登録］を押します。
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10.7 親展ボックスを設定する
F ［ボックス番号］、［ボックス名］、［パスワード］を設定
します。

G ［次画面］を押します。

登録画面（2/2）が表示されます。

H 「ボックス内ドキュメント削除時間」を設定します。

I ［親展受信］を押します。

J ［する］を押し、テンキーで通信パスワード（8 桁以内
の 0 ～ 9、*、#）を入力して、［OK］を押します。

［検索文字］、「ボックスタイ
プ」については、「ユーザー
ズガイド ボックス機能編」
をごらんください。

ひとこと

［ボックス番号］を押してテ
ンキーで数字を入力すると、
ボックス番号を変更できま
す。すでに登録されている
番号を入力した場合は、警
告メッセージが表示され、
登録できません。

通信パスワードを設定しな
い場合でも、親展受信は可
能です。その場合は、送信
側にボックス番号のみ知ら
せてください。
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10.7 親展ボックスを設定する
K 確認のため、通信パスワードを再度入力し、［OK］を
押します。

ひとこと

登録を中止する場合は、［中
止］を押します。

L ［OK］を押します。

ボックスが登録されます。

M ［閉じる］を押します。
登録を続けるときは、手順 5に戻ります。

N ファクス /スキャン画面に戻るまで、［閉じる］を押し
ます。

親展通信のしくみ
親展通信では、それぞれのファクスが次のような役割で動作し
ます。

親展送信側
親展ボックスを指定して送信する

親展ボックス番号と通信パスワードを指定し、ファクスを
送信する。

親展受信側
親展ボックスを開き、内容を確認する

受信した文書は、メモリー内の指定された親展ボックスに
蓄積される。

↓
親展ボックス内の文書をプリント / 削除する。
登録 /設定する 10-36



10.8 掲示板を設定する

本機では、Fコードを使用した掲示板ポーリング送信 / 受信を
利用することができます。掲示板を使用するためには、掲示板
ボックスを設定しておく必要があります。掲示板ボックスは、
最大 10個まで登録できます。

原則

設定した内容は、掲示板ポーリングを受信するファクス側に知らせて
ください。

掲示板ボックスを登録するには

A 【設定メニュー /カウンター】を押し、設定メニュー画
面を表示します。

B ［宛先 /ボックス登録］を押します。

C ［ボックス登録］を押します。

掲示板の操作については、
「文書を指定してポーリング
する（掲示板）」（p. 9-8）
をごらんください。

掲示板ボックスは、
PageScope Web 
Connection からも登録で
きます。PageScope 
Web Connection の使い
方については、「ユーザーズ
ガイド PageScope Web 
Connection 機能編」をご
らんください。

ひとこと

･ 設定メニューでは、キー
に表示されている番号を
テンキーで入力して選択
することもできます。［宛
先 /ボックス登録］の場
合は、テンキーで【1】を
入力します。
･ 設定メニューの［登録宛
先変更］で［禁止］に設
定している場合、［宛先 /
ボックス登録］の登録 /
変更はできません。［宛先
/ボックス登録］の登録 /
変更を行う場合は、管理
者にお問い合わせくださ
い。
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10.8 掲示板を設定する
D ［掲示板ボックス］を押します。

E ［新規登録］を押します。

F ［ボックス番号］、［ボックス名］、［パスワード］を設定
し、［次画面］を押します。

･ ボックス名は半角 20文
字（全角 10文字）以内
で設定します。
･ パスワードば英数字 8桁
以内で設定します。

ボックスタイプについては、
「ユーザーズガイド ボック
ス機能編」をごらんくださ
い。

ひとこと

［ボックス番号］を押してテ
ンキーで数字を入力すると、
ボックス番号を変更できま
す。すでに登録されている
番号を入力した場合は、警
告メッセージが表示され、
登録できません。
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10.8 掲示板を設定する
G 「ボックス内ドキュメント削除時間」を設定します。

ひとこと

登録を中止する場合は、［中
止］を押します。

H ［OK］を押します。

ボックスが登録されます。

I ［閉じる］を押します。
登録を続けるときは、手順 5に戻ります。

J ファクス /スキャン画面に戻るまで、［閉じる］を押し
ます。

掲示板ポーリング送受信のしくみ
掲示板ポーリング送受信では、それぞれのファクスが次のよう
な役割で動作します。

掲示板のポーリング送信側
掲示板からポーリング送信する

掲示板に、ポーリング送信する文書を蓄積しておく。

掲示板のポーリング受信側
掲示板を指定してポーリング受信する

ボックス番号を指定し、ポーリング受信指示をする。
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10.9 中継ボックスを設定する

本機では、Fコードを使用した中継配信機能を利用することが
できます。本機を中継配信局として利用するには、設定メ
ニューの［中継受信機能］を［ON］に設定し、さらに中継
ボックスを登録する必要があります。中継ボックスは、最大 5
個まで登録できます。

原則

･ 設定した内容は、文書を送信する中継指示局側に知らせてくださ
い。

･ 中継配信機能を利用するには、あらかじめ中継配信先をグループ宛
先として登録しておく必要があります。

中継ボックスを登録するには

A 【設定メニュー /カウンター】を押し、設定メニュー画
面を表示します。

B ［宛先 /ボックス登録］を押します。

中継ボックスは、
PageScope Web 
Connection からも登録で
きます。PageScope 
Web Connection の使い
方については、「ユーザーズ
ガイド PageScope Web 
Connection 機能編」をご
らんください。

ひとこと

･ 設定メニューでは、キー
に表示されている番号を
テンキーで入力して選択
することもできます。［宛
先 /ボックス登録］の場
合は、テンキーで【1】を
入力します。
･ 設定メニューの［登録宛
先変更］で［禁止］に設
定している場合、［宛先 /
ボックス登録］の登録 /
変更はできません。［宛先
/ボックス登録］の登録 /
変更を行う場合は、管理
者にお問い合わせくださ
い。
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10.9 中継ボックスを設定する
C ［ボックス登録］を押します。

D ［中継ボックス］を押します。

E ［新規登録］を押します。

･ 中継受信機能の設定につ
いては、「機能のON/
OFFを設定する（機能
ON/OFF設定）」（p. 11-
56）をごらんください。
･ 中継先を指定して送る操
作（中継指示局の操作）
については、「中継先を指
定して送る（Fコード送
信）」（p. 7-66）をごら
んください。
･ グループ宛先の登録につ
いては、「グループ宛先を
登録する」（p. 10-15）
をごらんください。
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10.9 中継ボックスを設定する
F ［ボックス番号］、［ボックス名］、［中継宛先］、［中継パ
スワード］を設定します。

G ［OK］を押します。

ボックスが登録されます。

H ［閉じる］を押します。
登録を続けるときは、手順 5に戻ります。

I ファクス /スキャン画面に戻るまで、［閉じる］を押し
ます。

･ ボックス名は半角 20文
字（全角 10文字）以内
で設定します。
･ 中継宛先は、あらかじめ
設定してあるグループ宛
先を指定します。
･ 中継パスワードは、0～
9、*、#で入力します。

ひとこと

･［ボックス番号］を押して
テンキーで数字を入力す
ると、ボックス番号を変
更できます。すでに登録
されている番号を入力し
た場合は、警告メッセー
ジが表示され、登録でき
ません。
･ 登録を中止する場合は、
［中止］を押します。
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10.9 中継ボックスを設定する
中継配信のしくみ
中継配信では、それぞれのファクスが次のような役割で動作し
ます。 ひとこと

中継配信局において、設定
メニューの［中継印刷］を
［ON］に設定すると、中継
配信後に中継した文書をプ
リントします。詳しくは、
「機能のON/OFFを設定す
る（機能ON/OFF設定）」
（p. 11-56）をごらんくだ
さい。

中継指示局
中継を依頼する

中継ボックス番号、中継パスワードを指定し、中継配信局
にファクスを送信する。

中継配信局
中継配信を行う

中継指示局から送信された文書が、一時的にメモリー内の
指定された中継ボックスに蓄積される。

↓
中継ボックスに登録されているグループ宛先に対し、中継
ボックス内の文書を同報送信する。

中継配信先
受信する

中継局から送信された文書を受信する。
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10.10強制メモリー受信ボックスを設定する

設定メニューで、［強制メモリー受信設定］が有効になっている
場合は、受信文書は強制メモリー受信ボックスに保存されます。

強制メモリー受信での受信
文書のプリント方法につい
ては、「強制メモリー受信し
た文書を取り扱う」（p. 8-
6）をごらんください。
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第 11章

第11章 設定メニュー
設定メニューのファクス設定の操作、画面切り替えの操作について説明します。
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11.1 設定メニューの操作について

設定メニューには、本機の管理にかかわる設定が用意されてい
ます。混乱をきたさないために、本機を管理する管理者をお決
めいただくことをおすすめします。
ここでは、設定メニューのうち、［ユーザー設定］および［管理
者設定］について、画面を表示する方法、終了する方法を説明
します。

ユーザー設定画面を表示するには

A 【設定メニュー /カウンター】を押し、設定メニュー画
面を表示します。

B ［ユーザー設定］を押します。

ユーザー設定画面を終了するには

% ファクス /スキャン画面に戻るまで、［閉じる］を押し
ます。

ひとこと

設定メニューは、
PageScope Web 
Connection でも設定する
ことができます。
PageScope Web 
Connection は、デバイス
に内蔵されているHTTP
サーバーが提供するデバイ
ス管理ユーティリティーで
す。
ネットワークに接続してい
るコンピューターでWeb
ブラウザを起動し、
PageScope Web 
Connection にアクセスし
て本機の設定を変更できま
す。
設定を変更するために本機
のそばに行かなくても、手
元のコンピューターから手
軽に操作できる上、漢字の
入力もスムーズなので便利
です。
設定項目の中には
PageScope Web 
Connection でしか設定で
きない項目もあるため、詳
しくは「ユーザーズガイド 
PageScope Web 
Connection 機能編」をご
らんください。
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11.1 設定メニューの操作について
管理者設定画面を表示するには

A 【設定メニュー /カウンター】を押し、設定メニュー画
面を表示します。

B ［管理者設定］を押します。

ひとこと

管理者のパスワードは、［セ
キュリティー設定］で変更
できます。管理者が責任を
もってパスワードを管理し
てください。

C 管理者のパスワードを入力し、［OK］を押します。
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11.1 設定メニューの操作について
管理者設定画面を終了するには

% ファクス /スキャン画面に戻るまで、［閉じる］を押し
ます。
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11.2 設定メニュー一覧

ファクスに関連したユーティリティ操作には、次の設定項目があります。
＊はお買い上げ時の初期値です。

ユーザー設定＞画面カスタマイズ設定＞ファクス /スキャン設定
ファクス /スキャン画面の初期状態を設定します。（p. 11-17）

ユーザー設定＞画面カスタマイズ設定＞ファクス動作中画面
送信中、受信中のメッセージを画面に表示するかどうかを設定します。（p. 11-20）

項目 説明 設定できる値

基本画面表示 ファクス /スキャン画面の宛先
欄表示の初期値を設定します。

LDAP検索 / 履歴から選択 / 登録宛
先から＊ / 直接入力

プログラム初期表示 ファクス /スキャンプログラム
呼出し画面のページ表示の初期
値を設定します。

一時プログラム / PAGE1＊～
PAGE34

アドレス帳初期表示 ［登録宛先から］タブが検索文字
の場合の表示の初期値を設定し
ます。

常用（よく使う宛先）＊ /あ～ etc

ショートカットキー1 ファクス /スキャン画面下部、
メモリー残量表示の右側に、よ
く使用するキーを表示するかど
うかの設定をします。

使用する / 使用しない＊

［使用する］に設定した場合は、以下
の設定をします。
原稿画質＊ / 文字 / 写真 / 写真 / 片面
/ 両面 / 解像度 / ファイル形式 / 
シャープネス / 濃度 / 画質調整 / 下
地調整 / 枠消し / ブック連写 / 応用
設定 / 読込みサイズ / ファイリング
ナンバー / スタンプ /ページ印字 / 
日付 /時刻 / 同時印刷 / ページ番号 / 
スタンプ / ヘッダー /フッター / 原
稿セット方向 / 原稿のとじしろ / 原
稿枚数指定 / 回線設定 / 送受信方法
設定 / パスワード送信 / タイマー通
信 / F コード送信 / URL通知先設定 
/ ポーリング送信 / ポーリング受信 / 
E-mail 設定 / ファクス発信元設定

ショートカットキー2

「登録宛先から」初期表示 ［登録宛先から］タブの表示の初
期値を設定します。

検索文字＊ / 宛先種類

項目 説明 設定できる値

送信中画面表示 「送信中です」のメッセージを画
面に表示するかどうかを設定し
ます。

する / しない＊

受信中画面表示 「受信中です」のメッセージを画
面に表示するかどうかを設定し
ます。

する / しない＊
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11.2 設定メニュー一覧
ユーザー設定＞画面カスタマイズ設定＞検索オプション設定
宛先検索時に英字の大文字／小文字を区別して検索するかどうか、区別設定画面を表示する
かどうかを設定します。（p. 11-22）

ユーザー設定＞ファクス/スキャン設定＞ファクス/スキャン初期設
定

ファクス /スキャン機能の初期設定値を設定します。（p. 11-24）

管理者設定＞環境設定＞パワーセーブ設定
パワーセーブ状態への移行について設定します。（p. 11-26）

管理者設定＞環境設定＞出力設定＞受信印刷出力設定
受信文書のプリント方法を設定します。（p. 11-28）

管理者設定＞環境設定＞ユーザー操作禁止設定＞変更禁止設定＞登
録宛先変更

ファクスの登録宛先の変更を禁止するかしないかを設定します。（p. 11-30）

項目 説明 設定できる値

英大文字と英小文字 宛先検索で大文字、小文字を区
別するかどうか設定します。

区別する＊ / 区別しない

検索オプション画面 「英大文字と英小文字」の設定を
宛先検索の詳細検索で表示する
かどうか設定します。

表示する / 表示しない＊

項目 説明 設定できる値

ファクス /スキャン初期
設定

ファクス /スキャン機能初期値
を設定します。

現在の設定値 / 出荷時の設定値＊

項目 説明 設定できる値

パワーセーブ移行 パワーセーブ中に受信した場合、
プリント完了後、一定時間後パ
ワーセーブ状態にするか（通
常）、即時パワーセーブ状態にす
るか（即時）を設定します。

通常 / 即時＊

項目 説明 設定できる値

ファクス 受信文書のプリント方法を設定
します。

一括印刷＊ / 同時印刷

項目 説明 設定できる値

登録宛先変更 ファクスの登録宛先の変更を禁
止するかしないかを設定します。

許可＊ / 禁止
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11.2 設定メニュー一覧
管理者設定＞環境設定＞ユーザー操作禁止設定＞操作禁止設定＞
複数宛先禁止

複数宛先の送信を禁止するかしないかを設定します。（p. 11-32）

管理者設定＞環境設定＞リセット設定＞モードリセット＞次ジョブ
＞送信後設定解除

送信後、次の送信も同じ設定にするか解除するかを設定できます。（p. 11-34）

管理者設定＞環境設定＞スタンプ設定
ファイリングナンバー機能、スタンプ / ページ印字機能を使用する場合に設定します。（p. 
11-36）

管理者設定＞ユーザー認証 /部門管理＞参照許可設定
宛先情報を保護する宛先レベルの設定をします。（p. 11-38）

項目 説明 設定できる値

複数宛先禁止 複数宛先の送信を禁止するかし
ないかを設定します。

する /しない＊

項目 説明 設定できる値

送信後設定解除 送信後、次の送信も同じ設定に
するか解除するかを設定できま
す。

全て解除＊ /宛先のみ解除 /ユーザー
に確認

項目 説明 設定できる値

ファクス送信設定 ファイリングナンバー機能、ス
タンプ / ページ印字機能を使用
する場合に設定します。

解除する＊ / 解除しない

項目 説明 設定できる値

グループ登録 宛先レベル設定で使用するグ
ループを登録します。

1～ 20

宛先レベル設定 短縮宛先 短縮宛先の宛先レベルを設定し
ます。

レベル0＊～レベル 5
参照許可グループ

グループ宛先 グループ宛先の宛先レベルを設
定します。

プログラム宛先 プログラム宛先の宛先レベルを
設定します。
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11.2 設定メニュー一覧
管理者設定＞ファクス設定＞発信元 /ファクス ID登録
発信元名とファクス IDを登録します。（p. 11-44）

管理者設定＞ファクス設定＞発信元 /受信情報
発信元情報と受信情報の付けかたを設定します。（p. 11-47）

管理者設定＞ファクス設定＞回線パラメーター設定
発信や着信に関する項目を設定します。（p. 11-50）

項目 説明 設定できる値

発信元 相手機の受信文書に発信元情報
として印字するための自局名称
を複数登録できます。

全角15 文字（半角 30 文字）以内

ファクス ID 登録したファクス IDが相手側の
受信文書に発信元情報として印
字されます。通常はマシンの
ファクス番号を入力します。

0～ 9、+、スペース、＊、＃を使っ
て20文字以内

項目 説明 設定できる値

発信元情報 発信元情報を印字する位置を設
定します。

原稿内 /原稿外＊ / OFF

相手先印字 ［ON］の場合は、発信元名と宛
先が発信元情報として印字され
ます。
［OFF］の場合は、発信元名と
ファクス IDが発信元情報として
印字されます。

ON＊ / OFF

受信情報 受信日付、受信時刻と受信番号
を受信文書に印字するかを設定
します。

原稿内 /原稿外 / OFF＊

項目 説明 設定できる値

ダイアル方式 ダイアル方式を設定します。 PB / 10pps / 20pps＊

受信方式 自動受信する場合は［自動受信］に、
外部電話を接続している場合などで
電話がかかる機会が多い場合や、リ
モート受信機能をお使いの場合には、
［手動受信］に設定します。

自動受信＊ /手動受信

着信回数設定 着信してから受信を開始するまでの
擬似リングバックトーン回数を設定
します。

0～ 15回（2回＊）

オートリダイアル回数 相手が話し中などで応答できない場
合にリダイアルする回数を設定しま
す。

0～ 7回（3回＊）

オートリダイアル間隔 リダイアルの間隔を設定します。 1～ 15分（3分＊）
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11.2 設定メニュー一覧
管理者設定＞ファクス設定＞送信 /受信設定
ポーリング送信時のファイルの扱いや、受信時のプリント方法を設定します。
受信に関する項目を設定します。（p. 11-53）

TEL/FAX自動切換え 外部電話を接続している場合で、
ファクスを優先して使うときに
［ON］に設定します。着信すると、
相手が電話かファクスかを自動的に
検知します。ファクスの場合は受信
が開始され、TELの場合はスピー
カーから擬似リングバックトーンが
鳴ります。

ON / OFF＊

外部 TEL呼出モニター音 外部電話の回線上の音をスピーカー
から聞くときに［ON］に設定しま
す。
この設定は、［TEL/FAX自動切換
え］が［ON］に設定されている場合
に表示されます。

ON / OFF＊

外部 TEL呼出時間 外部電話を接続している場合に、着
信してから外部電話を呼び出すまで
の時間を設定します。
この設定は、［TEL/FAX自動切換
え］が［ON］に設定されている場合
に表示されます。

5 / 10 / 15 / 20＊ / 25 / 30 / 
60 / 90 / 120 / 150 / 180 / 
210 / 240sec

留守番電話接続設定 外部電話として留守番電話を接続す
る場合に、［ON］に設定します。

ON / OFF＊

回線モニター音 通信時に回線上の音をスピーカーか
ら聞くときに［ON］に設定します。

ON / OFF＊

回線モニター音レベル スピーカーの音量を設定します。 0～ 31（16＊）

項目 説明 設定できる値

受信原稿両面印刷 ［ON］に設定すると、受信原稿が用
紙の両面にプリントされます。

ON / OFF＊

インチ系用紙優先選択 ［ON］に設定すると受信原稿の記録
用紙にインチ系用紙を優先的に選択
します。

ON / OFF＊

記録用紙優先選択 サイズ優先を設定した場合：
優先サイズに記録されます。優先サ
イズが設定されていない場合は、
もっとも近いサイズに記録されます。
サイズ固定を設定した場合：
設定したサイズだけに記録されます。

自動選択＊ /サイズ固定 /サイズ
優先

記録用紙サイズ*1 受信文書を出力する用紙サイズを設
定します。
初期設定は［インチ系用紙優先選択］
の設定によって異なります。

A3 / B4 / A4＊ / 81/2 × 11 / 
81/2 × 14 / 11 × 17

項目 説明 設定できる値
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11.2 設定メニュー一覧
管理者設定＞ファクス設定＞機能設定＞機能ON/OFF設定
送受信に関する機能のON/OFF を設定します。（p. 11-56）

ボックス番号エラー動作 ボックスを使用したファクス受信に
おいて、未登録のボックス番号が指
定された場合の動作を設定します。
［ボックス自動生成］を選択すると、
入力された番号のボックスが作成さ
れます。

印刷＊ /通信エラー /ボックス自
動生成

着信拒否時の動作 着信拒否宛先に登録した番号から着
信した場合の動作を設定します。

応答しない /回線切断＊

給紙トレイ固定*2 受信文書の出力に使用する用紙トレ
イを固定したい場合に用紙トレイを
設定します。

自動＊ /トレイ 1 / トレイ 2 / ト
レイ 3 / トレイ 4

縮小率 受信原稿の出力倍率を設定します。 87～ 96%＊ / 等倍

ページ分割記録 ［ON］に設定すると定形サイズより
長い原稿を受信した場合に、ページ
分割して記録されます。

ON / OFF＊

ポーリング送信後文書 ポーリング送信が終了した原稿を削
除するかどうかを設定します。

削除する＊ /削除しない

受信印刷部数 受信した文書をプリントする部数を
設定します。

1＊～ 10

*1［記録用紙サイズ］の設定を有効にするには、［給紙トレイ固定］を［自動］に設定してください。
*2 トレイの種類は、装着しているオプションにより異なります。

項目 説明 設定できる値

機能ON/
OFF設定

Fコード送信
機能

Fコード送信機能を使用するかどう
かを設定します。
Fコード送信について、詳しくはp. 
7-66 をごらんください。

ON＊ / OFF

中継受信機能 中継配信局として、中継指示局から
受信した文書を中継配信先に同報送
信します。中継配信機能を利用する
には、中継ボックスを登録する必要
があります。

ON＊ / OFF

中継印刷 中継指示局から受信した文書をプリ
ントします。

ON / OFF＊

宛先確認表示
機能

ファクス送信時に、指定した宛先一
覧を表示するかどうかを設定します。

ON / OFF＊

ナンバーディ
スプレイ機能

ナンバーディスプレイ機能、ネーム
ディスプレイ機能を使用するかどう
かを設定します。また、着信中の発
信者情報の表示方法を設定します。

ON / OFF＊

ネームディスプレイ機能：ON / 
OFF＊

着信中の発信者情報表示：ナン
バーを表示 /ネームを表示＊

項目 説明 設定できる値
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11.2 設定メニュー一覧
管理者設定＞ファクス設定＞機能設定＞ダイアルイン設定
ダイアルイン機能を使用するかどうかを設定します。（p. 11-59）

管理者設定＞ファクス設定＞機能設定＞強制メモリー受信設定
強制メモリー受信機能を使用するかどうかを設定します。（p. 11-62）

宛先 2度入力機能（送信） 直接入力でファクス宛先を指定する
場合、確認のため宛先をもう一度入
力する画面が表示されます。2回入
力することで、宛先間違いを防ぐこ
とができます。

ON / OFF＊

宛先 2度入力機能（登録） 短縮宛先登録でファクス宛先を指定
する場合、確認のため宛先をもう一
度入力する画面が表示されます。2
回入力することで、宛先の登録間違
いを防ぐことができます。

ON / OFF＊

項目 説明 設定できる値

ダイアルイン設定 ダイアルイン機能を使用するかどう
かを設定します。
［する］に設定する場合は、ファクス
番号、電話番号、PC-FAX番号を設
定します。

する / しない＊

次の番号を11桁以内で設定
・ファクス番号
・電話番号
・PC-FAX番号（［PC-FAX受
信設定］が［許可する］/［ダイ
アルインのみ］の場合に表示さ
れます。）

項目 説明 設定できる値

強制メモリー受信設定 強制メモリー受信機能を使用するか
どうかを設定します。
有効に設定する場合は、プリント時
に使用するパスワード（8桁以内）
を設定します。
強制メモリー受信とは、受信した文
書をすぐにプリントせず、いったん
メモリーに蓄積し、指示をしてから
プリントする機能です。

（パスワードを8桁以内で設定）
/ しない＊

項目 説明 設定できる値
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11.2 設定メニュー一覧
管理者設定＞ファクス設定＞機能設定＞閉域受信設定
閉域受信機能を使用するかどうかを設定します。（p. 11-64）

管理者設定＞ファクス設定＞機能設定＞転送ファクス設定
転送ファクス機能を使用するかどうかを設定します。（p. 11-66）

管理者設定＞ファクス設定＞機能設定＞リモート受信設定
リモート受信機能を使用するかどうかを設定します。（p. 11-69）

管理者設定＞ファクス設定＞機能設定＞再送信設定
通信エラーや相手機が電話中などの理由でオートリダイアルでも送信できなかった文書を再
送信ボックスに一時的に保存するかどうかを設定します。（p. 11-71）

項目 説明 設定できる値

閉域受信設定 閉域受信機能を使用するかどうかを
設定します。有効に設定する場合は、
閉域受信に使用するパスワード（4 
桁）を設定します。閉域受信とは、
パスワードが一致する相手機からの
通信のみを受け付ける機能です。

（パスワードを4桁で設定）/ し
ない＊

項目 説明 設定できる値

転送ファクス設定 転送ファクス機能を使用するかどう
かを設定します。［する］に設定する
場合は、出力機能と転送先を設定し
ます。
転送ファクスとは、受信した原稿を、
あらかじめ設定しておいた相手に転
送する機能です。

する / しない＊

［する］に設定した場合は、以下
の設定をします。
出力機能：常時印刷 / 不達時の
み印刷
転送先設定
回線指定

項目 説明 設定できる値

リモート受信設定 リモート受信機能を使用するかどう
かを設定します。有効に設定する場
合は、リモート受信に使用する番号
を設定します。
リモート受信とは、外部電話から受
信の指示をする機能です。

（リモート受信番号設定）/ しな
い＊

項目 説明 設定できる値

再送信設定 通信エラーや相手機が電話中などの
理由でオートリダイアルでも送信で
きなかった文書を再送信ボックスに
一時的に保存するかどうかを設定し
ます。

する / しない＊

［する］に設定した場合は、ファ
イル保持時間を12時間 /24 時
間 /48 時間 /72 時間から指定し
ます。
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11.2 設定メニュー一覧
管理者設定＞ファクス設定＞機能設定＞PC-FAX受信設定
PC-FAX 受信機能を使用するかどうかを設定します。（p. 11-73）

管理者設定＞ファクス設定＞機能設定＞ TSI 受信振分け設定
受信したファクスの TSI 情報で受信した原稿を振り分ける機能です。（p. 11-76）

管理者設定＞ファクス設定＞PBX接続設定
PBX回線の接続方法を設定します。（p. 11-80）

項目 説明 設定できる値

PC-FAX受信設定 PC-FAX受信機能を使用するかどう
かを設定します。
［許可する］に設定した場合は、受信
出力先を設定します。
PC-FAX受信とは、受信した文書
ファイルをハードディスクの中にあ
るボックスに保存することです。
PC-FAX受信設定を［許可する］に
すると、受信後にプリントするかど
うかの設定とパスワードチェックの
設定ができます。

許可する / ダイアルインのみ
（ダイアルインが設定されている
場合のみ表示されます。） / 許可
しない＊

［許可する］、［ダイアルインの
み］に設定した場合は、以下の
設定をします。
受信出力先：強制メモリ受信ボッ
クス＊ / 指定ボックス
受信後印刷：する / しない＊

パスワードチェック：する / し
ない＊

項目 説明 設定できる値

TSI 受信振分け設定 受信したファクスのTSI 情報で受信
した原稿を振り分ける機能です。ま
た登録されていないTSI 情報で受信
した場合の動作を設定します。

する / しない＊

［する］に設定した場合は、以下
の設定をします。
該当ボックスなし設定：受信印
刷＊ / 強制メモリ受信ボックス
受信後印刷：する / しない＊

TSI 受信振り分け先登録

項目 説明 設定できる値

PBX接続設定 本機がPBX回線に接続されている場
合に、有効に設定します。
有効に設定した場合は、0～ 9999
の範囲で外線番号を設定します。外
線番号は、0発信の 0のように外線
に接続するための番号のことです。
短縮宛先やプログラム宛先に登録さ
れているファクス番号が外線に設定
されている場合は、登録されている
電話番号の前に、ここで設定した外
線番号がダイアルされます。

（外線番号設定）/ しない＊
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11.2 設定メニュー一覧
管理者設定＞ファクス設定＞レポート出力設定
レポートのプリント方法を設定します。（p. 11-82）

項目 説明 設定できる値

通信管理レポート レポートをプリントするかどうか、
また、いつプリントするかを設定し
ます。
［毎日］に設定した場合は、毎日の定
時にプリントされます。
［100/ 毎日］に設定した場合は、前
回出力時から100通信完了時に最新
の100通信分がプリントされます。
また毎日の定時にもプリントされま
す。

ON＊ / OFF
［ON］に設定した場合は、以下
の設定をします。
出力設定：毎日 / 100 通信毎＊ / 
100/ 毎日
［毎日］または［100/ 毎日］に
設定した場合は、以下の設定を
します。
出力時刻設定：00:00～ 23:59
（9:00＊）

送信結果レポート レポートをプリントするかどうか、
また、いつプリントするかを設定し
ます。

常時 /エラー時のみ＊ / 
OFF

順次通信結果レポート ON＊ / OFF

予約レポート ON＊ / OFF

親展受信レポート ON＊ / OFF

掲示板送信結果レポート ON＊ / OFF

中継結果レポート ON＊ / OFF

中継依頼受付レポート ON＊ / OFF

PC-FAX送信エラーレ
ポート

ON / OFF＊

同報結果レポート出力 同報送信結果レポートのプリント方
法を設定します。

全宛先一括＊ /1 宛先毎

送信結果レポート画面 送信結果レポートの選択画面を表示
するかどうかを設定します。［表示す
る］に設定すると、送信のたびに表
示されます。

表示する /表示しない＊
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11.2 設定メニュー一覧
管理者設定＞ファクス設定＞設定値リスト
本機で設定したファクスの設定値リストをプリントできます。（p. 12-42）

管理者設定＞ファクス設定＞増設回線設定＞回線パラメーター設定
増設回線のパラメーターを設定します。（p. 11-85）

管理者設定＞ファクス設定＞増設回線設定＞機能設定
増設回線の機能を設定します。（p. 11-87）

管理者設定＞ファクス設定＞増設回線設定＞複数回線使用設定
回線 2（増設回線）の通信方法を設定します。（p. 11-90）

項目 説明 設定できる値

ダイアル方式 回線2（増設回線）のダイアル方式
を設定します。

PB/10pps / 20pps＊

着信回数設定 回線2（増設回線）の着信回数を設
定します。着信してから受信を開始
するまでの擬似リングバックトーン
回数を設定します。

0 ～ 15 回（2 回＊）

回線モニター音 回線2（増設回線）の通信時に、回
線上の音をスピーカーから聞くとき
に［ON］ に設定します。

ON/OFF＊

項目 説明 設定できる値

PC-FAX送信設定 PC-FAX 送信をする場合の回線を設
定します。

回線 1/ 回線 2 / 指定なし＊

ナンバーディスプレイ機
能

回線2（増設回線）のナンバーディ
スプレイ機能、ネームディスプレイ
機能を使用するかどうかを設定しま
す。また、着信中の発信者情報の表
示方法を設定します。

ON / OFF ＊

［ON］に設定した場合は、以下
の設定をします。
ネームディスプレイ機能：ON / 
OFF＊

ネームディスプレイ機能を
［ON］にした場合は、以下の設
定をします。
着信中の発信者情報を表示：ナ
ンバーを表示 / ネームを表示＊

項目 説明 設定できる値

複数回線使用設定 回線2（増設回線）の通信方法を設
定します。

送受信兼用＊ /受信専用 /送信専
用
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11.2 設定メニュー一覧
管理者設定＞ファクス設定＞増設回線設定＞ファクス ID
回線 2（増設回線）のファクス IDを登録します。（p. 11-92）

管理者設定＞セキュリティー設定＞セキュリティー詳細＞手動宛先
入力

宛先の直接入力を許可するかしないかを設定します。（p. 11-94）

管理者設定＞セキュリティー設定＞セキュリティー詳細＞FAX送信
禁止

ファクス送信を禁止するかしないかを設定します。（p. 11-96）

管理者設定＞セキュリティー設定＞セキュリティー詳細＞個人情報
非表示

ジョブ表示画面の履歴リストの宛先を表示するかしないかを設定します。（p. 11-98）

管理者設定＞セキュリティー設定＞セキュリティー詳細＞通信履歴
表示

通信履歴を表示するかしないかの設定をします。（p. 11-100）

項目 説明 設定できる値

ファクス ID 回線 2（増設回線）のファクス IDを
登録します。

0～ 9、+、スペース、＊、＃を
使って20文字以内

項目 説明 設定できる値

手動宛先入力 宛先の直接入力および LDAP検索を
許可するかしないかを設定します。

許可＊ / 禁止

項目 説明 設定できる値

FAX送信禁止 ファクス送信を禁止するかしないか
を設定します。

ON / OFF＊

項目 説明 設定できる値

個人情報非表示 ジョブ表示画面の履歴リストの宛先
を表示するかしないかを設定します。

ON / OFF＊

項目 説明 設定できる値

通信履歴表示 通信履歴を表示するかしないかの設
定をします。

ON＊ / OFF
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11.3 ファクス /スキャン画面の初期状態を設定する
（ファクス /スキャン設定）

ファクス /スキャン画面の初期状態を設定します。ここで選択
した項目が初期値として表示されます。

基本画面表示：LDAP検索 / 履歴から選択 / 登録宛先から
＊ / 直接入力
ファクス / スキャン画面の宛先欄表示の初期値を設定
します。

プログラム初期表示：一時プログラム / PAGE1＊～
PAGE34
ファクス / スキャンプログラム呼出し画面のページ表
示の初期値を設定します。

アドレス帳初期表示：常用（よく使う宛先）＊ / あ～ etc

［登録宛先から］タブが検索文字の場合の表示の初期
値を設定します。

ショートカットキー 1、ショートカットキー 2：使用す

る / 使用しない＊

ファクス / スキャン画面下部、メモリー残量表示の右
側に、よく使用するキーを表示するかどうかの設定を
します。
［使用する］に設定した場合は、以下の設定をします。
原稿画質＊ / 文字 /写真 / 写真 / 片面 /両面 / 解像度 / 
ファイル形式 / シャープネス / 濃度 / 画質調整 / 下地
調整 / 枠消し / ブック連写 / 応用設定 / 読込みサイズ 
/ ファイリングナンバー / スタンプ /ページ印字 / 日
付 / 時刻 / 同時印刷 / ページ番号 / スタンプ / ヘッ
ダー /フッター / 原稿セット方向 / 原稿のとじしろ / 
原稿枚数指定 / 回線設定 / 送受信方法設定 / パスワー
ド送信 / タイマー通信 / F コード送信 / URL 通知先設
定 / ポーリング送信 / ポーリング受信 / E-mail 設定 / 
ファクス発信元設定

「登録宛先から」初期表示：検索文字＊ / 宛先種類

［登録宛先から］タブの表示の初期値を設定します。
＊はお買い上げ時の初期値です。
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11.3 ファクス / スキャン画面の初期状態を設定する（ファクス / スキャン設定）
ファクス /スキャン設定をするには

A 「ユーザー設定画面を表示するには」（p. 11-2）を参
照し、ユーザー設定画面を表示します。

B ［画面カスタマイズ設定］を押します。

C ［ファクス / スキャン設定］を押します。

D 設定したい項目を選択します。

･ オプションの設定によっ
て表示されない項目があ
ります。
･ 設定メニューでは、キー
に表示されている番号を
テンキーで入力して選択
することもできます。［画
面カスタマイズ設定］の
場合は、テンキーで【2】
を入力します。
設定メニュー 11-18



11.3 ファクス / スキャン画面の初期状態を設定する（ファクス / スキャン設定）
E 表示された項目から、設定したい項目のキーを押しま
す。

F ［OK］を押します。

設定が変更されます。

G ファクス /スキャン画面に戻るまで、［閉じる］を押し
ます。

ひとこと

ショートカットキーは 2種
類設定できます。オプショ
ンのイメージコントローラ
IC-409 を装着していると
き、設定できるショート
カットキーは 1種類です。
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11.4 ファクス動作中の画面を設定する（ファクス動作
中画面）

送信中、受信中のメッセージを画面に表示するかどうかを設定
します。

送信中画面表示：する / しない＊

「送信中です」のメッセージを画面に表示するかどう
かを設定します。

受信中画面表示：する / しない＊

「受信中です」のメッセージを画面に表示するかどう
かを設定します。

＊はお買い上げ時の初期値です。

ファクス動作中画面設定をするには

A 「ユーザー設定画面を表示するには」（p. 11-2）を参
照し、ユーザー設定画面を表示します。

B ［画面カスタマイズ設定］を押します。

C ［ファクス動作中画面］を押します。

･ オプションの設定によっ
て表示されない項目があ
ります。
･ 設定メニューでは、キー
に表示されている番号を
テンキーで入力して選択
することもできます。［画
面カスタマイズ設定］の
場合は、テンキーで【2】
を入力します。
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11.4 ファクス動作中の画面を設定する（ファクス動作中画面）
D ［送信中画面表示］または［受信中画面表示］を選択し
ます。

E ［する］または［しない］のキーを押します。

F ［OK］を押します。

設定が変更されます。

G ファクス /スキャン画面に戻るまで、［閉じる］を押し
ます。
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11.5 送信先検索時の英字大文字／小文字区別の設定を
する（検索オプション設定）

宛先検索時に英字の大文字／小文字を区別して検索するかどう
か、区別設定画面を表示するかどうかを設定します。

英大文字と英小文字：区別する＊ / 区別しない

宛先検索で大文字、小文字を区別するかどうか設定し
ます。

検索オプション画面：表示する / 表示しない＊

「英大文字と英小文字」の設定を宛先検索の詳細検索
で表示するかどうか設定します。

＊はお買い上げ時の初期値です。

検索オプション設定をするには

A 「ユーザー設定画面を表示するには」（p. 11-2）を参
照し、ユーザー設定画面を表示します。

B ［画面カスタマイズ設定］を押します。

C ［検索オプション設定］を押します。

･ オプションの設定によっ
て表示されない項目があ
ります。
･ 設定メニューでは、キー
に表示されている番号を
テンキーで入力して選択
することもできます。［画
面カスタマイズ設定］の
場合は、テンキーで【2】
を入力します。
設定メニュー 11-22



11.5 送信先検索時の英字大文字／小文字区別の設定をする（検索オプション設定）
D 検索オプションの設定をします。

E ［OK］を押します。

設定が変更されます。

F ファクス /スキャン画面に戻るまで、［閉じる］を押し
ます。
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11.6 ファクス機能の初期設定値を設定する（ファクス /
スキャン初期設定）

ファクス /スキャン機能の初期設定値を設定できます。
主電源をONにしたとき、または【リセット】を押したときに
選択されるファクス /スキャン機能を設定できます。

ファクス /スキャン初期設定：現在の設定値 / 出荷時の設

定値＊

［現在の設定値］
設定メニュー画面に入る前にタッチパネル上で設定さ
れた各項目がファクス / スキャン機能の初期設定とし
て登録されます。
［出荷時の設定値］
工場出荷時の設定値がファクス /スキャン機能の初期
設定に登録されます。

＊はお買い上げ時の初期値です。

原則

本設定を行うには、ファクスの基本画面を表示した状態で設定メ
ニューに入ります。

ファクス /スキャン初期設定をするには

A 「ユーザー設定画面を表示するには」（p. 11-2）を参
照し、ユーザー設定画面を表示します。

B ［ファクス / スキャン設定］を押します。

･ オプションの設定によっ
て表示されない項目があ
ります。
･ 設定メニューでは、キー
に表示されている番号を
テンキーで入力して選択
することもできます。
［ファクス /スキャン設
定］の場合は、テンキー
で【4】を入力します。
設定メニュー 11-24



11.6 ファクス機能の初期設定値を設定する（ファクス /スキャン初期設定）
C ［ファクス / スキャン初期設定］を押します。

D ［現在の設定値］または［出荷時の設定値］を押し、
［OK］を押します。

設定が変更されます。

E ［OK］を押します。

F ファクス /スキャン画面に戻るまで、［閉じる］を押し
ます。
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11.7 パワーセーブ移行条件を設定する（パワーセーブ
移行）

パワーセーブ状態への移行について設定します。

パワーセーブ移行：通常 / 即時＊

パワーセーブ中に受信した場合、プリント完了後、一
定時間後パワーセーブ状態にするか（通常）、即時パ
ワーセーブ状態にするか（即時）を設定します。

＊はお買い上げ時の初期値です。

パワーセーブ移行設定をするには

A 「管理者設定画面を表示するには」（p. 11-3）を参照
し、管理者設定画面を表示します。

B ［環境設定］を押します。

C ［パワーセーブ設定］を押します。

･ オプションの設定によっ
て表示されない項目があ
ります。
･ 設定メニューでは、キー
に表示されている番号を
テンキーで入力して選択
することもできます。［環
境設定］の場合は、テン
キーで【1】を入力しま
す。
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11.7 パワーセーブ移行条件を設定する（パワーセーブ移行）
D ［パワーセーブ移行］を押します。

E 表示された項目から、設定したい項目のキーを押しま
す。

F ［OK］を押します。

設定が変更されます。

G ファクス /スキャン画面に戻るまで、［閉じる］を押し
ます。
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11.8 受信文書のプリント方法を設定する（受信印刷出
力設定）

受信文書のプリント方法を設定します。

ファクス：一括印刷＊ / 同時印刷

受信文書のプリント方法を設定します。
＊はお買い上げ時の初期値です。

受信印刷出力設定をするには

A 「管理者設定画面を表示するには」（p. 11-3）を参照
し、管理者設定画面を表示します。

B ［環境設定］を押します。

C ［出力設定］を押します。

･ オプションの設定によっ
て表示されない項目があ
ります。
･ 設定メニューでは、キー
に表示されている番号を
テンキーで入力して選択
することもできます。［環
境設定］の場合は、テン
キーで【1】を入力しま
す。
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11.8 受信文書のプリント方法を設定する（受信印刷出力設定）
D ［受信印刷出力設定］を押します。

E ［ファクス］を押します。

F プリント方法を選択します。
［一括印刷］受信文書をすべて受信してからプリン
トが開始されます。
［同時印刷］受信文書を 1ページ受信するたびにプリ
ントされます。

G ［OK］を押します。

設定が変更されます。

H ファクス /スキャン画面に戻るまで、［閉じる］を押し
ます。

［受信原稿両面印刷］が
［ON］の場合、両面（2
ページ分）のデータが受信
後にプリントされます。
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11.9 宛先登録の変更禁止を設定する（登録宛先変更）

ファクスの登録宛先の変更を禁止するかしないかを設定します。

登録宛先変更：許可＊ / 禁止
＊はお買い上げ時の初期値です。

登録宛先変更設定をするには

A 「管理者設定画面を表示するには」（p. 11-3）を参照
し、管理者設定画面を表示します。

B ［環境設定］を押します。

C ［ユーザー操作禁止設定］を押します。

･ オプションの設定によっ
て表示されない項目があ
ります。
･ 設定メニューでは、キー
に表示されている番号を
テンキーで入力して選択
することもできます。［環
境設定］の場合は、テン
キーで【1】を入力しま
す。
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11.9 宛先登録の変更禁止を設定する（登録宛先変更）
D ［変更禁止設定］を押します。

E ［登録宛先変更］を押して［禁止］を押します。

F ［OK］を押します。

設定が変更されます。

G ファクス /スキャン画面に戻るまで、［閉じる］を押し
ます。
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11.10複数宛先禁止を設定する（複数宛先禁止）

複数宛先の送信を禁止するかしないかを設定します。

複数宛先禁止：する / しない＊

＊はお買い上げ時の初期値です。

複数宛先禁止設定をするには

A 「管理者設定画面を表示するには」（p. 11-3）を参照
し、管理者設定画面を表示します。

B ［環境設定］を押します。

C ［ユーザー操作禁止設定］を押します。

･ オプションの設定によっ
て表示されない項目があ
ります。
･ 設定メニューでは、キー
に表示されている番号を
テンキーで入力して選択
することもできます。［環
境設定］の場合は、テン
キーで【1】を入力しま
す。
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11.10 複数宛先禁止を設定する（複数宛先禁止）
D ［操作禁止設定］を押します。

E ［複数宛先禁止］を押して［する］を押します。

F ［OK］を押します。

設定が変更されます。

G ファクス /スキャン画面に戻るまで、［閉じる］を押し
ます。
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11.11宛先と設定を解除しない設定をする（送信後設定
解除）

送信後、次の送信も同じ設定にするか解除するかを設定できま
す。

送信後設定解除：全て解除＊ / 宛先のみ解除 / ユーザーに
確認
［宛先のみ解除］：設定は保持し、宛先のみが解除され
ます。
［ユーザーに確認］：宛先と設定を保持するかの確認画
面が表示されます。

＊はお買い上げ時の初期値です。

宛先と設定を解除しない設定をするには

A 「管理者設定画面を表示するには」（p. 11-3）を参照
し、管理者設定画面を表示します。

B ［環境設定］を押します。

C ［リセット設定］を押します。

･ オプションの設定によっ
て表示されない項目があ
ります。
･ 設定メニューでは、キー
に表示されている番号を
テンキーで入力して選択
することもできます。［環
境設定］の場合は、テン
キーで【1】を入力しま
す。
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11.11 宛先と設定を解除しない設定をする（送信後設定解除）
D ［モードリセット］を押します。

E ［次ジョブ］を押します。

F ［送信後設定解除］を押して［宛先のみ解除］または
［ユーザーに確認］を押します。

G ［OK］を押します。

設定が変更されます。

H ファクス / スキャン画面に戻るまで、［閉じる］を押し
ます。
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11.12スタンプを印字する設定をする（スタンプ設定）

ファイリングナンバー機能、スタンプ / ページ印字機能を、
ファクス送信時に使用する場合に設定します。

ファクス送信設定：解除する＊ / 解除しない

解除する：ファクス送信原稿はスタンプの設定が適用
されずに送信されます。
解除しない：ファクス送信原稿にもスタンプの設定が
適用されて送信されます。

＊はお買い上げ時の初期値です。

スタンプ設定をするには

A 「管理者設定画面を表示するには」（p. 11-3）を参照
し、管理者設定画面を表示します。

B ［環境設定］を押します。

C ［次画面→］を押します。

ファイリングナンバー機能
については、「ユーザーズガ
イド ボックス機能編」を、
スタンプ /ページ印字機能
については、「ユーザーズガ
イド ネットワーク／スキャ
ナー機能編」をごらんくだ
さい。

･ オプションの設定によっ
て表示されない項目があ
ります。
･ 設定メニューでは、キー
に表示されている番号を
テンキーで入力して選択
することもできます。［環
境設定］の場合は、テン
キーで【1】を入力しま
す。
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11.12 スタンプを印字する設定をする（スタンプ設定）
D ［スタンプ設定］を押します。

E ［ファクス送信設定］を押します。

F ［解除しない］を押します。

G ［OK］を押します。

設定が変更されます。

H ファクス /スキャン画面に戻るまで、［閉じる］を押し
ます。
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11.13宛先情報を保護する（参照許可設定）

宛先情報を保護する宛先レベルの設定をします。
グループ登録：1～ 20

宛先レベル設定で使用するグループを登録します。

宛先レベル設定：レベル 0＊～レベル 5、参照許可グルー
プ
短縮宛先、グループ宛先、プログラム宛先の宛先レベ
ルを設定します。

＊はお買い上げ時の初期値です。

グループ登録をするには
宛先レベル設定で使用するグループを登録します。

A 「管理者設定画面を表示するには」（p. 11-3）を参照
し、管理者設定画面を表示します。

B ［ユーザー認証 /部門管理］を押します。

C ［参照許可設定］を押します。

･ オプションの設定によっ
て表示されない項目があ
ります。
･ 設定メニューでは、キー
に表示されている番号を
テンキーで入力して選択
することもできます。
［ユーザー認証 /部門管
理］の場合は、テンキー
で【4】を入力します。
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11.13 宛先情報を保護する（参照許可設定）
D ［グループ登録］を押します。

E 登録されていないグループキーを押します。

ひとこと

登録されているグループ
キーを押し、［詳細］を押す
と、グループキーの詳細を
確認できます。

F ［編集］を押します

G ［グループ名］を押します。
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11.13 宛先情報を保護する（参照許可設定）
H グループ名を入力し、［OK］を押します。

I 「参照可能レベル」を選択します。

J ［OK］を押します。

グループが登録されます。

K ［OK］を押します。
登録を続けるときは、手順 5に戻ります。

L ファクス /スキャン画面に戻るまで、［閉じる］を押し
ます。
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11.13 宛先情報を保護する（参照許可設定）
宛先レベル設定をするには
短縮宛先、グループ宛先、プログラム宛先の宛先レベルを設定
します。

A 「管理者設定画面を表示するには」（p. 11-3）を参照
し、管理者設定画面を表示します。

B ［ユーザー認証 /部門管理］を押します。

C ［参照許可設定］を押します。

D ［宛先レベル設定］を押します。

･ オプションの設定によっ
て表示されない項目があ
ります。
･ 設定メニューでは、キー
に表示されている番号を
テンキーで入力して選択
することもできます。
［ユーザー認証 /部門管
理］の場合は、テンキー
で【4】を入力します。
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11.13 宛先情報を保護する（参照許可設定）
E 宛先レベル設定をしたい宛先の種類を選択します。

F 宛先レベル設定をしたい宛先をリストから選択します。

G 宛先レベルを設定します。
［グループ登録］で登録した宛先レベルをグループ
として設定する場合は、［参照許可グループ設定］
を押し、グループキーを押して、［OK］を押しま
す。
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11.13 宛先情報を保護する（参照許可設定）
宛先レベルを設定する場合は、［参照許可レベル設
定］を押し、レベルキーを押して、［OK］を押しま
す。

宛先レベルが設定されます。

H ファクス /スキャン画面に戻るまで、［閉じる］を押し
ます。
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11.14発信元名とファクス IDを登録する（発信元 /ファ
クス ID登録）

発信元名とファクス IDを登録します。
発信元：全角 15 文字（半角 30 文字）以内

相手機の受信文書に発信元情報として印字するための
自局名称を複数登録できます。

ファクス ID：0～ 9、+、スペース、＊、＃を使って 20文
字以内
登録したファクスIDが相手側の受信文書に発信元情報
として印字されます。

発信元 /ファクス ID登録するには

A 「管理者設定画面を表示するには」（p. 11-3）を参照
し、管理者設定画面を表示します。

B ［ファクス設定］を押します。

C ［発信元 /ファクス ID登録］を押します。

ひとこと

オプションの回線拡張キッ
トを装着している場合、増
設回線のファクス IDは、設
定メニューの［増設回線設
定］-［ファクス ID］に登
録します。

･ オプションの設定によっ
て表示されない項目があ
ります。
･ 設定メニューでは、キー
に表示されている番号を
テンキーで入力して選択
することもできます。
［ファクス設定］の場合
は、テンキーで【8】を入
力します。
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11.14 発信元名とファクス IDを登録する（発信元 / ファクス ID登録）
D ［発信元］を押します。

E 登録したいリストを選択して、［新規登録］を押し、発
信元名を入力して［OK］を押します。

発信元名が登録されます。

ここで初期値に設定した発
信元は、［通信設定］の
［ファクス発信元設定］での
初期値となります。

F 発信元設定リストに、発信元が複数等登録されている
場合は、［初期値設定］を押して、初期値を設定しま
す。

G ［閉じる］を押します。

H ［ファクス ID］を押します。

ひとこと

･ 次のページまたは前の
ページを表示したい場合
は、［↓］または［↑］を
押します。
･ すでに登録されている発
信元設定を修正する場合
は、［編集］を押します。
･ すでに登録されている発
信元設定を削除する場合
は、［削除］を押します。
･ 発信元名は 20件まで登
録できます。
･ 登録した発信元名は、送
信時に読込設定画面から
選択できます。詳しくは、
「発信元情報のつけ方を指
定する（ファクス発信元
設定）」（p. 7-69）をご
らんください。

文字入力の操作については、
p. 13-4 をごらんください。
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11.14 発信元名とファクス IDを登録する（発信元 / ファクス ID登録）
I テンキー、［+］、［スペース］、［←］、［→］、を使って
ファクス IDを入力し、［OK］を押します。

［+］：+が入力されます。

［スペース］：スペースが入力されます。

［←］：カーソルが左に移動します。

［→］：カーソルが右に移動します。

［削除］：カーソルの位置の文字が 1文字ずつ削除さ
れます。カーソルが右端にある場合、後端から削除
されます。

ファクス IDが設定されます。

J ［OK］を押します。

K ファクス /スキャン画面に戻るまで、［閉じる］を押し
ます。

ひとこと

入力した文字を全て削除す
る場合は、操作パネルの
【C】を押します。
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11.15発信元 /受信情報の付けかたを設定する（発信元 /
受信情報）

発信元 /受信情報の記録方法を設定します。
発信元情報、受信情報の記録方法には、それぞれ次の種類があ
ります。

発信元情報

原稿内 :発信元情報が原稿に上書きして印字されます。

原稿外＊ : 原稿の外側に発信元情報が印字されます。

OFF : 発信元情報は印字されません。

相手先印字

ON＊：発信元名と宛先が発信元情報として印字され
ます。
OFF：発信元名とファクス IDが発信元情報として印字
されます。

受信情報

原稿内 :受信時刻と受信番号が受信文書に上書きして
印字されます。
原稿外 :受信文書の下部に受信時刻と受信番号が印字
されます。

OFF＊ : 受信情報は印字されません。
＊はお買い上げ時の初期値です。

発信元 /受信情報設定をするには

A 「管理者設定画面を表示するには」（p. 11-3）を参照
し、管理者設定画面を表示します。

･ 発信元情報は、相手側の
受信文書に印字されます。
詳しくは「発信元情報に
ついて」（p. 2-61）をご
らんください。
･ 受信情報については、詳
しくは「受信情報につい
て」（p. 3-17）をごらん
ください。
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11.15 発信元 / 受信情報の付けかたを設定する（発信元 /受信情報）
B ［ファクス設定］を押します。

C ［発信元 /受信情報］を押します。

D 設定したい項目を選択します。

･ オプションの設定によっ
て表示されない項目があ
ります。
･ 設定メニューでは、キー
に表示されている番号を
テンキーで入力して選択
することもできます。
［ファクス設定］の場合
は、テンキーで【8】を入
力します。
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11.15 発信元 / 受信情報の付けかたを設定する（発信元 /受信情報）
E 表示された項目から、設定したい項目のキーを押しま
す。

F ［OK］を押します。

設定が変更されます。

G ファクス /スキャン画面に戻るまで、［閉じる］を押し
ます。
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11.16発信 / 着信方法を設定する（回線パラメーター設
定）

発信や着信に関する項目を設定します。

ダイアル方式：PB / 10pps / 20pps＊

ダイアル方式を設定します。

受信方式：自動受信＊＊ / 手動受信

自動受信する場合は［自動受信］に、外部電話を接続
している場合などで電話がかかる機会が多い場合や、
リモート受信機能をお使いの場合には、［手動受信］
に設定します。

着信回数設定：0～ 15回（2回＊）

着信してから受信を開始するまでの擬似リングバック
トーン回数を設定します。

オートリダイアル回数：0～ 7回（3回＊）

相手が話し中などで応答できない場合にリダイアルす
る回数を設定します。

オートリダイアル間隔：1～ 15分（3分＊）

リダイアルの間隔を設定します。

TEL/FAX自動切換え：ON / OFF＊

外部電話を接続している場合で、ファクスを優先して
使うときにONに設定します。着信すると、相手が電
話かファクスかを自動的に検知します。
ファクスの場合は受信が開始され、TELの場合はス
ピーカーから擬似リングバックトーンが鳴ります。

外部 TEL呼出モニター音：ON / OFF＊

外部電話の回線上の音をスピーカーから聞くときに
［ON］に設定します。
この設定は、［TEL/FAX 自動切換え］が［ON］に設
定されている場合に表示されます。

外部 TEL呼出時間：5 / 10 / 15 / 20＊ / 25 / 30 / 60 / 
90 / 120 / 150 / 180 / 210 / 240sec
外部電話を接続している場合に、着信してから外部電
話を呼び出すまでの時間を設定します。この設定は、
［TEL/FAX 自動切換え］が［ON］に設定されている
場合に表示されます。

留守番電話接続設定：ON / OFF＊

外部電話として留守番電話を接続する場合に、［ON］
に設定します。

回線モニター音：ON / OFF＊

通信時に回線上の音をスピーカーから聞くときに
［ON］に設定します。
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11.16 発信 / 着信方法を設定する（回線パラメーター設定）
回線モニター音レベル：0～ 31（16＊）

スピーカーの音量を設定します。
＊はお買い上げ時の初期値です。

回線パラメーター設定をするには

A 「管理者設定画面を表示するには」（p. 11-3）を参照
し、管理者設定画面を表示します。

B ［ファクス設定］を押します。

C ［回線パラメーター設定］を押します。

･ オプションの設定によっ
て表示されない項目があ
ります。
･ 設定メニューでは、キー
に表示されている番号を
テンキーで入力して選択
することもできます。
［ファクス設定］の場合
は、テンキーで【8】を入
力します。
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11.16 発信 / 着信方法を設定する（回線パラメーター設定）
D 設定したい項目を選択します。

E 表示された項目から、設定したい項目のキーを押しま
す。

F ［OK］を押します。

設定が変更されます。

G ファクス /スキャン画面に戻るまで、［閉じる］を押し
ます。

次のページまたは前のペー
ジを表示したい場合は、
［↓］または［↑］を押しま
す。

［回線モニター音レベル］を
変更するには、［回線モニ
ター音レベル］を押して、
［小さく］または［大きく］
を押して、レベルを設定し、
［OK］を押します。
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11.17送信や受信方法を設定する（送信 /受信設定）

ポーリング送信時のファイルの扱いや、受信時のプリント方法
を設定します。

受信原稿両面印刷：ON / OFF＊

［ON］に設定すると、受信原稿が用紙の両面にプリン
トされます。

インチ系用紙優先選択：ON / OFF＊

［ON］に設定すると受信原稿の記録用紙にインチ系用
紙を優先的に選択します。

記録用紙優先選択：自動選択＊ / サイズ固定 /サイズ優先

サイズ優先を設定した場合：
優先サイズに記録されます。優先サイズが設定されて
いない場合は、もっとも近いサイズに記録されます。
サイズ固定を設定した場合：
設定したサイズだけに記録されます。

記録用紙サイズ*1：A3 / B4 / A4＊ / 81/2 × 11 / 81/2 × 
14 / 11 × 17

受信文書を出力する用紙サイズを設定します。
初期設定は［インチ系用紙優先選択］の設定によって
異なります。

ボックス番号エラー動作：印刷＊ / 通信エラー / ボックス
自動生成
ボックスを使用したファクス受信において、未登録の
ボックス番号が指定された場合の動作を設定します。
［ボックス自動生成］を選択すると、入力された番号
のボックスが作成されます。

着信拒否時の動作*2：応答しない / 回線切断＊

着信拒否宛先に登録した番号から着信した場合の動作
を設定します。

給紙トレイ固定*3：自動＊/トレイ1 /トレイ2 /トレイ3 /
トレイ 4
受信文書の出力に使用する用紙トレイを固定したい場
合に用紙トレイを設定します。

［ページ分割記録］が
［ON］の場合には表示され
ません。

*1［記録用紙サイズ］の設
定を有効にするには、
［給紙トレイ固定］を
［自動］に設定してくだ
さい。

パスワード規約がONに設
定されている場合は、［ボッ
クス自動生成］は選択できま
せん。
パスワード規約については、
「ユーザーズガイド コピー機
能編」をごらんください。

*2［ナンバーディスプレイ
機能］を［ON］にした
場合に表示されます。

*3 トレイの種類は、装着し
ているオプションにより
異なります。
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11.17 送信や受信方法を設定する（送信 /受信設定）
縮小率*4：87 ～ 96%＊ / 等倍

受信原稿の出力倍率を設定します。

ページ分割記録*5：ON / OFF＊

［ON］に設定すると定形サイズより長い原稿を受信し
た場合に、ページ分割して記録されます。

ポーリング送信後文書：削除する＊ / 削除しない

ポーリング送信が終了した原稿を削除するかどうかを
設定します。

受信印刷部数：1＊～ 10

受信した文書をプリントする部数を設定します。
＊はお買い上げ時の初期値です。

送信 /受信設定をするには

A 「管理者設定画面を表示するには」（p. 11-3）を参照
し、管理者設定画面を表示します。

B ［ファクス設定］を押します。

*4 記録時の［縮小率］を
［等倍］に設定した場合
は、［記録用紙優先選
択］、［給紙トレイ固定］
機能の設定は［自動］と
なります。また、［ペー
ジ分割記録］は［OFF］
となります。

*5［ページ分割記録］は、
［受信原稿両面印刷］が
［ON］の場合には表示さ
れません。

･ オプションの設定によっ
て表示されない項目があ
ります。
･ 設定メニューでは、キー
に表示されている番号を
テンキーで入力して選択
することもできます。
［ファクス設定］の場合
は、テンキーで【8】を入
力します。
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11.17 送信や受信方法を設定する（送信 /受信設定）
C ［送信 /受信設定］を押します。

D 設定したい項目を選択します。

E 表示された項目から、設定したい項目のキーを押しま
す。

F ［OK］を押します。

設定が変更されます。

G ファクス /スキャン画面に戻るまで、［閉じる］を押し
ます。

次のページまたは前のペー
ジを表示したい場合は、
［↓］または［↑］を押しま
す。
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11.18機能のON/OFF を設定する（機能ON/OFF設
定）

送受信に関する機能のON/OFF を設定します。

Fコード送信機能：ON＊ / OFF

F コード送信機能を使用するかどうかを設定します。

中継受信機能：ON＊ / OFF

中継配信局として、中継指示局から受信した文書を中
継配信先に同報送信します。中継配信機能を利用する
には、中継ボックスを登録する必要があります。

中継印刷：ON / OFF＊

中継指示局から受信した文書をプリントします。

宛先確認表示機能：ON / OFF＊

ファクス送信時に、指定した宛先一覧を表示するかど
うかを設定します。

ナンバーディスプレイ機能

ナンバーディスプレイ機能：ON / OFF＊

ナンバーディスプレイ機能を使用するかどうかを設定
します。

ネームディスプレイ機能：ON / OFF＊

ネームディスプレイ機能を使用するかどうかを設定し
ます。
着信中の発信者情報表示：ナンバーを表示 / ネームを

表示＊

着信中の発信者情報の表示方法を設定します。

宛先 2度入力機能（送信）：ON / OFF＊

直接入力でファクス宛先を指定する場合、確認のため
宛先をもう一度入力する画面が表示されます。2回入
力することで、宛先間違いを防ぐことができます。

宛先 2度入力機能（登録）：ON / OFF＊

短縮宛先登録でファクス宛先を指定する場合、確認の
ため宛先をもう一度入力する画面が表示されます。2
回入力することで、宛先の登録間違いを防ぐことがで
きます。

＊はお買い上げ時の初期値です。

親展機能については、「親展
送信をする（Fコード送
信）」（p. 7-63）をごらん
ください。

Fコード送信については、
「中継先を指定して送る（F
コード送信）」（p. 7-66）
をごらんください。

中継ボックスの登録につい
ては、「中継ボックスを設定
する」（p. 10-40）をごら
んください。

･［ナンバーディスプレイ機
能］を［ON］にしない
と「ネームディスプレイ
機能」を設定することは
できません。
･ 登録してあるファクス番
号が着信中の発信者番号
と一致する場合、登録名
またはファクス番号が表
示されます。
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11.18 機能のON/OFF を設定する（機能ON/OFF 設定）
機能ON/OFF 設定をするには

A 「管理者設定画面を表示するには」（p. 11-3）を参照
し、管理者設定画面を表示します。

B ［ファクス設定］を押します。

C ［機能設定］を押します。

D ［機能ON/OFF 設定］を押します。

･ オプションの設定によっ
て表示されない項目があ
ります。
･ 設定メニューでは、キー
に表示されている番号を
テンキーで入力して選択
することもできます。
［ファクス設定］の場合
は、テンキーで【8】を入
力します。

［強制メモリー受信設定］、
［転送ファクス設定］、［PC-
FAX受信設定］、［TSI 受信
振分け設定］のいずれかの
機能が有効の場合、他の項
目は表示されません。
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11.18 機能のON/OFF を設定する（機能ON/OFF 設定）
E 設定したい項目を選択します。

F 表示された項目から、設定したい項目のキーを押しま
す。

G ［OK］を押します。

設定が変更されます。

H ファクス /スキャン画面に戻るまで、［閉じる］を押し
ます。

［ナンバーディスプレイ機
能］の変更を有効にするに
は、本機の主電源をOFF
にしたあと、ONにしてく
ださい。主電源をOFF/ON
するときには、OFFにした
あと、約 10秒たってから
ONにしてください。すぐ
にONにすると正常に機能
しないことがあります。
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11.19ダイアルインを設定する（ダイアルイン設定）

ダイアルイン機能を使用するかどうかを設定します。［する］に
設定する場合は、ファクス番号、電話番号、PC-FAX番号を設
定します。

ダイアルインとは、ファクス用の電話番号と、電話用の電話番
号を別にもつことができる機能です。ファクス用の番号に着信
するとファクスとして動作し、電話用の番号に着信すると、
ファクスとしては動作しません。なお、ダイアルイン機能を使
用するためには、NTTにダイアルイン機能（モデムダイアルイ
ン）の申し込みが必要です。

ダイアルイン設定：する / しない＊

［する］に設定した場合は、以下を設定

ファクス番号：11桁以内

電話番号：11桁以内

PC-FAX番号：11桁以内（［PC-FAX受信設定］が［許
可する］/［ダイアルインのみ］の場合に表示されます。）

＊はお買い上げ時の初期値です。

ダイアルイン設定をするには

A 「管理者設定画面を表示するには」（p. 11-3）を参照
し、管理者設定画面を表示します。

B ［ファクス設定］を押します。

［ダイアルイン設定］の変更
を有効にするには、本機の
主電源をOFFにしたあと、
ONにしてください。主電
源をOFF/ONするときに
は、OFFにしたあと、約
10秒たってからONにし
てください。すぐにONに
すると正常に機能しないこ
とがあります。

本機のダイアルイン機能は、
モデムダイアルインに限定
されます。

･ オプションの設定によっ
て表示されない項目があ
ります。
･ 設定メニューでは、キー
に表示されている番号を
テンキーで入力して選択
することもできます。
［ファクス設定］の場合
は、テンキーで【8】を入
力します。
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11.19 ダイアルインを設定する（ダイアルイン設定）
C ［機能設定］を押します。

D ［ダイアルイン設定］を押します。

E ［する］を選択し、［ファクス番号］、［電話番号］、
［PC-FAX番号］を入力します。
設定したいキーを押し、テンキーで番号を入力しま
す。

F ［OK］を押します。

設定が変更されます。

･［ファクス番号］、［電話番
号］、［PC-FAX番号］に
は、市外局番を含めた電
話番号を入力してくださ
い。
･【C】を押すと、入力した
内容がすべて削除されま
す。
･［ファクス番号］と［PC-
FAX番号］に同じ電話番
号を入力した場合は、
ファクス番号が優先され
ます。
･［PC-FAX受信設定］が
［許可しない］の場合、
［PC-FAX番号］は表示
されません。
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11.19 ダイアルインを設定する（ダイアルイン設定）
G ファクス /スキャン画面に戻るまで、［閉じる］を押し
ます。
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11.20強制メモリー受信を設定する（強制メモリー受信
設定）

強制メモリー受信機能を使用するかどうかを設定します。有効
に設定した場合は、プリント時に使用するパスワードを 8桁以
内で設定します。
強制メモリー受信とは、受信した文書をすぐにプリントせず、
いったんメモリーに蓄積し、指示をしてからプリントする機能
です。

強制メモリー受信設定：（パスワードを 8桁以内で設定）/ 

しない＊
＊はお買い上げ時の初期値です。

強制メモリー受信設定をするには

A 「管理者設定画面を表示するには」（p. 11-3）を参照
し、管理者設定画面を表示します。

B ［ファクス設定］を押します。

･［強制メモリー受信設定］
を［ON］に設定した場
合、［PC-FAX受信設
定］、［TSI 受信振分け設
定］、［転送ファクス設定］
は使用できません。
･ 強制メモリー受信した文
書のプリント方法などに
ついては、「強制メモリー
受信した文書を取り扱う」
（p. 8-6）をごらんくださ
い。

･ オプションの設定によっ
て表示されない項目があ
ります。
･ 設定メニューでは、キー
に表示されている番号を
テンキーで入力して選択
することもできます。
［ファクス設定］の場合
は、テンキーで【8】を入
力します。
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11.20 強制メモリー受信を設定する（強制メモリー受信設定）
C ［機能設定］を押します。

D ［強制メモリー受信設定］を押します。

E ［しない］を押し、パスワード入力欄にカーソルが表示
されているのを確認してから、プリント時に入力する
パスワード（8桁以内）を入力します。

F ［OK］を押します。

設定が変更されます。

G ファクス /スキャン画面に戻るまで、［閉じる］を押し
ます。
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11.21特定の相手からのみ受信する設定をする（閉域受
信設定）

閉域受信機能を使用するかどうかを設定します。有効に設定し
た場合は、閉域受信に使用するパスワードを、4桁で設定しま
す。
閉域受信とは、パスワードが一致する相手機からの通信のみを
受け付ける機能です。
閉域受信が有効に設定されている場合は、相手機から送られて
きたパスワードと、ここで設定したパスワードを照合し、パス
ワードが一致しない場合や、パスワードが付与されていない場
合は通信エラーとなります。

原則

この機能は、相手機がパスワード送信機能をもつ機種の場合にだけ使
用できます。

閉域受信機能：（パスワードを 4桁で設定）/ しない＊

閉域受信設定をするには

A 「管理者設定画面を表示するには」（p. 11-3）を参照
し、管理者設定画面を表示します。

B ［ファクス設定］を押します。

･ オプションの設定によっ
て表示されない項目があ
ります。
･ 設定メニューでは、キー
に表示されている番号を
テンキーで入力して選択
することもできます。
［ファクス設定］の場合
は、テンキーで【8】を入
力します。
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11.21 特定の相手からのみ受信する設定をする（閉域受信設定）
C ［機能設定］を押します。

D ［閉域受信設定］を押します。

E ［しない］を押し、パスワード入力欄にカーソルが表示
されているのを確認してから、閉域受信に使用するパ
スワード（数字 4桁）を入力します。

F ［OK］を押します。

設定が変更されます。

G ファクス /スキャン画面に戻るまで、［閉じる］を押し
ます。

【C】を押すと、入力した内
容がすべて削除されます。
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11.22受信文書を転送する（転送ファクス設定）

転送ファクスを設定します。転送ファクスとは、受信した原稿
を、あらかじめ設定しておいた相手に転送する機能です。

転送ファクス設定：する / しない＊

［する］に設定した場合は、以下を設定

出力機能：常時印刷 / 不達時のみ印刷

転送先設定

回線指定
＊はお買い上げ時の初期値です。

転送ファクス設定をするには

A 「管理者設定画面を表示するには」（p. 11-3）を参照
し、管理者設定画面を表示します。

B ［ファクス設定］を押します。

C ［機能設定］を押します。

［転送ファクス設定］を［す
る］に設定した場合、［強制
メモリー受信設定］、［PC-
FAX受信設定］、［TSI 受信
振分け設定］は使用できま
せん。

･ オプションの設定によっ
て表示されない項目があ
ります。
･ 設定メニューでは、キー
に表示されている番号を
テンキーで入力して選択
することもできます。
［ファクス設定］の場合
は、テンキーで【8】を入
力します。
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11.22 受信文書を転送する（転送ファクス設定）
D ［転送ファクス設定］を押します。

E ［する］を選択します。

F 「出力機能」を設定します。
［常時印刷］：受信文書が転送され、本機でもプリン
トされます。
［不達時のみ印刷］：受信文書が転送され、転送でき
なかった場合に本機でプリントされます。
設定メニュー 11-67



11.22 受信文書を転送する（転送ファクス設定）
G ［転送先］を押して、受信文書を転送する相手のファク
ス番号を入力します。
テンキーまたは画面上のキーボードで、転送先の
ファクス番号を入力します。
［登録宛先から指定］を押すと、登録されている短
縮宛先またはグループ宛先を指定できます。
回線拡張キットを装着している場合は、［回線指定］
を押して、回線指定もできます。

H ［OK］を押します。

設定が変更されます。

I ファクス /スキャン画面に戻るまで、［閉じる］を押し
ます。

･ ファクス番号のみ直接入
力できます（38桁まで）。
･［トーン］、［ポーズ］、［-］
を使用できます。これら
のキーの使いかたについ
ては、直接入力での宛先
指定のファクス番号入力
手順をごらんください。
直接入力での宛先指定に
ついては、「直接入力で指
定する」（p. 2-22）をご
らんください。
･［登録宛先から指定］を押
すと、登録されている宛
先表から転送先を指定す
るこができます。登録宛
先は、ファクス、E-mail、
ボックス、SMB、FTP、
インターネットファクス、
SIP ファクス、IP アドレ
スファクスから選択でき
ます。
･ インターネットファクス
機能、SIP ファクス機能、
IPアドレスファクス機能
を使用する場合は、サー
ビス技術者による設定が
必要です。詳しくは、
サービス実施店にお問い
合わせください。また、
SIP ファクス機能を使用
するには、SIP サーバー、
SIP-FAX アダプタが必要
です。
･【C】を押すと、入力した
内容がすべて削除されま
す。
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11.23リモート受信を設定する（リモート受信設定）

リモート受信機能を使用するかどうかを設定します。有効に設
定する場合は、リモート受信に使用する番号を 2桁で設定しま
す。
リモート受信とは、外部電話から受信の指示をする機能です。
外部電話の受話器を上げた場合に、相手がファクスのときは、
設定した 2桁のリモート受信番号をダイアルすると、受信を開
始することができます。

リモート受信設定：（リモート受信番号設定）/ しない＊

＊はお買い上げ時の初期値です。

リモート受信を設定するには

A 「管理者設定画面を表示するには」（p. 11-3）を参照
し、管理者設定画面を表示します。

B ［ファクス設定］を押します。

C ［機能設定］を押します。

･ オプションの設定によっ
て表示されない項目があ
ります。
･ 設定メニューでは、キー
に表示されている番号を
テンキーで入力して選択
することもできます。
［ファクス設定］の場合
は、テンキーで【8】を入
力します。
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11.23 リモート受信を設定する（リモート受信設定）
D ［リモート受信設定］を押します。

E ［しない］を押し、リモート受信番号入力欄にカーソル
が表示されるのを確認してから、リモート受信番号
（数字 2桁）を入力します。

F ［OK］を押します。

設定が変更されます。

G ファクス /スキャン画面に戻るまで、［閉じる］を押し
ます。

【C】を押すと、入力した内
容がすべて削除されます。
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11.24再送信を設定する（再送信設定）

通信エラーや相手機が電話中などの理由で、オートリダイアル
でも送信できなかった文書を再送信ボックスに一時的に保存し
ます。

再送信設定：する / しない＊

［する］に設定した場合は、以下を設定

ファイル保持時間：12時間 /24 時間 /48 時間 /72 時間
＊はお買い上げ時の初期値です。

再送信設定をするには

A 「管理者設定画面を表示するには」（p. 11-3）を参照
し、管理者設定画面を表示します。

B ［ファクス設定］を押します。

C ［機能設定］を押します。

･ オプションの設定によっ
て表示されない項目があ
ります。
･ 設定メニューでは、キー
に表示されている番号を
テンキーで入力して選択
することもできます。
［ファクス設定］の場合
は、テンキーで【8】を入
力します。
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11.24 再送信を設定する（再送信設定）
D ［再送信設定］を押します。

E ［する］を押し、「ファイル保持時間」を指定します。

F ［OK］を押します。

設定が変更されます。

G ファクス /スキャン画面に戻るまで、［閉じる］を押し
ます。
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11.25ハードディスク内のボックスに受信する（PC-
FAX受信設定）

PC-FAX 受信機能を使用するかどうかを設定します。［許可す
る］に設定する場合は、出力先のボックスを設定します。
PC-FAX受信とは、ファクスで受信した文書ファイルをハード
ディスクの中にあるボックスに保存することです。保存された
ファイルは、ネットワーク上のコンピューター上に取り込むこ
とができます。

許可する / ダイアルインのみ（ダイアルインが設定され

ている場合のみ表示されます。） / 許可しない＊

［許可する］、［ダイアルインのみ］に設定した場合は、
以下の設定をします。

受信出力先：強制メモリ受信ボックス＊ / 指定ボックス

指定ボックスに設定すると、Fコード（SUBアドレ
ス）で指定されているボックスに保存されます。

受信後印刷：する / しない＊

PC-FAX受信設定を［許可する］にすると、受信後に
プリントするかどうかを設定できます。

パスワードチェック：する / しない＊

PC-FAX受信設定を［許可する］にすると、通信パス
ワードを設定することができます。

＊はお買い上げ時の初期値です。

［PC-FAX受信設定］を
［許可する］に設定した場
合、［強制メモリー受信設
定］、［転送ファクス設定］、
［TSI 受信振分け設定］は使
用できません。

送信側

原稿

ハード
ディスク

ボックス

1000

2000

･［ダイアルインのみ］は、
ダイアルイン設定がON
に設定されている場合に
使用できます。ダイアル
イン設定については、「ダ
イアルインを設定する
（ダイアルイン設定）」
（p. 11-59）をごらんく
ださい。
･ ファクス受信文書は、
TIFF 形式で強制メモリー
受信ボックス、指定ボッ
クスに保存されます。
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11.25 ハードディスク内のボックスに受信する（PC-FAX受信設定）
PC-FAX受信設定をするには

A 「管理者設定画面を表示するには」（p. 11-3）を参照
し、管理者設定画面を表示します。

B ［ファクス設定］を押します。

C ［機能設定］を押します。

D ［PC-FAX受信設定］を押します。

･ オプションの設定によっ
て表示されない項目があ
ります。
･ 設定メニューでは、キー
に表示されている番号を
テンキーで入力して選択
することもできます。
［ファクス設定］の場合
は、テンキーで【8】を入
力します。
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11.25 ハードディスク内のボックスに受信する（PC-FAX受信設定）
E ［許可する］または［ダイアルインのみ］を選択しま
す。
［許可しない］：PC-FAX受信はされません。

［許可する］：ファクス番号、PC-FAX番号のどちら
を受けてもPC-FAX受信し、指定したボックスに
受信文書が保存されます。
［ダイアルインのみ］：PC-FAX番号のダイアルイン
番号へ着信したときにのみPC-FAX受信し、指定
したボックスに受信文書が保存されます。

PC-FAX受信時の動作につ
いては、「PC-FAX受信の
動作について」（p. 1-14）
をごらんください。

F 「受信出力先」で、PC-FAX受信した文書を保存する
ボックスを選択します。
［強制メモリ受信ボックス］
強制メモリー受信ボックスに転送されます。
［指定ボックス］
送信側が指定した Fコード（SUBアドレス）によ
り転送されます。

G 受信後にプリントをするかどうかを、「受信後印刷」で
設定します。

H パスワードのチェックをするかどうかを、「パスワード
チェック」で設定をします。
［する］に設定した場合、テンキーで「通信パス
ワード」にパスワード（8桁以内）を入力します。

I ［OK］を押します。

設定が変更されます。

J ファクス /スキャン画面に戻るまで、［閉じる］を押し
ます。

［ダイアルインのみ］は、
［ダイアルイン設定］を［し
ない］に設定していると表
示されません。
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11.26送信者ごとに受信原稿を振り分ける（TSI 受信振
分け設定）

TSI 受信振分け機能を使用するかどうかを設定します。使用す
る場合は、TSI 受信振分け先を登録します。
送信者のファクス ID（TSI）で受信した文書を、送信者ごとに
用意した振分け先（ボックス宛先 /E-mail 宛先 /FTP宛先 /
SMB宛先 /WebDAV宛先）に配信します。

TSI 受信振分け設定：する / しない＊

［する］に設定した場合は、以下の設定をします。

該当ボックスなし設定：受信印刷＊ / 強制メモリ受信ボッ
クス
登録されていない TSI 情報を受信したときの動作を設
定します。

受信後印刷：する / しない＊

受信後にプリントをするかどうかを設定します。

TSI 受信振り分け先登録
＊はお買い上げ時の初期値です。

正常に配信が終了しなかっ
た場合は、受信文書はプリ
ントされます。

送信側

原稿
ハード
ディスク

ボックス

1000

2000

FTPサーバー

メールサーバー

SMBサーバー

E-mail

FTP

共有フォルダー
WebDAVサーバー

WebDAV

･［TSI 受信振分け設定］を
［する］に設定した場合、
［強制メモリー受信設定］、
［転送ファクス設定］、
［PC-FAX受信設定］は
使用できません。
･「受信後印刷」は、振分け
先がE-mail/FTP/SMB/
WebDAV宛先の場合に
のみ有効です。
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11.26 送信者ごとに受信原稿を振り分ける（TSI 受信振分け設定）
TSI 受信振分け設定をするには

A 「管理者設定画面を表示するには」（p. 11-3）を参照
し、管理者設定画面を表示します。

B ［ファクス設定］を押します。

C ［機能設定］を押します。

D ［TSI 受信振分け設定］を押します。

･ オプションの設定によっ
て表示されない項目があ
ります。
･ 設定メニューでは、キー
に表示されている番号を
テンキーで入力して選択
することもできます。
［ファクス設定］の場合
は、テンキーで【8】を入
力します。
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11.26 送信者ごとに受信原稿を振り分ける（TSI 受信振分け設定）
E TSI 受信振分けを設定するには［する］ を押します。

F 「該当ボックスなし設定」で、登録されていない TSI 情
報を受信した場合の動作を選択します。
［受信印刷］
受信した文書をプリントします。
［強制メモリ受信ボックス］
受信した文書を強制メモリー受信ボックスに保存し
ます。

G ［受信後印刷］で、受信後にプリントするかどうかを設
定します。

H ［TSI 受信振分け先登録］を押します。

登録No. の選択リストが表示されます。

I 登録したいNo. を選択し、［編集］を押します。

･ 振分け先を削除したい場
合は、削除したい振分け
先を選択して［削除］を
押します。
･ 振分け先は、128個まで
登録できます。
･ 次の画面または前の画面
を表示したい場合は、
［↓］または［↑］を押し
ます。
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11.26 送信者ごとに受信原稿を振り分ける（TSI 受信振分け設定）
J テンキー、［+］、［スペース］、［←］または［→］を
使って、送信元の発信元情報（ファクス ID）を入力し
ます。

［+］ :+ が入力されます。

［スペース］ :スペースが入力されます。

［←］ :カーソルが左に移動します。

［→］ :カーソルが右に移動します。

［削除］ :カーソルの位置の文字が 1文字ずつ削
除されます。
カーソルが右端にある場合、後端から
削除されます。

K 振り分け先を指定します。
登録宛先から指定する場合は、［登録宛先から指定］
を押し、振り分け先を指定して、［OK］を押しま
す。
ボックス番号を直接指定する場合は、［ボックス番
号指定］を押し、テンキーでボックス番号を入力し
ます。

L ［OK］を押します。

M ［OK］を押し、次の画面の［OK］を押します。

TSI 受信振分けが設定されます。

N ファクス /スキャン画面に戻るまで、［閉じる］を押し
ます。

･ 実際の通信時には、［+］、
［スペース］は、無視され
ます。
･ 入力した文字を全て削除
する場合は、操作パネル
の【C】を押します。

･ ボックス番号は、1～
999999999 を指定でき
ます。
･ 中継ボックスは振分け先
の対象外です。
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11.27構内交換機に関する機能を設定する（PBX接続設
定）

PBX回線の接続方法を設定します。

PBX接続設定：（外線番号設定）/ しない＊

PBX接続モードが有効の場合に、外線アクセスコード
を設定します。
外線番号は、0発信の 0のように外線に接続するため
の番号のことです。
短縮宛先やプログラム宛先に登録されているファクス
番号が外線に設定されている場合は、登録されている
電話番号の前に、ここで設定した外線番号がダイアル
されます。

＊はお買い上げ時の初期値です。

原則

PBX 接続設定をONに設定する場合、ナンバーディスプレイ機能は
OFFに設定してください。

PBX接続設定をするには

A 「管理者設定画面を表示するには」（p. 11-3）を参照
し、管理者設定画面を表示します。

B ［ファクス設定］を押します。

･ オプションの設定によっ
て表示されない項目があ
ります。
･ 設定メニューでは、キー
に表示されている番号を
テンキーで入力して選択
することもできます。
［ファクス設定］の場合
は、テンキーで【8】を入
力します。
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11.27 構内交換機に関する機能を設定する（PBX接続設定）
C ［PBX接続設定］を押します。

D ［しない］を押し、外線番号入力欄にカーソルが表示さ
れるのを確認してから、外線番号を入力します。

E ［OK］を押します。

設定が変更されます。

F ファクス /スキャン画面に戻るまで、［閉じる］を押し
ます。

入力した文字を削除する場
合は、操作パネルの【C】
を押します。
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11.28レポートのプリント方法を設定する（レポート出
力設定）

レポートのプリント方法を設定します。

通信管理レポート：ON ＊ / OFF
［ON］に設定した場合は、以下の設定をします。
出力設定：毎日 / 100 通信毎＊ / 100 / 毎日
［毎日］または［100 / 毎日］に設定した場合は、以下の
設定をします。
出力時刻設定：00:00 ～ 23:59（9:00＊）
通信管理レポートをプリントするかどうか、また、い
つプリントするかを設定します。
［毎日］に設定した場合は、毎日の定時にプリントさ
れます。
［100/ 毎日］に設定した場合は、前回出力時から 100
通信完了時に最新の 100通信分がプリントされます。
また毎日の定時にもプリントされます。

送信結果レポート：常時 /エラー時のみ＊ / OFF

送信結果レポートをプリントするかどうか、また、い
つプリントするかを設定します。

順次通信結果レポート：ON ＊ / OFF

順次通信結果レポートをプリントするかどうかを設定
します。

予約レポート：ON＊ / OFF

予約レポートをプリントするかどうかを設定します。

親展受信レポート：ON＊ / OFF

親展受信レポートをプリントするかどうかを設定しま
す。

掲示板送信結果レポート：ON＊ / OFF

掲示板送信結果レポートをプリントするかどうかを設
定します。

中継結果レポート：ON＊ / OFF

中継結果レポートをプリントするかどうかを設定しま
す。

中継依頼受付レポート：ON＊ / OFF

中継依頼受付レポートをプリントするかどうかを設定
します。

PC-FAX送信エラーレポート：ON / OFF＊

PC-FAX 送信エラーレポートをプリントするかどうか
を設定します。
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11.28 レポートのプリント方法を設定する（レポート出力設定）
同報結果レポート出力：全宛先一括＊ / 1 宛先毎

同報送信結果レポートのプリント方法を設定します。

送信結果レポート画面*1：表示する /表示しない＊

送信結果レポートの選択画面を表示するかどうかを設
定します。［表示する］に設定すると、送信のたびに
表示されます。

＊はお買い上げ時の初期値です。

レポート出力設定をするには

A 「管理者設定画面を表示するには」（p. 11-3）を参照
し、管理者設定画面を表示します。

B ［ファクス設定］を押します。

［1宛先毎］選択時は、リダ
イアルを行っても送信でき
ない場合にのみ、同報送信
結果レポートを出力します。
送信が正常に終了した場合
は出力しません。

*1［送信結果レポート画面］
で［表示する］に設定し
た場合は、ファクス送信
時に表示された画面で
［はい］を押すと送信結
果レポートがプリントさ
れます。［いいえ］を押
すとプリントされませ
ん。

･ オプションの設定によっ
て表示されない項目があ
ります。
･ 設定メニューでは、キー
に表示されている番号を
テンキーで入力して選択
することもできます。
［ファクス設定］の場合
は、テンキーで【8】を入
力します。
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11.28 レポートのプリント方法を設定する（レポート出力設定）
C ［レポート出力設定］を押します。

D 設定したい項目を選択します。

E 表示された項目から、設定したい項目のキーを押しま
す。

F ［OK］を押します。

設定が変更されます。

G ファクス /スキャン画面に戻るまで、［閉じる］を押し
ます。

次の画面または前の画面を
表示したい場合は、［↓］ま
たは［↑］を押します。
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11.29増設回線のパラメーターを設定する（回線パラ
メーター設定）

増設回線のパラメーターを設定します。

ダイアル方式： PB/10pps / 20pps＊

回線 2（増設回線）のダイアル方式を設定します。

着信回数設定：0 ～ 15 回（2 回＊）

回線 2（増設回線）の着信回数を設定します。着信し
てから受信を開始するまでの擬似リングバックトーン
回数を設定します。

回線モニター音：ON / OFF＊

回線 2（増設回線）の通信時に、回線上の音をスピー
カーから聞くときにON に設定します。

＊はお買い上げ時の初期値です。

原則

増設回線設定は、回線拡張キットを装着している場合のみ設定できま
す。

回線パラメーター設定をするには

A 「管理者設定画面を表示するには」（p. 11-3）を参照
し、管理者設定画面を表示します。

B ［ファクス設定］を押します。

･ オプションの設定によっ
て表示されない項目があ
ります。
･ 設定メニューでは、キー
に表示されている番号を
テンキーで入力して選択
することもできます。
［ファクス設定］の場合
は、テンキーで【8】を入
力します。
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11.29 増設回線のパラメーターを設定する（回線パラメーター設定）
C ［増設回線設定］を押します。

D ［回線パラメーター設定］を押します。

E 設定したい項目を選択します。

F 表示された項目から、設定したい項目のキーを押しま
す。

G ［OK］を押します。

設定が変更されます。

H ファクス /スキャン画面に戻るまで、［閉じる］を押し
ます。
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11.30増設回線の機能を設定する（機能設定）

増設回線の機能を設定します。

PC-FAX送信設定：回線 1 / 回線 2 / 指定なし＊

PC-FAX送信をする場合の回線を設定します。

ナンバーディスプレイ機能：ON / OFF＊

回線 2（増設回線）のナンバーディスプレイ機能を使
用するかどうかを設定します。［ON］に設定した場合
は、以下の設定をします。

ネームディスプレイ機能：ON / OFF＊

回線 2（増設回線）のネームディスプレイ機能を使用
するかどうかを設定します。ネームディスプレイ機能
を［ON］にした場合は、以下の設定をします。

着信中の発信者情報表示：ナンバーを表示 / ネームを表

示＊

着信中の発信者情報の表示方法を設定します。
＊はお買い上げ時の初期値です。

原則

増設回線設定は、回線拡張キットを装着している場合のみ設定できま
す。

機能設定をするには

A 「管理者設定画面を表示するには」（p. 11-3）を参照
し、管理者設定画面を表示します。

B ［ファクス設定］を押します。

･ オプションの設定によっ
て表示されない項目があ
ります。
･ 設定メニューでは、キー
に表示されている番号を
テンキーで入力して選択
することもできます。
［ファクス設定］の場合
は、テンキーで【8】を入
力します。
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11.30 増設回線の機能を設定する（機能設定）
C ［増設回線設定］を押します。

D ［機能設定］を押します。

E 設定したい項目を選択します。

F 表示された項目から、設定したい項目のキーを押しま
す。

G ［OK］を押します。

設定が変更されます。
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11.30 増設回線の機能を設定する（機能設定）
H ファクス /スキャン画面に戻るまで、［閉じる］を押し
ます。
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11.31増設回線の通信方法を設定する（複数回線使用設
定）

回線 2（増設回線）の通信方法を設定します。

複数回線使用設定：送受信兼用＊ / 受信専用 /送信専用

回線 2（増設回線）の通信方法を設定します。
＊はお買い上げ時の初期値です。

原則

増設回線設定は、回線拡張キットを装着している場合のみ設定できま
す。

複数回線使用設定をするには

A 「管理者設定画面を表示するには」（p. 11-3）を参照
し、管理者設定画面を表示します。

B ［ファクス設定］を押します。

C ［増設回線設定］を押します。

･ オプションの設定によっ
て表示されない項目があ
ります。
･ 設定メニューでは、キー
に表示されている番号を
テンキーで入力して選択
することもできます。
［ファクス設定］の場合
は、テンキーで【8】を入
力します。
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11.31 増設回線の通信方法を設定する（複数回線使用設定）
D ［複数回線使用設定］を押します。

E 表示された項目から、設定したい項目のキーを押しま
す。

F ［OK］を押します。

設定が変更されます。

G ファクス /スキャン画面に戻るまで、［閉じる］を押し
ます。
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11.32増設回線のファクス IDを設定する（ファクス ID）

増設回線のファクス IDを登録します。
ファクス ID： 0 ～ 9、+、スペース、*、#を使って 20 文
字以内
登録したファクス ID が相手側の受信文書に発信元情
報として印字されます。

原則

増設回線設定は、回線拡張キットを装着している場合のみ設定できま
す。

ファクス IDを設定するには

A 「管理者設定画面を表示するには」（p. 11-3）を参照
し、管理者設定画面を表示します。

B ［ファクス設定］を押します。

C ［増設回線設定］を押します。

･ オプションの設定によっ
て表示されない項目があ
ります。
･ 設定メニューでは、キー
に表示されている番号を
テンキーで入力して選択
することもできます。
［ファクス設定］の場合
は、テンキーで【8】を入
力します。
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11.32 増設回線のファクス IDを設定する（ファクス ID）
D ［ファクス ID］を押します。

E テンキー、［+］、［スペース］、［←］、［→］、を使って
ファクス IDを入力します。

［+］ ：+が入力されます。

［スペース］：スペースが入力されます。

［←］ ：カーソルが左に移動します。

［→］ ：カーソルが右に移動します。

［削除］ ：カーソルの位置の文字が 1文字ずつ削
除されます。
カーソルが右端にある場合、後端から
削除されます。

F ［OK］を押します。

ファクス IDが登録されます。

G ファクス /スキャン画面に戻るまで、［閉じる］を押し
ます。
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11.33ファクス番号の直接入力を禁止する（手動宛先入
力）

宛先の直接入力および LDAP検索を許可するかしないかを設定
します。

手動宛先入力：許可＊ / 禁止
＊はお買い上げ時の初期値です。

手動宛先入力設定をするには

A 「管理者設定画面を表示するには」（p. 11-3）を参照
し、管理者設定画面を表示します。

B ［セキュリティー設定］を押します。

C ［セキュリティー詳細］を押します。

･ オプションの設定によっ
て表示されない項目があ
ります。
･ 設定メニューでは、キー
に表示されている番号を
テンキーで入力して選択
することもできます。［セ
キュリティー設定］の場
合は、テンキーで【0】を
入力します。
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11.33 ファクス番号の直接入力を禁止する（手動宛先入力）
D ［手動宛先入力］を押します。

E ［禁止］を押します。

F ［OK］を押します。

ファクス番号の直接入力および宛先の LDAP検索が禁
止されます。

G ファクス /スキャン画面に戻るまで、［閉じる］を押し
ます。
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11.34ファクス送信機能を禁止する（FAX送信禁止）

ファクス送信を禁止するかしないかを設定します。
［FAX送信禁止］を［ON］にすると、ファクス /スキャン画面
でファクス機能が表示されなくなります。

FAX送信禁止： ON / OFF＊

ファクスの送信機能を禁止します。
＊はお買い上げ時の初期値です。

FAX送信禁止設定をするには

A 「管理者設定画面を表示するには」（p. 11-3）を参照
し、管理者設定画面を表示します。

B ［セキュリティー設定］を押します。

C ［セキュリティー詳細］を押します。

･ オプションの設定によっ
て表示されない項目があ
ります。
･ 設定メニューでは、キー
に表示されている番号を
テンキーで入力して選択
することもできます。［セ
キュリティー設定］の場
合は、テンキーで【0】を
入力します。
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11.34 ファクス送信機能を禁止する（FAX送信禁止）
D ［↓］を押します。

E ［FAX送信禁止］を押します。

F ［ON］を押します。

G ［OK］を押します。

ファクス送信機能が禁止されます。

H ファクス /スキャン画面に戻るまで、［閉じる］を押し
ます。
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11.35ファクス番号を表示されないようにする（個人情
報非表示）

ジョブ表示画面の履歴リストの宛先を表示するかしないかを設
定します。

個人情報非表示：ON / OFF＊

＊はお買い上げ時の初期値です。

個人情報非表示設定をするには

A 「管理者設定画面を表示するには」（p. 11-3）を参照
し、管理者設定画面を表示します。

B ［セキュリティー設定］を押します。

C ［セキュリティー詳細］を押します。

･ オプションの設定によっ
て表示されない項目があ
ります。
･ 設定メニューでは、キー
に表示されている番号を
テンキーで入力して選択
することもできます。［セ
キュリティー設定］の場
合は、テンキーで【0】を
入力します。
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11.35 ファクス番号を表示されないようにする（個人情報非表示）
D ［↓］を押します。

E ［個人情報非表示］を押します。

F ［ON］を押します。

G ［OK］を押します。

ファクス番号が非表示になります。

H ファクス /スキャン画面に戻るまで、［閉じる］を押し
ます。
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11.36通信履歴を表示されないようにする（通信履歴表
示）

通信履歴を表示するかしないかの設定をします。

通信履歴表示：ON＊ / OFF
＊はお買い上げ時の初期値です。

通信履歴表示設定をするには

A 「管理者設定画面を表示するには」（p. 11-3）を参照
し、管理者設定画面を表示します。

B ［セキュリティー設定］を押します。

C ［セキュリティー詳細］を押します。

･ オプションの設定によっ
て表示されない項目があ
ります。
･ 設定メニューでは、キー
に表示されている番号を
テンキーで入力して選択
することもできます。［セ
キュリティー設定］の場
合は、テンキーで【0】を
入力します。
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11.36 通信履歴を表示されないようにする（通信履歴表示）
D ［↓］を押します。

E ［通信履歴表示］を押します。

F ［OFF］を押します。

G ［OK］を押します。

通信履歴が非表示になります。

H ファクス /スキャン画面に戻るまで、［閉じる］を押し
ます。
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第 12章

第12章 レポート /リストの見かた
レポート /リストのプリント方法と見かたについて説明します。
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12.1 レポート /リストの種類

本機からプリントされるレポート /リストには、次の種類があ
ります。

レポート
レポートには、自動的にプリントされるレポート、プリント方
法を設定できるレポート、必要に応じてプリントの指示をする
レポートがあります。

レポート名 説明

通信管理レポート 送信や受信の記録が記載されたレポートで
す。送受信を合わせて最大 700通信分が送
信、受信それぞれ別のページに記録されま
す。通信管理レポートは自動的にプリント
されるだけでなく、必要に応じて送信だけ
の記録、受信だけの記録、送受信の記録そ
れぞれをプリントすることができます。
設定メニューの管理者設定で、プリントす
る間隔を毎日 /100 通信毎 /100/ 毎日から
選択できます。
通信管理レポートの出力設定を［毎日］ま
たは［100/ 毎日］に設定した場合は、レ
ポートを出力する時刻を設定できます。
［ジョブ表示］＞［ジョブ詳細］＞［送信］
＞［履歴リスト］＞［通信リスト］の順に
押すと、以下のレポートをプリントできま
す。
･ 送信管理レポート
･ 受信管理レポート
･ 通信管理レポート

送信結果レポート 送信結果が自動的にプリントされます。設
定メニューの管理者設定で、プリントする
タイミングを、常時 /エラー時のみ /OFF
から選択できます。

ポーリング送信結果レ
ポート

設定メニューの［レポート出力設定］で、
［送信結果レポート］が［常時］または［エ
ラー時のみ］に設定されている場合、ポー
リング送信の結果が自動的にプリントされ
ます。

ポーリング受信結果レ
ポート

設定メニューの［レポート出力設定］で、
［送信結果レポート］が［常時］または［エ
ラー時のみ］に設定されている場合に、
ポーリング受信の結果が自動的にプリント
されます。

順次ポーリング受信結
果レポート

設定メニューの［レポート出力設定］で、
［順次通信結果レポート］が［ON］に設定
されている場合に、複数の宛先へのポーリ
ングの結果が自動的にプリントされます。

同報送信結果レポート 設定メニューの［レポート出力設定］で、
［順次通信結果レポート］が［ON］に設定
されている場合に、順次同報送信が終了し
たときに自動的にプリントされます。
レポート /リストの見かた 12-2



12.1 レポート /リストの種類
通信予約レポート 設定メニューの［レポート出力設定］で、
［予約レポート］が［ON］に設定されてい
る場合に、送信予約をしたときに自動的に
プリントされます。

ポーリング送信予約レ
ポート

設定メニューの［レポート出力設定］で、
［予約レポート］が［ON］に設定されてい
る場合に、ポーリング送信予約をしたとき
に自動的にプリントされます。

同報送信予約レポート 設定メニューの［レポート出力設定］で、
［予約レポート］が［ON］に設定されてい
る場合に、順次同報送信を予約したときに
自動的にプリントされます。

1宛先ポーリング受信
予約レポート

設定メニューの［レポート出力設定］で、
［予約レポート］が［ON］に設定されてい
る場合に、一つの宛先にポーリングを予約
したときに自動的にプリントされます。

順次ポーリング受信予
約レポート

設定メニューの［レポート出力設定］で、
［予約レポート］が［ON］に設定されてい
る場合に、複数の宛先にポーリングを予約
したときに自動的にプリントされます。

親展受信レポート 設定メニューの［レポート出力設定］で、
［親展受信レポート］が［ON］に設定され
ている場合に、親展受信をしたときに自動
的にプリントされます。

掲示板送信結果レポー
ト

設定メニューの［レポート出力設定］で、
［掲示板送信結果レポート］が［ON］に設
定されている場合に、掲示板送信の結果が
自動的にプリントされます。

中継結果レポート 設定メニューの［レポート出力設定］で、
［中継結果レポート］が［ON］に設定され
ている場合に、中継配信の結果が自動的に
プリントされます。

中継依頼受付レポート 設定メニューの［レポート出力設定］で、
［中継依頼受付レポート］が［ON］に設定
されている場合に、中継受信の結果が自動
的にプリントされます。

PC-FAX送信エラー
レポート

設定メニューの［レポート出力設定］で、
［PC-FAX送信エラーレポート］が［ON］
に設定されている場合に、PC-FAX送信で
エラーがおきた場合に自動的にプリントさ
れます。

レポート名 説明
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12.1 レポート /リストの種類
リスト
リストは、必要に応じてプリントの指示をします。

リスト名 説明

短縮宛先リスト 短縮宛先の登録内容をプリントできます。

グループ宛先
リスト

グループダイアルの登録内容をプリントで
きます。

プログラム宛先リスト プログラム宛先の登録内容をプリントでき
ます。

設定値リスト 設定メニューのファクス設定の内容をプリ
ントできます。
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12.2 通信管理レポート

通信管理レポートの見かた
通信管理レポートは、送信や受信の記録が記載されたレポート
です。送受信を合わせて最大 700通信分が、送信、受信それぞ
れ別のページに記録されます。通信管理レポートは自動的にプ
リントされるだけではなく、必要に応じて送信だけの記録（送
信管理レポート）、受信だけの記録（受信管理レポート）、送受
信の記録（通信管理レポート）をプリントすることができます。

番号 :送信、受信それぞれに連番が付けられます。

宛先 :
次のいずれかが記載されます。情報がない場合はブラン
クとなります。
送信管理レポート：
短縮宛先またはプログラム宛先の登録名
受信管理レポート：短縮宛先の登録名

相手の電話番号

開始時刻 :通信を開始した時刻が記載されます。

時間 :通信の所要時間が記載されます。

オプションの設定によって
記載されない項目がありま
す。
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12.2 通信管理レポート
枚数 :
通信した枚数が記載されます。メモリー送信の場合は、
送信できたページ数と全体のページ数が分数形式で記さ
れます。

結果 :

備考 : 次のいずれかが記載されます。

OK: 通信が正常に終了した場合に記載されます。

S-OK: 通信を中止した場合に記載されます。

PW-OFF: 通信中に操作電源スイッチがOFFされた場合
に記載されます。

TEL: 電話がかかってきた場合に記載されます。

NG: 通信エラーが発生した場合に記載されます。

継続 : 送信エラーが発生して、再送信待ちの状態（エ
ラーページリダイアル）に移った場合に記載さ
れます。

無応答 : 相手が応答しなかった場合に記載されます。

拒否 : 着信拒否登録した番号から受信した場合に記載
されます。

話中 : 相手が話し中で通信できなかった場合に記載さ
れます。

メモリフル : 受信中にファクスファイルメモリーが一杯に
なって、受信できなかった場合に記載されま
す。

L1 ：主回線

TMR ：タイマー通信

ORG ：原稿サイズ指定

MIX ：混載モード送信

CSRC ：遠隔診断

PC ：PC-FAX

SP ：特殊原稿

RTX ：再送信

MBX ：親展

L2 ：副回線

POL ：ポーリング

FME ：枠消し送信

CALL ：手動通信

FWD ：転送

BND ：原稿のとじしろ

FCODE ：Fコード指定

RLY ：中継

BUL ：掲示板
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12.2 通信管理レポート
自動プリント
通信管理レポートがプリントされる間隔は、設定メニューの
［レポート出力設定］で設定することができます。

手動プリント
次の操作でプリントできます。

A ［ジョブ表示］を押します。

B ［ジョブ詳細］を押します。

C ［送信］を押します。

ひとこと

オプションの回線拡張キッ
トを装着している場合は、
［送信］の実行中リストで回
線別にリスト表示ができま
す。回線 1の実行中リスト
を表示したい場合は、［L1］
を、回線 2の実行中リスト
を表示したい場合は、［L2］
を押します。

D ［履歴リスト］を押します。

［レポート出力設定］につい
ては、「レポートのプリント
方法を設定する（レポート
出力設定）」（p. 11-82）を
ごらんください。

回線拡張キットを装着していない場合
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12.2 通信管理レポート
E ［通信リスト］を押します。

F ［ファクス送信リスト］を押します。

出力件数については、「レ
ポート /リストの種類」
（p. 12-2）をごらんくださ
い。

G 「レポート指定」のいずれかのキーを押し、「出力件数」
を選択して、【スタート】を押します。

レポートがプリントされます。

回線拡張キットを装着している場合
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12.3 送信結果レポート

送信結果レポートの見かた

宛先 :次のいずれかが記載されます。

短縮宛先またはプログラム宛先の登録名

相手の電話番号

開始時刻 :通信を開始した時刻が記載されます。

時間 :通信の所要時間が記載されます。

枚数 :
通信した枚数が記載されます。メモリー送信の場合は、
送信できたページ数と全体のページ数が分数形式で記さ
れます。
結果 :

OK: 通信が正常に終了した場合に記載されます。

S-OK: 通信を中止した場合に記載されます。

PW-OFF: 通信中に操作電源スイッチがOFF された場合
に記載されます。
NG: 通信エラーが発生した場合に記載されます。

話中 :
相手が話し中で通信できなかった場合に記載されます。
無応答 :相手が応答しなかった場合に記載されます。

TEL: 電話がかかってきた場合に記載されます。

継続 :
送信エラーが発生して、再送信待ちの状態（エラーペー
ジリダイアル）に移った場合に記載されます。
メモリフル :
受信中にファクスファイルメモリーが一杯になって、受
信できなかった場合に記載されます。
拒否 :
着信拒否登録した番号から受信した場合に記載されます。
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12.3 送信結果レポート
備考 :次のいずれかが記載されます。

手動プリント
設定メニューの［送信結果レポート画面］が、［表示する］に設
定されている場合は、送信のたびに送信結果レポート出力確認
画面が表示されます。
［はい］を押すと、送信結果レポートがプリントされます。［い
いえ］を押すと、プリントされません。

自動プリント
設定メニューの［送信結果レポート］で常時 / エラー時のみ /
OFF を設定することができます。

L1 ：主回線

TMR ：タイマー通信

ORG ：原稿サイズ指定

MIX ：混載モード送信

CSRC ：遠隔診断

PC ：PC-FAX

SP ：特殊原稿

RTX ：再送信

MBX ：親展

L2 ：副回線

POL ：ポーリング

FME ：枠消し送信

CALL ：手動通信

FWD ：転送

BND ：原稿のとじしろ

FCODE ：Fコード指定

RLY ：中継

BUL ：掲示板

［送信結果レポート画面］に
ついては、「レポートのプリ
ント方法を設定する（レ
ポート出力設定）」（p. 11-
82）をごらんください。

［送信結果レポート］につい
ては、「レポートのプリント
方法を設定する（レポート
出力設定）」（p. 11-82）を
ごらんください。
レポート /リストの見かた 12-10



12.4 ポーリング送信結果レポート

ポーリング送信の結果が自動的にプリントされます。
設定メニューの［送信結果レポート］で常時 / エラー時のみ /
OFF を設定することができます。

宛先 :相手機の IDが記載されます。

開始時刻 :通信を開始した時刻が記載されます。

時間 :通信の所要時間が記載されます。

枚数 :
通信した枚数が記載されます。メモリー送信の場合は、
送信できたページ数と全体のページ数が分数形式で記さ
れます。
結果 :

［送信結果レポート］につい
ては、「レポートのプリント
方法を設定する（レポート
出力設定）」（p. 11-82）を
ごらんください。

OK: 通信が正常に終了した場合に記載されます。

S-OK: 通信を中止した場合に記載されます。

PW-OFF: 通信中に操作電源スイッチがOFFされた場合
に記載されます。

TEL: 電話がかかってきた場合に記載されます。

NG: 通信エラーが発生した場合に記載されます。

継続 : 送信エラーが発生して、再送信待ちの状態（エ
ラーページリダイアル）に移った場合に記載さ
れます。

無応答 : 相手が応答しなかった場合に記載されます。

拒否 : 着信拒否登録した番号から受信した場合に記載
されます。

話中 : 相手が話し中で通信できなかった場合に記載さ
れます。

メモリフル : 受信中にファクスファイルメモリーが一杯に
なって、受信できなかった場合に記載されま
す。
レポート /リストの見かた 12-11



12.4 ポーリング送信結果レポート
備考 :次のいずれかが記載されます。

L1 ：主回線

TMR ：タイマー通信

ORG ：原稿サイズ指定

MIX ：混載モード送信

CSRC ：遠隔診断

PC ：PC-FAX

SP ：特殊原稿

RTX ：再送信

MBX ：親展

L2 ：副回線

POL ：ポーリング

FME ：枠消し送信

CALL ：手動通信

FWD ：転送

BND ：原稿のとじしろ

FCODE ：Fコード指定

RLY ：中継

BUL ：掲示板
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12.5 ポーリング受信結果レポート

ポーリング受信をしたときに自動的にプリントされます。
設定メニューの［送信結果レポート］で常時 / エラー時のみ /
OFF を設定することができます。

宛先 :次のいずれかが記載されます。

短縮宛先に宛先名が登録されている相手は宛先名

相手先の電話番号

開始時刻 :通信を開始した時刻が記載されます。

時間 :通信の所要時間が記載されます。

枚数 :通信した枚数が記載されます。

結果 :

［送信結果レポート］につい
ては、「レポートのプリント
方法を設定する（レポート
出力設定）」（p. 11-82）を
ごらんください。

OK: 通信が正常に終了した場合に記載されます。

S-OK: 通信を中止した場合に記載されます。

PW-OFF: 通信中に操作電源スイッチがOFFされた場合
に記載されます。

TEL: 電話がかかってきた場合に記載されます。

NG: 通信エラーが発生した場合に記載されます。

継続 : 送信エラーが発生して、再送信待ちの状態（エ
ラーページリダイアル）に移った場合に記載さ
れます。

無応答 : 相手が応答しなかった場合に記載されます。

拒否 : 着信拒否登録した番号から受信した場合に記載
されます。

話中 : 相手が話し中で通信できなかった場合に記載さ
れます。

メモリフル : 受信中にファクスファイルメモリーが一杯に
なって、受信できなかった場合に記載されま
す。
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12.5 ポーリング受信結果レポート
備考 :次のいずれかが記載されます。

L1 ：主回線

TMR ：タイマー通信

ORG ：原稿サイズ指定

MIX ：混載モード送信

CSRC ：遠隔診断

PC ：PC-FAX

SP ：特殊原稿

RTX ：再送信

MBX ：親展

L2 ：副回線

POL ：ポーリング

FME ：枠消し送信

CALL ：手動通信

FWD ：転送

BND ：原稿のとじしろ

FCODE ：Fコード指定

RLY ：中継

BUL ：掲示板
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12.6 順次ポーリング受信結果レポート

複数の宛先へのポーリングの結果が自動的にプリントされます。
設定メニューの［順次通信結果レポート］でON/OFF を設定
することができます。

宛先 :次のいずれかが記載されます。

短縮宛先に宛先名が登録されている相手は宛先名

相手の電話番号

開始時刻 :通信を開始した時刻が記載されます。

時間 :通信の所要時間が記載されます。

枚数 :通信した枚数が記載されます。

結果 :

［順次通信結果レポート］に
ついては、「レポートのプリ
ント方法を設定する（レ
ポート出力設定）」（p. 11-
82）をごらんください

OK: 通信が正常に終了した場合に記載されます。

S-OK: 通信を中止した場合に記載されます。

PW-OFF: 通信中に操作電源スイッチがOFFされた場合
に記載されます。

TEL: 電話がかかってきた場合に記載されます。

NG: 通信エラーが発生した場合に記載されます。

継続 : 送信エラーが発生して、再送信待ちの状態（エ
ラーページリダイアル）に移った場合に記載さ
れます。

無応答 : 相手が応答しなかった場合に記載されます。

拒否 : 着信拒否登録した番号から受信した場合に記載
されます。

話中 : 相手が話し中で通信できなかった場合に記載さ
れます。

メモリフル : 受信中にファクスファイルメモリーが一杯に
なって、受信できなかった場合に記載されま
す。
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12.6 順次ポーリング受信結果レポート
備考 :次のいずれかが記載されます。

L1 ：主回線

TMR ：タイマー通信

ORG ：原稿サイズ指定

MIX ：混載モード送信

CSRC ：遠隔診断

PC ：PC-FAX

SP ：特殊原稿

RTX ：再送信

MBX ：親展

L2 ：副回線

POL ：ポーリング

FME ：枠消し送信

CALL ：手動通信

FWD ：転送

BND ：原稿のとじしろ

FCODE ：Fコード指定

RLY ：中継

BUL ：掲示板
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12.7 通信予約レポート

タイマー通信を指定したときに自動的にプリントされます。
設定メニューの［予約レポート］でON/OFF を設定すること
ができます。

宛先 :次のいずれかが記載されます。

短縮宛先に名前が登録されている場合は名前

相手の電話番号

作成時刻 :送信を予約した時刻が記載されます。

開始時刻 :
タイマー通信をしている場合は、指定した時刻が記載さ
れます。
枚数 :読込んだ原稿枚数が記載されます。

備考 :次のいずれかが記載されます。

［予約レポート］について
は、「レポートのプリント方
法を設定する（レポート出
力設定）」（p. 11-82）をご
らんください。

L1 ：主回線

TMR ：タイマー通信

ORG ：原稿サイズ指定

MIX ：混載モード送信

CSRC ：遠隔診断

PC ：PC-FAX

SP ：特殊原稿

RTX ：再送信

MBX ：親展

L2 ：副回線

POL ：ポーリング

FME ：枠消し送信

CALL ：手動通信

FWD ：転送

BND ：原稿のとじしろ

FCODE ：Fコード指定

RLY ：中継

BUL ：掲示板
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12.8 ポーリング送信予約レポート

ポーリング送信予約をしたときに自動的にプリントされます。
設定メニューの［予約レポート］でON/OFF を設定すること
ができます。

宛先 :記載されません。

作成時刻 :ポーリング送信を予約した時刻が記載されま
す。
開始時刻 :記載されません。

枚数 :読込んだ原稿枚数が記載されます。

備考 :次のいずれかが記載されます。

［予約レポート］について
は、「レポートのプリント方
法を設定する（レポート出
力設定）」（p. 11-82）をご
らんください。

L1 ：主回線

TMR ：タイマー通信

ORG ：原稿サイズ指定

MIX ：混載モード送信

CSRC ：遠隔診断

PC ：PC-FAX

SP ：特殊原稿

RTX ：再送信

MBX ：親展

L2 ：副回線

POL ：ポーリング

FME ：枠消し送信

CALL ：手動通信

FWD ：転送

BND ：原稿のとじしろ

FCODE ：Fコード指定

RLY ：中継

BUL ：掲示板
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12.9 同報送信予約レポート

順次同報送信を予約したときに自動的にプリントされます。
設定メニューの［予約レポート］でON/OFF を設定すること
ができます。

宛先 :次のいずれかが記載されます。

短縮宛先に宛先名が登録されている相手は宛先名

テンキーで宛先を指定した場合は、相手の電話番号

作成時刻 :送信を予約した時刻が記載されます。

開始時刻 :
タイマー通信をしている場合は、指定した時刻が記載さ
れます。
枚数 :読込んだ原稿枚数が記載されます。

備考 :次のいずれかが記載されます。

［予約レポート］について
は、「レポートのプリント方
法を設定する（レポート出
力設定）」（p. 11-82）をご
らんください。

L1 ：主回線

TMR ：タイマー通信

ORG ：原稿サイズ指定

MIX ：混載モード送信

CSRC ：遠隔診断

PC ：PC-FAX

SP ：特殊原稿

RTX ：再送信

MBX ：親展

L2 ：副回線

POL ：ポーリング

FME ：枠消し送信

CALL ：手動通信

FWD ：転送

BND ：原稿のとじしろ

FCODE ：Fコード指定

RLY ：中継

BUL ：掲示板
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12.101 宛先ポーリング受信予約レポート

1 宛先へのポーリングを予約をしたときに自動的にプリントさ
れます。
設定メニューの［予約レポート］でON/OFF を設定すること
ができます。

宛先 :相手の電話番号が記載されます。

作成時刻 :ポーリングを予約した時刻が記載されます。

開始時刻 :
タイマー通信をしている場合は、指定した時刻が記載さ
れます。
枚数 :通信した枚数が記載されます。

備考 :次のいずれかが記載されます。

［予約レポート］について
は、「レポートのプリント方
法を設定する（レポート出
力設定）」（p. 11-82）をご
らんください。

L1 ：主回線

TMR ：タイマー通信

ORG ：原稿サイズ指定

MIX ：混載モード送信

CSRC ：遠隔診断

PC ：PC-FAX

SP ：特殊原稿

RTX ：再送信

MBX ：親展

L2 ：副回線

POL ：ポーリング

FME ：枠消し送信

CALL ：手動通信

FWD ：転送

BND ：原稿のとじしろ

FCODE ：Fコード指定

RLY ：中継

BUL ：掲示板
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12.11順次ポーリング受信予約レポート

複数の宛先へのポーリングを予約をしたときに自動的にプリン
トされます。
設定メニューの［予約レポート］でON/OFF を設定すること
ができます。

宛先 :相手の電話番号が記載されます。

作成時刻 :ポーリングを予約した時刻が記載されます。

開始時刻 :
タイマー通信をしている場合は、指定した時刻が記載さ
れます。
枚数 :通信した枚数が記載されます。

備考 :次のいずれかが記載されます。

［予約レポート］について
は、「レポートのプリント方
法を設定する（レポート出
力設定）」（p. 11-82）をご
らんください。

L1 ：主回線

TMR ：タイマー通信

ORG ：原稿サイズ指定

MIX ：混載モード送信

CSRC ：遠隔診断

PC ：PC-FAX

SP ：特殊原稿

RTX ：再送信

MBX ：親展

L2 ：副回線

POL ：ポーリング

FME ：枠消し送信

CALL ：手動通信

FWD ：転送

BND ：原稿のとじしろ

FCODE ：Fコード指定

RLY ：中継

BUL ：掲示板
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12.12親展受信レポート

親展受信をしたときに自動的にプリントされます。
設定メニューの［親展受信レポート］でON/OFF を設定する
ことができます。

宛先 :次のいずれかが記載されます。

短縮宛先に宛先名が登録されている場合は宛先名

相手の電話番号

開始時刻 :通信を開始した時刻が記載されます。

時間 :通信の所要時間が記載されます。

枚数 :通信した枚数が記載されます。

結果 :

［親展受信レポート］につい
ては、「レポートのプリント
方法を設定する（レポート
出力設定）」（p. 11-82）を
ごらんください。

OK: 通信が正常に終了した場合に記載されます。

S-OK: 通信を中止した場合に記載されます。

PW-OFF: 通信中に操作電源スイッチがOFFされた場合
に記載されます。

TEL: 電話がかかってきた場合に記載されます。

NG: 通信エラーが発生した場合に記載されます。

継続 : 送信エラーが発生して、再送信待ちの状態（エ
ラーページリダイアル）に移った場合に記載さ
れます。

無応答 : 相手が応答しなかった場合に記載されます。

拒否 : 着信拒否登録した番号から受信した場合に記載
されます。

話中 : 相手が話し中で通信できなかった場合に記載さ
れます。

メモリフル : 受信中にファクスファイルメモリーが一杯に
なって、受信できなかった場合に記載されま
す。
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12.12 親展受信レポート
備考 :次のいずれかが記載されます。

L1 ：主回線

TMR ：タイマー通信

ORG ：原稿サイズ指定

MIX ：混載モード送信

CSRC ：遠隔診断

PC ：PC-FAX

SP ：特殊原稿

RTX ：再送信

MBX ：親展

L2 ：副回線

POL ：ポーリング

FME ：枠消し送信

CALL ：手動通信

FWD ：転送

BND ：原稿のとじしろ

FCODE ：Fコード指定

RLY ：中継

BUL ：掲示板
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12.13掲示板送信結果レポート

掲示板に登録されている文書をポーリング送信したときに自動
的にプリントされます。
設定メニューの［掲示板送信結果レポート］でON/OFF を設
定することができます。

宛先 :次のいずれかが記載されます。

短縮宛先に宛先名が登録されている場合は宛先名

相手の電話番号

開始時刻 :通信を開始した時刻が記載されます。

時間 :通信の所要時間が記載されます。

枚数 :通信した枚数が記載されます。

結果 :

［掲示板送信結果レポート］
については、「レポートのプ
リント方法を設定する（レ
ポート出力設定）」（p. 11-
82）をごらんください。

OK: 通信が正常に終了した場合に記載されます。

S-OK: 通信を中止した場合に記載されます。

PW-OFF: 通信中に操作電源スイッチがOFFされた場合
に記載されます。

TEL: 電話がかかってきた場合に記載されます。

NG: 通信エラーが発生した場合に記載されます。

継続 : 送信エラーが発生して、再送信待ちの状態（エ
ラーページリダイアル）に移った場合に記載さ
れます。

無応答 : 相手が応答しなかった場合に記載されます。

拒否 : 着信拒否登録した番号から受信した場合に記載
されます。

話中 : 相手が話し中で通信できなかった場合に記載さ
れます。

メモリフル : 受信中にファクスファイルメモリーが一杯に
なって、受信できなかった場合に記載されま
す。
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12.13 掲示板送信結果レポート
備考 :次のいずれかが記載されます。

L1 ：主回線

TMR ：タイマー通信

ORG ：原稿サイズ指定

MIX ：混載モード送信

CSRC ：遠隔診断

PC ：PC-FAX

SP ：特殊原稿

RTX ：再送信

MBX ：親展

L2 ：副回線

POL ：ポーリング

FME ：枠消し送信

CALL ：手動通信

FWD ：転送

BND ：原稿のとじしろ

FCODE ：Fコード指定

RLY ：中継

BUL ：掲示板
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12.14中継結果レポート

中継配信局として中継配信先に中継送信したときに自動的にプ
リントされます。
設定メニューの［中継結果レポート］でON/OFF を設定する
ことができます。

宛先 :次のいずれかが記載されます。

短縮宛先に宛先名が登録されている場合は宛先名

相手の電話番号

開始時刻 :通信を開始した時刻が記載されます。

時間 :通信の所要時間が記載されます。

枚数 :通信した枚数が記載されます。

結果 :

［中継結果レポート］につい
ては、「レポートのプリント
方法を設定する（レポート
出力設定）」（p. 11-82）を
ごらんください。

OK: 通信が正常に終了した場合に記載されます。

S-OK: 通信を中止した場合に記載されます。

PW-OFF: 通信中に操作電源スイッチがOFFされた場合
に記載されます。

TEL: 電話がかかってきた場合に記載されます。

NG: 通信エラーが発生した場合に記載されます。

継続 : 送信エラーが発生して、再送信待ちの状態（エ
ラーページリダイアル）に移った場合に記載さ
れます。

無応答 : 相手が応答しなかった場合に記載されます。

拒否 : 着信拒否登録した番号から受信した場合に記載
されます。

話中 : 相手が話し中で通信できなかった場合に記載さ
れます。

メモリフル : 受信中にファクスファイルメモリーが一杯に
なって、受信できなかった場合に記載されま
す。
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12.14 中継結果レポート
備考 :次のいずれかが記載されます。

L1 ：主回線

TMR ：タイマー通信

ORG ：原稿サイズ指定

MIX ：混載モード送信

CSRC ：遠隔診断

PC ：PC-FAX

SP ：特殊原稿

RTX ：再送信

MBX ：親展

L2 ：副回線

POL ：ポーリング

FME ：枠消し送信

CALL ：手動通信

FWD ：転送

BND ：原稿のとじしろ

FCODE ：Fコード指定

RLY ：中継

BUL ：掲示板
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12.15中継依頼受付レポート

中継配信局として中継指示局から文書を受信したときに自動的
にプリントされます。
設定メニューの［中継依頼受付レポート］でON/OFF を設定
することができます。

宛先 :次のいずれかが記載されます。

短縮宛先に宛先名が登録されている場合は宛先名

相手の電話番号

開始時刻 :通信を開始した時刻が記載されます。

時間 :通信の所要時間が記載されます。

枚数 :通信した枚数が記載されます。

結果 :

［中継依頼受付レポート］に
ついては、「レポートのプリ
ント方法を設定する（レ
ポート出力設定）」（p. 11-
82）をごらんください。

OK: 通信が正常に終了した場合に記載されます。

S-OK: 通信を中止した場合に記載されます。

PW-OFF: 通信中に操作電源スイッチがOFFされた場合
に記載されます。

TEL: 電話がかかってきた場合に記載されます。

NG: 通信エラーが発生した場合に記載されます。

継続 : 送信エラーが発生して、再送信待ちの状態（エ
ラーページリダイアル）に移った場合に記載さ
れます。

無応答 : 相手が応答しなかった場合に記載されます。

拒否 : 着信拒否登録した番号から受信した場合に記載
されます。

話中 : 相手が話し中で通信できなかった場合に記載さ
れます。

メモリフル : 受信中にファクスファイルメモリーが一杯に
なって、受信できなかった場合に記載されま
す。
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12.15 中継依頼受付レポート
備考 :次のいずれかが記載されます。

L1 ：主回線

TMR ：タイマー通信

ORG ：原稿サイズ指定

MIX ：混載モード送信

CSRC ：遠隔診断

PC ：PC-FAX

SP ：特殊原稿

RTX ：再送信

MBX ：親展

L2 ：副回線

POL ：ポーリング

FME ：枠消し送信

CALL ：手動通信

FWD ：転送

BND ：原稿のとじしろ

FCODE ：Fコード指定

RLY ：中継

BUL ：掲示板
レポート /リストの見かた 12-29



12.16PC-FAX送信エラーレポート

PC-FAX 送信でエラーがおきたときに自動的にプリントされま
す。
設定メニューの［PC-FAX送信エラーレポート］でON/OFF
を設定することができます。

宛先 :次のいずれかが記載されます。

短縮宛先に宛先名が登録されている場合は宛先名

相手の電話番号

作成時刻：PC上でPC-FAX送信を開始した時刻が記載さ
れます。

開始時刻 : タイマー送信を指定した場合は、指定時刻が
記載されます。タイマー送信でない場合は、
「--：--」と表示されます。

要因 :送信エラーの原因が記載されます。

名称 :ジョブ名またはユーザー名が記載されます。

［PC-FAX送信エラーレ
ポート］については、「レ
ポートのプリント方法を設
定する（レポート出力設
定）」（p. 11-82）をごらん
ください。
レポート /リストの見かた 12-30



12.17同報送信結果レポート

順次同報送信が終了したときに自動的にプリントされます。
設定メニューの［順次通信結果レポート］でON/OFF を設定
することができます。また、［同報結果レポート出力］でレポー
ト出力タイミング（全宛先一括 /1 宛先毎）を指定できます。

宛先 :次のいずれかが記載されます。

短縮宛先に宛先名が登録されている相手は宛先名

相手の電話番号

開始時刻 :通信を開始した時刻が記載されます。

時間 :通信の所要時間が記載されます。

枚数 :
通信した枚数が記載されます。送信できたページ数と全
体のページ数が分数形式で記されます。
結果 :

［順次通信結果レポート］お
よび［同報結果レポート出
力］については、「レポート
のプリント方法を設定する
（レポート出力設定）」
（p. 11-82）をごらんくだ
さい。

OK: 通信が正常に終了した場合に記載されます。

S-OK: 通信を中止した場合に記載されます。

PW-OFF: 通信中に操作電源スイッチがOFFされた場合
に記載されます。

TEL: 電話がかかってきた場合に記載されます。

NG: 通信エラーが発生した場合に記載されます。

継続 : 送信エラーが発生して、再送信待ちの状態（エ
ラーページリダイアル）に移った場合に記載さ
れます。

無応答 : 相手が応答しなかった場合に記載されます。

拒否 : 着信拒否登録した番号から受信した場合に記載
されます。

話中 : 相手が話し中で通信できなかった場合に記載さ
れます。

メモリフル : 受信中にファクスファイルメモリーが一杯に
なって、受信できなかった場合に記載されま
す。
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12.17 同報送信結果レポート
備考 :次のいずれかが記載されます。

L1 ：主回線

TMR ：タイマー通信

ORG ：原稿サイズ指定

MIX ：混載モード送信

CSRC ：遠隔診断

PC ：PC-FAX

SP ：特殊原稿

RTX ：再送信

MBX ：親展

L2 ：副回線

POL ：ポーリング

FME ：枠消し送信

CALL ：手動通信

FWD ：転送

BND ：原稿のとじしろ

FCODE ：Fコード指定

RLY ：中継

BUL ：掲示板
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12.18短縮宛先リスト

登録した短縮宛先のリストをプリントできます。

短縮宛先リストの見かた

No.: 短縮番号です。

検索文字：登録されている検索文字です。

名称 : 登録されている宛先名です。

電話番号：登録されているファクス番号です。

回線設定: 回線設定が指定されている場合に* が記載され
ます。
相手先機種：登録されている相手先機種（モノクロ機／
カラー機）です。
ポート番号：登録されているポート番号です。

SIP ファクス送信：SIP ファクス宛先として登録されてい
るかいないかが表示されます。
参照可能レベル：登録されている参照可能レベルです。

短縮宛先リストをプリントするには

A 【設定メニュー /カウンター】を押します。

B ［管理者設定］を押します。

C 管理者のパスワードを入力し、［OK］を押します。

管理者のパスワードは、［セ
キュリティー設定］で変更
できます。管理者が責任を
もってパスワードを管理し
てください。
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12.18 短縮宛先リスト
D ［宛先 /ボックス登録］を押します。

E ［宛先登録リスト］を押します。

F ［短縮宛先リスト］を押します。

100件まで指定できます。G 「リスト出力番号」を設定します。
［印刷開始番号］を押し、プリントしたい短縮宛先
の登録番号をテンキーで入力します。
［出力件数］を押し、印刷開始番号から何件分プリ
ントしたいか件数をテンキーで入力します。

設定メニューでは、キーに
表示されている番号をテン
キーで入力して選択するこ
ともできます。［宛先登録リ
スト］の場合は、テンキー
で【3】を入力します。
レポート /リストの見かた 12-34



12.18 短縮宛先リスト
H 「リスト出力宛先種別」を設定します。
出力したいリストの宛先種別を、［E-mail］、
［FTP］、［SMB］、［ボックス］、［ファクス］、
［WebDAV］から選択します。

I ［印刷］を押します。

J プリントに使用するトレイを選択します。

K ［実行］または【スタート】を押します。

短縮宛先リストがプリントされます。

レポート / リスト用の用紙
トレイに必要な用紙がセッ
トされていない場合は、【ス
タート】キー LEDが赤色
に点灯し、【スタート】を受
け付けません。
レポート /リストの見かた 12-35



12.19グループ宛先リスト

登録したグループ宛先のリストをプリントできます。

グループ宛先リストの見かた

No.: グループ番号です。

名称 :登録されているグループ名です。

短縮宛先No.: グループに登録されている短縮No. です。

参照可能レベル：登録されている参照可能レベルです。

登録件数 :グループに登録されている短縮No. の数です。

グループ宛先リストをプリントするには

A 【設定メニュー /カウンター】を押します。

B ［管理者設定］を押します。

C 管理者のパスワードを入力し、［OK］を押します。

D ［宛先 /ボックス登録］を押します。 管理者のパスワードは、［セ
キュリティー設定］で変更
できます。管理者が責任を
もってパスワードを管理し
てください。
レポート /リストの見かた 12-36



12.19 グループ宛先リスト
E ［宛先登録リスト］を押します。

F ［グループ宛先リスト］を押します。

G 「リスト出力番号」を設定します。
［印刷開始番号］を押し、プリントしたいグループ
宛先の登録番号をテンキーで入力します。
［出力件数］を押し、印刷開始番号から何件分プリ
ントしたいか件数をテンキーで入力します。

設定メニューでは、キーに
表示されている番号をテン
キーで入力して選択するこ
ともできます。［宛先登録リ
スト］の場合は、テンキー
で【3】を入力します。

20件まで指定できます。
レポート /リストの見かた 12-37



12.19 グループ宛先リスト
H ［印刷］を押します。

I プリントに使用するトレイを選択します。

J ［実行］または【スタート】を押します。

グループ宛先リストがプリントされます。

レポート / リスト用の用紙
トレイに必要な用紙がセッ
トされていない場合は、【ス
タート】キー LEDが赤色
に点灯し、【スタート】を受
け付けません。
レポート /リストの見かた 12-38



12.20プログラム宛先リスト

登録したプログラム宛先のリストをプリントできます。

プログラム宛先リストの見かた

No.: プログラム宛先番号です。

名称：プログラム宛先登録名です。

短縮宛先：短縮宛先No. です。

プログラム宛先リストをプリントするには

A 【設定メニュー /カウンター】を押します。

B ［管理者設定］を押します。

C 管理者のパスワードを入力し、［OK］を押します。

D ［宛先 /ボックス登録］を押します。 管理者のパスワードは、［セ
キュリティー設定］で変更
できます。管理者が責任を
もってパスワードを管理し
てください。
レポート /リストの見かた 12-39



12.20 プログラム宛先リスト
E ［宛先登録リスト］を押します。

F ［プログラム宛先リスト］を押します。

G 「リスト出力番号」を設定します。
［印刷開始番号］を押し、プリントしたいプログラ
ム宛先の登録番号をテンキーで入力します。
［出力件数］を押し、印刷開始番号から何件分プリ
ントしたいか件数をテンキーで入力します。

設定メニューでは、キーに
表示されている番号をテン
キーで入力して選択するこ
ともできます。［宛先登録リ
スト］の場合は、テンキー
で【3】を入力します。

50件まで指定できます。
レポート /リストの見かた 12-40



12.20 プログラム宛先リスト
H 「リスト出力宛先種別」を設定します。
出力したいリストの宛先種別を、［短縮番号］、［グ
ループ］、［直接入力］から選択します。
［直接入力］を選択すると、［E-mail］、［FTP］、
［SMB］、［ボックス］、［ファクス］、［WebDAV］
を指定できます。

I ［印刷］を押します。

J プリントに使用するトレイを選択します。

K ［実行］または【スタート】を押します。

プログラム宛先リストがプリントされます。

レポート / リスト用の用紙
トレイに必要な用紙がセッ
トされていない場合は、【ス
タート】キー LEDが赤色
に点灯し、【スタート】を受
け付けません。
レポート /リストの見かた 12-41



12.21設定値リスト

本機で設定したファクスの設定値リストをプリントできます。

FAX設定リストの見かた

項目 :設定メニューの項目です。

設定 :設定状態です。
レポート /リストの見かた 12-42



12.21 設定値リスト
レポート /リストの見かた 12-43



12.21 設定値リスト
中継一覧の見かた

No.: 中継ボックス番号です。

グループNo.：中継配信先として登録されているグルー
プです。
送信 ID：中継パスワードです。
レポート /リストの見かた 12-44



12.21 設定値リスト
送信者別（TSI）受信ボックスの見かた

No.: 送信者別（TSI）受信の登録番号です。

送信者（TSI）: 登録した発信元情報です。

振分け先 :指定した振分け先です。
レポート /リストの見かた 12-45



12.21 設定値リスト
親展・掲示板一覧の見かた

No. : 親展・掲示板で登録したボックス番号です。

名前 :登録した名前です。

送信 ID: 親展パスワードです。

種別 :親展か掲示板かを表示します。

着信拒否登録データの見かた
番号 :着信拒否登録No. です。

電話番号 :着信拒否する電話番号です。
レポート /リストの見かた 12-46



12.21 設定値リスト
設定値リストをプリントするには

A 【設定メニュー /カウンター】を押します。

B ［管理者設定］を押します。

管理者のパスワードは、［セ
キュリティー設定］で変更
できます。管理者が責任を
もってパスワードを管理し
てください。

C 管理者のパスワードを入力し、［OK］を押します。

D ［ファクス設定］を押します。

E ［設定値リスト］を押します。
レポート /リストの見かた 12-47



12.21 設定値リスト
F プリントに使用するトレイを選択します。

レポート / リスト用の用紙
トレイに必要な用紙がセッ
トされていない場合は、【ス
タート】キー LEDが赤色
に点灯し、【スタート】を受
け付けません。

G ［実行］または【スタート】を押します。

本機の設定がプリントされます。
レポート /リストの見かた 12-48



第 13章

第13章 付録
ファクス情報サービス、メモリーの蓄積枚数、文字の入力方法について説明します。
またファクスで使用する用語の解説を記載していますので、必要に応じてお読みく
ださい。

13.1 こんなときには ........................................................................... 13-2
13.2 文字を入力するには .................................................................... 13-4
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13.1 こんなときには

ファクス情報サービスを利用する

ファクス情報サービスを利用するときの基本的な操作を説明し
ます。

A ファクス /スキャン画面の［オフフック］を押し、ファ
クス情報サービスの電話番号を指定します。

サービスに接続するとアナウンスが聞こえます。

B サービスの案内に従って、必要なサービスコードを指
定します。

C ［受信］を押し、サービスの案内に従って［実行］また
は【スタート】を押します。

受信が開始されます。

【スタート】を押した場合は、確認画面が表示され
ます。［はい］を押し、［OK］を押すと受信が開始
されます。

･ 契約内容や詳しい操作方
法については、ご利用に
なるファクス情報サービ
スの提供元にお問い合わ
せください。
･ 必要に応じ、回線モニ
ター音レベルを調整して
おきます。回線モニター
音レベルは、0～ 31の
範囲で調整できます（工
場出荷時は 16に設定さ
れています）。ファクス情
報サービスの音声ガイダ
ンスを聞き取りやすくす
るため、大きめに設定し
ておくことをお薦めしま
す。

ダイアル（パルス）回線を
お使いの場合は、パルスを
トーンに切り替える必要が
あります。サービスコード
を入力する前に、［トーン］
または【＊】を押し、トー
ンを送出できる状態にして
ください。

ひとこと

設定メニューの［宛先 2度
入力機能（送信）］が
［ON］に設定されている場
合は、［オフフック］が表示
されません。

ADF、または原稿ガラスに
原稿がセットされている場
合は、着信しても［受信］
は反転表示しません。この
場合は、［受信］を押して反
転表示させてください。
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13.1 こんなときには
メモリーへの蓄積枚数について
本機には 60 GBのハードディスクが標準搭載されており、
ファクス画像は、このハードディスク中の 31GBの領域に保存
されます。
ハードディスクには、各機能（コピー、プリント、スキャン、
ボックス、ファクス）から保存 / 受信した原稿（A4判 700 文
字程度の当社標準原稿）を、10000 枚程度蓄積することができ
ます（解像度「精細」で蓄積した場合）。

原稿の読込み中に、メモ
リーがいっぱいになりオー
バーフローすることがあり
ます。この場合は、途中ま
で読込んだ原稿を送信する
か、もう一度最初から送信
するかを選択することがで
きます。
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13.2 文字を入力するには

ユーザー登録や不定形紙の登録などで名前を入力するときに表
示される、文字入力画面の操作について手順を説明します。数
字を入力するときはテンキーから直接入力もできます。
文字入力画面には以下のような種類があります。
例
ユーザー名入力画面：

不定形紙名称変更画面：

ひとこと

ユーザー名、プログラム名、
ボックス名、グループ名、
アドレス帳に「￥」や「～」
を使用した場合、コン
ピューターから参照すると
文字化けをおこすことがあ
ります。
付録 13-4



13.2 文字を入力するには
キーボードの拡大表示
キーボードを拡大して見やすく表示することができます。

A キーボードの表示中に、［拡大ON］を押します。

キーボードが拡大表示されます。

ひとこと

拡大表示した状態でも、
キーボードの操作方法は同
じです。

B 拡大表示中に［拡大OFF］を押すと、拡大表示を解除
して通常の表示に戻ります。

英数字を入力する

% 表示されているキーボードから、入力する文字のキー
を押します。
大文字、記号を入力する場合は、［Shift］を押しま
す。
全角の英数字を入力する場合は［全角］を押しま
す。
半角数字はテンキーからでも入力できます。

文字ボックスに入力した文字が表示されます。

･ 入力した文字や数字を修
正する場合は、［←］、
［→］で修正する文字に
カーソルを合わせ、［削
除］を押し、文字や数字
を入力します。
･ 入力した文字を全て取消
す場合は、【C】を押しま
す。

ひとこと

･［元に戻す］を押すとキー
ボードが表示されたとき
の状態に戻ります。
･ 一部のキーは、文字入力
の対象によっては表示さ
れない場合があります。
付録 13-5



13.2 文字を入力するには
ひらがなを入力する

A ［ひらがな］を押します。

B 表示されているキーボードから、入力する文字のキー
を押します。
濁音（「がぎぐげご」など）や半濁音（「ぱぴぷぺ
ぽ」）、拗音（「きゃきゅきょ」など）を入力する場
合は、［他かな］を押します。

文字ボックスに入力した文字が反転表示されます。

ひとこと

［元に戻す］を押すとキー
ボードが表示されたときの
状態に戻ります。

C ［無変換］を押します。

文字ボックスに確定した文字が表示されます。

･ 入力した文字や数字を修
正する場合は、［←］、
［→］で修正する文字に
カーソルを合わせ、［削
除］を押し、文字や数字
を入力します。
･ 入力した文字を全て取消
す場合は、【C】を押しま
す。

ひとこと

一部のキーは、文字入力の
対象によっては表示されな
い場合があります。
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13.2 文字を入力するには
カタカナを入力する

A ［カタカナ］を押します。

B 表示されているキーボードから、入力する文字のキー
を押します。
濁音（「ガギグゲゴ」など）や半濁音（「パピプペ
ポ」）、拗音（「キャキュキョ」など）を入力する場
合は、［他かな］を押します。
半角のカタカナを入力する場合は［半角］を押しま
す。

文字ボックスに入力した文字が表示されます。

･ 入力した文字や数字を修
正する場合は、［←］、
［→］で修正する文字に
カーソルを合わせ、［削
除］を押し、文字や数字
を入力します。
･ 入力した文字を全て取消
す場合は、【C】を押しま
す。

ひとこと

･［元に戻す］を押すとキー
ボードが表示されたとき
の状態に戻ります。
･ 一部のキーは、文字入力
の対象によっては表示さ
れない場合があります。
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13.2 文字を入力するには
漢字を入力する

A ［ひらがな］を押します。

B 表示されているキーボードから、入力する文字のキー
を押します。
濁音（「がぎぐげご」など）や半濁音（「ぱぴぷぺ
ぽ」）、拗音（「きゃきゅきょ」など）を入力する場
合は、［他かな］を押します。

文字ボックスに入力した文字が反転表示されます。

C ［変換］を押します。

変換候補選択画面が表示されます。

D 表示された候補の中から入力したい漢字のキーを押し
ます。

･ 熟語単位で変換できます。
･ 入力した文字が、変換の
対象になります。
･ 変換を中止するときは、
［中止］を押します。
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13.2 文字を入力するには
E ［OK］を押します。

文字ボックスに確定した文字が表示されます。

候補が 18個以上ある場合
に、［↑］または［↓］の
キーが現れます。
･［↑］を押すと前候補が表
示されます。
･［↓］を押すと次候補が表
示されます。

･ 入力した文字や数字を修
正する場合は、［←］、
［→］で修正する文字に
カーソルを合わせ、［削
除］を押し、文字や数字
を入力します。
･ 入力した文字を全て取消
す場合は、【C】を押しま
す。

ひとこと

･［元に戻す］を押すとキー
ボードが表示されたとき
の状態に戻ります。
･ 一部のキーは、文字入力
の対象によっては表示さ
れない場合があります。
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13.2 文字を入力するには
文字コードで入力する
16 進数（1～ 0、A～ Fの組合わせ）の文字コードで、文字や
記号を入力します。

A ［文字コード］を押します。

B 表示されているキーボードから、文字コードを入力し、
［入力］を押します。

文字コードにしたがって、文字ボックスに文字が表示
されます。

･ 本機の文字コードは
Shift-JIS コードです。文
字コードと文字の対応に
ついては、Shift-JIS コー
ド表（p. 13-13 ～）をご
らんください。
･ 入力した文字や数字を修
正する場合は、［←］、
［→］で修正する文字に
カーソルを合わせ、［削
除］を押し、文字や数字
を入力します。
･ 入力した文字を全て取消
す場合は、【C】を押しま
す。
･ 設定する項目によって、
使用できない文字コード
があります。

ひとこと

･［元に戻す］を押すとキー
ボードが表示されたとき
の状態に戻ります。
･ 一部のキーは、文字入力
の対象によっては表示さ
れない場合があります。
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13.3 入力文字一覧

入力画面
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13.3 入力文字一覧
ひらがな

カタカナ（全角）

英数字／記号

カタカナ（半角）

英数字／記号

（全角）
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13.3 入力文字一覧
Shift-JIS コード
（一部入力できないものもあります）
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13.3 入力文字一覧
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13.3 入力文字一覧
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13.3 入力文字一覧
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13.3 入力文字一覧
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13.3 入力文字一覧
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13.4 ファクス用語集

ファクス通信で一般に使われる用語について説明します。
本機で搭載されていない機能の用語についても説明されている場合があります。

用語 説明

記号・アルファベッ
ト

bps bit per second の略です。
データ伝送の単位で、1秒間に送るデータ量を表し
ます。

ECM （Error Correction Mode: 誤り訂正方式）
G3通信の誤り再送方式です。相手に正しくデータ
が送られたかどうかを確認し、正しく送られていな
い場合はそのデータを再送しながら通信します。相
手側がECMモードをもっていれば、本機では
ECM OFFを指定しない限り、ECMで通信されま
す。

Fコード ITU-T（国際電気通信連合）で標準化された T.30
＊のサブアドレスの使い方について、CIAJ（情報
通信ネットワーク産業協会）が定めた通信手順のこ
とです。Fコード機能をもつファクス間の通信で
は、メーカーが異なる場合も、Fコードを使用した
いろいろな機能を利用することができます。本機で
は、掲示板、中継依頼、親展通信、パスワード送信
で Fコードを使っています。（＊通信の規格のこと
です）

G3 ITU-T（国際電気通信連合）が標準化したファクス
の通信モードのひとつです。通信モードには、G3、
G4があります。G3は、現在最も多く使われてい
るモードです。

LDAP Lightweight Directory Access Protocol の略。
インターネットやイントラネットなどの TCP/IP
ネットワークで、ネットワークを利用するユーザー
のメールアドレスや、環境に関する情報を管理でき
るデータベースにアクセスするためのプロトコルの
こと。

PB プッシュ回線のことです。

PC-FAX 紙を使用せずに、コンピューターから直接ファクス
送信できる機能のことです。

Super G3（SG3） ITU-T V.34 に準拠したG3通信のモードです。通
常のG3通信より高速（最高 33,400bps）で通信
することができます。

TSI Transmitting Subscriber Identification の略で、
送信（発信）ファクス端末の IDのことです。

V34 スーパーG3のファクス通信時に使われる通信方式
のことです。相手機又は自社機が内線交換機経由で
回線に接続されているなどの場合、回線の状況に
よっては、スーパーG3モードで通信できない場合
があります。このような場合は、V34 OFFを選択
することによって、スーパーG3モードをオフにし
て送信することをおすすめします。
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13.4 ファクス用語集
Z折れ原稿 折り目がついているために原稿サイズを正しく検知
できない原稿の場合に、いったん原稿サイズを確定
してから原稿を読込み送信する機能のことです。こ
の機能は、原稿をADFで読込む場合にだけ使用で
きます。

あ行 宛先確認送信 送信時に、指定したファクス番号と相手機のファク
ス番号情報（CSI）を比較して、一致した場合のみ
送信する機能のことです。不一致の場合は通信エ
ラーとなるため、誤送信を防止することができま
す。

宛先レベル 情報のセキュリティのため、特定の宛先情報を特定
の人にだけ閲覧できるように設定する機能のことで
す。ユーザー認証と連動して使用し、設定したユー
ザーレベルと一致した宛先レベルの情報だけを閲覧
できます。

一括送信 宛先、送信時刻、メモリー送信や解像度などの送信
条件が同じ文書がメモリーに蓄積されると、指定し
た時刻にひとつの文書として自動的に送信されるこ
とです。

か行 海外通信 国外の相手と通信をすることです。海外通信モード
に設定すると、ゆっくりとしたスピードで通信しま
す。国内でも、通信状態の悪いところへ通信すると
きは、海外通信モードに設定しておくと、確実に通
信することができます。

解像度 原稿を読み取る細かさのことです。解像度の数値が
大きいほど、画質は細かくなり、送信にかかる時間
（電送時間）が長くかかります。必要に応じた解像
度を選択してください。

加入回線 日本電信電話株式会社（NTT）グループが提供して
いる公衆電話回線のことです。

強制メモリー受信 受信した文書をメモリーに蓄積し、必要に応じてプ
リントする機能のことです。

クイックメモリー送信 原稿を 1ページ読み取ると同時にファクス送信を始
める方法のことです。原稿の枚数が多い場合にもメ
モリーオーバーすることなく送信する機能のことで
す。

グループ 複数の短縮番号をグループ化しておくことです。同
じ宛先に順次同報や順次ポーリング受信をすること
が多い場合に便利です。

掲示板 閲覧したい文書を掲示したり、ポーリング送信した
い文書を蓄積しておく機能のことです。

原稿のとじしろ ADFを使って両面原稿を送信する場合に原稿のと
じ位置を設定する機能です。両面原稿のとじ位置に
は、原稿の上側（または下側）にとじ位置がある
「上開き /とじ」と、原稿の左（または右側）にと
じ位置がある「左開き /とじ」があり、原稿の裏面
の上下関係が異なります。

用語 説明
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13.4 ファクス用語集
原稿枚数指定 原稿の総ページ数を付けて送信することで、クイッ
クメモリー送信の場合に使います。原稿が正しく届
いたかを確認するのに便利です（メモリー送信の場
合は、自動的に総ページ数が付けられます）。

混載原稿 サイズの異なる原稿をセットし、それぞれの原稿サ
イズを検知して送信する機能のことです。

さ行 再送信 メモリーに保存されている送信できなかった文書を
選択して、同じ宛先か、または宛先を変更してもう
一度送信する機能のことです。

下地調整 原稿の背景色の濃さを調整して送信する機能のこと
です。

シャープネス 文字のエッジを強調して送信する機能のことです。

主走査 原稿を読み取るときの横方向のことです。

初期値 工場出荷時に、あらかじめ設定されている値のこと
をいいます。初期値のいくつかは、設定メニューで
変更することができます。お使いの状況に合わせ、
よく使う値を初期値に設定しておくと便利です。

親展通信 特定の人にだけ見せたい原稿を送受信する機能で
す。親展送信した原稿は、受信側の親展ボックスに
蓄積され、受信時には印刷されません。親展ボック
スの暗証番号を入力するなどの操作をすると、受信
した文書が印刷されます。

手動送信 相手側の状態を確認しながら送信する場合の操作で
す。

送信予約 送信中やプリント中に、次の送信を予約する機能の
ことです。

た行 ダイアルイン ファクス用の電話番号と、電話用の電話番号を別に
もつことができる機能のことです。
ダイアルイン機能を使用するためには、NTTにダ
イアルイン機能（モデムダイアルイン）の申し込み
が必要です。

ダイアル方式 PB（プッシュ式回線）、10PPS（ダイアル式回線 /
10PPS）、20PPS（ダイアル式回線 /20PPS）の
3種類があります。

代行転送 操作パネルの設定確認ボタンを使い、出力待ちの受
信原稿を手動で転送する機能のことです。代行転送
は、ファクス /スキャン画面が表示されていると
き、紙なし、または紙づまりで動作が中断している
ときに設定します。

タイマー通信 指定した時刻に通信する機能のことです。深夜や早
朝などの電話料金割引時間を利用して通信すると経
済的です。

短縮宛先 頻繁に送信する宛先のファクス番号を登録しておく
機能のひとつです。短縮宛先を登録するときに、宛
先名と検索文字を登録しておくと、短縮選択の検索
文字を利用して宛先を指定することもできます。

着信 ファクスに電話がかかってきた状態をさします。

用語 説明
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13.4 ファクス用語集
着信拒否宛先 着信拒否したい相手の電話番号をあらかじめ登録
し、迷惑ファクスを受信しないようにする機能のこ
とです。登録されている電話番号と着信電話番号が
一致した場合、［着信拒否］とメッセージを表示し
受信されません。

中継配信局 中継指示局からの中継依頼を受けて、中継配信先に
同報をするファクスのことです。

中継指示局 中継同報の指示をするファクスのことです。

中継同報 他のファクス（中継配信局と呼びます）を経由し
て、同報送信をする機能のことです。同報先が遠隔
地に複数ある場合、同報先のひとつを中継局に設定
し、中継局から同報送信をすることで、全体の通信
料金を削減することができます。

長尺原稿 A3サイズ（420 mm）より長い、長尺サイズの原
稿を送信する機能のことです。長い原稿を送信した
い場合は、長尺原稿を指定することにより送信する
ことができます。

電送時間 ファクスを送る時間のことです。解像度が高く、用
紙サイズが大きいほど、電送時間が長くかかりま
す。

伝送速度 ファクスではモデムの伝送速度のことをいいます。
本機では、33,600bps などの高速な伝送速度で通
信できます。海外通信モードに設定しておくと、
7200bps や 4800bps のノイズに強い伝送速度で
通信します。

同報 ひとつの原稿を 1回の操作で複数の相手に送信する
ことです。

は行 パスワード送信 パスワードをつけて送信する機能のことです。相手
機が閉域受信を設定している場合、送信側からは閉
域受信パスワードと同じパスワードを送る必要があ
ります。

発信 電話をかけることをさします。ファクスでは、原稿
を送信したり、ポーリングをするためにダイアルす
ることです。

発信元名 漢字、英数カナで表す自局の名称のことです。受信
側で、送信原稿の先端に発信元印字の一部として記
録されます。

発信元記録 ファクス送信をしたときに、受信側の記録紙の先端
に印刷される、送信日時、名前、電話番号、ページ
番号などのことです。

ファクス ID ファクス通信をするときに、お互いを確認するため
の識別コードのことです。通常は、ファクスの電話
番号を登録します。

副走査 原稿を読み取るときの縦方向のことです。

ブック連写 本やカタログなどをファクス送信する場合に、表カ
バー、裏カバー、左右のページが分割され、それぞ
れ 1ページとして送信できる機能のことです。

用語 説明
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プログラム宛先 頻繁に送受信する宛先のファクス番号や、定型で使
う送信の操作手順などを登録しておく機能のことで
す。プログラムキーを押すだけで、宛先を指定した
り、自動的に機能を設定して通信することができま
す。

閉域受信 パスワードが一致する相手機からの通信のみを受け
付ける機能のことです。

ポーズ 間隔をあけてダイアルすることです。本機ではポー
ズを 1回押すと、1秒の間隔をあけることができま
す。

ポーリング 相手側にセットされているか、またはメモリーに蓄
積されている原稿を、受信側からの操作で送信させ
る機能です。

ま行 メモリー データをいったん蓄積しておく場所です。通信の指
示をするときや、代行文書を蓄積するときに使われ
ます。

メモリーオーバーフ
ロー

読込んだ原稿や代行文書を蓄積しているときに、
ファクス画像メモリーが一杯になった状態をいいま
す。

メモリー送信 原稿を読み取り、メモリーに蓄積してからファクス
送信を始める方法のことです。メモリー送信を使用
すると、発信元記録のページ数に自動的に総ページ
数が付けられ、送信結果レポートに送信文書の1
ページ目の画像が記載されます。ただし、原稿の
ページ数が多い場合や、原稿の画質が細密なために
情報量が多い場合はメモリーオーバーすることがあ
ります。

メモリー代行受信 用紙切れなどで、受信文書をプリントできない状態
のとき、自動的に受信文書をメモリーに蓄積する機
能です。用紙補給などの処置をすると、代行蓄積文
書が印刷されます。

や行 読込み 原稿を光学的に走査して、画像データに変換して取
り込むことです。

読込みサイズ 原稿を読込むサイズを指定して送信する機能のこと
です。受信側の用紙幅が送信原稿より小さい場合、
通常は縮小して記録されます。縮小したくない場合
に、原稿サイズを受信側の用紙サイズに指定する
と、原寸で送信することができます。

ら行 リダイアル 相手機が、話中のときなどに、時間をあけて再びダ
イアルをすることです。
手動でリダイアルする方法と、自動的にリダイアル
される自動リダイアルがあります。

リモート受信 外部電話からリモート受信番号を使って受信の指示
をする機能のことです。

わ行 枠消し ADFを開いたまま原稿を読み取ったり、冊子に
なっている原稿を読込むときなどに、上下左右に写
る黒い影を消して送信する機能のことです。

用語 説明
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14.1 使用別索引

あ行

宛先レベル
宛先レベルを変更する（宛先レベル設定） ............................................................. 10-26

宛先を指定する
宛先を1 箇所だけ指定する ................................................................................ 2-18
直接入力で指定する ......................................................................................... 2-22
複数の宛先を指定する ....................................................................................... 2-28
プログラム宛先から指定する .............................................................................. 2-30
履歴から指定する ............................................................................................ 2-24

印刷する
ファクス送信と同時にコピーをする（同時印刷） ....................................................... 7-23
レポート /リストの種類 .................................................................................... 12-2

か行

解除して送る
ECMモードを解除して送る（ECM OFF） ............................................................. 7-43
スーパーG3モードを解除して送る（V34 OFF） ..................................................... 7-46

確認する
宛先を確認 /削除する ....................................................................................... 2-32
宛先を再確認して送信する（宛先確認表示機能） ....................................................... 7-55
設定状態を確認する ......................................................................................... 2-32
送信前に読込み状態を確認する（仕上りプレビュー） ................................................. 2-63
送信予約ジョブを確認する ................................................................................. 2-45
通信結果を確認する ......................................................................................... 2-46
読み取ったことを確認する（済みスタンプ） ............................................................ 7-26

記録する
縮小して記録するとき ....................................................................................... 3-11
受信時の記録方法 ............................................................................................ 3-16
等倍で記録するとき ......................................................................................... 3-15
用紙におさまるように縮小して記録するとき ........................................................... 3-11

グループ
グループ宛先を削除する .................................................................................. 10-19
グループ宛先を登録する .................................................................................. 10-15
グループ宛先を変更する .................................................................................. 10-18

掲示板
掲示板に文書を登録する ...................................................................................... 9-8
掲示板の文書をポーリング受信する ...................................................................... 9-12

原稿にあわせて送る
折り目のある原稿を送る（Z折れ原稿） .................................................................. 7-32
黒い影を消して送る（枠消し） ............................................................................. 7-12
原稿のとじ位置を指定する（原稿のとじしろ） .......................................................... 7-38
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14.1 使用別索引
原稿を読込むサイズを指定して送る（読込みサイズ） ................................................. 7-20
サイズの異なる原稿を一度の操作で送る（混載原稿） ................................................. 7-29
長い原稿を送る（長尺原稿） ................................................................................ 7-35
見開き原稿を左右1ページずつ分けて送信する（ブック連写） ...................................... 7-15

原稿をセットする
ADF/ 原稿ガラスの両方を使って原稿を送るには ...................................................... 2-11
ADFに原稿をセットする .................................................................................... 2-7
原稿ガラスで複数枚の原稿を送るには ..................................................................... 2-9
原稿ガラスに原稿をセットする .............................................................................. 2-8
原稿をセットする .............................................................................................. 2-7

さ行

サービス
「サービスに連絡してください」と表示されたら（サービスコール） ................................. 5-6
ファクス情報サービスを利用する ......................................................................... 13-2

親展通信
親展受信した文書を削除する ................................................................................ 8-5
親展受信した文書をプリントする ........................................................................... 8-4
親展通信のしくみ .......................................................................................... 10-36
親展送信をする（Fコード送信） .......................................................................... 7-63
親展ボックスを設定する .................................................................................. 10-33

設定しておく
宛先情報を保護する（参照許可設定） ................................................................... 11-38
宛先登録の変更禁止を設定する（登録宛先変更） ..................................................... 11-30
外部電話から受信の指示をする（リモート受信） ......................................................... 8-2
機能のON/OFFを設定する（機能ON/OFF設定） ................................................. 11-56
強制メモリー受信した文書を取り扱う ..................................................................... 8-6
強制メモリー受信を設定する（強制メモリー受信設定） ............................................ 11-62
構内交換機に関する機能を設定する（PBX接続設定） .............................................. 11-80
再送信を設定する（再送信設定） ........................................................................ 11-71
受信文書のプリント方法を設定する（受信印刷出力設定） .......................................... 11-28
受信文書を転送する（転送ファクス設定） ............................................................. 11-66
スタンプを印字する設定をする（スタンプ設定） ..................................................... 11-36
送信者ごとに受信原稿を振り分ける（TSI 受信振分け設定） ....................................... 11-76
送信や受信方法を設定する（送信 /受信設定） ........................................................ 11-53
増設回線の機能を設定する（機能設定） ................................................................ 11-87
増設回線のパラメーターを設定する（回線パラメーター設定） .................................... 11-85
ダイアルインを設定する（ダイアルイン設定） ........................................................ 11-59
通信履歴を表示されないようにする（通信履歴表示） ............................................. 11-100
特定の相手からのみ受信する設定をする（閉域受信設定） .......................................... 11-64
ハードディスク内のボックスに受信する（PC-FAX受信設定） ................................... 11-73
発信 / 着信方法を設定する（回線パラメーター設定） ............................................... 11-50
発信元 / 受信情報の付けかたを設定する（発信元 /受信情報） ..................................... 11-47
発信元名とファクス IDを登録する（発信元 /ファクス ID登録） ................................. 11-44
パワーセーブ移行条件を設定する（パワーセーブ移行） ............................................ 11-26
ファクス /スキャン画面の初期状態を設定する（ファクス /スキャン設定） .................... 11-17
ファクス機能の初期設定値を設定する（ファクス /スキャン初期設定） ......................... 11-24
ファクス送信機能を禁止する（FAX送信禁止） ...................................................... 11-96
ファクス動作中の画面を設定する（ファクス動作中画面） .......................................... 11-20
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14.1 使用別索引
ファクス番号の直接入力を禁止する（手動宛先入力） ............................................... 11-94
ファクス番号を表示されないようにする（個人情報非表示） ....................................... 11-98
複数宛先禁止を設定する（複数宛先禁止） ............................................................. 11-32
リモート受信を設定する（リモート受信設定） ........................................................ 11-69
レポートのプリント方法を設定する（レポート出力設定） .......................................... 11-82

た行

短縮
宛先確認 /登録画面から短縮宛先にファクス番号を登録する ........................................ 10-8
短縮宛先にファクス番号を登録する ...................................................................... 10-4
短縮宛先を削除する ....................................................................................... 10-13
短縮宛先を指定して送信する .............................................................................. 2-18
短縮宛先を変更する ....................................................................................... 10-11
登録宛先を検索する（宛先種類） .......................................................................... 2-20
登録宛先を検索する（検索文字キー） ..................................................................... 2-19
登録宛先を検索する（詳細検索） .......................................................................... 2-21

着信拒否
着信拒否宛先を削除する .................................................................................. 10-32
着信拒否宛先を登録する .................................................................................. 10-29
着信拒否宛先を変更する .................................................................................. 10-31

中継同報
中継先を指定して送る（Fコード送信） .................................................................. 7-66

中止する
タイマー通信予約ジョブを取り消す ...................................................................... 2-44
通信中に中止する ............................................................................................ 2-43

調整して送る
背景色の濃度を調整して送る（下地調整） ................................................................. 7-6
文字のエッジを強調して送る（シャープネス） ............................................................ 7-9

できない
エラーメッセージが表示された .............................................................................. 5-5
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